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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　　プロローグ







　世の中には『その人の人生を変える一言』というものが存在する。

　ある少年にとってのそれは、小学校３年の絵画の授業中に言われた一言だった。それは、異性に対して関心が芽生え始めていた時分に、一番に意い識しきしていたクラスメイトの女子に言われたものだった。

「左そ右う田だくんって絵上う手まいんだね！　漫まん画が家かになれるよ！」

　言った方からしたら何気ない言葉だったのだろうが、その瞬しゆん間かんに彼、左右田伊い織おりの夢が決まったのだ。




　元々映画を見ることや、小説を読むことは好きだったのだが、それまでマンガはほとんど手にしないでいた伊織は、次の日からマンガ雑誌を読よみ漁あさるようになった。

　小学生のお小遣いではその全すべてを購入出来るわけもないので、近所のコンビニに通い立ち読みを毎日続け、たちどころにマンガのとりこになっていった。薄うっすらと将来はクリエイターになりたいと思っていた彼は、脚きやく本ほん・台詞せりふ・演出等、その全てを一人で作り上げることの出来るマンガという媒ばい体たいに対して、いたく興きよう味みを抱いたのである。

　しばらくすると、ノートに真ま似ね事ごとでコマ割りを描き、ストーリーのようなものを組み立ててみるようになった。それを学校の友達に見せてみると評判が良かった。

　今度はＧペンやマンガ用の原げん稿こう用よう紙しを買い、本格的にマンガを描き出した。本屋にそれ用の参考書が溢あふれているし、今やインターネットで検索すれば必要な情報は一瞬にして集められる。マンガを描くにはどんな画材が必要なのか、どういう風に準備をして、どういう風に描けば良いのか、独学でマンガの作り方を学んでいった。

　元々画力には天てん賦ぷの才能があったようで、みるみるうちに向上していった。話作りの方も数を描くことでコツを摑つかんでいった。

　マンガの技術を鍛きたえ、マンガの知識を溜ため、自分の作品を生み出す。伊織は小学生時代の大半をそうやって過ごした。

　中学生になってもそれは変わらなかった。むしろ、マンガと創作に対する熱は小学生の頃ころより増していたし、さらにワンランク進んだ修練とマンガ作りを心がけた。

　中学２年の冬には初めてマンガの新人賞に作品を投稿した。最終候補まで残り、作品の１カットと名前が雑誌に載のった。

　初投稿のうえ歳としを考えれば十分な成果だといえるが、伊織自身は全まつたく満足出来なかった。必ず一番になって、プロデビューしてやると一層意気込んだ。

　雨の日も、風の日も、春夏秋冬、絶え間なくマンガを描き続けた。寝る間すら惜しんだ。

　それから間もなくだ、彼の血のにじむ努力は実を結ぶこととなる。

　高校１年の春、左そ右う田だ伊い織おりは15歳さいにして年一回行われる『週刊少年ライン』の漫まん画が賞しようで見事大賞を受賞し、その受賞作で漫画家としてデビューを果たしたのである。

　これは稀まれにみる快挙と言わざるを得ないし、本人的にも納得のいく結果であった。作品そのものの質も凄すごかったし、若すぎる年ねん齢れいもあり、編集部はもちろん、世間が彼を天才と呼ぶことは避けられなかった。

　本名で投とう稿こうしていたため、そのことはすぐに周囲に知られたし、友人たちからも当然もてはやされたのではあるが、納得出来なかったのは、ネット上で『現げん役えき女子高生漫画家』と噂うわさされたことだった。そもそも『伊織』という名前は男の名前なのに、最近は女子の名前としての市民権が強くなっているのが原因だ。ペンネームを使えば良かったかとも悩んだが、それ自体は些さ細さいなことだし捨て置くことにした。

　そんなことよりもショッキングだったのは、「学業に支障をきたすため」という両親と編集部の意向により、高校卒業までは連れん載さいを持つことを禁じられたことだ。いくら筆が速くても、学校に通いながらの週刊誌連載は極きわめて困難であるからだ。

　それに反発するかたちで、伊織は大賞受賞後も、休まず新作を描き続けた。その中のいくつかを『ライン』の本誌や関連誌で読みきりとして掲載させてもらい、その全すべてが読者アンケートでぶっちぎりの評価だった。

　学校での成せい績せきも落とさず、その調子で驚きよう異い的てきなスピードで作品を生み出し続けた。こうやって結果を見せることで、編集部や両親たちを認めさせて、高校生のうちに『週刊少年ライン』の連載をもぎ取ろうとしたのだ。

　しかし、ペース的にも内容的にも問題ないかと思われたのだが、いくら描いても連載の許可は下りなかった。




　そうこうしているうちに季節はすぐに流れ、左右田伊織は高校２年生になっていた。







　　　　　第一章　天才高校生漫画家の生活







「伊い織おり！　今け朝さ『ライン』立ち読みして、お前の読みきり読んだぞ！　めちゃくちゃおもしれーじゃねえかよ！　あれで何でお前連れん載さい出来ねーんだよ!?　ええ、おい!?」

「僕が一番理解に苦しんでるよ」

　朝一の教室に入るや否いなや意い気き揚よう々ようと声をかけてきたクラスメイトの丸まる山やまに対して、伊織は冷めた口調と表情で返答した。

　自みずから公言し回ったわけではないが、風の噂うわさで伊織が現げん役えき高こう校こう生せい漫まん画が家かであることはクラスや学校中に周知の事実である。そのため一目は置かれているものの、偏見や嫌がらせ、イジメなどなく、皆普通に友達として接してくれるのは有あり難がたい。

　丸山は興こう奮ふん気ぎ味みに、今朝見てきたばかりである伊織のマンガのこのシーンの台詞せりふが良かったとか、このシーンの絵が迫力あったとか熱心に語り出した。自分の作品が雑誌に載のればこうやっていつも友人たちが感想を聞かせてくれるので、伊織にとって今後の貴重な参考になる。

「そういやさ、あのクソしょうもないギャグマンガ、今週最終回だったぜ。オレの言ったとおり10週打ち切りじゃねえかよォ！　最後も最悪！　バナナで転んで後頭部打って死んだところで『Ｔｈｅ　Ｅｎｄ』とか全然笑えねーよ！　マジで編集部はセンスねえよなあ。ぜってー伊織のやつの方が面白いっつーの。しかもお前、週一で描くのも余裕なんだろ？」

　カバンを机に置きながら、同意と肯こう定ていの意味を込めて伊織は頷うなずいた。

「ホント、お前は凄すごいよ。何であんな面白い話ポンポン思いつくかね。つーかお前ってさ、いつマンガ描いてんだ？　学校じゃあオレらと普通に過ごしてるし、昼休みの空き時間に描いてるのだって見たことねえ。成せい績せきもオレよりいいんだから、家では結構勉強だってしてんだろ？　塾じゆくもなかなか行く暇ひまねえだろうしさ」

「ん？　授業の時間以外で学校の勉強なんてしたことないよ。一回の授業で一通り理解出来るし、それをそのままテストで実証するだけじゃないか」

「『だけじゃないか』ってサラッと言われても困るぜ！　何だよそれ、すげえな……。てことは、家に帰ってからずっとマンガを描いてるわけか」

「いや、それじゃあ時間が足りないし、今も描いているよ」

「は？」

「常に頭の中で新しい作品を描いているんだよ。ネームって分かるかい？　コマ割りとか台詞を簡かん易い的てきに紙にまとめる作業のことなんだけど、それを全部頭の中でやってるんだ。後はそれを実際に原げん稿こう用よう紙し上に転写するだけ。頭の中でのネーム作業は、登下校中はもちろん、体育の時間の運動中とか常にやっているし、こういうクラスメイトとの会話の間にだってそうだよ」

「おいおい、マジかよ。喋しやべりながらそんなこと出来るのか？　器用すぎんだろ」

「むしろ何かをやりながらの方が捗はかどるね。音楽聴ききながら作業する人っているだろ？　ああ、別に君との会話を聞き流してるわけじゃないからね。何だったら君の世間話からマンガを描くアイディアを吸収させてもらってるよ。そうだなあ、もしかしたら今後、どこかで君の話した言葉が何らかの形で僕の作品に出てくるかもね」

「マジかよ!?　じゃあさ、どうせだったらオレをモデルにした主人公で何かマンガ描いてみせてくれよ！」

　丸山が期待満々といった表情で覗のぞき込こんでくる。

「ん～。ゴメン、それは厳きびしいな。読者受けしそうにないし」

「ああ、それじゃあしょうがねえよなあ～。……って、おい！」

　間もなく教室に担任の古ふる町まちみもり教きよう諭ゆがやってきた。みもりは威勢の良い調子で教室の生徒たちに手を叩たたく。

「ほいほ～い！　あんたらとっとと座んなさいよ！」

　２年Ｂ組の担任の彼女は『ミモリン』の愛称で親しまれている。担当は体育科でまだ20代。若いしノリがよく友達感覚で話せるので、生徒からの人気は高い。見た目についていえば、生徒と間違えられるくらいの童顔で、結構な美人さんだ。去年の文化祭のミスコンで優ゆう勝しようしかけたが、先生に出場権はないはずだという他の参加者からの抗議が殺到したため、優勝を取り下げられたりもした。密ひそかにみもりを狙ねらっている男子は多い。

　伊い織おりは１年の頃ころから担任がみもりから変わっていない。そのかん高い聞き慣れた声をＢＧＭに、いつものように頭の中でマンガを描き始める。

　昼休み前には最新作のコマ割り、構図、台詞せりふ回し、マンガとしての設計図が伊織の頭の中に出来上がった。後は家に帰って作画するだけだ。

　直接手を動かすのは原げん稿こう用よう紙しへの下描きからなので、これで大幅に作業時間の短たん縮しゆくを行えるし、次々に新しい作品を生み出せるわけだ。あまりにハイペース過ぎるので、編集部がドン引きするほどである。しかも多少波はあるものの、その全すべてが高いクオリティを誇る。

　彼の凄すごいところは、大量の作品を描いているものの、だからといって実生活でずっとマンガに付きっきりというわけでもなく、友人からの遊びの誘いもほとんど断らないようにしていることだ。夕食後はリビングでテレビを家族と一緒に見るし、週末に映画や小説を鑑かん賞しようしたりするし、普通の生活をしているようにしか見せない。

　アウトプットも大事だが、インプットも大事なのだ。新しい知ち識しきと経験は、よりよい作品作りに貢献してくれる。つまり、普通の学生生活を通してアイディアを溜ため込こみ、それと同時進行でマンガを作り続けているわけだ。日常生活がマンガ制作と直結している、そういう意味ではやはりマンガ漬づけといえるかもしれないが。

　このように一見常人離れしている能力もある伊い織おりだが、完かん璧ぺき超ちよう人じんというわけではない。スランプや全まつたくアイディアの出ない苦しい時間もある。上う手まくいかない苛いら立だちでさじならぬ、ペンを投げたい気分になる時だってある。しかも、こうやって相当数の時間と労力を費やしても、未いまだ念願である連れん載さいの許可は下りないでいる。

　しかし、そんな逆境であろうとも、彼は『週刊少年ライン』での連載を勝ち取ろうと毎日頑張り続けている。そもそものきっかけは、初恋の女の子の一言だったが、その漫まん画が家かになるという夢は達成出来たし、今やそんなことは関係ない。目の前に新たに現れた目標を成なし遂とげることに必死なのだ。

　一番になること。

　これほど単純かつ明快な目標はないだろう。

　現在の左そ右う田だ伊織の目標は、日本一の漫画家になることなのだ。




「けどさ～、高校卒業したら連載させてくれるって編集部からは約束されてんでしょ～？」

　昼休みの屋上にて、伊織が馴な染じみの男子たち二人と弁当を食べていると、そのうちの一人、磯いそ辺べからふとした疑問をぶつけられた。

「だったらそんなに焦あせる必要ないんじゃないの～？　確かに伊織なら学校も『ライン』での連載も同時で行けちゃいそうだけどさ～。やっぱきついだろうし無理する必要ないって～」

　磯辺に便乗して、隣となりで屋上の地べたに胡坐あぐらをかいている丸まる山やまがうんうんと頷うなずいた。

　磯辺も丸山も１年の頃ころからのクラスメイトだ。二人とも伊織が世間から天才高校生漫画家と呼ばれていることはもちろん知っているが、普通の友達として気軽につるんでいる。学校では特にこの三人で行動することが多い。

　女好きでいつも女子のケツばかり追いかけている丸山。

　皮肉屋で勉強も運動も手堅くこなす磯辺。

　伊織とは違って二人ともどこにでもいる男子高校生であるが、彼らは特別引け目を感じたりはしないし、バカをやり合える良い友人だと認め合っている。

「ま、磯辺の言うとおりだな。つーか羨うらやましいぜ。卒業したら『ライン』で連載決まってんならよ、受験しなくてもいいし、何なら就しゆう職しよく活動だって飛ばせちゃうんだよな。漫画家で成功決まったようなもんだしよ」

　丸山からのその言葉に対して、伊織は鼻からため息を出して呆あきれを表現した。

「そんな甘い世界じゃないよ。新人賞で大賞取った人の中でも、その後成功出来るのなんて一握りだ」

「おいおい、何だ？　伊織らしくねえな？　そんな弱気な発言しちゃってよ」

「ん？　その一握りが僕だって話だけど？」

「うわー、こいつ腹立つわー」

　丸まる山やまはそうは言いつつも、いつもどおりの自信たっぷりな伊い織おりだったのでちょっと安心感を覚えた。

「まあ、『ライン』に載のった読みきり全部読ましてもらってるけどさ～、確かに伊織のマンガはぶっちぎりで面白いしね～。認めざるを得ないよね～」

　磯いそ辺べがそう言うと、丸山はさっきと同じように同意の頷うなずきをした。友人としては同列だが、伊織の描くマンガの面白さについてだけは上位に見ているし、磯辺も丸山も素直に持ち上げるようにしているのだ。

　と、その時、

「あ、あの、左そ右う田だ先せん輩ぱいですよね……？」

　突然近づいてきた女子の一団が伊織に声をかけてきた。

　磯辺と丸山は「なんだなんだ」と顔をしかめる。

　伊織本人であることを確認すると、１年生らしきその女子たちは小声で話し合ってから、そのうちの一人が意を決した感じで切り出した。

「ファンなんです！　サイン貰もらってもいいですか!?」

「…………」

　暫しばし躊ちゆう躇ちよした後、差し出されたサイン帳を受け取り、伊織は無言でサラッと一筆してやった。

「キャ──────ッ！　ありがとうございます！」

　人数分書いてやると、女子たちは心底嬉うれしそうに黄色い声を上げてサインを見せ合いながら盛り上がっている。

「……で、どうなんだい」

「はい？」

「僕の作品だよ。是ぜ非ひ、感想を聞かせてくれないかな。今日『ライン』に載った作品に限らなくても良いよ。今け朝さ、本屋やコンビニに並んだばかりだから、きっとまだ読めていないだろうしね」

　伊織の問いかけに女子たちは困った表情を見せ、少ししてから眼鏡めがねの子が遠慮気味に答えた。

「あ、え、えっと。大賞を取られた【サウザウンド・レッド】すごく面白かったです」

「……フッ。そうかい、それは光栄だよ」

　伊織はニヤリと笑った。

　今からちょうど１年前、伊織が大賞を受賞し、『ライン』本誌で商業デビューした作品こそが【サウザウンド・レッド】だ。あの原げん稿こうを描き上げた瞬しゆん間かんは、今でも昨日きのうのことのように思い出せる。

　ストーリーは、魔ま法ほう使つかいである砂漠の民たみ同士の１０００年にも及ぶ紛争を、魔法の使えない主人公の少年が、知恵と勇気を振り絞って食い止めようとするものだ。複雑な紛争の背景などの入念に練られた世せ界かい観かんの設定と、モノクロの作画による表現が難しい砂漠での戦せん闘とうシーンを見事に描ききっており、非常に高い評価を得ている。

「ああ、そうそう、気づいたかな？　あの作品は70年代に連れん載さいされていた【熱砂の星】の影えい響きようを色濃く受けていてね。特に終しゆう盤ばんで出てくる魔ま獣じゆうグランベリアルスなんだが、【熱砂の星】に出てくる怪獣ゴロンのオマージュなんだよ。【熱砂の星】では星の先住民たちの怨おん念ねんで生まれたって設定だったんだが──」

「は、はあ……？」

「──外見なんかは北欧神話のヨルムンガルドがモデルだね。ああいう神話の怪物って出典は古いけど、色んなイラストレーターの人たちによって何度も描き直されるから、その時代の流行色ってのが出やすいんだよ。そういった最新のデザインを参考にすれば、自然と今の読者にウケやすい外がい観かんが作れるってわけ。主人公たちが乗っていたあの砂漠を走る車だって、メーカーは伏せさせてもらうけど、モチーフは現代車だからね。そこにファンタジーの世界観にマッチするように細かいディテールを組みかえたのさ。あの作品で一番時間がかかったのは、砂漠の民たみたちが使う魔ま法ほうの設定かな──」

「あ、あの……」

　ポカンとする女子たちに目もくれず、伊い織おりは饒じよう舌ぜつに話し続ける。

「──ああ、ヒロインの造形や描写にも時間がかかったな。あれは主にアイドルの洲す崎ざきスミレがモデルでね。彼女がどうして人気なのか研究するために、彼女の写真集やイメージビデオを買かい漁あさったんだよ。スミレの可愛かわいい仕草や水着姿を本やＤＶＤが擦すり切きれるくらい見返したね。今でも何も見ずに彼女を描けると思う。後は、学校の女子をひたすら観察したな。女子がどういう行動をした時ドキッとするのか、教室の中や、廊下、体育の時間、気になった女子をずっと目で追うんだよ。まあ、それはあの作品に限らず、今でもよくやるんだけどね。マンガのキャラクターとして粉飾するために、時にはその子のあられもない姿を想像したりする。この子は好きな男に対してどんな表情をするのか、どんな顔でキスをするのかとかね。ひょっとしたら、君たちのうちの誰だれかも、知らず知らずのうちに使わせてもらっているかもしれないなあ。うん、そういう意味では学校は資料の宝庫だね。マンガのキャラや有名人をモデルに使うと既視感が出る可能性が高まるが、誰も知らないような一般の学生や教師を使えばそういった心配を抑えられるからね。さらに言うなら──」

「……おーい、伊織ィー。おにゃの子たちならもういねえぞォー」

　丸まる山やまの言葉にハッと我に返ってみると、いつの間にか女子たちは屋上からすっかり姿を消していた。彼女たちが、変質者でも見るような顔をしながら「失礼します……」と言い残して立ち去っていくのにも、伊織は全まつたく気づいていなかったようだ。

　伊織の横では磯いそ辺べが苦笑いを浮かべている。

「あ～あ、出たよ～、伊織のいつものやつが～」

　そう、オタクにありがちな『自分の好きな話になると周まわりが見えなくなる』という悪あく癖へきを、伊い織おりも抱えているのである。マンガの話になると熱が入りすぎて、今のようにストップがきかなくなってしまう。

　さらにいえば、マンガ制作の参考のために、クラスの女子へセクハラまがいの質問を吹っ掛けることもよくある。他意はなくただただ創作への純粋な気持ちで、「今、何色のパンツ履はいてる？」とか、「お風呂で身体からだはどこから洗うの？」などと真顔で訊きいたりする。

　仮に『天てん才さい漫まん画が家か』という肩書きがなかろうとも、頭の回転が速いし、顔もそこそこ良いので、本来女子にモテそうなものだが、そんな性格が災わざわいしてか、伊織にはこれまで浮いた話が一切ない。

　当の本人にはそういう自覚がないらしく、伊織はいつものように「何か悪いことしたか？」という表情で首を捻ひねり、それから弁当の続きを食べ始めた。

「カァ～！　ホント、もったいないねえ！　オレがお前みたいに女の子にもてはやされりゃあよォ、ガンガン落としてやんのになあ！　オレにもチャンスを寄こせよ、このやろう！」

　丸まる山やまは八つ当たりのように伊織の弁当箱から卵焼きを奪いぺロリと食べた。「おい！」と伊織がお返しに丸山の弁当から何かを取ろうとするが、丸山は上う手まくディフェンスし、その様子を見ながら磯いそ部べがニヤニヤと笑っている。

「まあ、伊織は才能もあるけど、それ以上に努力をしてるからね～。丸山とは大違いだよ～」

「うっせー！　そんなのオレが一番知ってるよ！　オレには才能もなけりゃあ、努力なんてする気すらねえよ！　文句あっかコラ！」

　磯辺に迫る隙すきを突いて、伊織は丸山の弁当箱から彼の大好物のハンバーグを奪い取り口に放りこんだ。

　磯辺の言うように、伊織は並ならぬ努力をしている。頭の回転の速さや、絵の上手さは持って生まれた才能の部分もあるが、何よりもそのストイックさが彼の一番の才能だろう。

　プライドの高い伊織はそういう姿を見せないようにしているつもりなのだが、家族や仲の良い友人たちには気づかれている節ふしがある。街まちを一緒に歩いていればふとした出来事をすぐにメモに取ったり、カラオケボックスで初めて聴きく歌があればその歌詞の使えそうなフレーズを書き留めたりと、マンガのためのアイディア収集に余念がない。

「でさ～、話戻すけど、どうして伊織はそこまで今『ライン』で連れん載さいがしたいの～？」

　ゴクリと丸山のハンバーグを飲み込んでから、伊織は磯辺に向き直った。

「『ライン』で一番になりたいんだ。なら、連載を持つことは絶対条件だろ」

「それはまあ分かるんだけど、今じゃなきゃダメなの～？」

「今じゃなきゃダメだ」

　間かん髪はつ入れずの返答に磯辺は少し困惑する。

「ああそうか、磯辺は知らねえのか。こいつさ、今の『ライン』の連載陣の中で倒したい相手がいんだよ。そのまんまの意味じゃねえぞ？　マンガの人気で上になりたい相手がいんだよ」

「へえ～、ライバルってことかな～。誰だれなのそれ～？」

「杜もり若わか王おう子じ郎ろうだよ」

　丸まる山やまの言葉に驚おどろいた磯いそ辺べは目を見開いた。

「うっそ～、マジで～？」

　伊い織おりは何も言わずご飯を口の中に搔かき込こんでいる。

『杜若王子郎』といえば、マンガを読む人間ならば誰でも名前を聞いたことがあるような有名な漫まん画が家かだ。

　１本のヒットならたまたまと呼ばれるかもしれないが、２本以上ヒット作を飛ばす作家は本物といっていいだろう。中でも杜若王子郎は、過去の連れん載さい作品が全すべてアニメ化、あるいは実写映画化されているようなヒットメイカーだ。最近デビュー35周年を迎えた大ベテランでもある。

　描くジャンルはというと、王道的なバトルマンガもあれば、大人おとな向けの社会派な内容、はたまたラブコメもあるし、多種多様である。時に分かりやすいシンプルなストーリー構成かと思えば、一変して独創的な世せ界かい観かんを演出したりと、作風も自由自在だ。

　一般の読者はもちろん、業界でもファンが多く『現代を生きるマンガの神様』などともてはやす声もあるくらいなのだ。

「ああ、大マジだよ。こいつ、とんでもないところにケンカ売ろうとしてんだよ」

「本当にとんでもないところだね～。そっか、あの人雑誌コロコロ移動するし、人気あってもいきなり終わらせちゃうし、悠ゆう長ちように高校卒業するまで待ってたら、同じ土ど俵ひようで勝負が出来ないかもしれないってわけだね～。【スタプリ】も始まってから結構経たつしね～」

【スタプリ】とは、杜若王子郎が現在『週刊少年ライン』で連載中のマンガ【Ｓｔａｒスター　ＰｒｉｎプリンｃｅｓＳセス】の略称である。

　ストーリーはこうだ。

　地球に住む人々はまだ知らない。生命のある星には必ず、神コアと呼ばれる無む尽じん蔵ぞうのエネルギーが存在し、それを巡って宇宙中で戦争や略奪行為が行われていることを。そしてついに、辺境の地である地球にも神コアを狙ねらう悪意の矛ほこ先さきが向けられる。

　日本の高校生・椿つばき流りゆう星せいは、ひょんなことから地球の神コアである少女・ころなを、地球に潜せん伏ぷくする異星人の魔まの手てから救い出す。

　流星は、ころなから神コアの力の一部を授さずかり、『エーテル』という特殊能力に目覚める。『エーテル』は、各星の神コアによって異なる特性を発揮する異能の力である。流星はころなから与えられた『エーテル』能力を駆く使しして、辛からくも異星人の撃げき退たいに成功する。

　それから流星は、ころなと地球を護まもるために、さらに強大な力を持つ侵略者や、各星から送られてくる『エーテル』能力者たちとの戦いに身を投じていく──。

　ジャンルは昔から人気の根強い能力系のバトルもので、【スタプリ】は中高生を中心に大ブレイクしている。コミックスの売り上げも、現『ライン』連載作品の中で最高を記き録ろくしている。

　予想もつかない展開の連続。週刊連れん載さいとは思えないほど質の高い作画。並外れた戦せん闘とう描写や心理描写。様々な要素が嚙かみ合あい、評論家の間でも王おう子じ郎ろう作品最さい高こう傑けつ作さくと評する声は大きい。もちろん映像化の話は後を絶たないのだが、制作側へのハードルが高いのか今のところ実現されていない。

　そんな【スタプリ】だが、ストーリーもそろそろ佳か境きようという雰ふん囲い気きを匂におわせているので、いつ最終回を迎えてもおかしくない状況なのだ。

「まあ確かに今でいうならあの人を超こえたら、日本一を名乗っても良いかもしれないね～。今現在、発行部数トップを誇る雑誌の看板作家なんだしね～。いつも伊い織おり言ってるもんね、日本一の漫まん画が家かになりたいってさ～」

「でもよ、前の読みきりは【スタプリ】よりアンケート勝ってたんだろ？　現げん役えき軍人のモンスターペアレンツと、元マフィアの殺し屋だった教師との抗争劇。あれめっちゃ面白かったわ」

　伊織もまた、杜もり若わか王子郎のように様々なジャンルに手を付けている。これは、杜若王子郎を意い識しきし、対抗してのことだ。

　前回の読みきりはいつもよりコメディ色を強めにした。絵のタッチをやや古風にしてギャップの笑いを狙ねらってみたが、大正解だった。左そ右う田だ伊織という作家は絵柄も作品に合わせて変えられるのだ。

「しかも今日きよう読んだ読みきりはあれよりさらに面白かったぜ。主人公の能力が眼めからビームが出るだけって設定で、よくあそこまで話を広げられるよな。伊織、また杜若王子郎に勝っちまうんじゃねえの？」

　今週号の『ライン』に載のった作品は、少年誌の読者を意識して、前回よりさらにバトル描写を濃い目に味付けしてみせた。躍やく動どう感かんあるコマ割りの連続は担当からも絶賛され、自分でもかなり良いものが出来上がったと自負している。【スタプリ】の戦闘シーンにも決して劣っているとは思わない。

「ああ、間違いなく勝つだろうさ。アンケート上ではね。しかしだ、そもそも読みきりは目新しいから票が入りやすいんだよ。しかも、今回も前回も、僕の読みきりが載った週の【スタプリ】は盛り上がりの前フリの回だった。これでは到底勝ったとは言えない。それに、雑誌の読者アンケートだけを人気の指標にしたくないんだ。単行本の売り上げでも勝たなければね。そうじゃなきゃ誰だれよりも僕自身が納得出来ない」

　二人の友人は「こいつは本当にプライドが高いなあ」と同時に思った。

　伊織は冗談なんかではなく、本気で日本一になろうとしている。それに、杜若王子郎と戦って勝ちたいのは「一番になりたい」という目標の通過点の意味合いもあるが、とある因いん縁ねんも大きな理由にあるのだ。

　それは、伊織が中学２年の時に初めてマンガを投とう稿こうした時のことだ。

　今にしてみれば未熟だったし、見返すのも気恥ずかしいくらいだが、当時全力で描いた自信作だった。何なら１００パーセント一番の評価をもらえると思っていた。

　応募したのは『週刊少年ライン』の月例賞で、現げん役えきの連れん載さい作家が順番に審査員を務めるというものだった。伊い織おりはその頃ころから最もつとも実力と才能を認めている作家、杜もり若わか王おう子じ郎ろうが審査員の月を狙ねらって初めての投とう稿こうをした。

　結果は最終候補で終わった。初投稿で、しかも中学生が大人おとなに混じって名前が載のっただけでも十分のはずだが、それでも伊織はめちゃくちゃ悔しかったし、涙だって流した。

　その時伊織は思った。自分は杜若王子郎を認めさせられなかった。だったらいずれ超こえてやればいい。自分の作品が上を行き、そうやって否いやが応おうでも認めさせてやる。そう誓った。

『負けず嫌い』──端的に彼の性格を表すならこうだろう。

　小学校や中学校の頃ころでいえば、テスト前になれば誰だれにも負けないように猛もう勉べん強きようしたし、運動会の数日前になれば誰よりも活かつ躍やくするために自主練を徹てつ底ていしたものだ。実際、同級生の誰にも負けたことはなかった。

　自分がちょっと努力すれば漫まん画が賞しようで一番にだって簡かん単たんになれる、そんな高こう慢まんな思いを当時の伊織は持っていた。

　伊織の人生においてこの『初めての決定的な敗北』は、彼のそういった性格から来る情熱の全すべてを、マンガだけに向けさせるには十分だった。

　この出来事がきっかけで、伊織はそれまで以上にマンガと向き合い、努力を積み重ねていったのだ。つまり、マンガに己おのれの全てを捧げようと思ったターニングポイントであり、いわば杜若王子郎が伊織を天才漫画家へと導いたともいえる。

「こいつよ、その初投稿の結果発表で、結構にボロクソなこと書かれたらしいぜ。杜若王子郎は中ちゆう坊ぼうにも容赦なし」

「なるほどね～。言い方悪いかもしれないけど、杜若王子郎へのちょっとした復ふく讐しゆう心しんがきっかけってやつなんだね～」

「いや、恨うらんでなんてないよ。むしろ感かん謝しやしてるくらいだ。もしもあれで大賞なんて取っていたら、僕は腑ふ抜ぬけていただろう。『この程度で一番になれるのか』ってね。あの時の王子郎先生の評価と厳きびしい言葉があったからこそ、今の僕がある」

　伊織は自分の実力に高い自信とプライドを持ちつつも、自分より上と認めた者に対しての謙けん虚きよな姿勢を併あわせ持もっている。そのお蔭で成長してこられたのだ。

　尊敬する人物は？　といういきなりの街がい頭とうアンケートがあっても、即「杜若王子郎」と答えるだろう。杜若王子郎は、伊織にとっての指針であり、恩師ともいえる。だからこそ超えたい相手でもあるのだが。

「ふーん、そうなんだ～。で、直接会ったりはしたの～？」

「まさか。ないよ。連載作家になれれば、連載表彰式のパーティーで会えるだろうけど」

「へえ～、じゃあ、ますます今連載を持ちたいところだよね～。そういうことなら、是ぜ非ひとも一回会ってみたいもんね～」

「杜もり若わか王おう子じ郎ろうって大分オッサンだよな」

「そうだろうね～。実じつ年ねん齢れいは知らないけど、30年前の連れん載さい作品【銃じゆう葬そう式しき】の単行本には顔写真載のってたな～。その頃ころからそこそこ老ふけてたしね～。下へ手たすりゃボクらのおじいちゃんくらいの年齢なんじゃないかな～？」

「すっげー仙人みたいな風ふう貌ぼうだったりして」

「いや～、案外見た目は昔より若返ってたりするかもしれないよ～」

　丸まる山やまと磯いそ辺べの王子郎談義を聞きながら、伊い織おりは複雑な思いを抱いていた。伊織にとっても杜若王子郎は神様的な存在なので、直接会ってみたい気持ち半分、会うのが恐れ多い気持ちがあったのである。

「まあ、もし会えたらオレの分のサイン貰もらってきてくれよ。当然、【スタプリ】のイラスト入りでな」

「伊織、やめときなよ～。こいつ絶対転売する気だから～」

「し、しねーよ！　好きな女子にプレゼントして気を引こうとしてるだけだ！」

「どっちにしろ不純なんだよなあ～……」
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　学校から帰宅した伊織は、早速日中に頭の中で構築していたマンガの作画に取り掛かった。

　頭に描いたマンガの構図をそのまま目の前のケント紙に反映していく。まるで精密なコピー機のようである。下描きなので鉛筆描きではあるが、緻ち密みつな絵を凄すさまじい速さで描いていく。

　この目を見張る作画技術も、伊織が天才高校生漫まん画が家かと呼ばれる所以ゆえんであろう。

　夕食後も作業を続け、午後の９時前には白紙から読みきり32ページの下描きをあっという間に完成させていた。

「日ひ芽め。ちょっといいか」

「ん～？　何、お兄ちゃん？」

　伊織は妹の日芽に手招きした。日芽はホットパンツとキャミソールという無防備な格好をして、リビングのソファーの上でテレビのバラエティー番組を見ているところであった。

「下描きが出来上がった。いつものように頼む」

「ええ！　今良いところなのに……」

　そう言って日芽は、しかめっつらをしながら手に持っていたスナック菓子を口に運んだ。

「日芽、よく考えてみろ。テレビなんて録ろく画がすればいつでも見られる。だが、お兄ちゃんの未完成の原げん稿こうは今しか存在出来ない。いくらお兄ちゃんといえども、全まつたく同じ寸分も違たがわない絵を何度も描くことは出来ないからだ。つまり世界に一つしか存在しない原稿なのだ。それをお前は直じかに見て触ることが出来る。これ以上の誉ほまれがあるか？」

「明日あしたでいいでしょ」

「明日だって？　未来ってのはどうなるか分からないし、ましてや訪れるかすら分からないものだ。明日急に第三次世界大戦が勃ぼつ発ぱつしたらどうする？　いきなり巨きよ大だい隕いん石せきが降ってきて地球が滅亡したらどうする？　そうなればお兄ちゃんの傑けつ作さくは完成することなく生しよう涯がいを終える。お前はそうなった時責任を取れるのか？」

「ええ!?　無理無理！」

「だろ？　だったら早くお兄ちゃんの部屋に来なさい」

「うん！　分かった！」

　伊い織おりはしめしめと思いながらも、この先悪い奴やつに騙だまされないか妹の身を案じた。

　訳の分からない説得に応じ、日ひ芽めはツインテールを揺らしながらノンキそうに伊織の部屋にやってきた。だが、すぐに悲嘆の声を上げる。

「32ページ全部!?　こんなの今から無理だよ！」

「情けないことを言うな」

「無理だよ！　無理無理！　絶っっ対無理！　む～～り～～ッ！」

　この妹は現在中学１年生だが、まだまだ小学生の気が抜けない幼い外見と言動が目立つ。

「……まあいいだろ。今日はコマ引きだけで解放してやる」

　日芽は伊織のプロデビュー後は、いつもこうやって兄である伊織のアシスタントをやらされている。兄と比べれば絵はそれほど上う手まくないのだが、手先が器用なので、枠わく線せんや吹き出しのペン入れ、ベタ、トーン貼はりなどを不本意ながら毎度手伝わされているのである。

「そして喜べ。報ほう酬しゆうはいつものように、誰だれよりも一番にお兄ちゃんの原げん稿こうを読ませてもらえる権利だ」

　日芽はぷくっと頰ほおを膨ふくらませ、いかにも不服そうにジト目で伊織を見つめている。

「なんだ、その反抗的な表情は？」

「だってさあ、コマの線引くのだけでもすっごく大変なんだよ……。それに対して、見返りしょぼすぎ……」

「……しょぼい、だって？　お前、今、しょぼいって言ったのか？」

　日芽は「やべ！」という表情をしたが時既すでに遅し。

「お兄ちゃんのマンガがしょぼいってのかッ!?　お前、今そう言ったのかッ!?」

　突とつ如じよ伊織は、普段からは考えられない激はげしい剣幕で日芽に詰め寄った。

　これは、鬼の形相という表現が的確だろう。

「ち、違うよ……。そういうわけじゃ……」

「僕のことを悪く言うのは我が慢まん出来ない！　そして、僕のマンガを悪く言うのはもっと我慢出来ない！　はっきり口にしてもらおうかッ！　どこがどうダメなのかッ!?」

　スイッチが入ってしまったようだ。完全にプッツンしちゃっている。

　伊い織おりは自分の作品が貶けなされたり、ネガティブな発言をされたりすることが、この世で一番嫌いなことなのだ。

　編集の人間の真っ当な意見や批判なら受け入れるのだが、何の理由も示されず『糞くそマンガ』などと言われるのは何より耐えられない。インターネットの掲示板で叩たたかれているのを発見しようものなら、顔を真っ赤にしながらそれに対する反論を自みずから何行にも渡って書き込み、「こいつ左そ右う田だ伊織じゃね？」とネット上の住人に突っ込まれるのは日にち常じよう茶さ飯はん事じである。

　本来ケンカや暴力は大嫌いなのだが、自分のマンガのことになればその限りではない。このままではきつーいオシオキが下されてしまうだろうし、日ひ芽めは慌あわてふためいた。

「お、落ち着いてよ……。言葉のあやだよ……。お兄ちゃんのマンガは日本一だよ……」

「何だとッ!?」

　伊織は目を血ばしらせながら激はげしく日芽の胸倉に摑つかみかかる。

「……よくわかっているじゃないか」

　が、一転して満面の笑みで日芽の小さな頭を優やさしく撫なで始はじめた。

　怒りを静めてくれたので、やれやれと日芽は胸を撫で下ろす。

「よし、では早速新作を読んでみてくれ」

「……はいはい」

　また怒らすのも面倒だし、仕方なく日芽は言われるがまま伊織のベッドに座り、既すでに絵の下描きと台詞せりふがしっかりと描き込まれた原げん稿こう用よう紙しを手にして順番にめくり始めた。




「うほおおおおおおお！　これはぁぁぁぁぁぁァァァァァ！」




　やがてすぐに、日芽の華きや奢しやな身体からだから興こう奮ふんじみた歓喜の声が飛び出した。目を輝かせ、震える手で次の原稿に手をつけていく。

「凄すごいよお兄ちゃぁぁぁぁん！　このマンガめちゃくちゃ面白いよぉぉぉぉぉォォォッ！」

「当たり前だ。で、どう面白い？」

「よく分かんないけどめっちゃ面白いよォォォォォォォォ！」

「この役立たずが！」

　罵ば倒とうはしつつも、伊織はこの妹から建設的な意見が出てくることなど端はなから期待していない。ともかくリアクションが見られればそれでいい。読んですぐの素直な反応さえ見られれば、その作品の完成度が摑めるのだ。

　今回創つくりあげたのは、多重人格の名医が活かつ躍やくするマンガである。患者の内面のケアを率先して行う優やさしい人格。冷れい徹てつだが天才的な外科手術の腕前を持つ人格。この二つを内に抱える主人公の葛かつ藤とうがストーリーの主しゆ軸じくだ。

　初めて医い療りようマンガというものに手を出したが、ここまでの反応が見られれば『本物』だろう。圧巻の手術シーンに日ひ芽めは興こう奮ふんを抑えられないようだ。図解の載のった医学書や、医い療りよう系けいのドラマで研究してみた成果がいかんなく発揮されている。

[image: ]

　日芽は原げん稿こうをめくる度たびに激はげしく喜怒哀楽の感情を露あらわにしている。どれもこれも伊い織おりの計算どおりの反応ばかりである。言葉の感想など必要ない。それは後からプロである編集部の人間に求めればいい。

　マンガの32ページなんてほんの数分で読み終わる。しかし、日芽の体感時間としてはその何十倍にも感じられる濃厚な時間であった。読破後、恍こう惚こつの表情でベッドに伏し、身体からだを僅わずかに痙けい攣れんさせている。

「しゅ、しゅごいよ……。めちゃくちゃ良かったよ……。やっぱりお兄ちゃんのマンガは日本一だよ……」

　先ほどは兄の怒りを静めるために出た咄とつ嗟さの言葉だったが、今のは心の底からの真意である。それほどまでに伊織のマンガの完成度は高かった。

　しかもこれはまだ下描きの状態だ。

「わたしやるよ！　早くこの原稿にペンを入れたいよ！　命を吹き込みたいよ！」

　そう、きちんと清書された時、この原稿にさらなるパワーが宿るのは必ひつ定じよう。先ほどまで乗り気でなかった日芽が完成形を見たくて仕方なくなるのは必然だった。

　しかしどういうわけか、折角自みずから手伝おうと意気込んでいる日芽から、伊織は原稿を取り上げてしまったのだ。

「ダメだ。もうこれ以上お前にはこの原げん稿こうは触らせない」

「何で!?　手伝えって言って呼んだのお兄ちゃんじゃん!?　お預けなんてひどいよ！　そんな嫌がらせやめてよ！　お願い！　何でもするから！」

「そうじゃない。このマンガは失敗だよ。世には出さない」

「え!?　何でよ！　こんなに面白いのにィ!?」

「お前、14ページの５コマ目で『あれ？』って顔をしたよな？」

　日ひ芽めは首を傾かしげながら、指差されたそのコマを覗のぞき込こんだ。

「えっと、ここって主人公のシュンが、自分の手術する患者に泣きながら花束を渡すシーンだよね？　ん～、どうだったかな～、わたしそんな顔したかな」

「お前はその後、27ページの２コマ目を見てからもう一度そのシーンを読み返して納得の表情をしたよな」

「ああ、そうだったかも……」

「ダメなんだよそれじゃ。僕の計算と合わない。確かにこのオペシーンでさっきの14ページの５コマ目の伏ふく線せんが解消されるんだが、少しでもあらかじめ疑問を持たれてしまっていたのなら、カタルシスが半減してしまうんだ。だからこのマンガは失敗だ」

　躊ちゆう躇ちよも迷いもなく、伊い織おりは原稿用紙を引き裂いた。

「ああッ!?　なんてことを！」

　日芽は床に破り捨てられたそれを拾い上げ大事に抱きかかえる。伊織はお構いなしに次々に原稿を破いていき、その度たびに日芽は涙を浮かべながらそれらの紙片を拾い集めた。

「ひどいよお兄ちゃん！　こんなことするなんて！」

「いや、苦労して描いたの僕だから、別にお前はいいだろ？」

「そうだけど……。ねえ、何でそこまで拘こだわるの？　わたし全然気にならなかったよ？　十分面白かったよ？」

　伊織は頭を搔かき毟むしりながら、椅い子すに深く腰を落とした。

「これじゃあ編集部は納得させられない。多少面白い程度じゃダメなんだ。編集部と父さんたちの考えを一変させられるような作品じゃなきゃな。大人おとなってのは面目がある。一回口にしたことを簡かん単たんに捻ねじ曲まげられない。『高校を卒業するまで連れん載さいはさせない』と一度言ってしまった事実をなかったことにさせるには、圧倒的な作品を見せつけるしかない。僕が連載を勝ち取るにはそれしか方法はないんだ」

　伊織の真剣な眼まな差ざしを見て、日芽はため息をついた。

　こうなった兄に何を言っても無駄なのは、ずっと一緒に暮らしているので十分知っているからだ。
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　その日、日直だった伊い織おりは、学級日誌を書き終えそれを職しよく員いん室しつに届けた。

「左そ右う田だ、ガンバんなさいよ～。新作楽しみにしてっからねえ」

　担任のミモリンこと、みもり先生にマンガに対する激げき励れいを受けながら、職員室を後にする。

　伊織は、日常生活と同時進行でマンガを作れるとはいえ部活には所属していないし、今日きようは友人たちとも遊ぶ約束をしていないので、後やることといえば家に帰って頭に構築した新しい作品の作画に取り掛かるだけであった。

　あれから数日、前回の医い療りようマンガの改良版をいくつか作ってみたが、どうしても納得のいくものにならなかった。

　そこで心機一転、いくつか構想が出来上がっているうちの、ジャンルでいうと恋愛モノに新たに手をつけようと頭の中でそのネームを仕上げていく。

　伊織は機き嫌げんが良かった。彼女なんて今まで出来たことがないし、恋愛なんて未経験なのだが、今練り上げているその恋愛マンガがかなり面白いものになりそうだからだ。

　よく漫まん画が家かになろうとする人間に『人生経験を積んでからにしなさい』などと言う者がいるが、伊織の持論はそれを否ひ定ていしている。人生経験のない人間には面白いマンガなんて描けないというのだろうが、中学生の頃ころには伊織は、大人おとなに混じって第三者から面白いと評価される作品を生み出していた。

　たとえば実際に宇宙中を旅した人間がいるだろうか？　戦国時代にタイムスリップした人間がいるだろうか？　核戦争後の世紀末を拳こぶしひとつで生き抜いたものがいるだろうか？

　面白いマンガを描くうえで重要なのは知ち識しきと想像力だ。経験なんてものはせいぜいそれの補佐程度にしかならない。

　そして、面白いものにはパターンがある。一見目新しそうに見える設定やストーリー、キャラ造形も、必ずどこかで使われたことのあるものか、あるいはそれらの複合体だ。もしも全まつたく存在しなかったであろう設定が思いついたとしても、それは全く面白くないものである。先人たちが思いついても、あえてやらなかったものだからだ。

　そういった面白いとされるパターンのピースを、斬ざん新しんな演出と魅みせ方かたでパズルの枠わくにはめていく。

　それが伊織のマンガの造り方なのだ。

　前回の医療マンガもそうだし、今回の恋愛マンガも同じことだ。面白い物語が何な故ぜ面白いか解析しながら解体し、自分なりにアレンジして再構成する。そうやって全然違う面白い物語を生み出し、頭の中でマンガとして組み立てていく。

　参考にするのはマンガでなくても良い。ラブコメならば恋愛シミュレーションゲーム、いわゆるギャルゲーをプレーしてみても良いだろう。受けるヒロインの構造のヒントがそこにぎっちり詰まっている。実際、伊い織おりは昨晩徹てつ夜やで一本クリアしたし、アイディアが溢あふれ出だして止まらないくらいだ。熱心に妹キャラを攻略しているところを実の妹に目もく撃げきされ、ドン引きの表情を向けられたが、そんなのは些さ細さいなことだ。

　マンガの執筆に当たって自分自身の濃い体験など必要ない。こうやって各所から情報をかき集め、知ち識しきとしていかに面白いパターンを知っているかだ。マンガを描くうえで必要な想像力も、知識を多く積むことで自おのずと身につく。

　だからたとえ、恋愛が未経験であっても、面白い恋愛マンガが創つくれるのである。

　伊織の頭の中では今、王おう道どうを往いきつつ、奇想天外な切り口の恋愛ストーリーが構築されていっている。廊下には自分一人だし、素晴らしい作品が出来そうなので、ついつい口元が緩ゆるんでしまっていた。




「──きゃっ！」




　しかし、そんな風に気を良くしている伊織に、思わぬハプニングが舞い込んできた。

　急に廊下の角を曲がってきた女生徒と勢いよくぶつかったのだ。

「おっと！　悪い！」




　伊織は何ともなかったのだが、女子の方はぶつかった反動で尻しり餅もちをついてしまっている。

　しかも不幸なことに、その子は何やら書類の山を運ぶ途中だったようで、それらを廊下にぶちまけてしまった。伊織と同じで彼女も日直だったのだろう、どうやらクラス全員の提出物のプリントのようである。

　さらにだ、

（……縞しまパン……だと……）

　彼女のスカートはめくれ上がっており、その隙すき間まから白くて柔らかそうな太ももが覗のぞいている。そして何より一番印象的だった部分といえば、縞模様の布地──そう、彼女の履はくパンツが伊織の視界に思いっきり飛び込んできたのである。

『その絵』は鮮明にしっかりと目に焼きついた。後で原げん稿こうに見たまんまを描き写せる自信すらある。だが、断じて自分は変態ではない。確かにガン見してしまっているが、男という生き物にとって避けられない本能なのだと伊織は心の中で言い訳した。

　マンガの中ではしょっちゅう出会うが、リアルで転んでパンツを見せてくる女の子と出会うなんて何という稀け有うな体験であろう。色んな意味でラッキーだ。

　女子は伊織にパンツを見られたのには気づいていないようで、姿勢を起こすと、床に散らばってしまったプリントを無表情で拾い集め出した。慌あわてて伊織もそれを手伝う。

「あ……」

　その時、プリントの一枚を取ろうとした二人の手と手が触れ合った。

　伊い織おりが顔をふと上げてみると、その女子とばっちり目が合ってしまった。改めて確認するが面めん識しきのない子だ。お互いの距離はかなり近い。

　吸い込まれそうになるパッチリとした奇き麗れいな瞳ひとみに、思わず触れたくなるサラサラの黒くろ髪かみ。幼さの残る顔立ちだが、整った目鼻と艶つやのある瑞みず々みずしい唇。

　その女子は、絵に描いたような美少女だった。

「す、すまない！」

　伊織はサッと手をどけた。

　柔らかい手の感触が未いまだ残っている。

　女子の方も恥ずかしげに目を逸そらしてから、撒まき散ちらしてしまったプリントの束を改めて拾っていく。

　その全すべてを集め終えると、二人は無言で立ち上がった。

　真正面に立って並んでみると、身長はクラスの女子の平均より確実に小さい子だった。この学校の制服を着ていなければ、中学生と間違えていたかもしれない。頭の上にちょこんと乗ったベレー帽ぼうが印象的だ。

　細いシルエットと長い黒髪で、一見、清せい楚そなお嬢じよう様さまといった印象も受ける。西洋風のドレスを着せても、和風の着物を着せても似合いそうだし、きっと可愛かわいいお人形さんのようになるだろう。

　何の改変も誇張も必要なく、そのまま自分のマンガに登場させられそうな、そんな美少女である。

　彼女は軽く一礼すると、そのまま廊下を歩いていこうとした。

「あ！　ちょっと君！」

　伊織に呼び止められ、その子はピタリと立ち止まった。

「……ハンカチ、落としたよ」

　ごく普通の表情と語調で喋しやべっているが、伊織は吹き出しそうになっていた。あまりにベタな状況シーンが続くので滑こつ稽けいだったのだ。王おう道どうを大事にはしているが、こんなものを自分のマンガに登場させたのなら、きっとギャグ描写としか思われないだろう。

　伊織からハンカチを受け取ると、恥ずかしそうにしてからこちらに背を向け、女の子はさっさと行こうとする。

「……あのさあ。君、１年生？」

　伊織は思わず、もう一度その可愛い女子を呼び止めてしまっていた。

　妙な期待をしている自分がいるのだ。マンガじゃあるまいし、ここから何か進展があったり、何て考えてしまっている。外見はめちゃくちゃ可愛らしいし、お近づきになれたらという淡い願望である。天才漫まん画が家かといわれようとも、やはり伊織も年とし頃ごろの男子高校生なのだ。

　といってもそれ以上に、ちょうど今描いている恋愛マンガの何か参考になるかもしれないという考えが大きかった。自分自身の体験は二の次と思いつつも、重要な要素であることには違いない。マンガの参考になるような貴重な経験が積めるかもしれない。

　全すべては面白いマンガのためなのだ。

「いや、見ない顔だったからさ。良かったら、あの、名前、教えてよ」

　女子は向こうを向いたままその場に止まって俯うつむいている。

　いきなりこれは馴なれ馴なれしいし、気持ち悪かったかな、と伊い織おりは後悔し始めた。引いてしまったのか、恥ずかしがっているのか分からないが、なかなか返事をしてくれないでいる。

「ああ、ごめん、やっぱりいいよ……。ぶつかって悪かったね」

「──ぺけ……」

　伊織が行こうとすると、女子がようやく何かボソッと言ってくれたのたが、ちゃんと聞き取ることができなかった。

「え？　よく聞こえなかったよ」

「──おっぺけぺ……」

「……ん？」

「おっぺけぺー」

「は？」




「おっぺけぺ─────ッ！　おっぺけぺーッ！　おっっっぺけぺッ～～～～～～ッ！　おっぺっけ…………ぇぇぇぇぇぇェェェェェェェ～～～～～～～～～～～～ッ！」




　長い沈黙が訪れる。

　遠くから運動部の掛け声が聞こえてくる。吹奏楽部の練習の演奏もかすかに耳に入ってくる。

　どうやらここ以外の空間は何事もなく時間が流れているようだ。

　思考停止、伊織の人生において初めての経験かもしれない。可愛かわいい女の子が「おっぺけぺー」を連呼するところを見るのも、当然だが初体験だった。

　あまりのことに、伊織は動くことも、口を開くこともしばらく出来なかった。

「あああああああああ！　間違えたぁぁぁぁぁぁァァァァ」

　謎なぞの奇声後、女の子の次の行動は、頭を押さえながらそう唸うなることだった。

　恥ずかしさのせいなのか、耳を真っ赤にしているのがこちらに背中を向けていても窺うかがえた。

「これじゃあダメです……。今のシーンから『おっぺけぺー』を連呼するヒロインなんてかつて存在しなかったのかもしれないけど、おかしな女の子って強きよう烈れつな印象を与えてしまいました……。そうですよね、そんな出会いもあり得ますよね……。もうダメです……おしまいです……」

　続いて訳の分からないことを一人でブツブツ言っている。

　ヤバイ子に声をかけてしまったのは明白だったし、ようやく思考の回転が再開してきたので、伊い織おりは後ずさりしてその場から退散しようと図った。

　ところがその奇妙な女の子は、こちらに振り向き、伊織のことを逃がさんとばかりに急速に近寄ってきたのである。

「……すみません、これだけは言わせてください。もはやあなたは逃れられない運命です。だからまずはこれから色々と迷惑をかけることを謝あやまっておきます。そして言わせてください、『あなた、近いうちに死にます』と」

　無表情で、淡々と読みあげるように、そう言い切った。

　伊織を見つめる髪かみの色と同じ奇き麗れいな黒の澄んだ瞳ひとみは、迷いのないものだった。

　オカルトに心酔しているのか、あるいは悪い意味でマンガにどっぷり漬つかってしまっているのか、ともかく痛い女子のようだ。

　伊織の考えることは「これ以上関わりあいになりたくない」の一点だ。

「はあ……。そうなの……」

「はい。99パーセント死にます。言いましたからね？　99パーセント死にますから。あなたが助かる可能性は、１パーセントしかありませんから。……以上」

　彼女は早口で言い終えると、早歩きで廊下の向こうを曲がって消えていった。
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　伊い織おりは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　訳が分からない。

　あまりに残念な美少女だった。それこそマンガに登場してきそうな。

「ああ！　クソッ！　何なんだよ、あいつ！」

　いい感じに頭に構築していた新作の台詞せりふがいくつか抜け落ちてしまい、伊織は廊下の壁かべを叩たたいた。これも初めてのことだ。頭で描いていたネームを忘れるなんてことは。それほどインパクトのデカイ出来事だったのだ。

　ともかく、さっさとおかしな女のことは忘れて、もう一度作品の再構成と練り直しをしようと思いながら、伊織は家路に向かうため下駄箱に急いだ。

「ああ！　もう！　クソッ！」

　歩きながら頭で描くヒロインの顔がさっきの女の子になってしまう。頭の中の消しゴムで消してはすぐに現れてくるのだ。

　家に辿たどり着つくまで、しばらくそんなことが続いた。
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　全まつたく捗はかどらないので、伊織は自室のベッドで横になった。机の上には白紙の原げん稿こうが置かれている。

（何だったんだあの子は？）

　いっそ自分のマンガに登場させようかとも思ったが、気の迷いだとすぐにやめた。廊下で男子とぶつかって、その後「おっぺけぺー」と奇声を上げる女子なんて使い様がない。あれこそ思いつきはしても誰だれもやらないパターンに違いないだろう。

　さらにその後の言葉だ。




『──あなた、近いうちに死にます──』




　間違っても初対面の人間に言う台詞ではない。たとえ高名な占い師でも簡かん単たんに口にしてはいけない。

　あんなの全く信じてはいないのだが、言われた本人にしてみたら結構気分が悪い。ペンを取る気も起こらないし、さっきから思い出す度たび、胸むな糞くそ悪くなって悶もん々もんとするばかりなのだ。

「うお!?」

　いきなり枕まくら横に置いていた携帯電話の着信音が鳴り、伊織は不覚にも驚おどろいてしまった。いきなり鳴るのは当たり前なのだが、少々ムカつきながらディスプレイを覗のぞき込こむ。

　画面に映る相手の名前を確認すると、すぐに伊織は電話を取った。

「美み野の里り川かわさん、お世話になっております！　連れん載さいですか!?　連載決まったんですか!?」

《伊織ちゃ～ん。何度も言ってるけど、編集長が首を縦に振ってくれない限り無理なのよ》

　伊い織おりの担当の美み野の里り川かわは、電話越しに呆あきれた声を出した。おネエ言葉だが40前の立派なオッサンである。奥さんと子どもがいるのでノーマルのはずだ。

《アタシだってね、連れん載さい会かい議ぎで毎回のようにすっごい推おしてるのよ？　後は編集長とあなたのお父さん次第なのよ》

「僕の筆の速さなら十分連載に付いて行けます！　学校の成せい績せきだって平均点からは一度も落としたことがない！　何がいけないんでしょうか!?」

《親おや御ごさんは単純にあなたの身体からだの心配をなさってるんでしょうけど、編集長が謎なぞなのよ。読者からもあなたの連載希望のお便り一杯来てるし、無視するわけにはいかないのにね。まあ、アタシももっと頑張ってアピールしてあげるから、連載についてはもうちょっと待ってちょうだい》

　伊織はグッと歯を食いしばった。

　努力が結果に繫つながらない悔しさからだ。

　連載を勝ち取る、そのためだけにこの丸１年頑張り続けている。編集長に熱意が届いていないのか、何か空回りをしているのか。

　今すぐに電話を叩たたきつけたい気分だった。

《それで実はね、連載ではないんだけど、あなたにお仕事の話が来てるのよ。今度の『別冊少年ライン』に載のる企画なんだけど》

　話がほとんど耳に入ってこない。今の伊織には連載以外には興きよう味みが湧わかないのだ。美野里川はそんなのお構いなしに話を続ける。

《インタビュー形式で、高校生漫まん画が家かと、ベテラン漫画家の対談を載せるのよ。もちろん前者は伊織ちゃんのこと。ああ、別に顔とか写真とか載らないから安心して》

　安心も何も、そもそもそんな無駄なことをしている時間も余裕もないし、そんな依頼を受ける気にもならない。それよりも、早く連載を摑つかむための研究・考察をしなければならない。急がないと手遅れになるかもしれないのだ。

《聞いて驚おどろきなさいよ……。何とお相手は、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生なのよ！》

　そう、急がなければ、その王子郎先生と『週刊少年ライン』上で戦うことが出来なくなるかもしれない──。

「──え？　今、何て？」

《だから王子郎先生とお会い出来るのよ。あなた一番尊敬してる先生だってしょっちゅう言ってたじゃない。かなりラッキーよ～。あの方、人前に出ることなんて滅多にないんだからね》

　伊織の電話を持つ手が震えてきた。徐々に動どう悸きも激はげしくなっていく。

「美野里川さん！　その話、冗談じゃないですよね!?」

《もう～、なわけないでしょ～》

「だったら是ぜ非ひお願いします！　是非行かせてください！」

《そうこなくっちゃ！　まあ、嫌と言っても無理にでも来てもらうけどね》

　複雑な思いもあったが、やはり直接会って話がしてみたい。

　憧あこがれであり、倒すべき相手。

　特に今はその気持ちが大きい。自分に何が足りないのか、どうして自分は連れん載さいが出来ないのか。

　それを杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談で摑つかめるかもしれない。

「それで、日程は？」

《今週の日曜日よ》

「ええ!?　急過ぎませんか!?」

《アタシだってさっき上に言われたんだからね。まあでも、別に予定なんてないでしょ？》

　カレンダーを覗のぞくが、確かに何の予定もなかった。

　伊い織おりが了承の言葉を伝えると、また追って連絡するからと言い残し、美み野の里り川かわからの通話が切れた。

　それからしばらく伊織は、胸の動どう悸きが止まらなかった。それに、こんな機会がこうもあっさり巡ってくるとは、自分は実力だけでなく天運も持っているのだなと思った。

　すっかり機き嫌げんを良くする伊織だったが、これがマンガや物語でいうところの序章、起き承しよう転てん結けつでいうなら「起」であるとは知る由よしもなかった。







　　　　　第二章　マンガの神様







　すぐに約束の日曜日がやってきた。

　対談の場所が杜もり若わか王おう子じ郎ろうの自宅兼、仕事場となったことを伊い織おりが聞かされたのは、前日のことだった。

　前夜、緊きん張ちようでよく眠れなかった伊織は、据すわった目を擦こすりながら駅の改札口を通った。

　まずは自分の家からたったの三駅で辿たどり着つけたことに驚おどろいた。こんな近場に日本を代表する漫まん画が家か・杜若王子郎が住んでいるなんて思いもしなかったのだ。

　次に驚いたのは、待ち合わせの場所に美み野の里り川かわではない人物が一人で立っていて、元気そうにこちらに挨あい拶さつしてきたことだ。それはワイシャツを着た見覚えのある男性だった。

「ああ、えっと、確か……」

「王子郎先生の担当の五い十そ山やま田だだよ。今回、二人の対談の担当もやらせてもらうことになっててね。今日きようはよろしく」

「よろしくお願いします。あの、美野里川さんは？」

「美野里川さんは別件の打ち合わせが押しててね。今日は来れそうにないんだよ。先生のうちまでは俺が案内するから安心して」

　五十山田は笑みを浮かべて白い歯を見せた。歳としは美野里川よりもかなり若そうで、爽さわやかな好青年という印象の人だ。伊織は編集部に訪れた時や、漫画賞の授賞式で顔を合わせたことがあるが、きちんと喋しやべったことはなかったので二人っきりだと少し気まずかった。

「それじゃあ行こうか。ここからちょっとだけ歩くからね」

「分かりました」

　閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいといった趣おもむきの道を二人は歩いていった。人通りも車通りも全まつたくない。ただ、駅が近いし交通の便は良いので、自分も仕事場にするならこういう環かん境きようが良いなと思いながら、伊織は五十山田の案内に従った。

「しかし、左そ右う田だくんって本当に高校生なんだね。見た目からしてめちゃくちゃ若いよねえ」

「そういう五十山田さんも『ライン』の編集者にしてはかなりお若そうですよね」

「俺が？　ハハハ、いくつに見える？」

「大学出たてって印象なので、24、５って感じですね」

「マジで？　いやあ、嬉うれしいこと言ってくれるね。今年で38なんだよ」

　お世辞とかではなく本心で言ったので、伊織は素直に驚きのリアクションをした。

「後、実はさ、ほとんど初対面の君に言うのもなんだけど……。この仕事が終わったら、俺、結婚するんだ」

「へえ、そうなんですか？　おめでとうございます」

「フフ、ありがとう」

　五い十そ山やま田だは頼んでもいないのに嬉うれしそうにスマートフォンで婚約者の写真を見せてきた。写っていたのはなかなかの美人で、どうやら自じ慢まんしたくて仕方がないらしい。

「そういうわけで、今日は個人的に気合入ってんだよね。まあ俺のやることは、二人の対談をまとめるくらいなんだけど」

「それで、どんな方なんでしょうか、王おう子じ郎ろう先生って」

「いやあ、俺もよく知らないんだよねえ。会ったことないし」

「え？　五十山田さんは先生の担当なんでしょ？」

「打ち合わせはメールでやるし、原げん稿こうも郵送で貰もらってるからね。あんだけベテランの先生になると、原稿についてほとんど口出しなんて出来ないんだよ。せいぜい少年誌上で不適切な表現がないか確認するくらいなんだよね」

「じゃあ、五十山田さんも先生に会うのは今日きようが初めてなんですか？」

「そういうこと。２ヶ月前、新しく担当が決まった初日には一回挨あい拶さつに伺うかがったんだけど、機き嫌げんが悪かったのか門前払いさ。マンガだってアシスタントも雇わずに全部一人で描いてるし、なかなか気難しい人なのは間違いないね」

　あの洗練された原稿を毎週一人で仕上げていることを知り、伊い織おりは王子郎に対して畏い敬けいの念すら浮かんだ。後、嫌な意味で緊きん張ちよう感かんが増してきた。残念ながら気さくな人物ではなさそうだからだ。

「よくこんな仕事請うけてもらえましたね……」

「俺も驚おどろいたよ。こんなオファーがありますがってメール打ったら即オッケーの返事さ。どうやら左そ右う田だくんにかなり興きよう味みがあるみたいだね。高校生にしてあれだけのものが描けるんだ、漫まん画が家かとしても認めてくれてるんだろうさ」

　思いがけない事実に思わず伊織の頰ほおが緩ゆるむ。ずっと尊敬している人物に目をかけてもらえるなんて、誰だれだって嬉しいに決まっている。

　中学での初投稿の時以来になるが、今日は王子郎先生から自分の作品の感想も聞かせてもらいたい。あの時の厳きびしいコメントが載のったページは、今でも大事にファイルにして取ってある。今回は直接生の音声で聞かせてもらえるのだ。同じようにファイルには出来ないが、永遠に記き憶おくに刻み込めることだろう。

「さて、見えてきたよ」

　さすがは売れっ子漫画家といったところか、坂を上りきると、周囲からして一ひと際きわ大きな屋敷が目の前に飛び込んできた。

　豪ごう邸ていに相応ふさわしい大きな門の横に表札があり『杜もり若わか』と書かれている。ペンネームかと思っていたが、少なくとも苗みよう字じの方は本名だったようだ。

「何だ？　無用心だな」

　その大きな門が半分開きっぱなしになっていたので、伊い織おりは五い十そ山やま田だと丸っきり同意見だった。

　呼び鈴を鳴らしてしばらく待ってみるのだが、インターフォンからの返答はなかった。やがて五十山田が「あれ～？」と首を捻ひねる。

「……留守ですかね」

「いや、さっき『もう間もなく着きます』ってメール送ったら、ちゃんと『了解』って返信くれたんだよね。それに一度門前払いにされた時は、家政婦さんが応対してくれたし、いないならいないで留守番してるはずだしねえ」

　更さらに何度か呼び鈴を鳴らすが、待てど暮らせど状況に変化は起きなかった。

「おいおい、まさかここにきて面倒になって居留守してるんじゃないだろうなあ……」

　五十山田は少しイラついた声を上げながら、目の前の半開きの門を通った。

「あ。ちょ、ちょっと……」

　伊織の制止も聞かず、五十山田は庭を通ってそのまま玄関のドアに手をかけた。

「おいおい、鍵かぎまで開いてるぞ……。先生！　王おう子じ郎ろう先生！　いらっしゃいますかーッ!?」

　ドアの隙すき間まから屋敷内へ五十山田が大声で呼びかけるが、それでも王子郎からの返事はなかった。

「ったく……。しょうがないなあ……」

「五十山田さん、それはさすがに」

　五十山田はお構いなしに、ドアを開けて屋敷の中に入ろうとしているようだ。

「大丈夫だよ、今日お邪じや魔まするって約束してあるんだから。それに先生もそこそこお歳としのはずだから、何かあってもおかしくないからね」

　一人で待とうかとも思ったが、見知らぬ土地ということもあり心細いので、伊織は五十山田の後を追いかけた。

　入ってみると、外がい観かんに負けじと中も豪ごう華かな装いの屋敷だった。甲かつ冑ちゆうや、よく分からない西洋風の置物が玄関ホールに並んでいる。中でも大きな鳩はと時ど計けいが目を引く。かなり年代物のようだ。まるでヨーロッパの古いお屋敷といった雰ふん囲い気きである。

「せんせ～！　いたら返事してくださ～い！」

　吹き抜けのところで二階部分に向かって五十山田が呼びかける。

　広い屋敷内には人気が一切ない。レースのカーテンから差し込む日光により明かりは確保されているものの、静けさが不気味さを強調している。

「やはり外出されてるんじゃないですか？」

「鍵もかけずに？　客が来るってのに？　それはないよ。さっきも言ったけど、俺は最悪なパターンを想像している」

「……倒れられてるってことですか？」

　その伊い織おりの言葉に対して、五い十そ山やま田だは深刻な顔で頷うなずいた。

「左そ右う田だくん、怒られるとかそっちの心配をしてる場合じゃないぞ。急いで先生を探そう」




　取り急ぎ二手に分かれて屋敷内を探索しようという五十山田の提案に乗り、伊織は右手に見える廊下の奥の方のドアに手をかけ、五十山田はそれとは反対方面に向かっていった。

　もしも五十山田の言う最悪な事態になっているのなら一刻を争う。

「王おう子じ郎ろう先生！　いらっしゃいますか!?」

　伊織は木もく製せいの重いドアを開けると同時に呼びかけた。

　そこは応接室らしき高そうなソファーとテーブルの並ぶ部屋だった。ぐるりと見回すと、大きな暖炉、鹿しかの剝はく製せい、木彫りの熊くまなど、金持ちアイテムの数々が飾り付けられている。

　誰だれもいないようなので別の場所を探そうと後ろを振り向いた時、室内で微かすかに物音が聞こえた。

　音のした付近をジッと見てみると、ただの置物かと思っていた物体に取っ手が付いているのに気づいた。どうやら変わったデザインの大きな衣い装しよう簞だん笥すのようだ。

　伊織は「まさかこんなところに先生が隠れているわけ……」などと冗談っぽく思いながらもその簞笥を開けてみた。

「うわああッ!?」

　伊織の視界にとんでもない光景が飛び込んできた。

「な、何でこんなところに!?」

　中に本当に人が入っていたのだ。

　さらに想定外だったのは、そこにいたのは女の子であり、しかも彼女は目隠しをされ、猿さるぐつわをされ、両手両足を縛しばられた状態で簞笥に押し込まれていたのである。

「何があったんですか!?」

　その子が苦しそうに「うーうー」と呻うめいているので、まず伊織は猿ぐつわを外してやった。

「──強盗が家に……」

　喋しやべれるようになると、搾しぼり出だすような声で少女はそう伝えてきた。

「ご、強盗!?」

「多分、まだ家の中にいます……」

　この子は杜もり若わか王子郎と同居している家族だろうか、どうやら金目のものが多そうなこの屋敷に押しかけてきた強盗に縛られ、簞笥の中に閉じ込められてしまっていたようだ。

　ひどい災難に同情しながら伊織は次に、少女の取れかけの目隠しを外した。

「うわああああああッ!?」

　途端、伊い織おりはまたも驚おどろきで情けない声を上げてしまった。

　既すでに信じられない状況ではあったが、その人物の顔を見てさらに一ひと入しおだったからだ。

　忘れもしない顔だった。

「き、君は!?　僕と学校の廊下でぶつかり、名前を聞いてみたらいきなり『おっぺけぺー』と連呼し、そのうえ初対面にもかかわらず僕に向かって『あなた、近いうちに死にます』などと意味不明な発言をしてきたおかしな女の子じゃないか!?」

　伊織がそう一息で言い終えると、

「ご丁寧に説せつ明めい台詞ぜりふをありがとうございます。ただ、私は『99パーセント死にます』としか言ってませんからね。だから、噓うそは言ってないですから」

　伊織とは対照的に、思いがけないはずのこの再会に対して少女は特別驚いていない様子だった。まるで、今日この瞬しゆん間かんに伊織と会うことを予見していたような感じですらある。

「何で君が先生の家にいるんだよ!?」

「先生？　いや、だってここ、私の家ですし」

「噓だろ!?」

　本当にこの訳の分からない女の子が、憧あこがれの杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生の親族だというのか。認めたくないし、あるいは王子郎自身もこれ以上の変人の可能性が浮上してきた。天才と変人は紙一重とは言うが。

「むぅ、こっちからすれば、どうしてあなたが私の家にって感じなんですけどね。それより、これも外してもらえると有あり難がたいんですが。それとも、女子高生が縛しばられているのを見て楽しんでいるタチですか？」

　そう指摘されると、伊織は慌あわてて彼女を拘束しているきつく縛られた手足のロープを外してやった。

　自由になると少女は乱れた着衣を整えていく。改めて立ち姿を見てみるが、やはりこのあいだ学校の廊下でぶつかった子だ。ただ、今日きようは学校の制服ではなく白を基調としたフレアスカートとタイツの可愛かわいらしい私服姿であるが。前と変わらないのは頭の上のベレー帽ぼう。ポンポンと埃ほこりを払ってそれを被かぶり直なおす。

　見た目だけでいうなら、この大きなお屋敷と見事にマッチする可愛いご令れい嬢じよう様さまといった感じだ。しかし、おかしな言動とのギャップのせいで、伊織にはその端たん麗れいな容姿が作り物のような印象を受けた。

「……先に言っておく。僕は今、相当混乱している。まず確認するが、本当にこの屋敷に強盗がいるんだな？」

「趣味であんな格好しませんよ。ていうか、一人じゃあんな風に縛れませんから」

「そういえば先生は!?　強盗が侵入してきているのなら、先生の身が危ないじゃないか！　先生は無事なのか!?」

「あの……。さっきから先生って言ってますけど、それって杜もり若わか王おう子じ郎ろうのことですか？」

「当たり前だ！　ここは杜若王子郎先生の家だろうが！」

　──その時だ、




「うぐあああああああああああああああああああぁぁぁぁァァァァッ！」




　男の断だん末まつ魔まのような悲鳴が屋敷内に響ひびき渡わたった。

「まさか、先生!?」

　弾はじかれるように伊い織おりは声の方に向かって走り出した。

「ちょっと、危ないですよ」

　少女も心配げな声で呼びかけながら、伊織の後を追いかける。




　伊織が声の発生源であろう最初の玄関ホールにやってくると、そこには男が二人、対たい峙じするように並んでいた。

　一人は五い十そ山やま田だだった。

　もう一人はフルフェイスのバイクメットを被かぶっていて顔は窺うかがえないが、体つきを見るに男に違いなかった。顔を隠していることからして、強盗というのはこいつのことなのだろう。

　最もつとも注目すべきは、その男が右手に血を滴したたらせたナイフを握っていることだ。

「ちきしょぉぉぉうッ！　この野郎ォォォォ！　邪魔しやがってェェェェェぇぇぇッ！　オレは悪くねえからなァ!?　このボケがアァ───ッ！」

　強盗は荒ぶる声でそう叫んだ後、一目散に玄関のドアを開けて外へ飛び出し逃げていった。

　直後、五十山田が地面に崩くずれる。

「五十山田さん!?」

　駆け寄った伊織は、思わず「う！」と口元を押さえた。

　先ほどの悲鳴の主は五十山田だった。そして、あんな声を出した理由はすぐに分かった。彼の胸元で赤黒い血が広がっていっているのだ。

「やあ、左そ右う田だくん……。不審者がいたんで捕まえようとしたんだけどねえ……。ハハ……。さ、刺されたよ……」

　青ざめた顔で懸けん命めいに笑顔を作ろうとしている。そんな状態だというのに、年長者だから伊織のことをちょっとでも安心させようとしているのだ。しかし、少しずつ顔から血の気が引いていく。

「すぐに救急車を呼びますから！」

「いや、申し訳ないが、俺はもうダメのようだよ……。それよりも左右田くん……。絵え里り子こに……。俺の婚約者に伝えてくれないか……」

「何言っているんですか!?　頑張ってくれよ、五い十そ山やま田ださん！　死んじゃダメだって！」

「『俺はお前を愛している』と──」

　そう言い終えると、ガクリと五十山田の身体からだから力が抜けた。

　動かなくなった彼の手元にはスマートフォンが握られていて、恋人の写真が儚はかなげに写っている。

「そんな……」

　伊い織おりの背後から、追いかけてきた少女の悲痛な声が聞こえた。この凄せい惨さんな光景を見て、少女は信じられないといった顔で口元を押さえた。

「……おい。……噓うそだろ？　おいッ！」

　伊織は何度も呼びかけた。しかし、目を閉じた五十山田からは何の反応も返事もなかった。ただ、鳩はと時ど計けいからの時を刻む音だけが、虚むなしく聞こえてくるばかりであった。

「う、噓だ……。そんな……」

　伊織はその場に膝ひざを突いた。

「ハ、ハハ、冗談なんだよな？　どうせどこかに隠しカメラがあって撮とってるんだろ？　それを見て、後で僕を笑おうっていうんだろ？」




　恐る恐る五十山田の手首に触れてみる。

　脈はなかった。




　五十山田は死んだのだ。




「噓だこんなことぉぉぉぉォォォォォォォォ────────ッ！」

　目の前で人が死んだ。

　マンガじゃあるまいし、簡かん単たんに、あっさりと人の命が絶たれてしまったのだ。

　こんな馬ば鹿かげたストーリーが許されるはずがない。誰だれでもいい、こんな馬鹿な脚きやく本ほんはシュレッダーにかけてくれ。

　伊織は何度も心の中で叫んだ。

　しかし、これはマンガでも夢でもない、現実なのだ。

「…………………………」

　この事実は消しゴムで擦こすっても、ホワイトを上から垂らしても消すことは出来ない。

　人の命は二度と戻らない。

「こんな……ことって……」




「──キスして下さい」




　一いつ瞬しゆん、伊い織おりはそれが幻げん聴ちようだと思った。

「……なん……だって……？」

　伊織は声の方をゆっくりと振り返った。

「キスして下さい」

　あの少女が真剣な眼まな差ざしで、もう一度伊織にそう言った。

「キスしてって言ってるんです」

　伊織は、それを打ち消すように床を強く叩たたいた。

「君は何を言ってるんだ！　こんな状況で変な冗談はやめろ！」

「いちおう言っておきますけど、私とじゃないですよ？　私、会ったばかりの人とそんなことするような変態じゃないですし。その死んじゃった男の人とキスして欲しいんです。それが見たいんです」

「ますます変態じゃないか！」

「だってそれしか方法ないでしょ。マンガならキスしたら大体生き返るじゃないですか」

「恋人とかヒロインがしたらだろうが！　何でほぼ初対面で、しかも男同士でキスして復活すんだよ！　ＢＬの世界の話か！」

「じゃあ泣いて下さい。涙を流して下さい。その涙の雫しずくをその人の頰ほお辺りに垂らして下さい。大抵それでいけますから」

「だからヒロインの涙でだろ!?　いやいやいやいやいやいやいや。そもそもこれマンガじゃないから。現実だから」

「早く選んで下さい。泣くか、キスするか。早く」

　自分の家の中で、それも目の前で、たった今人が死んだのだ。そのショックでこの子は頭がおかしくなったのだろう。

「もういいです。あなたがやらないなら私がやりますから」

「おいおい、何しようとしてる？」

「何って、だからキスですよ」

「やめろ！　不ふ謹きん慎しんだぞ！」

　伊織が二の腕を摑つかみ力づくで止めると、少女はワナワナと震え出した。

「……この人、私のせいで死んだんですよ？　何とかしなきゃ……」

　少女の瞳ひとみに涙が浮かび始めた。

　やろうとしていることは頭がおかしいとしか言えないが、この子も必死なのだ。自分の家に入ってきた強盗のせいで、自分の家とは無関係のはずの五い十そ山やま田だが殺されてしまった。言い知れない責任感を感じてしまっているのだろう。

　やがて、少女はポロポロと涙を流した。

　伊い織おりは可愛かわいい女の子の泣き顔を見ていられなくなり、目を背そむけてから呟つぶやくように言った。

「君が悪いんじゃない……。刺した強盗が悪いんだ……。それに、そんなことをしても無駄だ。死んだ人間は帰ってこないんだ……」

　そうだ、現実はマンガのようにご都合的には出来ていない。死んだ人間は何があっても生き返らない。まずはこの事実を受け入れるしかない。

「警けい察さつに通報しよう。それから──」

　少女は、ポケットから携帯電話を取り出そうとする伊織の腕をがっしりと摑つかんだ。涙のこぼれ落ちる瞳ひとみで、伊織を上目遣いで見つめる。

「な、なんだよ……？」

「……その必要は、ありません」

　そう言うと、少女はしゃがみ込んだ。

　五い十そ山やま田だの亡なき骸がらを覗のぞき込こみ、そのままくっつけるように自分の顔を近づけていく。

「バカッ！　やめろって言ってるだろッ！」

　伊織は再び彼女の細い腕を摑んで引き止めた。

「もう終わりましたよ」

「………………」

　見てみると、五十山田の頰ほおに水滴が引っ付いていた。

　どうやら自分の涙の雫しずくをそこに落としたようだ。

「……もういい、もうやめるんだ。君には何の落ち度もない。その人の死に責任感を感じる必要はない。だからそんなことはするな。見ていて辛つらい。ましてや全まつたく意味のないことだ。そんなことをしても死んだ人間は生き返らない。いや、何をしたって死んだ人間は戻ってこないんだ。現実はマンガじゃないんだ……」

　力ない伊織の言葉に対して、少女は首をゆっくりと横に振る。

「いいえ、マンガですよ。マンガなんですよ、現実は──」

　悟ったような口調で少女がそう告げると──。

「ゴホッ！　ゲホッ！」

「……え？」

　伊織は「まさか」と足元を見てみた。

「五十山田さん……？　五十山田さんッ!?」

「……左そ右う田だ……くん？」

　死んだはずの五十山田が、目をぱっちりと開けているのだ。

　伊織は思わずマンガみたいに自分の頰をつねっていた。

　痛い。夢じゃない。

「あれ、俺、さっき刺されて？　……ハハ、どうやら意外と傷は深くなかったらしいね。軽く気を失っていたようだよ」

　五い十そ山やま田だはゆっくりと立ち上がった。幽ゆう霊れいなんかじゃないし、きちんと自分の足で立っている。おまけに自分の身体からだの調子を確かめるようにして、その場で軽く屈伸したり跳はねたりまでしている。

　脈はなかったはずだ。動揺と緊きん張ちようできちんと確認出来ていなかったのだろうか。

「む、無理しちゃダメですよ！　ナイフで刺されたんでしょ!?」

「いや、ホント大丈夫みたいだよ。ただ、そこそこ血は出ちゃってるようなんで、救急車は呼んで欲しいかな」

　五十山田はそう言うと、フラッと手を突いて壁かべにもたれかかった。

「ほら！　大丈夫じゃないでしょ!?　安静にして下さい！」




　すぐに救急車が到着し、五十山田は病院に搬はん送そうされていった。命に別状はなさそうだったので、伊い織おりは深く安あん堵どした。

　その後、一緒にやってきた警けい察さつに伊織たち二人は、少女が閉じ込められていた屋敷内の客室で事じ情じよう聴ちよう取しゆをされた。

「じゃあ君は刺された五十山田さんとこの家に勝手に入ってきたと？」

「いや、あのですねえ、王おう子じ郎ろう先生は高こう齢れいのはずなので、お体に何かあったのではと確かめるために緊急的にですねえ──」

　伊織は自分自身のことと、ここに至った経緯を順を追って丁寧に説明していくのだが、警察官は高校生漫まん画が家かだというのも半信半疑の様子である。

「まあ分かりました。それはいいでしょう。それで、君はこの家の子で、あの有名な杜もり若わか王子郎さんのご家族ってことでいいのかな？」

　警察官は少女の方を向いた。しかし、その質問に対して少女からなかなか返事が返ってこないので、警察官は困った表情を浮かべた。

「……えっと、お名前は？」

「楪ゆずり葉はです。杜若楪葉」

　少女はようやく口を開いた。

「楪葉さんね。杜若王子郎さんはどちらにいらっしゃるのかな？」

「王子郎は、祖父は今、不在です」

　この不思議な少女、楪葉は杜若王子郎の孫娘だったようだ。未いまだ正確な年ねん齢れいは不明だが、王子郎は孫のいる年齢でも間違いないはずである。

「どこかに出かけてるの？　でもこの左そ右う田だくんの話によると、今日はこの家で会う約束なんじゃなかったのかな？」

「黙秘します。それはプライベートの部分です。今回の強盗とは無関係ですよね？　事件と関係のないところに踏み入るのは警けい察さつの方でもＮＧのはずです」

「……ふむ、まあいいでしょ。では襲おそわれた状況なんかを聞かせてくれますかな」

「今日、家には私一人でいました。普段は家政婦さんがいるんですが、今日に限って体調を崩くずされたので非番でした。だから他には誰だれもいないはずなので、変な物音と気配を感じ、不審に思いながらこの部屋にやってきました。するとどこから忍び込んできたのか、あの強盗と鉢はち合あわせてしまったのです。いきなり摑つかみかかられたので、私は手首に嚙かみ付ついたりして必死に抵抗もしたのですが、たちまち縛しばられてしまい、そこの簞たん笥すに閉じ込められたんです」

　それから伊い織おりが楪ゆずり葉はを助け出した時のことや、五い十そ山やま田だが刺された状況を、二人は警察に事細かく説明した。

　五十山田が一度死んだかに見えたが、楪葉の涙が頰ほおにかかると目を覚ましたことについてだけは、どちらとも言い出しはしなかったのだが。




　二人から教えてもらった情報を元に付近の捜索をしますと警察官は告げ、伊織たちは解放されることになった。念のために伊織は住所と連絡先を控えられた。

「小学生の息子がファンでしてね。おじいさんによろしく伝えてください」

　警察官は帰り際に、楪葉にそれだけ言い残していった。伊織と楪葉の二人は、杜もり若わか宅の庭先でそれを見送る。

　青空の下に残された二人は、しばらくポツンと並んで立っていた。

「………………………………」

「………………………………」

　気まずい沈黙が流れる。

「……まさか君が王おう子じ郎ろう先生の孫とはね。なんていう巡り会わせだ」

　その沈黙を伊織が破った。

　すると楪葉は、チラリと窺うかがうようにこっちを見た。

「しかもこんな事件にまで巻き込まれて、ホント、マンガみたいな話だよ。杜若楪葉さん、だっけ？」

「左そ右う田だ伊織くん」

　無表情でじっくりと伊織のことを上から下まで観かん察さつしている。

「……何だよ」

「むぅ……。詐さ欺ぎじゃないですか。左右田伊織って、ずっと女の子と思っていたのに」

「はあ？」

「『天てん才さい現げん役えき女じよ子し高こう生せい漫まん画が家か』だって話じゃないですか」

　拗すねた小さな子どものような言い方だった。

「ネットの一部のバカが言ってるだけだし、君が勝手に勘違いしたんだろうが。元々『伊織』ってのは武士が名乗っていた名前だ。女の名前の方がおかしいんだよ。大体うちの学校に通ってんなら、僕が男子だってのくらい耳に入ってくるだろ」

「学校には諸事情であんまり行けてないものですから。こないだあなたと会った時に、久しぶりに登校したくらいですからね。ていうか、高校生漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりが同じ学校ってことすら知らなかったですし」

「そうかい。まあ、君も驚おどろいただろうね。まさか偶然学校でぶつかって、今も偶然一緒に事件に巻き込まれた相手が、君のおじいさんと同じ漫画家だとはね」

「そうですね、まさかあなたがあの左右田伊織だなんてびっくりですよ。ただ、こうやって近いうちに再会するのは分かってましたけどね」

　薄うっすらとだが、楪ゆずり葉はが微笑ほほえんだように伊織には見えた。

「はあ？　どういう意味だよ。そういえば、こないだも何か予言めいたこと言っていたけど、そういう話？　占いとか好きなの？」

「もう、何言っているんですか。ああいう出会い方したら、その後再会して何かしら展開があるのは当然でしょ？　じゃないと伏ふく線せん丸投げじゃないですか。本当はあなたを巻き込みたくなかったんで、出会いのフラグをへし折るためにあり得ない流れを作ろうとしたんですけど。いやあ、あれは失敗でしたね。咄とつ嗟さに思いついた奇声を上げてみたんですが、逆にあれで強きよう烈れつにあなたに印象を残してしまったでしょうから」

　彼女の語る話に付いていけず、伊織はつまらなそうにポリポリと頭を搔かいた。

「で、フラグが立ってしまった以上、しょうがないので新たにフラグを立てたわけです。『99パーセント死にます、生存率１パーセントです』は逆に生存フラグですからね。巻き込んでしまったからには、最悪死ぬ未来だけは何としても避けてあげないとと思いまして。私がああ宣言してなかったら、あなた、さっき強盗に刺されて死んでたかもしれないんですよ」

「ああ、ちょっと待て、さっきから何を言っているんだ？」

「五い十そ山やま田ださん、あの人ここに来るまでに何かフラグを立ててたんじゃないですか？」

「え？」

「あなたに何かそれらしいこと言ってたんじゃないですか。たとえばそうですね、『近々結婚します』とか」

　伊織は口をつぐんだ。同時に、五十山田の言葉と、スマートフォンに写る婚約者の顔写真を思い出した。

「やはりそうなんですね。けど、今回はラッキーでしたよ。私の涙で事足りて。本来なら『恋人の涙』の方が効こう果か覿てき面めんですし。ともかく助かって良かったです」

「ああ、そうか、君はあれか。ジンクスとかそういうのをやたら信じているやつなんだな」

「ジンクス……。まあそういう言い方もしますかね」

　楪葉は、今度ははっきりと不敵な笑みを浮かべた。艶あでやかさと不気味さを兼ね備えたそれを見て、伊い織おりはどきりとした。

「正確にはちょっと違いますよ。そう、私には『マンガの神様』が憑ついているんです」

「……手て塚づか治虫おさむ先生が何だって？」

　伊織の一言に、楪ゆずり葉はは否ひ定ていの意味を込めて「チッチッチ」と指を横に振った。

「そうじゃないです。霊れいとかそういうのじゃなくて、まあ概念みたいなもんですよ。私の周まわりでは、マンガみたいなことが容易たやすく起こる、その現象のことです。学校の廊下でぶつかったあなたと私がすぐに再会しこうやって事件に巻き込まれたのも、死ぬはずだった五い十そ山やま田ださんが私の涙で息を吹き返したのも、私に憑く『マンガの神様』の影えい響きようなんです。面白い出来事が起こった時『笑いの神様が降りてきた』とか言うでしょ？　ああいうイメージですね。もっと別な捉とらえ方かたをしてもらっても、好きに呼んでもらっても構いませんよ。『幻想創りフラグメーカー』とか名づけてもらってもいいです」

「なるほど、素人しろうとが考えたにしてはなかなか良いね。さすが王おう子じ郎ろう先生のお孫さんだ。ただ、僕は描く方専門なんであまり良いアドバイスは出来ないよ。少なくとも、僕が編集者でこいつを持ち込まれたとしたら没にしてやるがね」

「そうですよね。マンガみたいで信じられないでしょうね。じゃあついでにもうひとつマンガみたいなことを教えてあげましょうか？」

「ん？」

「──漫まん画が家か・杜もり若わか王子郎とは、この私のことです」

「……んん、今度のはぶっ飛び過ぎだな～。いや、さっきのも十分ぶっ飛んでたが。しかしあんまり笑えない創作だね。偏差値でいうなら50に満たないな」

「よーく考えてみてください。ここ、大きなお屋敷ですが、住んでるのは私一人なんです。既すでに両親を共に亡くしておりまして、その遺産は相続しつつ、唯一存命である父の姉を後見人として一人で暮らしているんですよ。そして、ここは杜若王子郎の自宅兼、仕事場。もう一度言いますが、住んでいるのは私一人です。つまり、そういうことですよね？」

「おいおい待て待て。君、さっき警けい察さつにおじいちゃんは今日は不在だって言ってたじゃないか。そのおじいちゃんが杜若王子郎だっていう話だろ」

「おじいちゃんも亡くなっています。死んでるんだから『不在』っていうのは噓うそではないですよ。王子郎ってのは元々おじいちゃんの名前なんです。私はそれをペンネームとして使わせてもらっているんですよ」

「ハハ、そうなんだ。すごいね～」

「だって杜若王子郎が私じゃなかったらおかしくないですか？　あなたと家で対談するって約束だったんでしょ？　何で家にいないんですか？　五十山田さんはこの家にやってくるまでずっと王子郎とやりとりしていたはずですよね」

「知らないよ。直前になって急に気分が変わったから逃げるように出かけていったんだろ。先生は人間嫌いみたいだしね」

「むぅ……。それって何か無理やりじゃないですか？　そう、マンガのストーリーラインとしてきちんとした体てい裁さいになっていないって感じですね。そんなのじゃあ読者は納得しないですよ。答えは『私が杜もり若わか王おう子じ郎ろうだから』です。それなら辻つじ褄つまが合うし、読者も納得するでしょ」

「納得出来るか！　そう、この僕が納得出来ていないじゃないか！　認められるか！　そんな設定のマンガはすぐに打ち切りだ！　……いや、これマンガじゃないし！」

　伊い織おりはイライラを醸かもし出だしながら頭を搔かき毟むしる。

「大体、杜若王子郎は漫まん画が家かデビュー35周年を迎えた人なんだぞ！　どう見積もっても50歳さいは確実に超こえているし、どう見ても君は僕と同い年どしくらいだ！　あれか！　君は不老不死だっていうのか!?」

「そんな不老不死とか、マンガじゃあるまいし……」

「君が言い出したんだろ！　だったら何なんだ!?」

「『杜若王子郎』という作家名は代々継承しているんですよ」

「……継承？」

「最初は祖父が、次に父が、そして今は私。元々は最初の杜若王子郎、祖父が急死した際に、当時連れん載さいしていた雑誌社がその死を隠すために始めたことです。その時連載していた【放課後アンダーグラウンド】は看板中の看板だったんです。上層部はこれを手放すことがどうしても出来なかった。そこで目を付けたのが、祖父の息子、つまり私の父だったのです。父も漫画家を志こころざしており、祖父と同等かそれ以上の才能を開花させていた。どういう説得の過程があったのかは知りませんが、父は祖父の代わりに杜若王子郎として【放課後アンダーグラウンド】の連載を引き継ぐこととなったのです。結果は大成功。読者に気づかれることなく人気を維持したまま、むしろ、上がり調子のまま最終回を迎えました。その後も父は杜若王子郎の名前で作品を描き、ことごとくヒットを飛ばしていった。そして、今度は私の番ですよ。４年前に父が急死してしまい、私が杜若王子郎を引き継ぐことになりました。結果はあなたもご存知ですよね？　お蔭かげさまで今も『週刊少年ライン』誌上で大人気連載中です」

「馬ば鹿かにするな！　そんなホラ話で僕が騙だまされると思ったか！　漫画家だからって空想と現実の線引きくらいは出来るからな！」

「信じられないなら、今から原げん稿こう描くとこ見せましょうか？　それとも、今度の週明けに『ライン』に載のる【スタプリ】のあらすじでも言ってみせましょうか？」

　楪葉はいきなりその場に座り込んで、庭の土の上に落ちていた石片で何か描き始めた。見てみると【スタプリ】の主人公、椿つばき流りゆう星せいの顔だった。場所と道具のせいで多少不安定ではあるが、どう見ても今現在連載中の杜若王子郎の絵柄そのものだった。続けてヒロインのころなまで描き始める。

　伊織には、それが似せて描いている模造品かどうかくらい判別出来た。複雑な角度なのに迷いなく手早く描いているし、どうしても作家には一定の癖くせというものがある。特にマンガに触れている時間の長い伊い織おりには、それを見抜くことは容易だった。

　それに、今の楪ゆずり葉はの話についてあることを思い出した。突とつ如じよ、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの作風が、僅わずかではあるが変化したことがある事実をだ。周まわりの友人にそれを指摘しても誰だれも賛同してくれなかったし、素人しろうと目めにはそっくりなのだろうが、明らかに絵の描き方、話の作り方が以前と変わっているのだ。

　それは過去に二回。楪葉の祖父と父親が亡くなった時期と一致する。

「そんなバカな……。あり得ない、そんな──」

「『マンガみたいな話は』でしょ？　だから全部『マンガの神様』のせいなんですよ。どうやらこれも、祖父の代から受け継いできてしまったようなんですよね。祖父は１００パーセント成功すると言われた手術を受けて亡くなりました。父は道で子どもを庇かばって車にはねられて死にました。どっちもマンガみたいな死に方でしょ？　私なんかに至っては、当時12歳さいの小学生にして父に劣らない作品を描くことが出来るなんて、もう存在からしてマンガみたいじゃないですか」

　さらに伊織は、楪葉と初めて会った学校の廊下でのことを思い出していた。

　楪葉が落とした書類を集めている最中に手が触れ合った時、彼女の指の付け根に違和感を覚えたのだ。今にしてみれば、あれは長らくマンガを描く人間だけが持つ独特のペンダコが定着した痕あとだった。

「最近、私と同じ『現げん役えき女じよ子し高こう生せい漫まん画が家か』がいるって噂うわさを聞いて興きよう味みを持ってたんですよね。そしたらまるでマンガみたいに推おし量はかったようにその子との対談の話が来たんですよ。ひょっとしたら、同じ『マンガの神様』に憑つかれた子かもと思いましてね、すぐに承しよう諾だくしましたよ。話だけしてみて、適当に私の素性は隠すような記事にしてもらうつもりでした。けど、蓋ふたを開けてみたらまさかの男子でした」

　伊織の顔を見ながら、楪葉は残念そうにため息をついた。

「それに、あなたには『マンガの神様』は憑いていないようです。父にはあった独特のオーラがないんです。そう、あなたは至って平凡な男の子なのです」

「……何だと？」

「だから悪いことは言いませんので、私には金輪際関わらないで下さい。私と接触してしまったり、深く関係を持ってしまったりしたら、たとえ平凡な人でも今日きようみたいに、簡かん単たんにマンガみたいな出来事に巻き込まれてしまうんです。現に、五い十そ山やま田ださんはあなたの前で死亡フラグを立てただけで死にかけましたからね。今日はたまたま事なきを得ましたが、今後はもっと酷ひどい事件に巻き込まれるかもしれないですよ。本当に命を落としてしまうようなね」

　伊織が小刻みにプルプルと身震いしているので、楪葉は目を細めた。最初は自分の話を信じて恐怖心を抱いたのかと思ったのだが、すぐにそうではないことが分かった。

「おい、今、僕が平凡だと言ったな」

「何か気に障さわりましたか？」

「当たり前だ！　僕は漫まん画が家かで日本一を目指している。世間からも天才と謳うたわれている。その僕が平凡だと？　たわけたことを言うなよッ！」

「むぅ、言い方が悪かったですかね。あなたは私のように特殊な星の元に生まれた人間ではないという意味です。マンガを描く能力でいえば平凡ではなく非凡、天才に違いないと思いますよ。そう、私のように『マンガの神様』に憑つかれていなくても、現げん役えき高校生漫画家という素晴らしい功こう績せきを実力だけで手にしているのですから」

「……僕は心底ガッカリしたよ。まだ完全に信じたわけじゃないが、こんな奴やつが憧あこがれの杜もり若わか王おう子じ郎ろうだなんてな」

「それはそうでしょうね。有名な杜若王子郎が、まさか同い年の女の子なんてショックでしょうね」

「そうじゃない。３年前、『ライン』の月例賞で審査員をやったこと覚えているか？　時期からして、あの時僕の作品を品評したのは『今の杜若王子郎』だ。つまり、君のはずだよな？　当時も僕は、左そ右う田だ伊い織おりの本名で投とう稿こうしたんだよ」

「……むぅ。どうでしたかね。さすがに覚えてないですね」

「あの時の君の評価と言葉があったからこそ、僕は本気で漫画家を目指せるようになったし、大賞を受賞することも出来たんだ。勘違いしないで欲しいのは、たとえそれが同い年の女の子であろうとも、訳の分からない性格のやつであろうとも、その作品の面白さは変わらないし、僕の王子郎先生への敬愛は変わらないってことなんだよ。僕が気に食わないのは、君から面白い作品が生まれ、そして評価されているのは、超能力的なもののお蔭だと言わんばかりなところだ。それに、僕は作・杜若王子郎だからという贔ひい屓き目めで作品の評価はしない。君の【スタプリ】は、間違いなく今一番面白いマンガだ。たとえ作家が無名だったとしても、僕はそう評価していた。『杜若王子郎』の名前のお蔭じゃあない。君自身の力だ。ましてや超能力のお蔭なんかでもない。それなのに君は、自みずからの実力じゃなくて、神様が憑いているからとか、受け継いだ運命的なものとか、そういうふざけた捉とらえ方かたをしている」

　伊織はぎゅっと拳こぶしを握り締めた。そうしてから、舞ぶ台たい俳はい優ゆうがやりそうな大げさな動作で両手を広げる。

「そうじゃないだろ!?　僕は実力で君を超こえたいんだよ！　だったら君も自分の実力に誇りを持てよ！」

「伊織くんって熱い人なんですね。まるでマンガの主人公ですね。それならきっといつか私を倒せますよ」

「はぐらかすな！　そういうのをやめろって言っているんだ！　そんなものは負けた時の言い訳だ！　いつか倒せるだと!?　今すぐに倒してやるよ！　他たの追つい随ずいを許さない圧倒的に面白い連れん載さい作品をひっさげてな！」

　その伊い織おりの叫びを聞いた途端、楪ゆずり葉はの雰ふん囲い気きが変へん貌ぼうした。

　先ほどまでは常にあっけらかんとした態度だったのが、表情は強こわ張ばり、冷たい視線を伊織に送っている。

「分かりました。じゃあはっきり言ってあげましょう。あなたには私は倒せません。これはフラグ立てなんかではありませんよ。そう、私の背後にあるものは関係ないです。何な故ぜなら、今のあなたのマンガではどうやっても私は超こえられないからです。実力でもあなたは私に一歩たりとも及んでいないのです」

　楪葉は顎あごを上げ、見下すように伊織を眺めながら言い放った。伊織はそれに対抗するようにして「フン」と鼻で笑ってやった。

「言ってくれるじゃないか。盛り上がりの前フリの回といえども、こないだのアンケートでは僕の方に多く票が入っていたが？　それでも一歩も及んでいないと？」

「はい。それどころかこの先、たとえあなたが『週刊少年ライン』で連載を始めたとしても、私に勝つ以前に良くて20週打ち切りになるでしょうね」

　堪たまらず伊織は楪葉に激はげしく詰め寄った。

「ふざけたことを言うなァッ！　そんなことがあるわけないだろォッ!?」

　伊織にとってこれほどまでの罵ば倒とうはなかった。実際にはやらなかったが胸倉を摑つかむ勢いだ。それでも楪ゆずり葉ははたじろぐ様子すら見せない。

「理由が知りたいですか？　マンガの主人公なら自分自身で見つけるんでしょうけど、折角だから教えてあげます。答えは簡かん単たん、あなた、連載向けの作家じゃないです」

「……何？」

「いつも読ませていただいてますけど、確かに読みきりは良い作品だと思いますよ。短編の完成度は神がかっていると言ってもいいでしょう。ただね、それだけなんです。あなたに連載作品、つまり長編は作れない。おそらく編集長さんは気づいているでしょうね。だからいくら読みきりが評価されても、連載を認めないんだと思いますよ」

「どういうことだ!?　この僕に面白い長編が作れないというのか!?」

「いや、ていうか、あなた自身も薄うす々うすは気づいてるんでしょ？　連載用原げん稿こうを描いてみたことくらいあるはずですし。それらを描いていて、短編ほどの手ごたえを感じたことはありましたか？」

「っ!?　くッ！　それは……」

　楪葉の言うとおりなのだ。

　伊織は過去に、３話先まで話を作った連載用原稿を自分の妹や、担当の美み野の里り川かわに見せたことがあるのだが、とても面白いしすぐに連載に持っていけると評価されつつも、短編の時ほどの反応は貰もらえたことがなかったのである。

　それを受けて、短編の原稿はそれ一本で完成しているのに対して、途中経過でいわば未完成の長編原稿が劣るのは仕方がないものであると割り切ろうとしていたのだが、心には常にわだかまりがあった。

　もしも、自分の長編の作り自体がベストの仕上がりでなかったとしたらどうだろうか。

「おい待てよ……。たとえそうだったとして、何な故ぜ君にそんなことが分かる……。『ライン』に載のった読みきり、君は短編しか僕の作品を読んでいないはずだ。どうして僕の長編の実力まで分かるんだ……？」

「この屋敷の大書斎には、古今東西のあらゆるマンガが陳列されています。祖父の代から収集してきた最高の資料たちです。物心付く頃ころから私はそれを読んで育ってきました。あらゆる作家の、あらゆるマンガの作りを学んできました。そのうえ、父の手から名作が生まれていく様さまをその間近で見ることが出来ましたし、父から直接手ほどきを受けることも出来ました。それらがあったからこそ、『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』としてマンガを描く能力を手に入れるに至ったのでしょう。いわば、生まれた時から、私の周まわりには漫まん画が家かを養成するためにあるような環かん境きようが整えられていたわけです。……まあ、それも『マンガの神様』のお蔭なんでしょうがね」

　楪ゆずり葉はは奇き麗れいな髪かみを搔かき上あげ、一いつ瞬しゆん、憂うれいを帯びた顔を見せた。

「そしてそれに伴ともない、私は他人のマンガの目利きをする能力も手に入れました。だからあなたのマンガの実力も分かるのです。編集長さんも鋭い人ですからね、あの人も短編の作りだけであなたの力を把握しているでしょう。伊だ達てに発行部数トップの雑誌の編集長じゃありません。だから、あの人はあなたが長編を作れるように成長するまでは連れん載さいをさせませんよ。もしも今の状況で連載をさせて打ち切りになれば、あなたが潰つぶれるのは目に見えていますから。もう二度とマンガを描きたくなくなってしまうでしょう」

「僕はそんな弱い人間じゃない！　中学生の頃ころだって、悔しい思いを糧かてに成長したんだぞ！　百歩譲ゆずって打ち切りになろうとも、その失敗からヒントを見つけ、よりよい作品を生み出せる！」

「そうでしょうか。それは逆に、当時は『中学生だったから』だと思いますよ。絶対にどこかに『中学生だから負けても仕方がない』という思いがあったはずです。けど、今は違う。たとえ現げん役えきの高校生といえども、今やあなたは歴史ある『ライン』の漫まん画が大たい賞しよう受賞者です。そのあなたが数週で打ち切りを喰くらった時、果たしてプライドは傷つかないのでしょうか。変わらず堂々と立っていられるのでしょうか。以前と同じように精力的に作品を生み出し続けられるのでしょうか」

「ググッ……」

　強く言い返すどころか、反論のひとつも出来なかった。

　彼女の言うこと全すべてが的まとを射いていたからだ。

　伊い織おりが口ごもっていると、強こわ張ばった表情を崩くずしてから楪葉は伊織に背を向けて、屋敷のドアに手をかけた。

「さて、『対談』はこれにて終了ですね。これが『別冊ライン』に載のることもありませんが。私はこれから原げん稿こうがありますので。それでは」

　ドアノブを回しかけたところで、楪ゆずり葉はは顔だけをこちらに向けて不敵な笑みを浮かべた。

「それにしても伊い織おりくん。大きな壁かべが立ちはだかってしまいましたね。これってまるでマンガみたいな展開じゃないですか。こういう主人公への試練はマンガじゃお決まりですからね。いえ、きっとこれは始まりに過ぎないのでしょう。今まで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったはずのあなたに、これから漫画家としての試練が次々と降りかかってくるのです。あなたは既すでに『マンガの神様』に魅み入いられてしまったのですから」

「待てよ……」

　搾しぼり出だすような声で伊織はぽつりと言った。

　楪葉は一いつ旦たん手を止め、言われたとおり伊織の次の台詞せりふを待つ。

「待てよ……。待ってくれ……。どうすればいいんだ？　どうすれば僕にも君みたいな面白い長編を描けるんだ……？　君にならそれくらい分かるんだろ？　なあ、教えてくれよ！　君は、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろうなんだろォ!?」

　情けない声を上げる伊織に呆あきれたのか、楪葉は深いため息をついた。

　横顔を向け、それからしばらく、その大きな瞳ひとみで伊織の顔を眺める。

「むう。どうすればいいか、ですか。……そうですね、残念ながら、そこまでは私にも分かりませんよ」

　楪ゆずり葉はは、ドアノブを回しながら吐き捨てるようにこう言い放った。
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「──私はマンガの神様じゃありませんから」




　静かに彼女が屋敷の中に消えていくのを見届けた後、伊い織おりは、愕がく然ぜんとしたままいつまでもその場に立ち尽くしていた。







　　　　　第三章　転校生が初恋の人とかいう展開







　日ひ芽めは、兄の部屋をノックした。

　夕食の時間だというのに、伊い織おりが二階の部屋から下りてこないので、母親から様子を見てくるように頼まれたからだ。いつもは呼ばれずとも、大体の時刻になれば自みずから一階のリビングにやってくるはずなのだ。

　それに、日芽はここ１週間、家の中でマトモに伊織と顔を合わせた記憶がなかったので気がかりだった。学校から帰宅するや否いなや部屋にずっと閉じこもっているのだ。いくらマンガの原げん稿こうに着手している時でも、こんなにも長期間部屋にこもるようなことは今までなかった。

　もう何度かノックしてみるが返事はない。

　玄関に靴くつがあるし、家にいるのは間違いないのだが。

「お兄ちゃ～ん？　いるんでしょ～？　入るよ～？」

　ドアを開けると同時に日芽は絶句した。

　普段、几き帳ちよう面めん過ぎるくらいキチンと整頓されているはずの伊織の部屋が、見るに耐えない状態になっていたのだ。そこら中にクシャクシャになった紙や、へし折れたペン先が散乱しているのである。

　部屋の主はというと、床に散らばったそれらに紛まぎれるようにして、フローリングの固い床に突っ伏している。

「どうしたの!?」

　心配して日芽が駆け寄ると、伊織はのっそりと身体からだを起こした。眼めは充血し、手は鉛筆やインクの汚れで黒ずんでいる。部屋と同様に明らかに様子がおかしい。

「ククク……」

「お兄ちゃん……？」

　不気味な笑い声を上げる伊織だが、眼はちっとも笑っていない。疲ひ労ろう困こん憊ぱいというのが見て取れた。

「出来たぞ……ついに……」

「え？」

「出来たんだよ！　杜もり若わか王おう子じ郎ろうを超こえる連れん載さい作品がなあ……ッ！」

　いきなり伊織から勢いよく原稿の束を押し付けられ、日芽は咄とつ嗟さにそれを受け取った。

　そこには、キャラクターや背景にしっかりペンが入れられたマンガの原稿が完成していた。どうやらこれを描くために、ほぼ不眠不休で部屋に閉じこもっていたらしい。

「日ひ芽め、読んでみてくれ。いますぐに、こいつを」

「べ、別にいいけど……」

　カラーで描かれた見開きの扉とびら絵えには、いつもどおりの一目で目を引く美び麗れいな伊い織おりの絵が描き込まれている。スタイリッシュな服装の美青年キャラがカッコイイポーズを決めていて、頼まれなくても思わず一読したくなるほどだ。

　日芽は生なま唾つばを飲み込んでから、原げん稿こうをめくっていった。兄のマンガの面白さが桁けた外はずれなのは知っているし、それなりに覚悟して読み進めなければならない。

　どうやら連れん載さい用の第１話のようである。

　小さなコマから、台詞せりふ、書き文字、全すべてを見落とすことなく目に焼き付けていく。

　日芽が伊織の原稿を読む手は止まらない。

「どうだ？」

　伊織は、日芽が全てのページに目を通したのを確認すると、自信に満みち溢あふれる表情で尋たずねた。

「お、お兄ちゃん……。これ、これ、凄すごいよ……。これ……」

　よく見ると、日芽のこめかみの辺りに汗が流れている。感情を抑えきれないのか、さっきからプルプルと身体からだを小刻みに震わせている。

「フフ、そうだろ？　さあ、素直な感想を言ってくれ。さあ！」

　突然日芽は、手に気持ちの悪い虫でも付いたかのような動きで、伊織の原稿を地面に投げ捨てた。




「めちゃんこ、おもんねぇぇよぉぉぉォォォォォォ───────────ッ！」




　不測の事態に伊織は目を見開く。

「吸きゆう血けつ鬼きという手て垢あかの付きまくった設定！　何のどんでん返しもない平坦なストーリー！　魅み力りよくの欠片かけらもない敵キャラクター！　意味ありげに見えて意味のない構図の連続！　取ってつけたように出てくる下品なだけのお色気シーン！　どっかで聞いたことのあるセリフのオンパレード！　……なんなのよこれ!?　読んでるだけで吐き気すらこみ上げてきたよ！　こんなの２話以上見たら卒倒しちゃうよ！　最悪だよ！　最低だよ！　うんこだよ！　これ、うんこだよ！」

　言い切った後、日芽は「しまった」と口を押さえた。ついつい全まつたくオブラートに包むことなく、思ったことをそのまま言葉にしてしまった。

　普段なら真っ当な意見の言えない日芽が饒じよう舌ぜつになる。

　これは、それほどまでの糞くそマンガだったのである。

　ただ、日芽の予想に反して兄から怒りの声が出てくることはなかった。こんなこき下ろし方を今までしたことがないので、修しゆ羅らの如ごとく怒り狂うとばかり思ったのだが、伊織のその表情はというと、無感情であった。

「お、お兄ちゃん？」

　伊い織おりはそのままふらふらとベッドに倒れこんだ。

　日ひ芽めはこんなにも憔しよう悴すいした様子の兄を見るのは初めてだった。ベッドの上でうつ伏せになったまま、ピクリとも動かなくなっている。
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　伊織はあれから五い十そ山やま田だの見舞いに行ったが、こちらの心配をよそに五十山田はとても元気そうだった。むしろ、例の婚約者とイチャコラしていたのが鼻についたくらいだったし、すぐにでも退院出来るそうだ。加害者であるあの強盗もあっさりと捕まったらしいし、一件落着といったところのようだ。

　美み野の里り川かわから聞いた話によると、事件のせいで左そ右う田だ伊織と杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談企画は中止となり、別企画でページの穴埋めがされるらしい。担当の五十山田がケガもしたので仕方がないだろう。




　あの杜若邸の事件からまだ数日しか経たっていないのだが、伊織には以前と世界が変わったようだった。

　──マンガが描けない。

　正確には、面白いマンガが描けない。

　望んでいたとおり『杜若王子郎との対談』で、どうして自分は連れん載さいが出来ないのかというヒントは摑つかめた。いや、ヒントというよりも答えだった。

　至し極ごく単純な解だ。面白い長編が描けないから連載が出来なかったのだ。

　もちろんそれを理解した途端、伊織はどうやったら面白い長編が作れるのか、その研究に没頭した。中学生の時に杜若王子郎に言われた言葉を参考にして高校生で大賞を受賞したように、今回もまた杜若王子郎からの言葉で自分を高めようとしたのだ。

　ところが、いくら徹てつ夜やしようが、いくら時間を費やそうが、成果は得られずにいた。描くもの、描くもの、ことごとくつまらない出来であった。

　それどころか、それに引っ張られるように、短編すら良い内容が浮かんでこないというかつてないスランプに陥おちいってしまったのである。

　試しに連載用の原稿とは別に、今の状態で描いた読みきりを日芽に見せてみたところ、妹からは無言の引きつった笑い顔をされるだけだった。美野里川には設定と展開を話しただけで「調子悪いの？」と一いつ蹴しゆうされる始末だった。

　伊織は自分のマンガをどんなにこき下ろされようが、いつものように怒りをぶつけることはなかった。自分の不ふ甲が斐いなさは重々理解しているし、妹や美野里川の評価は、反論のしようもない何ひとつ間違っていないものだったからだ。

　漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりは、杜もり若わか王おう子じ郎ろうに認めてもらった短編ですら面白いものを生み出すことが出来ないようになっていたのだ。




　こういうスランプが訪れた時は割り切って小休止と気分転換だ。伊織はいつもそうしてきた。その間は頭の中でのマンガ制作も、マンガのためのアイディア収集も完全に停止する。だからここ数日は、マンガのことは忘れ、積極的に友人たちと遊びに出掛けるようにしている。

　だが、伊織がどこか上の空で、心の底から楽しめていないことを一緒にいる仲間たちは気づいていた。

「なあ、磯いそ辺べ。伊織のやつ元気ねえよな」

　朝からボーッと教室の窓の外を眺めている伊織を遠目で見ながら、丸まる山やまは心配そうに磯辺に意見を求めた。

「そうだね～。ここずっとあんな調子だよね～」

　教室に差し込む陽ひの光に照らされている伊織の顔は、まるで隠居したての老人のように弱々しいものだった。

「失恋でもしたか？」

「いや、どうせマンガのことでしょ～。伊織はマンガが恋人みたいなところがあるからね～」

「……だったらオレらにはどうすることも出来ねえな」

「丸山にしては賢明じゃんか～。そうだね～、ボクらじゃあマンガについてアドバイスなんてしてあげられないしね～」

「ああ……。って、オレにしてはってどういうことだ、こらァ!?」

「ほーい、席に着いてよー」

　担任のみもりが教室にやってくると、皆ぞろぞろと席に座っていく。

　みもりはいつもどおりの色気の欠片かけらもないジャージ姿だが、今日きようはどうしたことかいつもより声が浮わついている感がある。

　教室内が静かになるのを待ってから、みもりは口を開いた。

「えっと、前にもチラッと話したと思うけど、今日から転入生がうちのクラスに入ってくることになったから。アメリカからの帰国子女よ。ああ、小学生の頃ころは日本にいたから、日本語は大丈夫だし安心してね」

　みもりに呼びかけられ、転入生は廊下から教室に入ってきた。

「うっひょ、美人じゃん」

　顔を見るやすぐに、丸山がイヤらしい声でぼそりと言った。確かに言うとおりその転入生はかなり可愛かわいい女の子であった。

　その子は、栗くり色いろの奇き麗れいな髪かみを揺らしながら、教きよう壇だんの方にキビキビと歩み寄った。

「はじめまして！　霧生きりゆう萌もえ黄ぎです！　よろしくお願いします！」

　細い指先で黒板に自分の名前を書き、萌黄はペコリとお辞儀した。はつらつとした調子の挨あい拶さつから、性格の明るさがにじみ出ている。

　それにしても、顔も整っているのだが、体型もスラッとしていてモデルと言われてもおかしくないくらいだ。丸まる山やまをはじめとして男子の大半が既すでに彼女に興きよう味み津しん々しんだし、さっきから下心の込められた視線が飛び交っている。

「いや、ありゃあ着き瘦やせするタイプだ……」

　そんな中、萌黄に対して、丸山の特殊能力『プロビデ万物を見ンス・アイ透かす眼』が発動する。

「ふむふむ……。なるほど、上から88・55・84ってとこだな……」

　この特殊能力は、衣服越しでも97・５パーセントの恐るべき的中率を誇るので、男子たちから大変重ちよう宝ほうされている代しろ物ものだ。クラスの女子全員の『数値』は、彼によって把握されているのである。

　丸山に男子たちの下劣な期待が集まる中、みもりが教室全体を見回してから話し出した。

「よし、じゃあ左そ右う田だの隣となりが空いてるね。霧生、あそこに座って」

「え？　左右田くん……？」

　萌黄は、みもりの指差す方を見てからハッとした表情をすると、窓側端の一番後ろの席、伊い織おりの下へいそいそと走り寄った。それから、正面から伊織の机に両手をドンと置き、伊織の顔を窺うかがうように覗のぞき込こむ。

　転校生のいきなりの行動に、なんだなんだとクラス内がどよめき出した。

「やっぱりそうだ！　左右田くん！　左右田伊織くんだよね!?」

　窓からボケーッと外を見ていてさっきから全まつたく話を聞いていなかった伊織は、急に机に手を置かれ、大きな声を掛けられたことで、口を半開きにして驚おどろいた。

　続けてその転入生の顔を確認すると、一時停止してから、今度は口を大きく開いた驚きの表情を浮かべた。

「え？　もしかして、霧生さん……？」

　確信を得た萌黄は、窓から見える太陽よりも輝くようなスマイルを目の前の伊織に見せた。

「うん！　久しぶりだね！」

「ん？　なになに？　あんたら知り合いだったの？　それじゃあちょうど良いし、左右田、霧生に学校のこととかいろいろ教えてやってよ」

　みもりの言うとおり、彼女とは知り合いだった。

　そして、この子、霧生萌黄にかつて言われた一言を思い出した。

『──左右田くんって絵上う手まいんだね！　漫まん画が家かになれるよ！──』

　霧生萌黄は小学校の同級生で、伊織の初恋の相手であった。

　そう、彼女こそ伊織が漫画家を志こころざすきっかけを作った女の子。

　小学校６年の時に、突然親の仕事の都合で海外に行ってしまったのでそれ以来になるが、成長していても一目で気づけた。




　ホームルームが終わると、隣となりに座る萌もえ黄ぎは嬉うれしそうに伊い織おりに話しかけてきた。

「びっくりだよ！　まさか左そ右う田だくんが転校先の、それも一緒のクラスにいるなんて！」

「本当だね」

　初恋の相手との運命的な再会に対して、伊織は頰ほおの緩ゆるみを抑えられなかった。萌黄の顔を久しぶりに見られた嬉しさもあるし、小学校の頃ころの懐なつかしい記き憶おくも蘇よみがえってくる。この明るい笑顔は、昔とちっとも変わっていないなあと心地の良い安心感を覚えた。

「しかも、たまたま左右田くんの隣だけ空いているなんてね！」

「ハハッ、凄すごい偶然だよね」

「あれだよね！　これってまるでマンガみたいだよね！」

「……………………」

　それを聞いた途端、愉快な気分が一転した。

　走馬灯のようにこの間の出来事が伊織の頭をよぎる。




『　ま　る　で　マ　ン　ガ　み　た　い　』




　そのフレーズを聞くと、どうしてもあの少女と、そして、その戯ざれ言ごとを思い出してしまう。

「どうしたの？　……私、何か気に障さわること言ったかな？」

「あ！　いや、とんでもない！　嬉しいよ、霧生きりゆうさんとこうして再会出来るなんてね」

　慌あわてて両手を振りながら、伊織は無理に笑顔を作って答えた。

「私もだよ！　私、ずっと左右田くんに会いたかったんだもん！」

　萌黄からの思いもよらぬ発言にどきりとする。まさか片思いだと思っていた相手から面と向かってそんなことを言われるとは。

「聞いているよ、左右田くんが漫まん画が家かになったって話！　凄いね！　しかもあの『週刊少年ライン』に自分のマンガが載のったんでしょ!?」

　ああそういうことか、と伊織は内心がくりとした。会いたいといっても、いわゆるミーハー的な興きよう味み本ほん位いなのだろう。変な期待感を抱いてしまい気恥ずかしくなる。

「小学生の時から将来漫画家になりたいって言ってたもんね！　まだ高校生なのに、もう有言実行だよ！　尊敬しちゃうな！」

　そう言うと萌黄は、伊織の手を取ってキラキラした目で見つめてきた。両手でぎゅっと握り締めて、伊織の手を自分の胸元へ手た繰ぐり寄よせてくる。

「ちょ、ちょっと霧生さん……」

「ん？　ああ、ゴメンね！　アメリカにいた時のクセでつい！」

　萌もえ黄ぎは、伊い織おりからそっと手を離した。元々男子を勘違いさせる天然さは見受けられたが、海外での生活を通してよりパワーアップしたようだ。

　それに、当然ではあるが小学校の頃ころよりも大人おとなっぽくなったし、とても美人になったと伊織は思った。だから、手を握られたことでかなりドキドキしている。伊織は彼女に「君の言葉のお蔭で僕は漫まん画が家かになれたんだ」と気取って言おうかと思っていたのだが、照れくさくなったので口ごもってしまった。

　その後は、萌黄は教科書がまだ揃そろっていないので、伊織の机と自分の机をくっ付けて授業を受けた。

　彼女は移動教室も場所が分からないので、午前中は二人でずっと行動を共にした。

　その間、積もる話もあるので会話が弾はずむ。

　二人の小学校時代の思い出話はもちろん、伊織は『ライン』でのデビューに至るまでの経緯を語り、萌黄からはアメリカでの生活を聞かせてもらった。




　萌黄がクラスの女子の輪に入って行ったので、昼食の時間だけは別々だった。萌黄は教室で女子たちと、対して伊織は、いつものように屋上で磯いそ辺べ、丸まる山やまと三人でのむさ苦しいランチタイムである。

　気候も暖かく過ごしやすくなってきたので、普段に比べて屋上には生徒が多かった。

「それにしてもだぜ！　お前、役得すぎんぞォ！」

　伊織は、丸山から羨せん望ぼうの視線をぶつけられ、何のことか分からず困惑した。

「あんな可愛かわいい子と隣となりの席だってだけでもラッキーなのに、昔の同級生だからってズリーわ。一日中仲良さそうにしやがってよォ！」

　初めて教室に現れた瞬しゆん間かんに狙ねらいを付けたというのに、近しい友人にあっさりと先を越されたので丸山は不ふ機き嫌げんなのである。

「ま、確かに霧生きりゆうさんってかなり美人さんだよね～。ボクも最初芸能人かと思っちゃったな～。ちょ～っと、羨うらやましいよね～」

　あまりこういう話に乗ってこないはずの磯辺まで、珍しく丸山の意見に賛同している。

　萌黄は誰だれしもが認めるような美少女だし、丸山によって衣服で隠された豊満なプロポーションも公開されたし、彼女を独り占めしている伊織が、クラスの男子から妬ねたまれるのは当然といえば当然の結果であった。

　伊織は盛り上がる二人に対して、バカにしたようなため息をついた。

「……くだらない話だね」

「んん～？　そう言いながら伊織、満まん更ざらでもないんじゃないの～？」

「何がだよ」

「磯いそ辺べの言うとおりだぜ！　なんつーか、いつものお前なら女子に対してもっと容赦ないんだけどよ！　傍はたから見てると、どーもあの子には態度が違う感じなんだよな！　妙に優やさしいっつーかよー」

　例の悪あく癖へきと、上から目線の喋しやべりのせいで、女子との会話が５分と持たないはずの伊い織おりが、今のところ萌もえ黄ぎに対しては問題なく接している。磯辺と丸まる山やまはそのことを指しているのだ。

「ん？　何を言ってるんだ？　いつもどおりだろ？　僕はいつだって紳士的じゃないか」

　磯辺と丸山は顔を見合わせて同時に肩をすくめた。

「……ま、何にしたって、マ～ジ、羨うらやましいわ。しっかし、転校生が美少女で昔の知り合いとかよぉ、まるでマンガみたいじゃんかさあ」

　それを聞いた刹せつ那な、伊織は、叩たたきつけるように箸はしを置いた──。




「　現実はマンガなんかじゃないッッ！　」




　一いつ瞬しゆんにして、辺りがシンとなる。

　風で飛んできた購こう買ばいで大人気の焼きそばパンの空き袋が、地面と擦こすれる音が僅わずかに聞こえた。

　屋上にいる周まわりの生徒から一いつ斉せいに注目を浴びてしまう、伊織の今の声は、それくらいのボリュームだったのだ。

　突然怒鳴り声を上げた伊織を見ながら、磯辺も丸山も目が点になっている。

　伊織は、自分に向けられた視線の束に気づき、すぐに我に返った。

「……いや、何でもないよ。急に大声出して悪かったね」

「ん、んだよ、突然……」

「あ、ああ～、きっとあれだよ～。伊織、安易に『マンガみたい』とか言われてさ～、マンガのことを小バカにされたと思ってイラッとしちゃったんじゃないの～？」

「まあ、そんなとこだよ……」

　磯辺のフォローに肯こう定ていしておいたが、しばらくは気まずい空気が流れた。

　伊織は、ジッと弁当箱の中身を見つめながら一人物思いにふけった。

（……バカか。『マンガの神様』なんて存在するわけがない）

　そうだ、何を気にしているんだ。たまたま偶然、離れ離れになった初恋の相手が転校してきて、隣となりの席になっただけの話じゃないか。それくらいのことであんなおかしな女の戯ざれ言ごとに何を惑わされているんだ。

　──杜もり若わか楪ゆずり葉は。

　未いまだに信じられない話なのだが、与えられた状況証拠を照合すると、あのおかしな女が『今の杜若王おう子じ郎ろう』であることについてはまごうことなき真実なのである。

　美み野の里り川かわに探りを入れてみると、業界では『杜若王子郎』は集団の名義だという噂うわさはあるが、本人に会った人間は稀け有うな存在であり、『ライン』の編集部内でさえ、現在面めん識しきがあるのは編集長くらいなのだという。美み野の里り川かわもその正体を知らなかったので、強盗事件のせいで王おう子じ郎ろう先生とはまともに会えなかったと説明し、楪ゆずり葉はのことは伏せておいた。長く隠している機密だろうし、話したところで「新しいマンガの設定？」と言われるに決まっているからだ。

　しかし、何が『マンガの神様』だ。

　若くして深くマンガに関わり過ぎたせいで、現実とマンガが混同してしまっているに違いない。そういう欠けつ陥かんは僕にはないし、その点でいえば僕の方が優すぐれている、と伊い織おりは自分自身に言い聞かせた。

　そうでもしないと自分の中で何かが壊れそうだからだ。

『──今のあなたのマンガではどうやっても私は超こえられないからです。実力でもあなたは私に一歩たりとも及んでいないのです──』

　楪葉の見下すような視線を思い出し、伊織は拳こぶしを握り締めた。

　負けず嫌いの伊織にとって、あれはかなり堪こたえた。

　それにしても──。

『──今まで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったはずのあなたに、これから漫まん画が家かとしての試練が次々と降りかかってくるのです。あなたは既すでに『マンガの神様』に魅み入いられてしまったのですから──』

　信じてはいないが、これではまるで『マンガの神様』のせいで『漫画家としてのスランプ』という試練が降りかかってきたかのようではないか。

　ここ最近色んなことがタイミングよく起こりすぎている。それは間違いない事実だ。だが、いちいち気を取られてイライラしていては、余計にこのスランプが長引きそうだ。

　伊織は、少しでも早くこのスランプから脱するために、もう一度彼女に会ってマンガ制作に関する話を聞いてみようかと思ったが、それは叶かなわなかった。色んなクラスを覗のぞきまわったが姿を見つけられなかったのだ。

　磯いそ辺べや丸まる山やまに「杜もり若わかって名前のやつうちの学校にいたか」とそれとなく聞いてみたが、二人とも心当たりはなかった。初めて廊下で出会った時、この学校の制服を着ていたし、ここの生徒であるのは間違いないはずなのだが。

　あの少女、何もかもが虚構の存在な気がしてきた。




　伊織は、午後も同じように教科書を見せるために、萌もえ黄ぎと机をくっ付けて授業を受けた。二人は当たり前のようにやっているが、クラスの男子の大半から嫉しつ妬との対象となっているのを本人らは理解していない。ほとんど密接した距離感なので、伊織には萌黄のシャンプーの良い匂においが意図せずとも鼻に漂ただよってくる。

　それに、丸山が余計なことを言うせいで、彼女が着る学校指定のベスト下のふくよかな胸に意い識しきがいくようになってしまっていた。いくら衣服で抑えても、素人しろうと目めに見てもなかなかのものを持っているのは丸分かりだった。

　先ほどは磯いそ辺べや丸まる山やまの指摘に否ひ定ていしたが、伊い織おりは萌もえ黄ぎに対してはどこかいつもの調子が出せずにいた。今日きようずっと、彼女の話に対してほとんど聞き手に回っていたのだ。

　──萌黄に思うところがあるからだろう。

　そんな落ち着かない状態のまま、午後の授業は続いた。

「……ん？」

　その最中、６限目の古文の授業で、萌黄が小さなメモを伊織に渡してきた。

「…………」

『　放課後　体育館裏に来てください　』

　開けてみると、そこには丸っこい字でそう書かれていた。

　伊織が怪け訝げんな表情で横顔を窺うかがうが、萌黄は何事もなかったかのように澄ました態度で授業を受けている。

　……放課後に女子からの体育館裏への呼び出し。

　まさか、と想像してしまう。

『──私と接触してしまったり、深く関係を持ってしまったりしたら、たとえ平凡な人でも今日みたいに、簡かん単たんにマンガみたいな出来事に巻き込まれてしまうんです──』

　再び楪ゆずり葉はの台詞せりふが頭の中でリフレインされる。

　伊織はさらに落ち着かない気分になり、そこからの授業の内容は一切頭に残らなかった。




　体育館内からバレーボール部の掛け声が聞こえてはくるが、周囲に人気はない。

　放課後、萌黄の呼び出しに応じて、伊織は体育館裏にやってきていた。

「ゴメンね、いきなりこんなところに呼び出したりなんかして……」

「いや、別に構わないよ。それで、話って何かな？」

　今ここは、完全に二人っきりの空間だ。秘密の話でも何でも出来る条件下である。

「ホ、ホントゴメンね、少し待って……。い、いざ言うとなると、やっぱりちょっと恥ずかしいから……」

　萌黄は言いい出だし難にくそうにモジモジとしている。

　小学校の頃ころからも明るく元気に振る舞っている姿しか見たことがなかったので、余計に可愛かわいらしいなと伊織は思ってしまった。改めてしっかり正面で彼女を見るが、やはりクラスの中でも抜群の容姿である。

　萌黄はなかなか上う手まく言葉が出てこないようで、さっきから気持ちを落ち着かせるためにスーッと深呼吸を繰くり返かえしている。

　特に伊織は急せかそうとはしなかった。気を利かせてというより、自分も緊きん張ちようしていてそういう余裕がなかったのだ。

　萌もえ黄ぎがこれから何を言わんとしているかは分かりきっているからだ。

　正直、今日きようの今日まで伊い織おりは、霧生きりゆう萌黄のことは忘れていた。思い出す機会もなかったし、海外に行ったというのなら、二度と会うこともないだろうと思っていたからだ。

　４年前、萌黄は突然アメリカに行ってしまった。どういうわけか急に学校を長期欠席し、お別れの挨あい拶さつを交わすことも出来ずそのまま渡米していったのである。

　当時の伊織はかなりショックを受けたが、マンガに情熱をぶつけることで鬱うつ屈くつした気持ちを払ふつ拭しよくさせたものだ。

　今日一日会話していく中で、忘れていた彼女の記き憶おくのピースを集めることが出来た。彼女の人となりや性格は、小学校の頃ころからほとんど変わっていないようだったし、どうして彼女のことを好きになったのかも思い出せた。

　外見だけじゃない、内面もとても良い子だ。今日だって、昼休みの一件を気に病んでいた伊織の様子にもすぐ気づき、凄すごく心配してくれた。持ち前の明るさや、困っている人を放っておけない優やさしさ、そういう魅み力りよく溢あふれる人だということはよく知っている。




「──ずっと好きだったの」




　霧生萌黄は、はっきりとそう切り出した。

　こんなことって本当にあるんだなと伊織はしみじみと思った。

　決して口にはしたくないのだが「学校の体育館裏で告白されるなんてまるでマンガみたいじゃないか」と。

「……僕もだよ」

　伊織は、頰ほおを赤らめたままその先何も言おうとしない萌黄にそっと言ってやった。そうだ、ずっと彼女を好いていたのは事実だ。それはこの機会に伝えておこう。

「……そっか、うん」

　恥ずかしそうに萌黄は俯うつむいたままだ。

「けど、そんなの言われなくても分かってるよ。左そ右う田だくんの想おもいくらい……」

　意外だった。

　どうやら彼女は伊織の気持ちに気づいていたようだ。小学生の時、そんな素振りは一切なかったので、女の子って怖いなと少し思った。

　顔を赤くしながら萌黄は続ける。

「だからその、何て言ったらいいかな……。その、付き合って欲しいんだ……」

　だが、その喜ばしいはずの申し出に対して、伊織は口をつぐんでしまった。

　迷っているからだ。果たして素直にこの告白を了承すべきなのだろうか。

　確かに初恋の相手だし、外見も性格も好みだ。

　──今でも好きなのだと思う。

　でなければ、こうも迷わない。

　しかし、あの頃ころと違い、今の自分には『ライン』での連れん載さいを勝ち取るという大きな目標がある。彼女にうつつを抜かしている暇ひまなどあるだろうか。

　ついこの間までだったら、マンガのための良い経験にもなると喜んですぐに承しよう諾だくしていたのだろうが、『杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談』を通してその余裕もなくなった。自分にはまだまだ力が足りないし、そんな資格すらないように思う。

　もしかしたら面白いマンガが描けない言い訳に彼女を使ってしまうかもしれない。

「ごめん、すぐには返事出来そうにない……」

　様々な思いが錯さく綜そうし、伊い織おりは伏目がちに答えた。

　萌もえ黄ぎの表情に影が差す。

「私、本気だよ？　生なま半はん可かな気持ちなんかじゃないからね！」

「僕も生半可な気持ちじゃ付き合いたくないんだ」

　萌黄は今にも泣き出しそうな顔をしている。

「そう……だよね……。左そ右う田だくんってもうプロだもんね。私なんかに構ってる余裕ないかもだよね……」

「もちろん嫌ってわけじゃないんだよ。むしろ歓迎したいくらいだし。僕だってずっと好きだったんだからね。ただ、今は時期が悪いんだよ。今日きよう、授業の合間に喋しやべった時も言ったよね。僕には『週刊少年ライン』での連載を勝ち取るっていう目標があるんだ。杜若王子郎と戦うためにね」

　正体が同じ現げん役えき高校生だろうと関係ない。依然、杜若王子郎が超こえるべき対象であることに変わりない。そのためには死力を尽くす必要がある。自分の弱点を発見、克こく服ふくし、最強の連載作品を生み出して戦う。

　これまでマンガの制作に当たり、何かの片手間に頭の中でネームを作り上げてきたが、今回は勝手が違う。それがマンガと同等かそれ以上に大事な存在だったのなら、そっちに多くの集中が傾いてしまい、その影えい響きようでマンガの完成度が下がってしまうかもしれない。今でさえ面白い長編が作れず苦戦しているのに、そうなっては目も当てられない状態になってしまうことだろう。

　折角の話なのだが、伊織は断る方向に考えを固め始めていた。

「ごめん、だからやっぱり付き合うのは……」

「お願い！　私に手伝えることがあれば何でもするから！　たまに顔見せてくれるだけでもいいから！　ね？　お願いだよ……」

　断だん腸ちようの思いでの決意のはずが、そこまで言われてしまうと一気に揺らいでしまう。

　しかし、こんな心のアンバランスな状況で彼女の気持ちに応こたえても、お互いのためにならないのは明白であった。

「……ダメだよ。それだと僕のマンガだけじゃなく、君にとっても中ちゆう途と半はん端ぱじゃないか」

「だったら、左そ右う田だくんは左右田くんでマンガ描いてくれてていいから！」

「え？」

「それを横から見てるだけでも私にとっては満足だから！　邪じや魔まだけは絶対しないようにするし！　それなら左右田くんのマンガの活動も、私にとっても中途半端じゃないってことにならないかな!?」

「いや、それは……。ていうか、君、そんなんでいいの？」

「当たり前だよ！　あの『週刊少年ライン』に作品を載のせている作者様が原げん稿こうを描いている姿を側で見られるってだけで、私はめちゃくちゃハッピーだよ！　大だい興こう奮ふんだよ！　ご飯３杯はいけるよ！」

　どうやらかなり変わった性せい癖へきの持ち主のようだ。

「いや、でも……」

「日本に帰ってきたばかりだから、まだ読んだことないけど、きっと左右田くんのマンガは凄すごいに違いないもん！」

「もちろんだよ」

「あの『週刊少年ライン』の漫まん画が賞しようで大賞でしょ!?　天才だよ！」

「そのとおりだよ」

　満まん更ざらでもない様子で伊い織おりはニヤける。

「そんな人が近くにいてくれるだけで、私はもう大満足なんだよ！　だからお願い！」

「……」

　またも柔らかい手で伊織の手を取りギュッと握ってくる。

　伊織やあの楪ゆずり葉はの手と違って、ペンダコなんて皆無なまっさらな奇き麗れいな手だった。その手を通して彼女の温もりが伝わってくる。

　おまけに眉まゆをハの字にして、ウル眼めにして間近で見つめてくるのだ。

「…………」

　この攻こう撃げきは卑ひ怯きようだといわざるを得ない。

「……………………」

　そんなこんなで、とうとう伊織は、

「クッ……。わ、分かったよ……」

　萌もえ黄ぎのもの欲しそうな視線に耐え切れず、これに屈してしまうのであった。同時に、僕ってこんなにちょろいやつだったのかと悔しく思った。

「……付き合うよ」

「ホント!?　ヤッタッ！　すっごく嬉うれしいよッ！」

　伊い織おりの答えを聞いて、萌もえ黄ぎは嬉うれしそうに飛とび跳はねている。こんなに喜んでもらえるなら、男おとこ冥みよう利りに尽きる思いだし、断らなくて正解だったとホッとする。

「ありがとうね！　左そ右う田だくん！」

「ちょッ!?　霧生きりゆうさんッッ!?」

　あまりに不意打ちであった。

　なんと、萌黄に思いっきり抱きつかれたのだ。大きな胸がむぎゅぅっと押し付けられる。（バ、バカな……ッ！　なんなんだ、この柔らかさはッ!?）

　こいつは思った以上のモノをお持ちのようだ。丸山の『プロビデ万物を見ンス・アイ透かす眼』を持ってしても、こいつの実際の性能までは測りきれていなかったようだ。
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「わわっ！　ご、ごめんね！　ついまたアメリカにいた時のノリが出ちゃったよ！」

　顔を真っ赤にしながら萌黄は伊織から離れた。

　ホッとする気持ちと、残念な気持ちとが入り混じりつつ、伊織は「大丈夫だよ」と返事した。

「……ま、まあ、何はともあれ、これからよろしくね、霧生さん」

　伊織が手を差し出し、二人はがっちりと固い握手を交わした。

　安易な選択だったかもしれないし、これから余計に道が険けわしくなるかもしれないが、後ろ向きになっても仕方がないと、伊織は内心で自みずからを鼓こ舞ぶした。

　何があろうと掲げた『打倒杜もり若わか王おう子じ郎ろう』の旗を降ろすつもりはない。その決意は揺るがないし、むしろ逆境だからこそ燃えてくる。

　それに、この自分にも初めて彼女が出来たという事実は素直に嬉うれしい。それが初恋の相手ともなれば、余計に頰ほおがにやけてしまうというものだ。

「うん！　よろしくね！　この学校来てすぐだから、こんなこと頼めるの左そ右う田だくんくらいなのも理由にあるけど、純粋に私は漫まん画が家かの左右田くんを尊敬しているんだからね！　マンガは日本が世界に誇る文化だもん！」

「ん？　う、うん、そうだね」

「それに、アメリカにも日本のマンガやアニメはたくさん輸入されてるんだけど、最新のものやマイナーなのは本場のこっちでないと手に入らないし、私、ずっと向こうでウズウズしてたんだよね！　これからが楽しみだよ！」

「……？」

「それじゃあまずはメンバーを集めないとね。最低五人と、後、顧問も探さないとだよ」

「……えっと、何の話？」

　きょとんとした顔をする伊い織おりだが、萌もえ黄ぎも同じようにきょとんとしている。

「え？　何言っているの？　もちろん漫まん研けんの話じゃない」

「まん……けん……？」

「うん。漫画研究部、略して漫研。私、小学生の時からずっと好きだったんだよね、マンガ。多分女子の中じゃ、一番マンガを読んでたんじゃないかな。そう！　今までは恥ずかしくてマンガが好きなこと隠してきたんだけど、左右田くんに話したら完全に吹っ切れたよ！　これからはじゃんじゃん公言していくつもりだからね！　……実は私、どうしても日本のマンガに触れていたいから、お父さんに無理言って一人日本に帰してもらったんだよね。で、日本の高校に入ったら、絶対漫研に入ろうと思ってたんだけど、残念なことにこの学校には漫研がなかったんだよ。だから一から自分で漫研を創つくろうって決心したの。そこで、是ぜ非ひとも現げん役えきの漫画家である左右田くんにも、漫研発足に付き合って欲しいわけだよ」

　伊織は穴があったら入りたい気分だった。

　そういえばそんな話を授業の合間にしていた気がする。この学校には漫研はないのかとか、どうやったら部活を創れるのかとか、そんなことを執しつ拗ように萌黄から聞かれた。

『ずっと好きだった』とか『付き合って欲しい』とかそういう意味か。

　全すべてを理解すると全身の力が抜けてきたので、伊織はその場に座り込みたくなった。

　こんなバカな勘違いをするなんて、マンガのギャグシーンか何かかよ。いや、絶対に萌黄の言い方が悪い。

「あ、ああ……。そういうことだったのか……」

「え？　何だと思ったの？　それ以外に何かあるの？」

「ああ、いや！　そう、それそれ！　僕もずっと好きだったからね、マンガ！　じゃあ頑張ろうか、漫まん研けん発足！」

「うん！　頑張ろう！　部員は私と左そ右う田だくんで今二人だから、後三人必要だね！」

　最悪なことに今さら漫研への参加も断ることが出来ない状況となってしまったようだ。何でわざわざ意味ありげにこんな体育館裏に呼び出したのか問い詰めたい気分だが、愛の告白だと勘違いしたのがバレそうなので我が慢まんすることにした。
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「──というわけで、君ら暇ひまだろうし付き合ってくれ」

　翌日、教室でいきなりの勧誘を受けた帰宅部の磯いそ辺べと丸まる山やまは、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をした。

　それからしばらく二人は、どうしたものかと考えながら伊い織おりの顔を眺めた。

「はあ～……。まあ～、ボクは名前貸すくらいなら構わないけどさ～。部活創つくるのにとりあえず人数がいるんでしょ～？」

　磯辺はそう言いながら、肩をすくめて苦笑いを浮かべた。暇なのは事実だし、いつもつるんでいる友人の頼みを無む下げにも出来なかったのだ。

「悪いね、磯辺。丸山はどうだい？」

「このオレが漫研だと……？　爽さわやかボーイのこのオレに、いかにも根暗そうな部活に入れってのか……」

　拳こぶしをプルプル震わせてから、丸山は勢いよく伊織の両肩を叩たたいた。

「よし分かった！　いいでしょう！　協力しましょう！」

　丸山は気味が悪いくらいのハイテンションでそう答えてきた。

　それを見て察した磯辺が、ため息混じりに頭を押さえる。

「あちゃ～。絶対こいつ霧生きりゆうさん目当てだわ～。少しでもお近づきになろうって魂こん胆たんだわ～」

「うるせぇ！　伊織ばっか良い目に遭あわせてたまるか！　オレにだって青春くらい謳おう歌かさせろ！」

「はいは～い。しかし、あの霧生さんがマンガオタクだなんて意外だね～」

「バッカ！　そのギャップがいいんだろうが！　それに美少女だったら殺人以外はどんな趣味してても許されるんだよ！」

「とりあえず、二人の入部は決まりってことで良いね？　これで今のところ部員は四人だ。部活創設に必要な最低人数は五人だから、もう後一人でオッケー。早いもんだよ」

　本来伊織は、面白い長編原げん稿こう作りの研究のために時間を割さきたいところなのだが、角かどが立ちそうなので創部までは萌もえ黄ぎにきちんと付き合ってやることにしたのだ。それにスランプを脱すための気分転換にもなりそうだった。そういうわけで、現在、萌黄と手分けして部員集めに奔ほん走そうしているのである。

「けどよ、伊い織おりは大丈夫なのか？　プロがアマのそういうのに入るのって」

「ああ～。高校生でもプロ棋き士しは囲い碁ご部ぶに入っちゃいけないとかそういう制約あったよね～」

「別に大会に出るってわけじゃないし問題ないよ。霧生きりゆうさんは部活内で作品とか描くつもりなのかもしれないけど、そうなっても簡かん単たんなアドバイスくらいしかしないつもりだしね。それなら『ライン』の編集部にもどうこう言われないさ」

　伊織は伊織のマンガ制作に尽力する、そういう条件での入部である。本当はお付き合いの条件だと思っていたのは誰だれにも内緒だ。

「ふーん。まあオレも絵とか一切描けないし、そういうのには参加しねえと思うけどな。たまに顔出すくらいのつもりだし」

「ボクだってそのつもりだよ～。その辺のマジメな活動は霧生さんが適当にやってくれるんじゃないの～？　言いだしっぺだしね～。でもさ～、一から部活創つくるなんてさ、まるでマンガみたいな展開だよね～」

　磯いそ辺べは言ってから伊織の顔を窺うかがい慌あわてた。

「ああ、ゴメン、ゴメン、別にマンガをバカにしてるわけじゃないからね～？」

　伊織が特に無反応だったので磯辺はホッとする。

　どうしたことか、急に丸まる山やまが思い出したような顔をした。

「あ、そうだ。後一人くらいならメンバーはすぐ見つかるだろうけどよ、顧問はどうするんだ？」

「ミモリンが大のマンガ好きだったよね～。よくマンガのことで伊織に絡からんでくるしさ～。ミモリンに頼めばいいんじゃないかな～」

「ああ、なるほど。確かにミモリンなら絶対引き受けてくれるよな。バドミントン部か何かの顧問やってたと思うけど、掛け持ちでもやってくれるだろうぜ」

　伊織の作品が載のった時、毎回学校の友人たちが感想を聞かせてくれるが、教師であるはずのみもりの語り口が一番熱が入っているのは恒例である。

　しかも結構的確な意見を言ってくれるので、なかなかのマンガ読みであることはよく知っているし、実は伊織もみもりに顧問を頼む気でいたのだ。

「じゃあ、顧問は大丈夫そうだね～。部員後一人どうしよっか～」




　五人目の部員獲得のために、伊織たちはクラスメイトや、隣となりのクラスの知り合いに頼んで回るが、なかなか上う手まくいかなかった。既すでに部活に入っていたり、マンガは好きでも部活に入るまでは興きよう味みがないというのが大半だからである。男子には萌もえ黄ぎの名前を出して釣つろうとするも、皆彼女が高たか嶺ねの花だと思っており効果はなかった。

　知り合い全員に断られ、伊織が一人教室で力なさげに座っていると、それとは裏腹に萌黄が元気一杯に駆け寄ってきた。

「左そ右う田だくん！　空き教室があるからそこ部室に使っていいって！　申請書も貰もらってきたし準備は万全だよ！」

　転校２日目のうえ、部活創設宣言から１日しか経っていないのにもかかわらず、何とも早い行動力だ。萌もえ黄ぎは小学校の頃ころからこうと決めたらすぐに行動に移す性分がある。日本のマンガのためだけにわざわざ帰国してきたという話だけでもそれがよく分かる。

　萌黄に連れられ入ってみると、そこはガランとした空き部屋だった。少し埃ほこりっぽいが、机と椅い子すが６脚きやくずつあり、端はしには荷物を置けそうな棚たなもあるので、すぐにでも部室として機能が出来そうだ。

「まだ部員も集まってないし、申請も通ってないのによく鍵かぎ貸してもらえたね」

「うん！　生徒会長さんに頼んでみたんだ！　私の熱意が伝わるように両手をしっかり握って『お願いします』って言ったらね、すぐに『分かった』ってこの部屋を用意してくれたんだよ！　私のマンガへの熱い思いが、生徒会長さんにちゃんと届いたんだね！」

　健けん全ぜんないち男子である生徒会長が、あの反則的な萌黄のウル眼めに見つめられて陥かん落らくしたのは、伊い織おりにはすぐに察せた。これを天然でやっているのがこの子の恐ろしいところだ。

　廊下からドタドタと足音が聞こえてきた。

「ミモリンのオッケー出ましたぜ！　顧問やってくれるってよ！」

　丸まる山やまと磯いそ辺べが嬉き々きとして報告しながら入ってきた。半なかば無理やり入れられたくせに、何だかんだで二人も結構ノリノリのようだ。

　部屋にあった机を全部合わせ、それを囲うようにして四人は着席した。

　これで今のところの部員（仮）全員が、部室（仮）に揃そろったわけだ。

「部長は霧生きりゆうさんで問題ないね？」

　伊織の確認に男子二人が頷うなずく。

「えっと、ホントは左そ右う田だくんの方が相応ふさわしいと思うんだけど、やっぱりプロのお仕事が忙しいだろうから、私が務めさせてもらうね。それじゃあ、ふしだら者ですが今日きようからよろしくお願いします！」

「それを言うならふつつか者だろう」と皆が笑いながら拍手を送る。そんな言い間違いをするなんて元々の天然な性格によるものなのか、海外の暮らしによる反動なのか、もしかしたらいよいよ部活の創設が実感出来てきて、萌黄は気持ちが高ぶっているのかもしれない。

「それで、活動って具体的に何をするんだい？」

　伊織が顔を赤らめる萌黄に尋たずねる。

「その名のとおりマンガの研究をする部活だよ。『日本が世界に誇るマンガ文化を学び、学生生活向上に努める』っていうのを創設事由に書くつもり」

「プロがいるし、実質顧問はこっちだよね～」

　ニヤニヤと磯辺が伊織に視線を送る。

「約束どおり、部活中も左右田くんは自分のマンガを描いてくれてていいからね」

「もえちー、オレらは部活中何すりゃいいの？　ずっとマンガ読んでていいわけ？」

　丸まる山やまからの全まつたく無許可のあだ名に突っ込みも入れず、萌もえ黄ぎは答える。

「もちろん、マンガはじゃんじゃん部室に持ち込んでよ！　私が読んだことないようなマイナーマンガがあったら是ぜ非ひ持ってきて欲しいな！　アメリカじゃ有名なのしか輸入されてなくてなかなか読めなかったし、今だって日本のマンガを読みまくりたくて仕方がないくらいなんだよ！　少年マンガに、少女マンガ！　青年マンガに、四コママンガ！　18禁じゃなかったら何でも大歓迎だよ！」

　最後の一言に丸山が軽く舌打ちしたのを伊い織おりは聞き逃さなかった。

　それにしても、そんなにマンガが好きだったのなら、小学生の時も色々マンガについて喋しやべりたかったなと伊織は思った。

　伊織は、萌黄が漫まん画が家かになれると言ってくれたのがきっかけでマンガを描き始めたものの、当時、萌黄にマンガの話を振ってみても「あんまり詳くわしくないから……」と拒絶されてしまった。女の子にとってマンガが好きというのはそんなに恥ずかしいものなのだろうか。偏見の目で見る者もいるのかもしれないが、伊織には理解が出来ない。

　隠さなければもっと仲良くなれていただろうし、何とも残念である。

　まあその分は、これからの高校生活で取り戻していけば良いだろう。

「だーけーど、みなさん。いちおー言っておきますが、読むだけで終わりじゃないからね。これはあくまで部活。私たちはマンガを読んでその研究をします。それがメインです。そして、私たちでマンガを作ります！　そう、オリジナルの同人誌を作るのです！」

　机を両手でドンと叩たたき、萌黄は高々と宣言する。

「同人誌ってなんだっけ？」

「自費出版の本だよ」

「ああ、薄うすい本か」

「エロいやつだね～」

「エロくありません！　そりゃ中にはエロいのもありますけど！」

　萌黄はさっきより一層顔を赤くしながら続ける。

「私たちは学生のうえ、これは部活なのでお金儲もうけもしません。文化祭で自分たちの作品を配布するのを当面の目標とします。文化祭までにみんなで協力して素晴らしい作品を作りましょう。何度も言うけど左そ右う田だくんは自分のマンガを描いてくれてていいからね！　余裕がある時に私たちにマンガの描き方とか指導してくれると嬉うれしいな。もちろん無理強いしないし、プロの活動には支し障しようをきたさないようにするから！」

「オレ、絵なんて描けねえぞ」

「ボクも～」

　丸山が手を上げると、同じように磯いそ辺べも気だるそうに手を上げる。

「ああ、大丈夫だよ！　私も全然描けないし！」

　萌もえ黄ぎの発言に部員たちは目を丸くする。

「ええ～？　伊い織おりは描かないわけだしさ～、それってかなりマズくないかな～。当たり前だけど、絵が描けないとマンガなんて作れるわけないんだしさ～」

　磯いそ辺べの困惑溢あふれる問いかけに対して、萌黄は自信満々に胸を叩たたく。

「もちろん一から練習するんだよ！　練習の仕方が分からないなら左そ右う田だくんが教えてくれるし！　何とかなるなる！」

　続けて男子三人は揃そろって呆あきれた顔を見合わせた。どうやら彼女、なかなかの見切り発車のようである。

「でも、今から文化祭に間に合わせようと思ったら厳きびしくないかな～？　子どものラクガキレベルじゃ悪い意味で笑われちゃうよね～」

「しかも伊織が所属してるって知られりゃあよ、嫌でもハードル上がるしなあ。周まわりからすりゃあ、伊織も描いてるって思うだろうし」

「それは困るな……」

　伊織の表情が曇くもる。萌黄らがバカにされるのもそうだが、そのうえ自分の評価まで下がるのは絶対に避けたいところだ。学内どころかネットに拡散されようものなら、世間からまで嘲ちよう笑しようされてしまうではないか。

「大丈夫だよ！　みんなで力を合わせて頑張れば、絶対に素晴らしい作品が出来るって！　夏休みだってあるんだしさ！　ね!?　ファイト、お～ッ！」

　そう無邪気に言いながら、萌黄はグーを作って腕をピンと伸ばす。彼女の純じゆん粋すい無む垢くな笑顔に、男子たちは何も言い返す気が起こらなくなった。この子がそう言うなら大丈夫なのかもと思わされてしまうのだ。

「……ねえ、霧生きりゆうさん、ひとつだけ訊きいておいてもいいかな」

「何？　左右田くん？」

「どうして君はそんなにマンガが描きたいんだい？」

　伊織は探るような視線で萌黄への質問を続ける。

「マンガが好きだっていうのはよく分かったけど、読むだけじゃダメなのかい？　そもそも、漫まん研けんに入りたかったのは、マンガが描きたいからなんだろ？　こうやってわざわざ部活を創つくろうとしたり、一から絵の練習を始めようだなんて、かなりの労力だ。そうまでしてマンガが描きたいのには何か理由があるのかな？」

「うーん、そうだね……。一番は読んだ人を喜ばせたいからってとこかな」

　萌黄はぎゅっと腕を組んで、今までにない真剣な表情で答える。

「私ね、初めてマンガで感動した時、絵と文字だけでこんなにも人の心を動かせるなんて凄すごいなって思ったの。私もそんな風に、自分で描いたマンガで人を喜ばせられたら、とってもステキだなって思った。どんなことでもそうだけど、誰だれかを喜ばせることが出来た時って、自分だって嬉うれしくなるよね。それが大好きなマンガでなら、もっと嬉しいに決まってるよ。左そ右う田だくんだってそうじゃない？　自分の大好きなマンガで人を喜ばせられた時、すごく嬉しくならないかな？」

　萌もえ黄ぎの問いかけに伊い織おりは一いつ瞬しゆん戸惑いを見せるが、

「……そうだね」

　呟つぶやくように肯定した。

「アメリカにいた頃ころの私、やっぱり最初は言葉の壁かべがあって、なかなか上う手まく友達が作れなかったの。でも、たまたま学校に日本のマンガを持って来てる子がいてね、それをきっかけにその子と話が出来て、その子を通じて友達がどんどん増えていったんだ。その時改めてね、マンガって凄すごいんだなって思った。面白いマンガに国こく籍せきとか国境とか関係ないんだなって思った。知らない外国での夜も、マンガを読んだら楽しい気持ちになれたし、不安な気持ちなんかすぐに吹っ飛んだんだ。だから、私の描いたマンガで、誰か一人でも、ちょっとでも、楽しい気持ちになってくれたり、落ち込んでる時に元気になってくれたり、そのマンガの話を友達として笑ってくれたりしたら、すごくステキだなって思うんだよね。今はまだいきなりは無理かもしれないけどね、……えへへ」

　男子たちは萌黄の語りに無言で聞き入る。もしもマンガのひとコマなら、今、萌黄の背景にはキラキラした効果が描き込まれていることだろう。

「──それにね、私、高校生っていう人生で一度きりの青春の期間を、自分の一番好きなことに費やしたいんだ。個人で趣味でマンガを描くことは卒業しても出来るけど、高校の部活っていう時間は、今この瞬しゆん間かんしかないんだよ。この掛け替えのない時間を、仲間と一緒に一生の思い出を作りたいんだ。だからこうやって漫まん研けんで、みんなと協力してマンガを描きたいんだよ」

「仲間……か」

　丸まる山やまは照れくさそうな顔で言った。

　磯いそ辺べも軽く笑みを浮かべた。

「まだ何もやってないし、創作の大変さなんて何も分かってないくせに、偉そうなこと言っちゃったかな……？」

「いや、そんなことないよ」

　萌黄がマンガと漫研に対して、熱い想おもいを持っていることを理解した部員（仮）たちは、「そんな風に言われちゃ協力しなきゃしょうがないな」と各おの々おの頷うなずいている。

「霧生きりゆうさん、君の気持ちはよく分かったよ。出来ることなら君の手助けをしたいし、部員集めもなるべく付き合うよ。……だが、今の僕には『ライン』の連れん載さいを勝ち取るという一番の目標がある。すまないが何よりもそっちを優ゆう先せんする。仮に部員が揃そろって漫研の作品を作ることになっても、絵を描くのだって、ストーリーを考えるのだって、君を中心に、君たちだけの力でやって欲しい。僕は簡かん単たんなアドバイスしかしない。あらかじめそれは分かっておいて欲しい」

「もちろんだし、それで十分だよ！　ありがとう、左そ右う田だくん！」

「まあ、話作りは良いとしてもさ～、やっぱり最低限絵が描ける子が一人は欲しいよね～。その子にメインで描いてもらって、アシスタントくらいなら、ボクらでもやれるだろうしさ～」

「そうだよなあ。でもまあ、生徒なんてわんさかいんだし、探せばそんなのすぐ見つかるっしょ。漫まん画が家か志望者だって一人くらいはいるだろうしさ」
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　しかし、世の中甘くはなかった。

　あれから３日、掲示板に部員募集の貼はり紙がみも貼ったが、新しい部員は一向に現れないでいた。漫研の部室（仮）の前にもデカデカと「新入部員大歓迎」を貼っているが、離はなれ棟とうの端っこであるこの部屋の前にやってくる生徒など皆無なのである。

　ダベったりするだけのただの溜たまり場ばと化した部室（仮）にて、萌もえ黄ぎを除く男子たち三人が今日きようも集まっている。

「ねえ、気づいたことがあるんだけど、いいかな～？」

　磯いそ辺べが気の抜けた声で伊い織おりと丸まる山やまに言った。

「まずひとつ。この学校、既すでにアニ研があるから、オタク系の子らはみんなそこに既すでに所属しちゃってる。そしてオタクだけど部活に所属してない非活動的な子は、元々いくら誘っても入ってくれるわけないし、霧生きりゆうさんが美人なのが却かえって逆効果になっている。美人過ぎるせいで、そういう子らは面と向かうだけで恥ずかしがっちゃうから。で、もうひとつは、絵上う手まい子や描きたい子は既に美術部に入っちゃってる。よって、この漫研には部員が全然集まらない」

　磯辺の見解は尤もつとも過ぎたし、伊織と丸山は黙って頷うなずいた。

「もえちー、まだ転校してきたばっかだからよ、とりあえず入ってやるっていうような仲の良い友達もいねーしな……。けど、よく頑張ってるよ。３年生にまで声掛けてるらしいぜ？」

　男子たちがこうやってダラけている今も、萌黄は学校中でビラを撒まいたり、道行く生徒に声を掛けたりしているのだ。

「しかも、伊織の名前は出さないようにしてるらしいよ～。迷惑かかるかもしれないからってね～。伊織の名前出せばもうちょい食いつきあるんだろうけどね～。漫画家志望者なら、現げん役えき作家にアドバイスとか直接受けたいだろうしさ～、喜んで入部してくれそうなもんだよね～」

　磯辺が伊織をチラ見する。

「まあ、マトモな作品を文化祭までに用意出来る保証があるっていうのなら、僕をダシにしてくれても構わないけどね」

「けど、オレマジで絵心ねえしよォ。もえちーよりはマシだけど」

　萌黄作である部員募集チラシのイラストを思い出す。某有名アニメのキャラを描いたらしいのだが、本来は小さな子どもたちにも愛されるネズミのマスコットなのに、人でも貪むさぼり喰くいそうなバケモノにしか見えない仕上がりだった。

「せめてさ～、あの貼はり紙がみ描きなおそうよ～。あれじゃあ余計に誰だれも来ないよ～。伊い織おりもそれくらいの手伝いなら別にいいでしょ～？」

「つーかさ、もう文化祭用のマンガも伊織が描いてやれよ。お前なら余裕だろ？　文化祭で配布っつってんだし、そんなにページ数も必要ねえだろうからさ」

「それじゃあ意味がないよ。霧生きりゆうさんが自分で自分のマンガを作らなきゃ。彼女は言っていただろ。自分の描いたマンガでみんなを喜ばせたいんだって。そのためにわざわざ漫まん研けんを一から創つくろうとしているんだぞ。代わりに僕が描いてしまったのなら、彼女のその気持ちが全まつたく無駄になるじゃないか」

「じゃあせめて絵だけでもちょっとは手伝ってやれよ。部活のみんなでひとつのもんを作るってのが、もえちーの本望だろうが。オレも部員の一人として、出来ることは何でも手伝ってやるつもりだぜ？」

　萌もえ黄ぎの漫研への熱い想おもいを知ったことで、あれ以来丸まる山やまはかなり協力的になっていた。それは磯いそ辺べも同じだったし、こうやって毎日顔を出している。

「……うーん、でもさ～、やっぱ伊織は商業誌で作品載のせているんだから、絵だけとはいえそう簡かん単たんにマンガを描いちゃいけないんじゃないの～。さっきはボクも部員募集のイラスト描いて欲しいとか言っちゃったけど、そういう安やす請うけ合あいしてたらさ、『ライン』の編集部の評判はよろしくないよね～。伊織の連れん載さいが遠のいちゃうかもしんないよ～」

　そう、正に磯辺の言うとおりなのだ。

『ライン』では作家への専属契約のようなシステムがないため、他誌への移動が頻ひん繁ぱんに見られるし、同人活動だって好きに出来る。そういう意味では部活でマンガを描くこと自体は問題がないが、逆にいえば、だからこそ『ライン』以外でマンガを描くのは避けたい。この新人は『ライン』一本で描く気がないという印象を与えかねないからだ。そうなれば、編集側も喜んで連載を任せようという気分にはならないだろう。

　手伝ってやりたい気持ちもあるのだが、そこが大きな隔へだたりである。編集部には、漫研に入っていること自体隠したいし、作品を描いているなんて知られるのはもってのほかである。

「まあ、そうだな……。こっそり描きゃあいいじゃんって言うのは簡単だけど、バレた時オレらには責任の取りようもねえしよ。すまねえ、伊織」

　ついでにいうと、伊織は今の自分だってきちんとしたものが描けるかどうか危うい現状もあった。丸山たちにも言っていないのだ。連載用の長編が上う手まく作れずに、それに付随するように短編の制作までもがスランプに陥おちいっていることを。

　手を出しておきながら役に立てなければ、天才漫画家としての沽こ券けんに関わる。

　そもそもプロがアマチュアの、それも高校の部活のお手伝いなんて格好の良いものではなかろう。

　総じて何かと向かい風が多い状況なのである。

「だったら、やっぱり伊い織おり以外でよ、きちんとメインで絵が描けるやつがいないとどうしようもねえな」

「そうだね～。そう都合いい子が見つかるかは謎なぞだけどね～」

　何にせよ、後一人部員が見つからなければマンガ制作以前の問題である。部活の発足が出来なければ、何も始めることすら出来ない。いわばまだスタートラインにすら立てていないのである。

　諦あきらめにも似た意い気き消しよう沈ちんという空気が流れる。

「みんな～ッ！」

　それを打ち破るように、萌もえ黄ぎが部室（仮）に颯さつ爽そうと飛び込んできた。むさ苦しい男子だけの部屋に、一輪の可か憐れんな花が舞い込んできたようだった。それだけで場の雰ふん囲い気きが和なごむ。

「朗ろう報ほうだよ！」

　彼女はいつも以上に明るい声色だった。

「どったの、もえちー？」

「ついに五人目の部員が見つかったんだよ！」

　萌黄からもたらされた何よりも待ち望んでいた展開の到来に、部室（仮）内で一いつ斉せいに「おお！」と歓声が上がる。

「マジで!?　……けど、そいつ、絵は描けんの？」

　丸まる山やまの質問に対して、萌黄はグッと親指を立てる。

「うん！　熱心に貼はり紙がみ見てくれててね！　声掛けてみたら絵は得意なんだって！　マンガが好きで漫まん研けんにも興きよう味みあるみたいだよ！」

　さらに大きな「おお！」が室内に響ひびいた。

　ようやく道が拓ひらけたといったところか。これで必要な人数が揃そろうし、絵の描ける人材ならば尚なお更さら要件に合う。

　これで自分の役目もとりあえずは終わりだと、伊織は安あん堵どする。

　創部さえ完了すれば、後は自分の連れん載さい用よう原げん稿こうに集中出来るだろう。萌黄たちのマンガ作りのアドバイスをたまにするくらいなら差さし支つかえもない。

「どうぞ、入って！」

「あの、入部するとはまだ言ってないんですけど……」

　その子は困った表情と声色をしながら、萌黄に引っ張られて室内に入ってきた。

「ほへえ！　可愛かわいい子じゃん！」

　いつもどおり、丸山がわかりやすくテンションを上げている。入ってきたのは萌黄に負けず劣らずの美少女であったのだ。

　隣となりに並んでいる萌もえ黄ぎより背が低いこともあって、ちょっと幼い印象を受ける女の子だ。

　例のごとく、丸まる山やまは『プロビデ万物を見ンス・アイ透かす眼』を光らせながら、舐なめるようにその子の全身を観かん察さつし出だす。

「うーむ、スレンダーではあるが、もえちーと比べたらかなり小振りだな……。まあこれはこれで需要があるのだろうが……。どれどれ、上から７──」

　丸山の視線に気づいたのか、その子は胸の辺りを隠すように身体からだを背そむけた。警けい戒かい心しん溢あふれる目つきで丸山を睨にらみつけている。

「君、見ない顔だね～？　１年生かな～？　それとも霧生きりゆうさんと同じで転入生かな～？」

　磯いそ部べは、戒いましめる意味で丸山を軽く小突いてから、彼女に尋たずねた。その子が目線を逸そらして何も言おうとしないので、代わりに萌黄が答える。

「１年生らしいよ！　絵が得意なんだよね！」

　萌黄に対しては多少なり心を許しているようで、彼女は戸惑いながらも口を開いた。

「……まあ、描けますけど」

「マンガ、大好きなんだよね！」

「……まあ、好きですけど」

「じゃあ入ろうよ！」

　その女子は歯切れ悪そうにしている。

　萌黄を始め、皆から期待の視線を送られタジタジといった様子だ。大人おとなしい雰ふん囲い気きの子で注目を浴びるのが不慣れのようではあるが、それ以上に──。

「──そいつはやめといた方が良いよ」

　彼女に対して皆が歓迎のムードの中、ただ一人、伊い織おりだけはそうではなかった。他の皆とは対照的に、その子が入室してきてからずっと冷え切った視線をぶつけているのだ。

「え？　どうして？」

　伊織のまさかの発言に萌黄たちが困惑する。ようやくの人材の登場だというのに、何が気に入らないのかさっぱりだからだ。

「そうだぜ、何がダメなんだよ、伊織！　すげえ可愛かわいい子じゃないか！」

「いや、可愛いかどうかは置いといてさ～、絵描けるらしいし、願ったり叶かなったりじゃんか～。伊織、何でダメなの～？」

　伊織は思った──。

「あ、そういえば、名前は!?　私は部長の霧生萌黄！　よろしくね！」

「私ですか？」

　──本当に『マンガの神様』は存在するのかもしれないと。




「……杜もり若わか楪ゆずり葉は……ですけど」







　　　　　第四章　漫研へようこそ







　遡さかのぼること、漫まん画が家か・左そ右う田だ伊い織おりと、漫画家・杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談の日。

　杜若邸を伊織が立ち去ってからすぐに、楪ゆずり葉はの元に家政婦さんが駆けつけてきた。風か邪ぜで休みを取っていたのだが、強盗事件のことを聞きつけて飛んできたのだ。

　彼女──家政婦の天あま宮みやは、楪葉の身の回りの世話を一人で全すべて受け持っている。住み込みではないが、毎日のようにやってきてくれるのだ。年ねん齢れいは不詳。外見的には大学生くらいに見える。まるでこの西洋風のお屋敷に合わせるように、天宮はメイド服に身を包んでいた。

　楪葉が、天宮と共にぐるりと屋敷内を見回ってみたところ、強盗に盗難されたものは特にないようだった。西洋かぶれの祖父が遺したどのくらい価値があるのかも分からないコレクションの数々があるが、どれも手をつけられていなかった。

　大書斎の方も、鍵かぎがこじ開けられた形跡もなかったので問題ないはずだ。たとえそこに並べられた一〇万三〇〇〇冊を超こえるマンガ作品のどれかが盗まれていても、どれが盗まれたのかすぐに気づける自信がない。

　何より気がかりだった『歴代杜若王子郎の原画』も盗とられていなかったので、楪葉は深く安心した。これだけは絶対に手離せない。父たちが生きた証あかしともいえる品々だからだ。屋敷内の隠し倉庫にしまっているためまず盗まれる心配はないのだが、それでも安あん否ぴは一番に気になる。

　そして、屋敷の見回りを終えた楪葉は現在──、

「──楪葉お嬢じよう様さま、よろしいのですね？」

　天宮の問いかけに対し、楪葉が緊きん張ちようした様子で頷うなずく。

　二人は見つめ合ったまま距離を詰め、手を伸ばせば届く位置で立ち止まった。

　硬い表情の楪葉とは対照的に、落ち着いた様子で笑みを浮かべたメイド服の天宮は、そのまま楪葉の身体からだを抱きしめるように両手を背中に回した。二人の身体が密着する。お互いの鼓こ動どうの音まで聞こえそうだ。

「大丈夫ですよお嬢様、痛くしませんから。少しだけ目を閉じていてください」

　無言でされるがままの楪葉の耳元で、天宮がそっとささやく。その吐息に誘われるようにして、楪葉は両目を瞑つむった。

　目を閉じた楪葉は、天宮から終わりの知らせを待った。段々と、天宮の呼吸が興こう奮ふんした様子で荒々しくなっていくのが少し気になったが、じっと待った。

「ハァハァ……。もういいですよ、お嬢様」

　そっと目を開けてみると、いつの間にか少し離れた場所に天宮が立っており、その横には大きな姿見が用意されていた。

　姿見に映る自分の姿に、楪ゆずり葉はは納得した様子で頷うなずく。

「ふむ、なるほど。『女の子が縛しばられた姿』とはこういうものなのですね。ありがとうございます、天あま宮みやさん。参考になりました」

　その姿見に映った楪葉は、ロープで全身をがっちりと縛られていた。

「それにしても、お嬢じよう様さま。強盗に縛られた姿を再現して観かん察さつしようだなんて、お勉強熱心ですね。漫まん画が家かの鑑かがみですよ。さすがはお嬢様です」

　どこから取り出したのかハンディカメラを片手に、楪葉の縛られた姿を撮さつ影えいしながら、天宮が感動した様子で言った。

　天宮の言うように、楪葉はマンガの参考のために自分の身体からだを縛ってもらったのだ。折角今日きよう、強盗に縛られるという貴重な経験をしたのに、あの時は目隠しをされて鏡なんて見る暇ひまもなかった。だから、改めてロープでがんじがらめにされた自分の姿をじっくりと観察したかったのだ。

「……ところで天宮さん、なぜ亀きつ甲こう縛りなんでしょうか？　私は普通にぐるぐる巻きにしてほしいと頼んだと思うのですが」

　天宮は楪葉の問いかけに答えないまま、「さすがはお嬢様です。さすがはお嬢様です」と鼻息荒く連呼しながら、楪葉の全身を舐なめるようにカメラで撮影している。
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　家政婦として非常に優ゆう秀しゆうな天あま宮みやだが、楪ゆずり葉はには時々彼女のことが分からなくなる。

　名残なごり惜しそうな天宮にロープを解いてもらい、楪葉はそのまま仕事机に戻る。

　楪葉──杜もり若わか王おう子じ郎ろうは、机に広げられた自分の原げん稿こうをまじまじと眺めた。

【スタプリ】最新話の完成も近い。

　大体の作家は２、３本先までのストックを描くが、楪葉の場合は常に１ヶ月以上先、時には半年以上先の分を描く。描かき溜ためておいてスケジュールに余裕を作っておくためだ。読者をガッカリさせないように、休きゆう載さいだけは絶対にしないと決めているからである。

　楪葉は、漫まん画が家かにとって何よりも大事なのは読者だと思っている。

　有名になりたい。金持ちになりたい。自分のマンガをアニメにしたい。色んな思いを持って漫画家を志こころざす者たちがいるだろうが、全すべては読者あってのものだ。読んでくれる読者がいるから漫画家という職しよく業ぎようは成り立つ。

　マンガは読者のために描くものだ。自分の描いた作品で誰だれかの心を動かしたいから描く。

　楪葉自身、様々な要因あって漫画家となったが、常にそういう心積もりでマンガを描いている。この何よりも読者を大切にするという姿勢は、父や祖父からの教えでもあり、屋敷の倉庫には35年分のファンレター全てがもれなく保管されている。

　今描いているこの話が『ライン』に載のるのも当分先のことだし、状況次第では描き直す可能性もあるので、載ることすらないかもしれない。それでも顔も名前も知らない人たちのために、この原稿に自分の思いを全力で注ぎ込む。

　そんな原稿の一枚を手に取ってみる。

　ヒロインのころながキレて、木星人に向かって激はげしい罵ば倒とうの言葉をぶつけるシーンだ。コマをブチ抜いた迫力ある絵が描かれている。

「これだから木星人は……」

　吹き出し内に鉛筆で書かれた台詞せりふをブツブツ呟つぶやいてから、楪葉は満足そうに頷うなずいた。

（……面白い）

　自画自賛しながら一人でニンマリと笑う。

「……むぅ……」

　しかし、読み返しているうちに、とあるワンシーンが納得いかなくなってきた。楪葉は不満げな表情で首を捻ひねる。

　しばらくその１ページを眺めながら楪葉が悩んでいたところ、天宮が芳ほう醇じゆんな香りのする紅茶を運んできてくれた。楪葉はそれを受け取りながら、天宮に問いかけた。

「……天宮さん、お身体からだの方は本当に大丈夫なのですか？」

「お嬢じよう様さま、私わたくしは大丈夫ですので、ご安心を。熱の方もすっかり下がりました。……しかし、本日は大変に申し訳ございませんでした。大事な対談のお仕事だったというのに、面目もございません」

「いえ、風か邪ぜなら仕方がないですよ」

　原因は、正確には風邪のせいなんかではないのだが。

　いつもどおり『マンガの神様』の仕業だ。

　もしも天あま宮みやが予定通り出勤していたら、あの強盗の騒さわぎが起こることはなかっただろう。

　この家政婦の天宮という人は、特殊な経歴の持ち主だ。女性にして元コマンドー部隊の所属である。数あま多たの戦場を転々とするような遍へん歴れきを経へて、現在はこの杜もり若わか邸ていに仕える身となった。そのため、あらゆる格かく闘とう術じゆつ・戦闘術の嗜たしなみを持つ。まさしく『マンガの神様』が用意してくれたような人物だ。

　もしも不審者が屋敷に侵入しようものなら即時発見し、これを制圧してしまう。そうなると、あの強盗は天宮によって撃げき退たいされていただろうし、五い十そ山やま田だが死亡フラグを消化することも出来なかっただろう。

　──あの少年と運命的な再会を果たすこともなかっただろう。

　だから『マンガの神様』は天宮を病気にして屋敷から遠ざけた。そして『イベント』さえ終わってしまえば、天宮の熱はたちまちひいた。

　全すべては『マンガの神様』のシナリオどおりといったところだ。

「では、天宮さん。お身体からだが大丈夫というのなら、別に頼みたいことがあります」

「はい。何なりとお申し付けを」

　天宮がペコリとお辞儀する。

「実は、流りゆう星せいがころなを連れて、爆ばく発はつするビルの窓から飛び出すシーンがあるんですが、そのカットがどうもリアリティに欠けるんですよ。参考にしたいので、適当に廃ビルを一個爆破してもらうように手配してもらえませんか？　私もすぐに現場に向かいますので」

「かしこまりました。国外でのご手配になるかもしれませんがよろしいですか？」

「構いません。いつもどおり自家用機を使いますので」

　この少女、マンガを描くためならあらゆる労力も財力も惜しまない。

　アクションシーンの参考のために、ハリウッドの撮さつ影えい所じよを丸々押さえることもある。戦う主人公の気持ちを知るために、実銃を握らせてもらったり、実際に発砲させてもらったりもする。主人公が無人島に漂ひよう着ちやくした話の時には、島を一個丸まる買い取り、そこで自給自足生活を体験してみたこともある。

「ああ、ついでにパラシュートの手配もお願いします。私もビルから飛び出してみたいので」

　杜若王おう子じ郎ろうの作品のほとんどには、彼女の実体験や、実際に目にしたものが描かれているのだ。自みずから行動を起こさなくても、『マンガの神様』からもたらされることが多々あるのだが。

　それらが、杜若王子郎のマンガの面白さの秘ひ訣けつへと繫つながっているのであろう。

　天宮はそのまま退出する。

「むぅ？」

　その時、楪ゆずり葉はの携帯電話が着信音を鳴らした。

「……もしもし。いつもお世話になります、編集長さん」

《話は聞いた。ケガはないのか？》

　楪葉が電話を取ると、『週刊少年ライン』編集長の心配する声が聞こえてきた。

「ええ、大丈夫ですよ」

　楪葉はスピーカーにしてから電話機を置き、先ほどとは別のページにペンを入れ始めた。

《そうか。五い十そ山やま田だの方も心配ないそうだ。迷惑をかけたな》

「とんでもないです。ご迷惑をかけたのはこっちですよ。私が対談なんて話を受けなければこんなことにはならなかったんですから」

《あまり思いつめるなよ。で、やはりもうやる気はないのか？》

　その質問に対してペンを一いつ瞬しゆん止める。

「……はい。申し訳ありませんが」

《分かった。向こうさんには私の方から伝えておくよ。何か別の企画を考えてもらう》

「いつもすみません」

　その後、しばらく電話越しに【スタプリ】の打ち合わせをした後、楪葉は静かに電話を切った。

　表面上の担当は五十山田だが、実質の彼女の担当はこうやって編集長自みずからが務めている。現『ライン』編集長は亡き父とも親交があった。その伝つてで楪葉は、他の編集部の人間にも正体を伏せながら『週刊少年ライン』での連れん載さいを続けているのである。

　電話での打ち合わせの間に原げん稿こうはほぼ仕上がった。後は先ほどの爆ばく破はシーンを下描きから描き直すだけだ。そのために天あま宮みやが準備をしてくれるのを待つことにする。この先のネームも既すでに出来上がっているし、暫しばしの休きゆう憩けいタイムとなりそうだ。

　今のところ、冬には最終回を迎える計算であるが、どう転ぶか分からない。マンガは生き物みたいなもので、作者すら描いていて思わぬ方向に進んでしまうことがある。全まつたく別の展開が頭に急に降りてくることがあり、つい今完成したこの原稿ですら、全すべて描きなおすために破は棄きする可能性があるくらいなのだ。

　終了後は舞台を宇宙に移した第２部の掲載の話もあるが、このまま【スタプリ】はすっぱり終わらせるつもりだ。人気が出たからといってダラダラ続けるのは、祖父の代から敬遠してきている。

　また『ライン』で描くかも分からない。いくらでも杜もり若わか王おう子じ郎ろうを望む出版社はある。どこで描くかはこだわりないのだが、いつも作風や空気を一新するので連載が終わる度たびに雑誌を移るようにしている。だから、今回もそのつもりだ。

　といってもそれは父と祖父の話で、楪葉にとっては今回が初連載である。前作の【フォーチュンブレイク】の途中で父が亡くなり途中から引き継いだものの、第１話から描いてきたのは【スタプリ】が初めてなのだ。この作品への思い入れは、当然杜もり若わか王おう子じ郎ろう作品の中で一番大きい。

　目の前の原げん稿こうに描かれた４年の付き合いのキャラクターを見ながら、しばし感傷にふける。こいつは小学生の頃ころから苦楽を共にした親友、いや、もはや家族のようにすら感じる。

　今、本当の家族はこの大きな屋敷に一人もいないのだから。




　　　　[image: ]




　楪ゆずり葉はの母親は、楪葉を産んですぐに亡くなっている。

　楪葉の両親は当時学生で、いわゆる出来ちゃった結婚であった。しかも楪葉の母は親類の反対を押し切って結婚に踏み切ったため、勘当されてしまった。

　大学に通いつつ、漫まん画が家かを目指していた楪葉の父は、自分の父、つまり初代王子郎のもとでアシスタントをしながらマンガの師事をしていた。自分も早く漫まん画が家かデビューし、自分の力で妻と生まれてくる子どもを養えるようになろうと、日々夢を追っていた。

　ところが妻が亡くなり、続けざまに王子郎が亡くなると、楪葉の父はすぐに大学を退学した。『杜若王子郎』を継ぐためと、赤ん坊の楪葉を一人で育てるためだ。

　妻の両親側からは縁えんを切られていたし、唯一の肉親である姉には既すでに支えるべき家族があったし、自みずからが収入を稼ぎ、幼い娘を一人で護まもらなければならなかったのだ。だから反則ともいえる『杜若王子郎を継承する』というやり方に手を出したのだろう。

　そして楪葉の父は、王子郎のマンガを完全にコピーするに留まらず、より一層高い完成度に昇しよう華かさせ、当時の編集部の意向を上回るかたちで『杜若王子郎』を引き継ぐことに成功した。

　彼は、幼い頃ころから娘の楪葉によく「お前がいるからお父さんは面白いマンガを描けるんだ」と言って聞かせていた。楪葉の父は、大事な娘を護りたいという強い想おもいによって、最高の作品を生み出してきたのだ。

　楪葉一人だけではない。マンガの力があれば、全国の読者を幸せにすることが出来る。だからマンガや、それを生み出せる漫画家は凄すごいものなのだと、楪葉の父は熱く語っていたものだ。

　父は娘が大好きだったし、娘の楪葉もそんな父が大好きだった。

　だから楪葉は、父に喜んでもらおうと自身もマンガを描き始めた。自分もマンガで父を幸せにしてあげたいと思った。大好きな父と同じように、沢山の人たちを幸せにしたいと思った。

　楪葉の絵が上達するたびに、父は娘の頭を優やさしく撫なでた。楪葉が自作の面白い物語を話すたびに、父は娘を褒ほめ称たたえた。

　楪葉の才能はあっという間に開花し、10歳さいの誕生日には父から、

「もしも私が死んでも、お前になら杜若王子郎を継げるだろう」

　と、真剣な面持ちで言われるほどであった。

　母がいなくとも、父と二人での暮らしは幸せだった。誰だれよりも大事に思ってくれた。欲しいものを一杯買ってくれたし、マンガの取材がてら旅行にもよく連れて行ってくれた。

　毎日が幸せに満みち溢あふれていた。

　12歳さいの誕たん生じよう日びには、父は娘のためだけにマンガを描いてプレゼントしてくれると約束した。幸せの絶頂だった。

　だが、悲劇は待ち望んでいたその誕生日の当日に起こった。

　楪ゆずり葉はの父は、買い物に行く途中で、車から子どもを庇かばってはねられたと警けい察さつに聞かされた。

　これ以上のバッドエンドを楪葉は知らない。

　この時ほど『マンガの神様』を恨うらんだことはなかった。
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　欠伸あくびをしながら楪葉は自分の教室に入った。

　昨年度に続いて１年生の教室だ。出席日数が足りず留年してしまったがためである。同居こそしていないが唯一の親しん戚せきである伯お母ばから、高校だけは出ておけと言われたので一応通っているものの、このままだと卒業出来るかどうかも怪しい。

　あまり学校に来ていないのはマンガの連れん載さいが忙しいというよりは、登校しても学校に楽しみなどないのが理由だ。

　いつもどおり無言で自分の席に座る。

　周りでは男子生徒が取っ組み合いのバカをやったり、女子生徒が恋バナに花を咲かせたりしている。入学してからそれほど経たっていないはずなのに、何でみんなもう友達がいるんだろうなと、周囲を観かん察さつしながらジッと座り続ける。

　それに比べて自分は１年間で友達が一人も出来なかった。原因は十分に分かってはいるのだが。そもそも全然学校に来ていなかったからだ。

　故ゆえあって友達を作る気もない。

「なあ、『ライン』読んだか？　今週の【スタプリ】マジやばかったぞ」

　否いやが応おうでも耳が反応してしまった。

　すぐ後ろで男子たちが喋しやべっているのに対して、楪葉は聞き耳を立てる。

「いやあ、まさかルミちゃんを殺した犯人があいつとはなあ」

「おい、絶対言うなよ！　俺、単行本派なんだからよ！」

「ああ、そうなの？　じゃあネット断ちした方がいいぜ。ネタバレの嵐あらしが巻き起こってるからな。まとめサイトの記事なんてそればっかだし」

　原げん稿こうを描いていた時のことを思い出す。あの回は夢中でペンが進んだものだ。

「いやあ、思わず二度見しちまったね。やっぱ杜もり若わか王おう子じ郎ろうは天才だわ」

　楪葉はドヤ顔がそこまで出掛かるが我が慢まんした。

「まあなあ。でも俺は【悪あく魔まのタンバリン】派だけどな」

「ああ、あれも最高だよな。リアルタイムじゃ読めなかったし、友達に勧められて単行本一気に集めたわ」

【悪あく魔まのタンバリン】は杜もり若わか王おう子じ郎ろうの２作前の連れん載さい作品で、実際に描いていたのは楪ゆずり葉はの父親だ。それでも褒ほめられれば自分のことのように嬉うれしい。過去未来も含め、杜若王子郎とは今や自分のことなのだから。

「そうそう『ライン』といやさ、左そ右う田だ伊い織おりがうちの学校にいるの知ってるか？」

「誰だれだっけそれ？　何か聞いたことあるな」

「こないだも読みきり載のってただろ。ほら、天てん才さい現げん役えき高こう校こう生せい漫まん画が家かって話題にもなった」

「ああ！　え、マジで!?　うちにいんの!?」

「おう。確か２年のＢ組だったかな」

「知らなかったわ。今のうちにサイン貰もらいに行こうかな。で、可愛かわいいの？」

「お前ホモかよ」

「はあ!?　もしかして男なの!?　ネットじゃ女子高生漫画家だっつってたぞ!?」

「出たわ～。ネット社会の弊へい害がいだわ～。何ガセ情報に踊らされてんだよ」

「マジかよ。俺、勝手な想像してニヤニヤしてたわ……。すっげー可愛い子が描いてるとか妄もう想そうしてたわ……。ああ、死にてぇ～」

「バッカじゃねえの。天才現役女子高生漫画家が美少女とか、そんなマンガみたいな話があるかっての」

　楪葉は、自分の話題が終わってしまったことを少し残念がり、そして、あの少年の顔を思い返した。

　左右田伊織の怒りに満ちた顔が浮かんでくる。マンガの実力を否ひ定ていされたことに対する怒りの顔だ。ついつい自分も対抗して熱くなってしまったことを後悔する。適当におだてて切り上げるつもりだったのに、本音を吐き出してしまった。杜若王子郎を超こえてやると宣言された時、自身だけでなく、父や祖父までも軽んじられた気がしたからだ。

　それから楪葉は、同じ学校に通っているのなら、伊織とはどうせまた近いうちに再会するんだろうなとも改めて思った。

　もう彼は、自分が持つ運命の歯車に巻き込まれてしまったのだ。

　主人公の伊織が、宿敵の楪葉──杜若王子郎を倒すか、あるいはそれを諦あきらめるという何かしらの『最終回』を迎えない限りは、新たにドラマティックな展開がこれからも続々と起こってしまうだろう。立ったフラグを物語の途中で折ることは叶かなわないのだ。

　ただ、今までの経験からいくと、たとえ一度接触したり関わったりしても、面と向かう機会がないように距離を取りさえすれば他人は『マンガの神様』から解放される。あるべき普通の生活に戻され、マンガのようなおかしな事件に遭そう遇ぐうすることもなくなる。ストーリーの途中でキャラクターが意味ありげな退場の仕方をしておいて二度と出てこないというパターンがマレにあるが、これはそれと同じ現象だと捉えている。

　だったら彼を救い出すには、自分がこの学校を立ち去るのが手っ取り早いだろう。

　考えうる中の最悪な『最終回』を迎えることだけは避けなければならない。

　伊い織おりにまでも、父のようなバッドエンドを味わわせるわけにいかない。

（ちょうどいいし、そろそろ潮しお時どきか……）




　お昼のお弁当を食べる時以外は、一度も口を開くことなく学校での一日が終わろうとしていた。楪ゆずり葉はは身支度を済ませ自分の席から立ち上がった。

　廊下を出てからこのまま職しよく員いん室しつに向かうか悩んだ。退学届けが簡かん単たんに貰もらえるのかどうかよく分からなかったし、貰えても勝手に書いたりしたら伯お母ばに叱られそうだ。

　楪葉はしばらく廊下を行ったり来たりした。職員室の方に行こうとするが思いとどまって玄関の方に戻り、やっぱりまた職員室の方に行こうとするのを繰くり返かえした。

　無駄な時間だなあと思いながらもなかなか踏み切れない。

　こんなことをしている時間があるならマンガを描きたい。ペンを握っている間だけが至福の時間だ。自分の世界を原げん稿こうに広げている時だけ生きる実感が得られる。

　生まれた時からずっとマンガを描く父の背中を見てきた。物心つく頃ころにはペンを握っていた。10歳さいの頃には父から認められる作品を描いていた。

　自分にはマンガしかない。

　マンガしか誇れるものはない。

　読者だって杜もり若わか王おう子じ郎ろうを求めている。

　そもそもここにいる理由はひとつだってないのだ。

　だったら答えは決まっているじゃないか。

　楪葉は職員室へ向かおうと決意を固め始めた。

「むう……？」

　何度か往復しているうちに、楪葉は廊下の掲示板に目を引く絵が貼はられているのに気づきそれに注目した。

　描かれていたのはおどろおどろしい怪物のようであって、どこか可愛かわいげのあるキャラクターだった。描きなぐったようなクオリティからいって園児が描いたようにしか見えない。

　だが、一体何の貼り紙なのか。部活の部員募集のようだが。

　楪葉は近づき、そこに書かれていた部活の名前を確認すると、驚きよう愕がくした。

「漫まん研けん……？」

「漫研に興きよう味みあるの!?」

　楪葉の身体からだは大げさにビクリとした。突然大きな声で話しかけられたせいだ。後、学校で話しかけられること自体の経験がほとんどないのもあった。このあいだ廊下で伊織とぶつかった時以来である。

　振り向くと、一人の見知らぬ女子生徒が目を輝かせてこちらを見ていた。

「今その貼はり紙がみ見てくれてたよね!?　興きよう味みあるんだよね!?」

「……はあ。まあ、ある意味すごく興味が湧わいてますね」

　今日きよう初めてした会話だったし、同じ年とし頃ごろの女の子と話すのは相当久しぶりだった。

「この絵、漫まん研けんの方が描いたのですか？」

「そうだよ！　私が描いたの！　ちなみに私は漫研の部長だよ！」

　マジかよ、と思った。高校生が描いたというだけでも驚おどろきなのに、漫研の、それも部長がこんな絵を描いているなんて想像も出来なかった。

　いや、これは巧妙な作戦なのかもしれない。あえて上う手まい絵にせず、漫研のくせにこんなえげつない絵を載のせるというちょっとしたパフォーマンスなのかもしれない。実際に楪ゆずり葉はは思わず足を止めさせられた。

「やりますね」

「え？　何が？」

「この絵ですよ」

「本当に!?　ありがとう！　絵を褒ほめられたの生まれて初めてかもだよ。私、マンガが大好きなんだけど、お父さんがそういうの好きじゃないから、家でマンガのイラストを描いたりするといい顔しなくてね。元々ヘタっぴなのに練習も満足に出来なかったんだよ」

（なんだ、天然だったのか……）

「ねえねえ、あなたもマンガ、好き？」

　楪葉は、手をギュッと握られながら期待した目で見つめられ、すぐに目線を外した。その子の目があまりにキラキラしていたので、楪葉には眩まぶしすぎたのだ。

「まあ、好きですけど……」

　ふてぶてしい態度で楪葉はぼそりと答えた。

「じゃあ、何が好き!?　ちなみに私はね、有名だしにわかとか言われるかもしれないけど、やっぱり【スタプリ】かな！　マイナーなマンガも一杯好きなのあるけど、今はやっぱりあれが一番のお気に入りなんだ！」

「私もです……っ！」

　外した目線を戻してしっかり顔を合わせながら、楪葉は自信を持ってそう答えた。さっきまでとは打って変わって、楪葉の方も幼い子どものように目を輝かせている。

「そうなんだ！」

「はい。一番好きです」

　だって作者だもん。

「じゃあさあ、糸いと屑くずほたる先生の【影かげ縛しばり】は!?」

「俗にいう少女マンガカテゴリーの中では一番好きですね。群像劇のようでありながら、端は役やくの描写を一切捨てて主人公に一点集中している潔いさぎよさは感心します。後、ストーリーは有り触れた流れですが、思わず口にも出したくなるような共感溢あふれる台詞せりふのインパクトでそれも帳消しですね」

「そうなんだよ！　６巻の『あなたのせいで……あたしの大だい脳のう皮ひ質しつがとろけるプリンだよ』は凄すごく良かったよね！　私、あの回が恋愛マンガの中でも一番好きなんだよ！」

「ああ、ありましたね。私もあの回好きです。思わず泣いちゃいましたね」

「ホントに!?　私も私も！　私たち気が合うかもね！　じゃあさ、じゃあさ、織お田だノブピコ先生の【今すぐそのハイネックシャツをください】は!?」

「これはまた古い作品ですね。もちろん好きですよ。最終話の一番最後に主人公がタイトルと同じ台詞を言った時は感動しましたよ。ただ、それも好きなんですが、ノブピコ先生なら【恋人はウーパールーパー】の方が一歩上ですかね」

「ああ！　確かにそっちも捨すて難がたいよね！　けどさあ、11巻のウーパールーパーが見開きで埋め尽くされてるシーンが私、どうしても生理的に受け付けないんだよねえ」

「それは分かります……。あそこは私も毎回読み飛ばしますから……」

「【魔ま法ほう使つかいケチャップ】もずっと好きだったんだけど、大親友のオロシポンズが巨大な麵めん棒ぼうで撲ぼく殺さつされる回のせいで苦手になっちゃったな」

「ああ、確かにあれは悲劇的過ぎましたし人を選ぶ展開でしたね。そういうほんの一部分のマイナスで一気に評価が割れる作品って結構ありますよね。たとえば【黒いコッペパンで盃さかずきを】の第29話の、兄嫁が隣となり町まちのイギリス人留学生に寝取られるところの──」

　二人の少女から口々に様々なマンガのタイトルが飛び出す。時にかなりマニアックなトピックスも出てくるが、どちらともがグイグイ深くその話題を掘り下げていく。何も知らない人間からすれば日本語の会話なのかすら怪しむレベルであろう。

　そんな濃いマンガ談義はしばらく続いた。

「──そうそう、分かる分かる！　後、【アップルパイ・シンドローム】の５巻の……って、しまった！　ゴメンね、いきなりこんなに話しこんじゃって！」

　言うとおり小一時間は過ぎていたが、楪ゆずり葉ははうんざりするどころか、逆に「とんでもない」と首を振った。むしろまだまだ続けて欲しいくらいだった。

　仕事以外でこうやって他人とマンガの話をするのは何年振りだろう。

　……それも、こんなに楽しくなんて。

「ねえ、部活にはもう入ってるのかな？」

「いえ、入っていませんが」

「じゃあさ、漫まん研けんに入らない？」

　楪葉はその提案に対して目を細める。

「私が、漫まん研けんですか……」

「うん！　もっとたくさんマンガの話とかしたいしさ！　絶対楽しいよ！」

「……」

「ちなみに絵は得意だったりする？」

「まあ、描けますけど……」

　その言葉を聞いて、霧生きりゆう萌もえ黄ぎはニッコリと笑った。
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（再会するだろうとは思っていたけど、まさかこんなところでとは……）

　楪ゆずり葉はは、ふてくされたような顔をして部室（仮）の椅い子すに座る左そ右う田だ伊い織おりを見ながら、そう思った。

　萌黄は、明らかに不ふ機き嫌げんな伊織と、今しがた自分が連れてきた楪葉とを順番に見た。

　ようやく絵も描けてすごく気の合う子を見つけたというのに、バッサリ否ひ定ていされるとは思っていなかったし、それに伊織の知り合いだとも思っていなかったので、萌黄は後ろめたそうに尋たずねた。

「ねえ、左右田くん。楪葉ちゃんとはどういう関係なの……？」

「いや、特に知り合いってわけじゃないんだ。その子とはこないだ廊下でぶつかっただけだよ」

「何だよそれ、まるでマンガみたいじゃんか」

　せせら笑う丸まる山やまが、まさかもっとマンガみたいなことが起こっているなんて知るわけもなかった。

　ただ、それは、この場にいる伊織と楪葉以外全員がそうである。この少女自体がマンガのような存在だというのを皆知らない。

　伊織は気を利かせてか、そんなマンガみたいな正体を隠すつもりのようだ。まあ、話したところで信じてもらうのも容易ではないのだろうが。「その子、あの杜もり若わか王おう子じ郎ろうなんだよ」と言っても、新しいマンガの設定どころか、全まつたく面白くないギャグだと思われるのが関の山である。

「ふーん、そうなんだ……。でも、それで何でダメなの？」

「ああ、いや気にしないで。その子があんまり気乗りしてなさそうだったしさ」

　その時、愛想笑いを浮かべながらも、伊織は何とも言えない複雑な感情が頭に渦うず巻まいていた。

　もしもあの杜若王子郎が高校の漫研に入るなんてことになったら、とんでもない事態だろう。たとえるなら、高校球児たちの中に十二球団の現げん役えきの４番バッターが並んでいるようなものだ。

「杜若って苗みよう字じ、杜若王子郎と一緒なんだね～。ああ、わかった、なるほどね～。こないだ伊織、杜若って子知らないかって聞いてきたけど、この子を探すためだったんだね～」

「はは～ん、さては惚ほれたのかァ？　廊下でぶつかって一目惚れってかァ？　可愛かわいいもんなあその子」

「バカか！　そんなわけないだろ！」

　マンガの面白さには惚ほれ込こんでいるが、この楪ゆずり葉は自身に対しては違う。初めて見た時、外見が可愛かわいいので多少なり心は揺らいだが、そんな安っぽい惚れ方はしない。人間、最後は内面で決まる。その観かん点てんからいうと、この子は伊い織おりの好みから程遠かった。他人を突っぱねるような態度と、どこか小バカにしてくる感じが気に食わないのだ。

「好きな子が一緒の部活だと恥ずかしいってか？　中学生かお前はよォ～」

「そうなの……？　左そ右う田だくん……？」

　萌もえ黄ぎの疑いの眼まな差ざしが伊織には痛かった。

「いや、だから違うって！　好きなわけないだろうが！　こんな──」

「あの、もう帰っていいですか？」

　楪葉がつまらなそうにそう言うと、萌黄が慌あわてて引きとめようとする。

「え!?　ちょ、ちょっと待ってよ！　漫まん研けん一緒にやろうよ！　部活入ってないんでしょ？」

「無理強いはやめておこう。その子だって都合があるだろうしさ」

　すかさず伊織は萌黄に忠告を挟む。

　楪葉は自分以上に忙しいはずだ。そもそも伊織が連れん載さいに向けて忙しいのは自分で勝手に課したものだが、楪葉の場合は実際に今現在仕事として週刊誌の連載をしている。そのうえアシスタントも雇っていないという話だし、部活なんてやっている暇ひまはないだろう。

　だから伊織は、善意の助け舟を出したつもりだったのだが、何な故ぜか楪葉は不服そうにムスッとした顔で伊織を見ている。

「そんなに私が同じ部に入ると困るのですか？」

　少々頰ほおを膨ふくらませながら言う楪葉の言葉に、伊織は困惑する。

「は？　いや、そういうわけじゃないよ。君が押しに弱そうだったからね。嫌々入らされたら可か哀わい相そうだなって思っただけだよ」

「私、嫌だとは一言も言ってませんよ」

「え？」

　さらなる想定外の返しに、ますます伊織は眉まゆをしかめる。

「ひょっとして、伊織くんは、私のことが嫌いなんですか？」

「……何でそうなるんだよ」

　うんざりした声を上げる伊織に向かって、楪葉がジトッとした目線を飛ばす。

　二人の間に何ともいえない空気が流れる。事態を全まつたく飲み込めない萌黄は、その間でオロオロと二人を見比べている。

「あの……。やっぱり二人の間で何かあったの……？」

「ああ、ごめん、本当に何もないよ。霧生きりゆうさんは気にしないでいいから」

「ええ、何もありませんよ。ですので決めました」

　楪ゆずり葉はは、ほのかに笑みを浮かべた。

「いいですよ。入りましょう、漫まん研けん」

「うん、そうそう、それがいい。……って、はあ!?」

　口をあんぐりと開ける伊い織おりを尻しり目めに、周まわりでは待ってましたといわんばかりの喜びの拍手が巻き起こった。

「おっしゃあ！　大歓迎だぜ！」

「よろしくね～」

「嬉うれしいよ！　ありがとうね、楪葉ちゃん！」

　中でも一番歓喜している萌もえ黄ぎは、それを体現するかのように楪葉に飛びついた。

「これからよろしくね！　そうだ！　ゆずちゃんって呼んでいいかな!?」

「好きに呼んでもらって構いませんが、苦しいです……」

　顔を胸に埋められた状態で抱きしめられ、楪葉は手をジタバタさせながら息苦しそうにしている。すぐに「ごめんごめん」と萌黄は謝あやまりながら解放してやった。

「………………………ッ」

　楪葉は人知れず、萌黄の胸の圧倒的なボリュームに敗北感を覚えた。

「ゆずちゃんどうかしたの？」

「……いえ」

　リアルでもマンガでも男性を射殺す女の最強の武器。しかし、とんでもない戦力差だ。向こうが大だい魔ま王おうだとでもすれば、こちらはせいぜい勇者が最初に訪れる村の村人Ａだ。

「良かったな、もえちー！　五人集まったし、これでついに漫研誕生だな！　いやあ、めでたい！　改めてよろしくな、ゆずっち！」

　便乗して楪葉に抱きつこうとする丸まる山やまの首根っこを、磯いそ辺べが引っ張って止める。

「うん、めでたいね～。じゃあ後は申請通すだけだね～。それにミモリンにも正式にお願いしとかないとね～」

　部の発足に必要な要件が出で揃そろったので、萌黄を中心に皆がはしゃぎ回っている。

　だが、そんな大きな盛り上がりの中で、ただ一人静止したまま固い表情をしている男がいた。

　突然その男は、楪葉を一点に見み据すえながらその場から動き出す。

「……おい、ちょっと来い」

　荒々しく伊織が楪葉の細い腕を摑つかむと、皆、何事かと目を見張った。

「え!?　左そ右う田だくん!?　どうしたの!?」

「ごめん、この子と少し話があるんだ」

「ちょ、待てよ!?」

　騒そう然ぜんとする他の部員たちをその場に放置し、いそいそと伊織は楪葉を部室から連れ出した。




　二人は中庭に囲まれた渡り廊下の途中で立ち止まった。

　放課後になると、部室がある離はなれ棟とうの方にはほとんど生徒がやってこない。校舎を建て直した際の旧校舎の名残なごりらしいが、ところどころ壁かべの塗と装そうが剝はがれていたりして夜にもなるとかなり不気味な場所だ。おまけに幽ゆう霊れいが出るとかベタな怪談話の噂うわさもあるので、特別用事がない限り誰だれも寄り付かない。

　念のために近くに誰の気配もないのを確認した後、面と向かい、一呼吸入れてから伊い織おりは楪ゆずり葉はに切り出した。

「……おい、楪葉」

「むぅ。呼び捨て、ですか」

「さっき好きに呼べと言ってただろ」

　下の名前で呼んだのは、苗みよう字じの方だと『王おう子じ郎ろう』と混同してしまう部分があったからである。

「そんなことより、どういうつもりだよ」

「え？　何がですか？」

　楪葉がすっとぼけた態度なので、伊織はイライラしながら続ける。

「何で君が漫まん研けんに入るんだよ」

「マンガが好きだからですが。他に何が？」

「君はプロだろ！　学生の部活に入るなんてどうかしている！」

「そういう伊織くんだってプロのくせに入ってるじゃないですか」

「……っ!?」

　一いつ瞬しゆん口ごもった後、伊織は大きく咳せき払ばらいした。

「……まあ、確かにそうだが、君にはそんな時間ないはずだ」

「じゃああなたは暇ひまなんですね。すぐにでも『ライン』で連れん載さいを始めて私を倒すとか大口叩たたいてたくせに、随分余裕なことですね」

「創部のために名前を貸しているに過ぎないよ。たまに顔は出すつもりだけど、僕は自分のマンガを描く。そもそも僕は机に向かわなくても頭の中だけでネームを切れるからね。部活に入ろうが何をしようが時間の制約はないに等しいんだよ」

　楪葉は、何か窺うかがうような視線をしばらく伊織に向けて飛ばした。

「ふーん、そうなんですか、それは凄すごいですね。それで、面白い長編原げん稿こうは描けそうなんですか？」

「……少しスランプでね。まだだよ」

　それを聞いた楪葉は、どこか申し訳なさげな表情をした。

「まあ、天才のこの僕だ。大した問題ではない。こんなスランプ程度すぐに乗り切り、君を倒してみせるから安心してくれ」

　今度は、しばらくジト目で伊織を眺める。

「あ、そういえば、部長さんも部で何か描くつもりなんですか？」

「霧生きりゆうさんかい？　ああ、文化祭で作品を発表するつもりのようだね。あんまり評判が悪いと可か哀わい相そうだし、僕もその作品に多少なり意見は言ってあげるつもりだけど。まあ、それも時間の取られる話じゃないから問題なしだ」

「むぅ。つまりあくまであなたは自分の作品に集中すると？　その傍かたわら、部長さんら漫まん研けんのお手伝いをすると？」

「ああ。君を倒すための研究や、マンガ制作には何ら支し障しようがないわけだよ」

　楪ゆずり葉はは納得したように何度も頷うなずいた。

「なるほどですね。……じゃあ、私もやりたいです」

「は？」

「私も部長さんのマンガのお手伝いがしたいです」

「……なんで？」

「面白そうだから、じゃダメですか？」

「君には【スタプリ】の連れん載さいがあるだろうが。さっきも言ったが、漫研なんかに構っている時間はないはずだ」

「バカにしないでください。私は杜もり若わか王おう子じ郎ろうなんですよ？　祖父なんて別の雑誌で３作同時連載をしていたこともあるくらいですから、部活と平行してなんて造作もないことですよ。もちろん【スタプリ】のクオリティだって落としませんので」

「……マジで言っているのか？」

「何かあなたに不都合でも？　あなたの原げん稿こうの邪じや魔まはしませんよ。あなたに負けたくないから妨害しようなんて気持ちは微み塵じんもありませんのでご安心を。むしろ、あなたが私を超こえるような面白い作品を描いてくれることを期待しているくらいですからね。もしもライバルである私がいるだけで集中出来ないのでしたら、あなたが部活に来なければ済む話では？　名前を貸しているに過ぎないのでしょ？」

「少しくらい僕が手伝わないと霧生さんのマンガが大変なことになるだろうが。彼女はマンガ好きではあるが描く方はズブのド素人しろうとだ。文化祭まではそんなに時間もないし、ゴミみたいな作品を発表してしまったら、不本意だが僕の評判だって下がってしまう可能性があるからね」

「ああ、それもご安心を。私が手伝えば事足りますので。ですのであなたは特に不要かと思いますが」

「なん……だと……？」

「それに絵が描ける人材が必要なんでしょ？　新人のあなたが手伝うと何かと不都合があるかもしれませんが、私が個人で何をしようが関係ありませんよ。そもそも私が王子郎だとは世間どころか、編集部の人間も知らないですし」

　彼女の言うとおり、楪葉が杜若王子郎であることも、プロの漫画家であることも周囲は知らない。つまり、同人誌を描こうが部活で作品を描こうが、伊い織おりと違って彼女には何の支し障しようもないわけではあるが。

「おい、待てよ……。それじゃあ君が絵を描くってのか？　あの杜もり若わか王おう子じ郎ろうが！　高校生の部活でマンガを描くっていうのかよッ!?」

　微笑しながらコクリと頷うなずく彼女を見て、伊織は頭を抱えた。

「バカな……。信じられない……」

　この少女は本気のようだ。日本を代表するレベルの漫まん画が家かが、一般人に、それも高校生たちに混じってマンガを描こうというのだ。

「左そ右う田だく～ん！　ゆずちゃ～ん！」

　萌もえ黄ぎが二人を探す声がここまで届いてきたので、伊織たちはそれ以上の口論を取りやめることにした。

「念のために言っておきますが、他の皆さんには私が王子郎であることは伏せて下さいね。二人だけの秘密ってことで」

　ゲームでも楽しむかのように楪ゆずり葉はは伊織の耳元でそう言った。

　やがて旧校舎の方から萌黄が「お～い」と手を振る姿が見えてきた。合流するために萌黄の方に歩いていく楪葉の背中を見ながら、伊織は先行きを憂うれえた。

（一体何を考えているんだ……？）

　部活発足のための人数は集まったが、厄やつ介かいごとはまだ続きそうである。
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　それからはトントン拍子だった。

　すぐに部活申請が承しよう諾だくされ、晴れて漫画研究部が誕たん生じようしたのである。部員探しの最中、萌黄は生徒会の方にも顔を出して根回しをしていたので、事が円滑に進んだようだ。

　部室もようやく正式なものとなり、メンバー全員が改めてここに集結した。初めて訪れた時と比べて部屋全体に掃除も行き届いているので、見た目もかなりらしくなっている。

「おっほ～、集まってるね～！」

　今日が初顔出しである顧問のみもりが、部室のドアを勢いよく開けた。その手には膨ふくれ上あがったコンビニの袋が吊つるされている。中に１・５リットルの炭酸ジュースと紙コップが入っていて、みもりはそれらを部屋中央に並べられた机の上に置いていく。

「今日は漫研発足祝いってことであたしの奢おごりだから。感かん謝しやしなさいよね」

「いよっ！　ミモリン、太っ腹！」

　ジャージ姿のみもりは、部員たちと同じようにくっ付けた机を円卓にして椅い子すに座った。制服を着て混じっていれば生徒にしか見えないだろう。というか、今でさえ部員の一人にしか見えないほど彼女は童顔である。

　なみなみとジュースの注がれた６つのコップがそれぞれに配られると、丸まる山やまが鼻息荒く口を開いた。

「じゃあまずは、記念すべき初代部長様に乾杯の音頭をしてもらおうぜ！」

　パチパチとまばらな拍手の中、照れくさそうに萌もえ黄ぎが椅い子すから立ち上がる。

「えっと、それじゃあ改めまして、部長の霧生きりゆう萌黄です。本日はお日柄も良く……」

　萌黄は何か気の利いたことが言いたいらしいが、続きがなかなか出てこないようだ。目を瞑つむって「うーん」と唸うなっている。

「……ああ、えっとですね、あれです。みなさんは、人生には大切な三つの袋があるのをご存知でしょうか？　一つ目は知恵袋。二つ目は胃袋。三つ目は玉──」

「ちょっと待って霧生さん！　結婚式のスピーチみたいになってるから！」

　最後のは言わせたらマズそうなワードだったので、伊い織おりは慌あわてて突っ込みを入れた。

「ええ!?　そ、そうなの？　おかしいなあ……」

　やはり海外暮らしによる反動なのか、それとも生まれもった天然さ故ゆえなのだろうか……。

「ええっと、えっとね……。と、ともかく、かんぱ～い！」

　グダグダな感じにはなってしまったが、みんな萌黄に続いて「乾杯」の声を上げる。それから各々ジュースを口に運んだ。

「それじゃあ乾杯も終わったことだし、一人ずつ順番に趣味でも言っていこうか！」

　完全に合コンの幹事のノリである丸山を磯いそ辺べが諌いさめる。上う手まいこと男女３：３になってはいるが、こいつはアホかと伊織はため息をついた。

「そうそう！　丸山たちから聞いてるけど、あんたたち文化祭に自作のマンガを発表すんだってね!?」

　ぷはーっとジュースを一気飲みしてから、みもりが部員たちを見回した。

「そうなんです！　私たち漫まん研けんみんなで協力してひとつの作品を作りあげるんですよ！」

　みもりはそれを聞くと腕を組み「青春だね～」と似合わないおばちゃんみたいな声を上げた。飲んでいるのはジュースだしシラフのはずだが、妙なテンションだ。マンガ好きで有名な彼女のことだから、部員たち以上に漫研発足が嬉うれしいのかもしれない。

「左そ右う田だも協力するってんならさあ、そりゃあもう凄すごいの出来ちゃうんでしょうね～！」

「先生、あまりハードルを上げないでくれますか？　僕は部活の作品に手は付けませんので。簡かん単たんなアドバイス程度はしますが、あくまで僕は僕の作品を描くのに時間を使います」

　伊織にそう言われると、みもりは不満げに唇を尖とがらせる。

「ええ、そうなの？　ざーんねん。期待してただけに、つまんないなあ」

「まあまあミモリン、伊織にも色々と都合があるんすよ」

「そりゃまあしょうがないし別にいいんだけどさ、あんたたち、絵とか描けるの？」

「大丈夫です！　ゆずちゃんがいますから！」

　萌もえ黄ぎは隣となりに座る楪ゆずり葉はの肩を抱き寄せた。楪葉はさっきから変わらず無表情でチビチビとジュースを飲んでいる。その様子はまるで小動物のようだ。

　珍しい顔だったので、みもりは口を「お」にした。

「杜もり若わかだよね？　あの王おう子じ郎ろう先生と苗みよう字じ同じだからよーく知ってるよ。この中じゃ唯一１年生だね」

「留年しているので、みなさんとは同い年ですが」

　楪葉の発言で若じやつ干かん気まずい空気が流れる。伊い織おりや磯いそ辺べたちが楪葉の存在を知らなかったのは、彼らが１年生の頃ころ、彼女はほとんど学校に出席していなかったし、今や学年が違うからだったわけだ。

　軽く咳せき払ばらいをしてからみもりが話を続ける。

「まあ絵が描ける子がいるなら良かった。けど、あたしは形になってるだけのショボイ作品は認めるつもりないからね。最低でも先生を認めさすくらいのものじゃないと、文化祭での発表は許可しないから覚悟しておくように」

　丸まる山やまらが「マジかよ」とブツブツ言う中、伊織は一人微笑した。みもりのマンガの目利き能力はよく知っているし、ちょうどいい判断材料になるだろうと安心したのだ。それなら糞くそみたいな作品が世に出ることはないし、自分が貶おとしめられることもないだろう。

「そうだ杜若！　良かったらどれくらい絵が描けるかあたしに見せてよ！」

　みもりの急なフリに楪葉が一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　それは伊織もだった。ここであまり上う手まい絵を楪葉が披ひ露ろうしてしまうと、王子郎の正体がバレる危険性があるし、あまり下へ手たな絵だと部員たちをガッカリさせてしまう。描くなら塩あん梅ばいに気をつけないといけないだろう。

「ああ、そういやオレ、まだゆずっちの描いた絵見たことねえや」

「ボクも～」

「実は私もなんだよね！　見たい、見たい！」

「……構いませんが」

　皆からの期待を一身に受け、仕方がないといった面持ちで楪葉は答えた。所しよ詮せん、いずれは描かなければいけないのだから、それが早まっただけのことなのだ。

「画材は一通りあるけど、とりあえず鉛筆でいいかな？」

　部室には、萌黄が自腹で購入したペンやトーン、原げん稿こう用よう紙しなどのマンガ制作用の道具一式が既すでに揃そろっている。萌黄はその中からＢの鉛筆と、真っ白なＡ４のコピー用紙を一枚取り出し、楪葉が座る机に置いた。

「何描いてもらおうか？」

「何でもいいですよ」

「あ！　じゃあころなちゃん描いてよ！　ゆずちゃんも【スタプリ】が一番好きって言ってたもんね!?」

　それを聞くと、伊い織おりはわざとらしく咳せき払ばらいをした。それから楪ゆずり葉はに「分かってるよな？」と目配せした。

「……分かりました」

　ボソッとそれだけ言うと、楪葉はささっと手て馴なれた手付きで鉛筆を紙に走らせ始めた。

　皆が椅い子すから立ち、興きよう味み津しん々しんといった感じで楪葉を囲い込む。

「へえ、何も見なくても描けるんだ」

「伊織と比べちゃゆずっちが可か哀わい相そうだから、温かい目で見てさしあげろよ」

　楪葉は紙の上に覆おおいかぶさるようにしているので、どんな絵が描かれていっているのかは誰だれにも見えなかった。

　軽快なカリカリという鉛筆の音が部室内に反はん響きようしていく。

「ていうかさ～、描いてるとこみんなに見られてたら、杜もり若わかさん緊きん張ちようしちゃうだろうし、少し離れて雑談でもして待っててあげようよ～」

「ああ、それもそうだな」

「その気遣いは必要ありません。もう描けましたので」

「え？　早過ぎねえ？」

　冗談だろと思いながらさっきまで白紙だったそれを全員が覗のぞき込こむ。

　途端に場がシンと静まり返る。

「どうしました？」




「お前、何やってんだァアァァァァ───────────────ッ！」




　すっとぼけた態度の楪葉に伊織が詰め寄る。

「むぅ？　何か変でしたか」

　そこに描かれた絵は、変どころか凄すごく上う手まかった。

　……いや、上手すぎたのが問題だったのだ。

　高校生が描くそれではない。伊織の場合、プロの漫まん画が家かだということは周知なので良いが、彼女の場合は違う。あくまで多少絵が得意な普通の高校生という認にん識しきだ。

　だというのに、それをはるかに凌りよう駕がするものが描かれていたせいで、みんな驚おどろきどころか絶句してしまっているのである。

　伊織は、絵の前で固まったままの他の四人から楪葉を引き離した。会話を聞かれないようにそのまま部屋の隅っこに連れて行く。

「君、隠す気あんのか!?　手を抜くとか絵柄を変えるとか出来るだろ!?」

　上手いのは当たり前だ。これは現役の連れん載さい作家・杜もり若わか王おう子じ郎ろうが描いた【スタプリ】のメインヒロイン・ころなそのものなのだ。

「何を言っているんですか。それはキャラクターに対する横暴です。自分の全力を持って描いてあげるのが道理ですよ。まさか伊い織おりくんは、そんな安っぽい気持ちでいつもマンガを描いてるのですか？」

「そんなことはない！　僕だって常に全力だ！　だが時と場合を考えろ！」

「す、す……」

　伊織は恐る恐る四人の方を向いた。




「すご───────────いッ！」




　萌もえ黄ぎが大きな声で叫んだ。

　それを皮切りに他の者たちも声を荒げ騒さわぎ出だす。

「ちょっと、杜もり若わか！　あんた、上う手ますぎでしょ!?」

「これマジ!?　隠し持ってたの今出したんじゃないよな!?」

「手品師じゃあるまいし違うよ～！　こりゃあマジで杜若さんが今描いた絵だってば～！」

「ゆずちゃん、すごいよ！　めちゃくちゃ上手いよ！」

　よく考えれば過度な心配は不要だったのだ。何な故ぜなら、世間は杜若王おう子じ郎ろうが60歳さい前後くらいのオッサンという認にん識しきなのだから気づかれるはずがないのだ。だから、今描いてみせた絵もそっくりな模写だとしか思われていないのである。

　そうだとしても凄すさまじい画力なのは間違いないので、皆口々にひたすら賞賛の声を楪ゆずり葉はに送り続けている。

「ホント、すっごいじゃないの杜若！　王子郎先生の絵かと思っちゃったよ！」

（本人なんだから当たり前だ）

「ゆずちゃん、今すぐプロになれるよ！」

（こいつももうプロだ）

「いや～、伊織～、思わぬライバル登場なんじゃないの～？」

（僕にとってはずっと前からだ）

「ゆずっち！　他にも何か描いてみせてくれよ！　おっぱい描いてよ！　おっぱい！」

（お前は死ね）

　その後、楪葉はリクエストに答え、色んなマンガやアニメのキャラクターを描いてみせた。ただし、おっぱいを除く。その全すべてがハイクオリティで、みんなのテンションは上がりっぱなしだった。

　描く絵、描く絵、どれも絵柄が王子郎そのものなのだが、やはり誰だれも本人だと疑いは一切しなかった。

「こりゃあ問題ないどころかさ～、すごい作品が描けるかもしれないよね～」

「ああ！　ゆずっちは天才だよ！　後は話さえ作れればいけるぜ！　つーか伊い織おりより絵上う手まいんじゃねえの!?　なんつって！」

　伊織は特に反論も怒りの声も上げなかった。

　紛まぎれもない事実だからだ。

　単純な画力でいえば、杜もり若わか王おう子じ郎ろうに勝っているなんて冗談でも言うことが出来ない。写実的な風景画などを描かせればまだ分からないが、今にも動き出してきそうな躍やく動どう感かんだとかいった『漫まん画が力りよく』という観かん点てんで測れば、その差は歴然なのだ。

　普段なら「マンガの全すべては絵ではない」などと虚勢を張っただろうが、それすらしようとは思わなかった。本人が目の前にいるし、負けているのは絵だけではないと十分理解しているからだ。

「………………」

　伊織にとって、成長するための一番のトリガーがある。

　皆から称たたえられるこの少女の姿を見たことで、その引き金は確実に引かれたようだ。伊織は改めてこいつを超こえたいと心の中の炎を燃やしたのである。

「あの、もう、これくらいでいいですか？」

　楪ゆずり葉はは疲れを表現するように大きく伸びをした。普段の原げん稿こうの作業量を思えばそれほどの数ではなかったのでまだまだ余裕はあるのだが、キリがなさそうだったのだ。

「あ！　ゴメンねゆずちゃん！　調子に乗って一杯描かせちゃって！」

　すっかり芯の磨すり減へった鉛筆と、紙の束が机に散乱しているのを萌もえ黄ぎが片付け出す。やれやれといった仕草をしてから楪葉は椅い子すの上で姿勢を崩くずした。

「……ねえ、ゆずちゃん」

　ふいに萌黄が楪葉の顔を覗のぞき込こんだ。

「何です？」

「改めてこれからよろしくね！　漫まん研けんへようこそ！」

　萌黄は楪葉の手を取ってギュッと握り締めた。この手のスキンシップは、萌黄と初めて会ってから何度もされたので慣れもあり、すんなり受け入れられた。

　楪葉は何も言わなかったが、誰だれにも分からないくらいに薄うっすらとはにかんだ。

　そして内心密ひそかに、学校には何の未練もないはずだったのに、ここには自分の居場所があるのだと満たされていた。







　　　　　第五章　『リアリティ』のある『レアリティ』







　漫まん研けん立ち上げから２週間が経過した。

　部室はすっかり様変わりしている。『教材』であるマンガ作品の数々が本ほん棚だなにところ狭しと並べられているのだ。

　そのマンガのほとんどが萌もえ黄ぎの持ち込んだもので、しかも帰国してから購こう入にゆうしたものばかりらしい。一人暮らしをしているはずなのに大丈夫なのか伊い織おりが聞いてみたところ、萌黄の父親は大企業の重役のうえ娘に大変甘く、アメリカから仕送りを有り余るほど送ってくるので余裕なのだそうだ。

　そうだとしても、かなりの量が並べられている。ジャンル問わず、マンガの単行本や、マンガ雑誌の数週分のアーカイブが、用意した本棚にも入りきらず机やロッカーの上に何冊か積み上げられている状態である。

　今日きようも伊織は、放課後の掃除当番を終えると、真っ先にその部室へと向かっていた。

　伊織は部活の時間中、思いついたマンガのアイディアやネームを描くために、ずっと机に向かってノートを広げるようにしている。ただし、これはあくまで自分のマンガの作業である。伊織は伊織のマンガを描く、元々そういう約束での入部だ。

　自分の原げん稿こうが忙しいのでたまにしか顔を出さないと宣言していたのだが、伊織は結局部室に毎日やってきている。

　部活のマンガ制作がきちんと進んでいるか、萌黄や部員たちのことが心配だったからだ。

　ただ、それ以上に、楪ゆずり葉はの行動を観かん察さつするという目的が大きい。

　あわよくば杜もり若わか王おう子じ郎ろうがどうやってマンガを作るのか目の前で見て吸収させてもらい、スランプを脱却出来るかもしれないと思っているのだ。作品をそのままパクるのとは違う。先人のやり方を真ま似ねするのは、マンガに限らず学ぶことの重要なファクターなのだ。たとえそれが倒そうとしている当の相手だったとしても変わらない。

　それに併あわせて、面白い連れん載さい用の長編作品の作り方を習得し、『ライン』での連載開始という悲願が達成出来るかもしれない。そうなれば、杜若王子郎と戦い、それを倒すという積年の夢を成なし遂とげられるかもしれない。

　ところが、そんな伊織の思惑とは裏腹に、部員たちはというと、この２週間マンガ制作には一切手をつけず、部室に並べられたマンガを読んだり、雑談したりするだけの有様である。マンガを描き始めようとする素振りさえ見せてこない。

　伊織は、今日こそは皆にビシッと言ってやろうと思いながら、部室に向けて足を早めた。

　ダラダラ過ごしていては文化祭なんてあっという間に来てしまうだろうし、顧問のみもりは他の部と掛け持ちのためなかなかやってこないので、部員の中の誰だれよりも、伊い織おりが漫まん研けんの作品を一番気にしているようである。

「……ん？」

　部室の前まで来てみると、中から話し声が聴きこえてきた。

　楪ゆずり葉はと萌もえ黄ぎ、女子メンバー二人の声である。

　あれから楪葉も、伊織と同じで毎日欠かさず部活にやってきている。

　しかしその間、マンガは全まつたく描いていない。さすがに部室で【スタプリ】の原げん稿こうを描き出したら止めるが、漫研の作品にも手をつけようとしない。

　そんな彼女に、伊織は少々腹を立てている。

　マンガを全然描かないのもそうなのだが、萌黄を独占しているからだ。マンガ好きをカミングアウトしてくれたので、小学生の頃ころには出来なかったマンガの話を沢山出来ると期待していたのに、萌黄は部室で楪葉とばかり喋しやべっている。萌黄の方も、伊織が『ライン』用の原稿に集中出来るように気を遣っているようで、話しかけてくることもほとんどない。

　そうしている間に、女子二人はかなり仲良くなったようだ。楪葉が、伊織には見せたことのないような楽しげな笑顔を萌黄に向けているのを、目もく撃げきしたこともある。いつも無愛想な硬い表情しか見たことがなかったので、あんな顔も出来るのかとちょっと意外だった。

　聞き耳を立てると、ドアの向こうから萌黄のキャッキャする声が聞こえる。

　部長であり、そもそもの言いだしっぺなのだから、特に萌黄には率先してマンガ制作に取り組んで欲しいところなので、一度くらいは彼女にも厳きびしく注意しておこうと意を決してから、伊織は部室のドアに手をかけた。

「君たち、いい加減今日きようこそは部活の作品を──」

　ガラガラッと勢いよく部室のドアを開けると同時に、伊織は硬直した。




　──こういう場面はマンガでは幾いく度どと見たことがあるが、まさか自分がリアルで体験することになるなんて、伊織は思いもしなかった。

「あ、ああぁ……!?」

　──目の前に登場したのは、下着姿の少女二人であった。




　楪葉と萌黄は全身ほぼ肌面積の状態で、目を丸くして伊織を見ながら停止している。

　伊織は、震える手で彼女たちにひとさし指を向けた。

「う、うああああああああああああぁぁぁぁぁ……！」

　真っ先に悲鳴を上げたのは、萌黄でも楪葉でもなく、まさかの伊織であった。

「きゃああああああああああああッッッ！」

　伊い織おりの悲鳴に釣つられるようにして、ようやく萌もえ黄ぎも悲鳴を上げる。萌黄のソプラノボイスの叫びが、伊織のアルトボイスの叫びに重なった。

　萌黄の悲鳴を聞いたことで、伊織はふと我に返った。あまりの驚おどろきの事態に遭そう遇ぐうしたせいで思わず声を上げてしまったが、何な故ぜ見ちゃった側の自分が、見られちゃった側の萌黄と一緒になって、悲鳴をハモっているのだろう。

　伊織は叫び声をおさめると、未いまだに部室に響ひびき渡わたっている萌黄の悲鳴を耳にしながら、二人に対する弁解の言葉を考え始める。

　だが、そうやって弁解の言葉を考えながらも、職しよく業ぎよう病びようというべきか、伊織特有の病というべきか、マンガの参考のために彼女らの姿を、じっくりと観かん察さつしていた。

　下着一つでもなかなかに個性の差が出るものだ。萌黄は薄いピンクのフリル付き。楪ゆずり葉はは水色の水玉模様。
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「……いつまで……見てるんですか……っ」

「あ」

　やがて、さっきから黙って顔を真っ赤にしているだけだった楪葉が、あられもないその格好のまま伊織のところにズンズンと近づいてきた。

「ま、待て！　落ち着け！　話せば分かるぅッ！」

　伊織は問答無用で、部室に置かれていた、某月刊漫まん画が雑ざつ誌しでぶん殴られた。

　厚さ約６センチ、重さ約１キロの、ほとんど鈍どん器きと変わらない代しろ物ものである。




　あの後、萌もえ黄ぎから聞いた話だと、萌黄がどうしてもマンガキャラのコスプレに挑戦したいというので、そのために二人で互いの身体からだの採寸をし合っていたとのことだ。楪ゆずり葉はは乗り気でなかったようだが、萌黄の強い押しに負けて付き合っていたらしい。

　萌黄の方は、鍵かぎも掛けずにそんなことをしていた自分たちが悪いと謝あやまってきたのだが、さっきから楪葉は、伊い織おりから距離を取るために部室の端っこに椅い子すを置いて座り、ムスッとした顔をしながらずっとマンガを読んでいる。

　楪葉からの会心の一いち撃げきにより、伊織は数分意い識しきが飛んだが、今はもう再起可能だ。前頭部の辺りをさすりながら、伊織は楪葉を睨にらみつけた。

（くそ……。絶対使ってやるからな……。覚悟しとけよ……）

　かなりのダメージだったが、安い代だい償しようであろう。この貴重な体験は、今後のマンガに活いかせるに違いない。美少女二人の生下着姿などなかなか拝めるものではないし、仕返しの意味も込めてそのまま原げん稿こうに描いてやるのだと伊織は密ひそかに画かく策さくした。

　──それにしても、まるでマンガのようなラッキースケベであった。

　先ほどのそんな一幕も露つゆ知らず、伊織の後から部室にやってきた磯いそ辺べと丸まる山やまは、いつもどおり大量に並べられたマンガのうちの一冊を手に取りノンキに読んでいる。

「いや～、部室にこんだけマンガがあると、もう漫まん喫きついらずだよね～」

『ライン』の最新号を読み終えた磯辺は、改めて部室をぐるりと見てからそう言った。

　それに対して丸山は頷うなずいた後、思いっきり吹き出した。今まさに読んでいたギャグマンガ【最強絵師ゴッホ】のワンシーンがツボにはまったのだ。

「これマジ最高だわッ！　磯辺、お前も読めよ！　ゴッホが喋しやべる軟体動物たちに執しつ拗ようにいびられるところめっちゃいいぞ！」

「──えー、オホン。みなさん、お楽しみのところ悪いのですが」

　その時、萌黄が椅子から立ち上がり、各おの々おのマンガを手にする部員たちを見回す。

　萌黄は厳おごそかな感じを出しているつもりなのか、がっしりと腕を組んだり、何度も咳せき払ばらいを入れたりしているが、全まつたく似合っていなかったし、逆に微笑ほほえましかった。

「どったの、もえちー？」

「こうして資料も大分集まりましたので、いよいよ本日より本格的に動き出そうと思います！　我々漫研のオリジナルマンガ制作についての話し合いをしましょう！　第１回制作会議です！」

「もう忘れているのかと思ったよ」

　そんな風に皮肉を言う伊織だが、ようやくスタートかとホッとしている。

　伊織は、部室の端にいる楪葉をチラリと見た。彼女は、機き嫌げんが直ったのか判断のつかない無表情で、手に持つマンガのページをパラパラとめくっている。

「まさか！　何言うのよ左そ右う田だくん！　忘れてるわけないじゃない！　今日きようからじゃんじゃん進めて行くつもりだからね！　実はここずっと漫まん研けんの作品をどうしていくか、私なりに考えや方針をまとめていたんだよね」

　萌もえ黄ぎはどこから持ち込んだのか、大きなホワイトボードをガラガラと引っ張ってきて、そこにマーカーで文字をキュッキュと書き込み始めた。

「まずページ数は40にしようと思います！　雑誌の読みきりとか大体これくらいのページだし、十分濃い内容が描けると思うの！」

　バンッとホワイトボードを手で叩たたき、ページ数の部分を強調する。

「う～ん、読む方はそうでもないけど、素人しろうとが描くとしたら大変な量だよね～」

「初めてだし、数ページの手作りのコピー本でとも思ったんだけど、どうせなら見み栄ばえがいいものを作りたいんだよね！　最近はオンデマンドなら印刷所で安めに作ってもらえるみたいだし。ただ、部費だけだと予算オーバーするから、文化祭ではみんなに２００円で買ってもらうつもり」

　どうやらきちんと考えている様子だし、萌黄は部長として文化祭への準備を密ひそかに進めていたようだ。部活と称して毎日のように楪ゆずり葉はとマンガについてのコアなガールズトーク（？）ばかりしていたのだが、ちゃんとやることはやっているのだなと伊い織おりたちは見直した。

「まあ同人誌として考えれば、そのページ数でその値段なら格安だしいいんじゃないかな」

「学祭の出店なんてもっとボッタクリなのあるし、かなり良心的だと思うぜ」

「けど、霧生きりゆうさん、何部刷するつもり？」

「一般来場者も来られるのを考慮して、５００部！」

「もえちー、それ、かなり多くね？」

「計算してみたらね、これが全部売れればプラスマイナスゼロになるんだよ！」

「でもそれってさ～、ちょっとでも売れ残ったらヤバイんじゃないの～？」

「大丈夫！　面白いのが描ければ絶対全部売れるから！　万が一売れ残っても、その場合私が買い取るし！」

　伊織が堪たまらず首を横に振る。

「霧生さん、ここにあるマンガとか、道具とか、みんな用意してくれているのに、そこまでさせちゃあさすがに申し訳ないよ」

「確かになあ……」

　自分が手に持つ１冊と、本ほん棚だなに大量に並べられたマンガとを一いち瞥べつしてから、丸まる山やまが呟つぶやく。いくら親から仕送りを沢山貰もらっているとはいってもほとんど新品ばかりだし、これらにいくら注ぎ込んだのか計算するのも恐ろしかった。

「ううん。元々は私が無理言って漫研にみんなを集めたんだから、それくらいはさせて欲しいんだよね」

「うち金持ちなんで負担出来ますけど？」

　そう言って小さく手を上げたのは楪ゆずり葉はだった。さっきから黙ってマンガを読んだままだったのだが、皆の会話はしっかり聞いていたようだ。

　確かに楪葉はあんな大きな屋敷に住んでいるし、杜もり若わか王おう子じ郎ろうとしての印税の稼ぎがあるし、一般人が想像も出来ないような莫ばく大だいな富があるのだろう。印刷代を全額負担したとしてもはした金に違いない。

「ええ!?　いいよ、ゆずちゃんがそんな気を遣わなくても！　ゆずちゃんだけじゃなく、みんなも変な気遣いはいいからね！　それよりも、面白いマンガを描くことに協力して欲しいかな！　売れれば何の問題もないんだし！」

　いつもどおりの萌もえ黄ぎの勢いに対して、男子たちは諦あきらめたような表情で顔を見合わせた。こうなると彼女はかたくなだし、何を言っても無駄だろう。小学校時代から萌黄をよく知る伊い織おりはもちろん、ここずっと行動を共にしてきた他の二人も、すっかり彼女の性格を把握するようになっていた。

「まあ、霧生きりゆうさんの言うことも一理ある。手に取ってみて面白ければ買う。面白くなければ買わない。それだけの単純な話だし、面白いものが描けさえすれば良いんだよ。けど、何度も言っているけど、僕は手を出さないつもりだからね。特に作画なんて手伝おうものなら、編集部に言い訳がきかなくなる。ストーリーもなるべくみんなで話し合って決めてよ。出来上がったものの品評くらいならするからさ」

　言った後、伊織はチラリと楪葉の方を見た。彼女はまた一見、皆の話を聞いているのか分からない雰ふん囲い気きで、手元のマンガの単行本に集中している。

　ここにはあの杜若王子郎がいる。となると、悔しいが彼女がこの間言ったとおり、伊織のアドバイスなどもはや不要だろう。

　伊織自身、この場で彼女からマンガの作り方を学ぶつもりでいるのだ。

「おし！　なら、こうしてても仕方ねえ！　早速ストーリーを考えていこうぜ！　マジで面白いマンガを作るってんならよ、時間がもったいねえぜ！」

　丸まる山やまは腹を決めたようで、椅い子すから立ち上がって皆に言った。

「アクションものにしよう！　『オレ強えェ～』系の爽そう快かいなバトルマンガだ！」

　そして本ほん棚だなから【アシッド・ブレイカー】の単行本を取り出して掲げた。これは主人公があまりにチートなことで有名なバトルマンガである。

「まあ、分かりやすくていいんじゃないの～？　小難しい話よりウケいいだろうし、杜若さんなら迫力のある絵も描けるだろうしね～」

「だったら、私は学生が主人公を推おすよ！」

　萌黄が小さな子どもみたいにはしゃぎながら言った。それに対して磯いそ辺べもノってきたのか楽しげに頷うなずく。

「ああ～。読むのはボクらと同じ高校生だし、共感しやすくていいと思うな～」

「でしょ!?」

「それじゃあよォ！　主人公は女子高生で、女子高生たちが互いの制服を脱がしあう爽そう快かいバトルアクションはどうだ!?」

「却下～」

　萌もえ黄ぎは出てくるアイディアをホワイトボードに書き込んでいった。自分の意見も口にしながら、箇か条じよう書きでメモしたり、分かりやすいように関係図にしたりしていく。その様子は本当に楽しそうだし、きっとこれこそ萌黄が部活に求めていたものなのだろう。

　幸さい先さきのいいムードで会議は進んでいった。

　宣言どおり口は挟まずに傍ぼう観かんする伊い織おりは、みんななかなか良い発想を持っているなと感心していた。特に、小学生の頃ころからかなりのマンガを読んできているという萌黄はまだしも、丸まる山やまや磯いそ辺べまでがこれほど考えられるとは思いもしなかった。おそらくだが、この２週間、萌黄が用意した多種多様なマンガの数々に触れることで、二人にもマンガを見る目が養われ、それに伴ともないストーリーを考える力も身についてきたのだ。それなら意味のある時間だったし、これを計算していたのなら、萌黄は意外と策士なのかもしれない。

「──そこで主人公が覚かく醒せいしてよォ」

「いやいや～、そりゃちょっとご都合展開すぎでしょ～。ページ数が限られてるし唐突になるのは仕方ないけど、せめてもうちょい伏ふく線せんがないとさ～」

　テンポよく進んでいた会議だが、30分も過ぎると行き詰まりを見せた。

　誰だれも新しいアイディアが浮かんでこないようで、皆、黙り込んでしまっている。

　磯辺は眠そうに欠伸あくびをするし、丸山は携帯を弄いじり出だす始末だ。

「……ねえ、ゆずちゃんはどう思う？」

　萌黄は、さっきから一切発言をしない楪ゆずり葉はに問いかけた。

　楪葉は皆の輪から少し離れた位置で相変わらず黙々とマンガを読んでいる。伊織も彼女から出る意見を期待していたので、改めてじっとりと視線を送った。

「ゆずちゃんも何かアイディアがあるなら聞いてみたいな」

　萌黄がもう一度言うと、楪葉は手元の【リビングデッドお父さん】の３巻をパタンと閉じてから、萌黄の方を上目遣いで見た。

「部長さんはどうすれば面白いマンガが描けると思いますか？」

　質問を質問で返され、萌黄は困惑する。

「え？　え、えっと……」

「皆さんにも聞きます。どうすれば面白いマンガが描けると思いますか？」

　楪葉はその場で部員たちをぐるりと見渡した。

　唐突過ぎて皆も萌黄同様に口ごもった。

「……数を描く。それしかないかな」

　皆が口を閉ざす中、伊い織おりが答えた。

　楪ゆずり葉はの大きな瞳ひとみが、伊織の視線と重ねられる。

「何本も描いてコツを摑つかむ。スポーツの練習と同じだよ」

「なるほど。では少し質問を変えましょう。伊織くん、面白いマンガには何が必要だと思いますか？」

「………………」

　杜もり若わか王おう子じ郎ろうに試されている、伊織はそう感じ取った。

「楪葉、君のその質問の趣旨が摑みかねるが……。作者に必要なものという意味なら、まずは物語にマッチする絵柄と画力かな。後は読者を驚おどろかせられるようなストーリーを生み出せる幅広い知ち識しきや柔軟な発想力だ」

「それは確かに大事ですね。でもね、伊織くん。マンガにはもっと一番に必要なものがあるんです」

　楪葉は意味ありげに間を挟んだ。それから椅い子すに座ったままの状態で唇を静かに動かす。その姿は、安楽椅子探偵が事件の真相を語り出すようなそんな印象を受ける。

「それはですね。『リアリティ』を生み出せる力ですよ」

「リアリティ？　現実的かどうかってこと？」

　萌もえ黄ぎの問いかけに楪葉は真顔で頷うなずく。

「そうです。総じて現実味のないマンガは糞くそなのです」

「ええ、そうかな～。ファンタジーで面白い作品なんて世の中に腐るほどあるよ～。杜若さんが大好きな【スタプリ】だって宇宙人がたくさん出てくるしさ～」

「確かにあれはファンタジーでありフィクションです。ですが、現実味のあるフィクションです」

「どういうこと～？」

「皆さんは『宇宙人なんているわけねえし！　バッカじゃねえの!?』とか思いながらいつも【スタプリ】を読んでいますか？」

　皆、一様に首を横に振る。

　そんな中、伊織だけは特に何のリアクションもしなかった。彼は、待ち望んでいた『杜若王子郎の言葉』を真しん摯しに聞こうとしていたのだ。

　それに応こたえるように、楪葉は艶つやのある桜色の唇を動かす。

「あの作品は、宇宙人はいるのかいないのか、そんな水掛け論をする気はありません。要は前提として『マンガだから』があるから読者は誰だれも宇宙人がいることに疑問を持たないわけです。他にも、ドラゴンが出てくるファンタジー世界が舞台のマンガに対していちいち『魔ま法ほうなんてねえし、何だこのマンガ、リアルじゃねえな』とか考えませんよね。舞台が現実世界だったとしても同じです。推理マンガで探偵が毎回事件に巻き込まれるのを突っ込みはしても、否ひ定ていはしないはずです。何な故ぜならそれらは全部『マンガだから』が根底にあるからです」

「……そうだね」

　伊い織おりは無む意い識しき的てきにそう呟つぶやいていた。

　一いつ瞬しゆん、伊織の方を見た後、楪ゆずり葉はは変わらず無表情で淡々と続ける。

「このことは、マンガやアニメ、映画、ドラマ、小説、全すべてに共通します。言い方を変えればいわゆる『お約束』ってやつですね。『王おう道どう』とは違いますよ。悪者にヒロインが捕まって、主人公が悪者をやっつけてヒロインを救いだすのが『王道』です。捕まったヒロインが悪者に嬲なぶり殺ごろしにされて救い出せないのが『邪じや道どう』です。ただ、王道にも邪道にも共通するのが『リアリティ』の存在なのです。どちらも起こり得ることですからね。ヒロインが死ぬという悲劇的な展開を迎えても、そこから主人公がどうするか、どう思うかが肝かん心じんなのです。突然脈みやく絡らくもなく主人公が満面の笑顔で『おっしゃ！　ヒロイン死んだし、牛丼でも食いに行くか！』とか言い出したら『リアリティ』がないですよね？　もちろんヒロインの好物が牛丼だったとか思い出の品ならまだ分かりますが、何の理由もなければ面白くも何ともないし、キャラクターに魅み力りよくも感じない」

　楪葉は、手元の【リビングデッドお父さん】の単行本のページをパラパラとめくりながらさらに続ける。

「面白いマンガを読んでいる時、頭には『マンガだから』という思いが片隅にはありつつ、読者は登場人物が本当にいるような感覚に陥おちいっているはずです。それは何故か。キャラクターの言動に『リアリティ』があるからなのです。好きなキャラは本気で好きになるし、嫌いなキャラは本気で嫌いになる。この【リビングデッドお父さん】の主人公もリビングデッド、いわゆるゾンビですが、こんなお父さんだったらゾンビでもいいやと思わされる魅み力りよくに溢あふれています。ぶっ飛んでいる部分もありますが、親近感があるからです。マンガだから許される地じ盤ばんの上を、一ひと癖くせありながらも『リアリティ』のあるキャラクターが動く。先ほど私が言った【スタプリ】が現実味のあるフィクションというのはそういうことです。フィクションですが、ノンフィクションかのような『生きた』キャラクターが動いているんです」

「確かに【スタプリ】を読んでたらさ！　登場人物がまるで本当にいるような感覚になるよね！　私たちの身近にも、実は宇宙人がいるのかもって思っちゃうし！」

　萌もえ黄ぎが何度も頷うなずきながら言った。丸まる山やまと磯いそ辺べも興きよう味み深そうに頷く。

「そうです。ただ、忘れてならないのは、マンガは『リアリティ』のある『レアリティ』だということです」

「なんだそりゃ？」

「ダジャレかな～？」

「『リアリティ』とは、共感出来る現実的な描写やキャラクターの言動のことです。対して『レアリティ』とは、マンガ特有の非現実的な設定やストーリーの展開のことです。【リビングデッドお父さん】でいうなら、『お父さん』の部分が『リアリティ』の方、『リビングデッド』の方が『レアリティ』ですね。後、極きわめて現実に近い日常系といわれるジャンルの中でも、日曜夕方にやっているあの国民的長寿アニメですら何かしらの事件が毎週３本も起こりますよね。これも『リアリティ』のある『レアリティ』です。延々と淡々と日常を描いていて、テレビ離れといわれる現代であの視し聴ちよう率りつは叩たたき出だせません。今のは特に顕けん著ちよな例ですが、あらゆるマンガが『リアリティ』のある『レアリティ』で成り立っています。『リアリティ』のある描写の中で、あっと驚おどろく『レアリティ』な事件が起こる。このバランスが非常に大事なのです。『リアリティ』過ぎても面白くないし、『レアリティ』過ぎても面白くない」

　そこまで話すと、楪ゆずり葉はは伊い織おりに向けて大げさな動作でビシッとひとさし指の先を向けた。

「伊織くん、あなたのマンガもそうですよ」

「え？」

「『ライン』に載のったあなたの作品が面白いのは、一番にこのバランスが素晴らしいからなのです」

　しばらく楪葉の真まっ直すぐな視線を見み据すえてから、伊織は顎あごに手を置き、俯うつむいて目を瞑つむった。

　暗くら闇やみの中、自分が描いてきた過去の作品を思い返してみる。

　心の中のフォルダーから展開したマンガのファイルをパラパラと読み返していく。

　──その通りかもしれない。

　それらは全すべて、舞台設定も、脚きやく本ほんも、主人公の行動原理も、何もかもバラバラだ。何か共通項を挙げろと言われれば難しいのだが、そこについてはどれもが同じように思えてくる。

　面白いとされるマンガのパターンを、自分なりに再構築するのが伊織の主だったマンガの作り方である。その方法で出来上がったそれらに共通していたのが『リアリティ』と『レアリティ』だったということなのだろうか。全まつたく意い識しきをしていなかったが、多くの作品を描いているうちに、自然とそういう作り方をするようになっていたのかもしれない。

　伊織は目を開き、楪葉の方に向き直った。

「……なるほどね、それは分かったよ。で、結局のところ楪葉は皆に何が言いたいわけ？」

「そうですね。まず、共感を得るためにわざわざ読者に合わせて舞台設定をする必要はありません。たとえば、入江チャップリン先生の【僕、イケ麵めん。】はラーメン専門の料理マンガです。ラーメン作りの苦悩なんて私たちには到底共感出来ませんが、それでもとても面白いマンガですよね。あれは『リアリティ』のある人物の心情描写と、見ているだけでお腹が空すくラーメンの描写による賜たま物ものです。あのマンガで私たちは『ラーメン職しよく人にん』への共感ではなく、『登場人物の生いき様ざま』や『美お味いしいラーメン』に対して共感を得ているのです。そういう意味では、読者が高校生だからといって、わざわざ主人公を学生にする必要はないかと思います」

「なるほどね～」

　磯いそ辺べは、先ほどの自分の考えは少々足りていなかったなと反省の念を抱きながら、納得の声を上げた。

「が、今回については学生が主人公というのに賛同します。案外『レアリティ』よりも『リアリティ』の方が狙ねらって作るのは難しいものなのです。これは先ほど伊い織おりくんが言ったように、何本も描いてコツを摑つかむしかないでしょう。だけど、皆さんは素人しろうとですし、文化祭まではそんな時間もない。ならどうするか。皆さんの『経験』を参考に物語を書くのが手っ取り早いと思うのです」

「『経験』を？」

「はい。学生生活での体験や、見聞きした話をそのままキャラクターや物語にすれば、自おのずと『リアリティ』が生まれるわけですからね。そこに後からマンガ特有の『レアリティ』を創作してやればいい。単純に労力が半分になります。だから自分たちと同じ学生を主人公にした方が作りやすいと思うのです」

　部員たちは深く感心したように頷うなずく。確かにそれならやりやすそうだし、楪ゆずり葉はの言うように初心者の自分たちでも面白い話を生み出せる気だってしてくる。

「面白いマンガを作るのには『知ち識しき』や『想像力』も大切ですが、一番は実際の『経験』がモノをいうのですよ。マンガに大事な『リアリティ』を生むのが『経験』なのですから。結局のところ、私が言いたかったことはそれです」

　最後に伊織にもう一度視線を送った後、楪葉は膝ひざ元もとに置いていた【リビングデッドお父さん】を開いて、また黙読し始めた。

「…………………………」

　自分の持論とは逆のことを言われ、伊織は居いた堪たまれない気持ちになった。

　伊織は自身の経験よりも、マンガを創つくるためには知識や想像力が大事だとしていたのだが、楪葉──杜もり若わか王おう子じ郎ろうは何より経験の方が重要だと主張をしてきたのだ。

　この場で否ひ定ていしようとは思わなかった。いや、あの杜若王子郎が言うのだから素直に受け止めるしかないのだろう。確かに実際に自分の目で見たものの方が、強いアイディアを生み出してくれることがある。先ほど目もく撃げきした女子二人の生下着姿などその最たる例だ。

　突然、萌もえ黄ぎが思い出したような表情をして手を叩たたいた。

「あ！　じゃあさ！　私のアメリカ留学での体験を何かかたちに出来ないかなあ!?」

「ああ～。いいかもね～。それを軸じくにちょっと脚きやく色しよくしたらマンガに出来るかもね～」

「おっしゃ！　じゃあ、もえちー、聞かせてくれよ！」

　そこからの会議は驚おどろくほど捗はかどった。先ほどまでとは角度を変えた意見が飛び交う。

　今まではマンガで見たパターンや、思いつきの空想の話で盛り上がっていたのが、萌黄のアメリカでの話をはじめ、学校での実体験の話が続々と飛び出してきて、比べ物にならないほどより良いアイディアが次々に出てくるのだ。

　それらを取捨選択しながら、部員たちは一丸になってストーリーとして組み立てていく。

　作業はノンストップで進み、気がつけばホワイトボードが表も裏もみっちりと埋まっていた。

「──ああ、それいいな！　おもしれえわ！」

「じゃあルームメイトだと思っていたシンディは、実は自分自身だったってことでいいかな～？」

「うん！　ひとまずこれで完成だね！」

　熱い議論の末、萌もえ黄ぎ、磯いそ辺べ、丸まる山やまらの考えがついにひとつにまとまった。

　まだプロットに過ぎないが、ここに初めて、漫まん研けんオリジナルの物語が出来上がったのだ。

　三人は揃そろって伊い織おりの方を見る。

「……左そ右う田だくん、どうかな？」

　オーディションの審査員にするような緊きん張ちよう感かん溢あふれる表情で萌黄が尋たずねた。

　一部始終を見守っていた伊織は、考えるまでもなくすぐに率直な感想を口に出した。

「うん、すごく良いと思うよ。地にホラーテイストが利いているけど、笑えるエピソードで緩かん和わして物語にメリハリがついている。張られた伏ふく線せんも上う手まいこと驚おどろきに消化してあるし、そのまま『ライン』の編集に持ち込みたいくらいの出来だね」

「ホントに!?　やったねッ！」

　伊織からの高評価を受けて、萌黄が部員たちにハイタッチしていく。萌黄は離れて座る楪ゆずり葉はにも駆け寄っていき手を差し出し、楪葉は戸惑いながらもそれに応こたえた。

　お世辞でもなんでもなく、伊織は萌黄たちが考え出した物語の内容はバッチリだと思った。

　実際にマンガにしてみて面白いものになるかは未知数であるが、これだけのものをこの数時間で思いついたのだから大したものである。たとえこれがものにならなくても、新しい物語をまた考えれば良い。今回は楪葉のアドバイスあってのものではあるが、それだけのポテンシャルが萌黄たちにあるのだと確信出来たのは大きな収穫だ。こうなってくると、自分の手伝いも心配も不要だろうし、萌黄たちの作品の完成が待ち遠しくもなってくる。

　それに、自分もうかうかしていられないなと改めて思った。伊織は漫研の皆に大きく触発されたのだ。

　妙な気分だった。

　自分もマンガが描きたくて仕方がない。

　今すぐペンを握りたくて仕方がない。

　……こんな気持ちは久しぶりだ。

「さあてと、時間も時間だし、今日きようはお開きにしようか。それじゃあみんな！　明日あしたからこれを形にしていこうね！」

　ホワイトボードのメモをノートに写し取ると、萌黄は満面の笑顔で言った。

　皆、仕事をやり切ったといった面持ちで帰り支度を始める。

「それにしても、なんかさあ。オレ、ゆずっちが杜もり若わか王おう子じ郎ろうに見えたよ」

　ドキリとして伊い織おりは丸まる山やまの方を見た。

「ハハ、ボクも同じこと考えちゃったな～。さっきのはさ、妙に説得力ある物言いだったし、苗みよう字じも杜若だし、絵なんて【スタプリ】ソックリだし。そうなると、まさか、とか思っちゃうよね～」

　磯いそ辺べがそこまで言うと、伊織は咄とつ嗟さに大きく咳せき払ばらいをした。

「なわけないだろ。王子郎先生が何年前から連れん載さいをやっていると思っているんだ。楪ゆずり葉はは僕らと同い年だしあり得ないだろう」

「いや、そんなの分かってるし。お前、何マジになっちゃってんの？」

　丸山の小バカにした表情を見ていると本当のことが言いたくなるが、伊織は拳こぶしをプルプルさせながら懸けん命めいに堪こらえた。




　通学路には帰宅途中の生徒の姿がぽつりぽつりと見える。

　この辺りの人通りは少ないが、もう少し繁はん華か街がいの方に行けば、若者たちが雑ざつ踏とうを作り上げていることだろう。個人が営む小さな書店の店先には児童書が並べられている。そこに客足は全まつたくないし殺風景だった。

「おい、待てよ、楪葉！」

　伊織は、そんな静かな通学路を一人でトボトボと歩く背中を呼び止めた。

　その声に反応し、楪葉は立ち止まってゆっくりとこちらを振り返った。

「なあ、一緒に帰らないか？」

　楪葉は無表情のまま伊織の顔を眺めた。

　黙っていれば本当に可か憐れんな少女だ。

　彼女の奇き麗れいな黒くろ髪かみが風で揺れる。

　もう６月だというのに、流れる風は涼やかな肌触りだった。まだ夏は先ではないのかと錯さつ覚かくしてしまう。しかし、そうこうしているうちに７月が来て、夏休みが来て、あっという間に文化祭がやってくるだろう。

「……急にどうしたんですか？　これはまさかフラグ立てですか？　私の好感度上げイベントですか？」

「そんなんじゃないよ」

　楪葉はジッと伊織の顔を窺うかがった。

「でも、一緒に帰って、噂うわさとかされると恥ずかしいし」

「茶化すな。君、いつもいつのまにか帰ってしまうが、僕たち方向が一緒なんだよ。しかも下りる駅も３つしか違わないしね」

「むぅ……。そうだったのですか……。そんな近場だったんですか……」

「やけに嫌そうな顔をするな」

　伊い織おりがいかにも不審がった言い方をするので、楪ゆずり葉ははすぐに首を横に振る。

「ああ、気にしないで下さい。こちらだけ自宅を知られていると思うとちょっと気持ち悪いなあと思っただけですよ。まるでストーカーに粘ねん着ちやくされている気分といいますか。気持ち悪いし出来ればあなたから今すぐ距離を置きたいなあとか思っていますけど、気にしないで下さい」

「気にするよ！」

　結局二人は並んで通学路を歩き始めた。

　伊織にとっては、ついこの間まで雲の上の存在だった人とこうやって肩を並べて歩くのは、ちょっと感慨深いものだったので、可愛かわいい女の子と二人きりで下校というドキドキ気分には一切ならなかった。

　しばらくはどちらともが黙って歩いていたが、道中にある小さな踏ふみ切きりを渡ったところで伊織が話を振った。それは世間話ではなく、当然のようにマンガについての話題であった。

「そうそう、さっきの君の話、かなり参考になったよ。マンガはあくまで創作だと決めてかかると痛い目に遭あうと思ったね。創作だからって何でもありじゃあない。前から分かってはいたが、そのことを思い出せたよ。なるほど、面白くしようと必死になり過ぎたせいで、短編の作りまでおかしくなってしまったんだ。君の言う『レアリティ』ばかりを追求してしまい、『リアリティ』が疎おろそかになっていた。それに気づけたよ。お蔭でスランプが打破出来そうだ」

　機き嫌げんよく伊織は笑いながらそう語った。

　近ちか頃ごろの伊織は、あの杜もり若わか邸ていでの楪葉との対談によって焦しよう燥そう感かんに駆られ、心の余裕をなくしてしまっていた。連れん載さいが出来ない理由を知り、苦手とする長編原げん稿こう作りの研究で頭が一杯になってしまったのだ。そのせいで調子を悪くしてしまい、得意の短編作りすら上う手まくいかなくなっていたわけだが、今日きようはその楪葉のお蔭で調子を取り戻すことが出来たようだ。

　今すぐにでも地面に原稿を広げて新作を描き出したいくらいだったし、そんな風に気を良くする伊織を見て、楪葉は釣つられて少し頰ほおを緩ゆるめた。

「そうですか。敵に塩を送っちゃいましたかね」

「しかし、依然として面白い連載原稿の作り方はよく分からない。以前の感覚は取り戻せそうだが、成長出来たわけじゃない。短編は面白いものが描けても、長編はまだ上手く描けるとはどうにも思えない。僕は君に言われる前から『リアリティ』と『レアリティ』の表現はきちんと出来ていたようだからね」

　今なら以前のように『面白い読みきり』は描けるとは思う。ただ、それは元に戻っただけのことだし、伊織が『面白い連載作品』を描くためには何かが不足したままなのである。

「なあ、君は一体いつもどうやって【スタプリ】を描いているんだ？　君はこの間、どうやったら僕が面白い長編を作れるかまでは分からないなんて言っていたが、そいつは答えられるんじゃないのか？」

　楪ゆずり葉はは、また窺うかがうような視線を飛ばしながら、今度は首を捻ひねった。

「むぅ。まあ、そうですね。伊い織おりくんが私と同じやり方で面白いものを作れるかは分かりませんが、それを教えることは出来ますね。でも、そんなこと面と向かって聞いちゃうんですか？　倒そうとしている敵に向かってそんなの聞いちゃうなんて、恥ずかしいとか思わないんですか？」

「……恥ずかしい、だって？　まさか、全まつたく思わないね。僕は君を、杜もり若わか王おう子じ郎ろうを超こえたい。そのためになら手段は選ばないよ」

　面白いマンガのためなら何だってしてやる。あらゆる努力を試してやる。それが左そ右う田だ伊織という漫まん画が家かなのだ。そうやって彼は『ライン』の漫画賞で大賞を受賞してみせた。そうやって『天才現げん役えき高校生漫画家』という称号を手に入れた。

　たとえライバルであろうと、面白いマンガのためにならそいつにだって頭を下げる。それが恥ずかしいことだなんて伊織は思わない。現に今日きよう、素直な気持ちで楪葉の話を吸収することで、どうして自分がスランプに陥おちいってしまったのか早くも解答を導き出せた。だったらこれからも、悶もん々もんと一人で悩んでいるくらいなら、役にも立たないプライドは捨ててどんどん彼女の力に頼るべきだ。

　長編作りが苦手なのならば、克こく服ふくするための『最善』を尽くす。その方法が一見かっこ悪かろうが関係ない。

「だから僕は、超えようとしている対象の君ですら利用してやるつもりだよ」

　そう語る伊織の態度は、悪びれる様子もないし、むしろ自信満々であった。

　楪葉はそれを見て、気を悪くするどころか、表情はほとんど崩くずさなかったが「フフ」と愉快そうな笑声を上げてみせた。

「まさか眼前で利用してやると言われるとは思いませんでしたが、逆に清すが清すがしいのであなたの質問にお答えしましょう。私がどういう風に【スタプリ】を描いているのか。それに私もあなたに面白い作品を作って欲しいですからね。いち読者として、あなたの面白いマンガを読みたい。出来ればその協力をしてあげたいですから」

　実は今日、楪葉が漫研の皆に話したことは、そのまま伊織へ伝えたいことであった。今言ったとおり、伊織に自分を超えるような面白いマンガを描いて欲しいからだ。彼女は漫画家ではあるがその前に、純粋に面白いマンガが読みたいただの漫画愛好家でもあるのだ。だから伊織が面白いマンガを描いてくれるというのなら、いくらでもヒントを与えてあげたい。

　楪葉は、プライドの高い伊織が嫌がらないように遠まわしにアドバイスをするつもりだったが、無駄な気遣いだったようだし、それなら、これからは気兼ねなくマンガ作りについて話すことが出来るだろうと安心した。

　伊織が面白いマンガを描くためなら何だってするというのなら、楪葉は面白いマンガを読むためなら何だってしてやる、それくらいの思いを持っていた。

「そうか。ありがとう」

　伊い織おりからのその一言に、楪ゆずり葉はは分かりやすく驚おどろいた表情をした。

「おいおい、何だよ、その意外そうな顔は」

「ああ、いえ……。伊織くんがそんな風に素直にお礼を言うタイプの人だと思っていなかったものですから」

「失礼なやつだな。君の中で僕はどういうキャラなんだよ」

「そうですねえ。とりあえずピンチになったらエネルギー弾連発しちゃったり、劇場版で主人公を助けに来たら『勘違いするなよ。お前を倒すのはこのオレだ』とかドヤ顔で言っちゃったりするタイプですかね」

「どこの惑星の誇り高き王子だよ！」

　楪葉はまた愉快そうに笑った。ただ、今度のは声だけでなく表情付きでだ。

　しかもこれは、萌もえ黄ぎに対しては時折見せていた、歳とし相応の女の子らしい笑顔だった。
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「……ごふっ！」

　それを見た伊織は、激はげしく咳せき込こむ。

「……伊織くん？　どうしました？」

「い、いや、なんでもない……」

　伊織は不覚にも、楪葉のその笑顔を見て、ドキッとしてしまったのだ。

　……見た目は可愛かわいいのだし、いつもこういう柔らかい表情をしてくれたら良いのに。

　話し方や態度からして、普段は妙な壁かべを作られている感があるのだが、部室で下着姿を見た時も、こういう無防備な表情をしていた。

　ちょっとでも打ち解けたということなのだろうか。

「……ま、まあいい。それにしても、最初は何考えているんだとヒヤヒヤしたが、今になってみれば、君が入部してくれて良かったし、嬉うれしいよ。これからもよろしく頼む」

　伊い織おりも彼女に倣ならって砕くだけた表情をしてみせた。別に邪険にする必要もないし、同じ部活のメンバーとして仲良く出来ればと思ったからだ。

「──嬉しいって、それ、本当に『私』に言っているんですか？」

　しかしどうしたことか、楪ゆずり葉ははいつもどおりの冷めた表情に戻ってしまう。

「え？　何だって？」

「……いえ、何でもありません。それより、私がどうやってマンガを執筆しているのか知りたいんでしたね。お教えしましょう」

「あ、ああ、頼むよ」

　楪葉の妙な態度の変化を不ふ穏おんに思いながらも、今の伊織には杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガの話の方が気になった。

　二人のすぐ傍かたわらで自動車が排気ガスを撒まき散ちらす。

　車の走る音が静かになってから、楪葉は話し始めた。

「部員の皆さんに言った方法ですよ。自分の見聞きした『経験』をそのままマンガにしているだけです」

　伊織は口にはせず「どういうことだ？」という表情を作った。

「あれ？　忘れちゃったんですか？　私には『マンガの神様』が憑ついているんですよ？　私の周まわりで起こるマンガみたいな『経験』をそのまま参考にして描いているだけです。だから簡かん単たんに『リアリティ』と『レアリティ』を同時に生み出せるわけですよ」

　まったくもって期待したような回答ではなかったので、伊織はつまらなそうに肩をすくめた。そのうえ、ようやく忘れかけていたこの単語をまた聞くハメになるとは思わなかったし、ひどく不快だった。

「もうその話はいいよ。あまり面白くないし。さっさとマジメに答えてくれ」

「むぅ、もしかしてまだ信じてなかったんですか」

「当たり前だ。そんなマンガみたいな話は信じないよ」

「マンガみたい？　そう、それが『マンガの神様』の効果なんですよ」

「……なるほど、以前も僕に自分を超こえて欲しいみたいなことを言っていたが、やはりそういうわけでもないんだな。まあ、料理人が秘伝のレシピを教えるようなものだし、簡単に教えてくれるわけないか。僕が悪かったよ」

　ほんの少しだが、楪ゆずり葉ははムッとした表情を作った。

「これだけ周まわりでマンガみたいなことが起こっていても信じない、ですか。運命的な出会い方をした私たちがまたもや再会し、こうやって同じ部活に所属することにまでなったのに」

「君が勝手に入部したんだろ」

「私のパンツ、２回も見たくせに」

「っ!?　あんなのは、ただの事故だろ！」

　今日の部室でのことと、最初に廊下でぶつかった時のことを言っているのだ。廊下での時は気づかれていないと思っていたのだが、ガン見していたことはバレていたようだ。

「あなたがスランプに陥おちいったのも『マンガの神様』の影えい響きようでしょうね。私が言っていたとおり、漫まん画が家かとしての試練の一つが降りかかってきたのでしょう。申し訳ないことをしました」

「君と会ったせいでっていうのには当てはまるかもしれないが、スランプ自体はこの僕が不ふ甲が斐いなかっただけのことさ。神様だとかは関係ないよ」

「何よりも分かりやすいのは、五い十そ山やま田ださんが私の涙で蘇よみがえったことでしょうね」

　伊い織おりの中であの時の『経験』がフラッシュバックする。ナイフで刺され息絶えたかに見えた五十山田が、ゆっくりと目を開く場面が頭の中で再生される。

「……あれだって単なる偶然だよ。僕が脈をきちんと計れていなかっただけだし、たまたま君の涙が頰ほおに当たったタイミングで気絶していた五十山田さんが目を覚ましただけだ。事実は小説よりも奇なりと言うだろ？　世の中には人生でライオンに２回も頭を嚙かまれた女じよ優ゆうがいるんだからね。低い確率だが起こりえることが起こっているに過ぎない」

「むぅ。漫画家のくせにリアリストなんですね。まあその方が『リアリティ』の表現が上う手まく作れるんでしょうが」

　楪葉は少し頰を膨ふくらませた後、諦あきらめといったため息をついた。マンガに関するアドバイスは素直に聞き入れたのに、こういうところは頑固だなと伊織を見ながら思った。

「……もういいです。だったら、角度を変えてみましょう。私なりの分析にはなりますが、どうして伊織くんが面白い長編を描けないのかを教えてあげましょう」

「ほう、いいね。是ぜ非ひ教えてくれ」

　願ってもないことだったし、一変して伊織は目を輝かせた。今しがたの妄もう言げんよりは確実に参考になりそうだった。

「理由はですね、あなたは自分のマンガを作品としてしか見ていないからです」

「どういうことだ？」

「たとえば、描き上げたマンガに毎回タイトルをつけていますか？」

「そりゃあ、当たり前だろ」

「世に出なかった原げん稿こうにも全すべてですか？」

「いや、それはないよ。仮のタイトルをつける場合もあるが、没を喰くらったり、自分で納得のいかなかったものにはいちいちそんなことしない」

「そういうところですよ。つまり、より面白い作品を作るために、それらを単なる踏ふみ台だいとしているわけです。いわば愛していないのです。みんな自分が生み出した子どもですよ？　どうして子どもに名前をつけてあげないんですか？」

　伊い織おりは苦笑する。

「おいおい。まさかくだらない感情論とはね。ボールは友達、みたいな理屈かい？　バカらしいね。マンガは生き物じゃないんだぞ。じゃあ、君は毎回名前をつけているのか？　没にした納得のいかない不出来なものにまで、わざわざ全部にかい？」

「はい。今まで描いた作品は、世に出なかったものも含めれば【スタプリ】で３３４７２本目ですが、それら全部に名前をつけていますし、全部詳しよう細さいを記き憶おくしています。たとえば、処女作は３歳さいの時に描いた【おとうさんとゆずりは】というタイトルです。たったの３ページですが、私が当時父に贈るために全力で描いた自じ慢まんの感動作です。次に描いたのは【しろいちょうちょ】です。タイトルのとおり蝶ちようを題材にした作品です。自宅の庭先に止まっていた蝶の可愛かわいらしさを幼児目線にはなりますが徹てつ底ていして描写しました。その次が──」

　堪たまらず伊織は、わざとらしく「フン」と鼻で笑い楪ゆずり葉はの話を止めた。またも荒こう唐とう無む稽けいな話が飛び出してきたわけだが、今回は苛いら立だちよりも滑こつ稽けいさが勝まさっていた。

「もういい、もう分かった。そんなのいちいち覚えているわけがない。お得意の創作か？　今考えて適当に言ってるんだろ？」

「どう思ってもらっても構いませんが、それが事実なのです」

　伊織は戸惑いながら楪葉を見み据すえる。

　彼女は至って真剣な態度だ。

「……たとえそうだったとして、それが面白い長編原げん稿こうと何が関係あるっていうんだ」

「あなたはひとつの物語として、いわば一本の映画を作る感覚でマンガを構成している。もちろんその方法で面白い作品は作れますよ。短編ならね。ですが、連れん載さいの場合そうはいかないのです。短編の読みきりならそれひとつで全すべてを提示出来ますが、連載の場合ひとつの作品を10年以上描くケースも少なくない。それらを頭の中で第１話から全部構築している人間なんてこの世にいません。一通りの流れと結末は頭にあっても、週刊誌なら毎週、月刊誌なら毎月物語を作っていくのです。自分と、編集と、そして読者とで作り上げていく。たとえるならひとりの子どもを大切に育てていくようなものです。あなたにはそれが出来ない。マンガをただの物として捉とらえている、あなたにはね」

「バカな……！　マンガはマンガだ！　そんな感情論で──」

「感情論？　何を言っているんです？　マンガは感情で描くものですよ。あなたは無感情でマンガを描いているのですか？　自分が無感情で描いたもので人を感動させられるのですか？」

「……ッ!?」

「マンガは物ではありません。生き物なんです。描いていてキャラクターが勝手に動いたことが今までありましたか？　きっとないんでしょうね。あなたは物語のためにキャラクターを動かしているのでしょうから。最初から決められた道筋を歩かせているに過ぎない。そこに感情はない。そうじゃありません。キャラクターが感情を持って物語を動かすんです。短編も長編も、どちらもがキャラクターの人生の一部を描いているのに変わりありませんが、感情のないキャラクターの人生なんて、一いつ瞬しゆんならまだしも、ずっと眺めていて面白いはずがない。そこが短編と長編との決定的違いなんです」

「…………………」

「あなたは感情でマンガを描いていない。だから面白い長編が描けないのです。だから連れん載さいが出来ないのです」

　また、涼やかな風が一陣抜ける。

　しかし、今度のを伊い織おりは冷ややかに感じた。

「──以上が、私の見解です」

　楪ゆずり葉はがそこまで言い終えると、二人の会話はぱったりと止んでいた。

　いつの間にか伊織は俯うつむき気ぎ味みになり、歩行スピードも遅くなっていた。そうやって何かを頭の中で懸けん命めいに巡らしているのだ。

　楪葉は、そんな深刻な伊織の様子を、隣となりに並んで歩きながら横目で観かん察さつする。

「……すみません、伊織くん。先に帰ってもらえますか？　私、学校に忘れ物を思い出しましたので」

　二人で無言のまま高こう架か下したを通ってから、楪葉はそう言って後ずさりした。そのまま回れ右してぱたぱたと駆け出す。

　楪葉が学校の方に引き返していくのを気に留めず、伊織はそのまま振り向くこともなく前を歩いていった。




　楪葉は小走りしながら、それ以上先は言わずとも伊織になら自分で『答え』を見つけられるだろうと確信していた。かつて彼は、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの言葉を受け、それを糧かてに漫まん画が賞しようの大賞という結果をもぎ取ったのだ。今回も同じように成長をしてくれるだろう。

　何より楪葉にも、伊織がどうやったらそれを克こく服ふく出来るかまでは分からなかったし、伝えることが出来なかった。




　一人になってから伊織は、何かに取とり憑つかれたような表情で歩いていた。

　家に着くまでに『答え』を見つけることは、とうとう彼には出来なかった。
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　楪ゆずり葉はが伊い織おりを先に帰したのは、気を遣って一人にさせてあげたのもあったが、本当に部室に取りに戻りたいものがあったからだった。

　日も落ちかけているので、楪葉はさっさと用事を済ませようと急ぎ足で歩いていった。元来た道を制服のスカートを翻ひるがえしながら進む。

　校舎に入り、すっかり人気のない静かな靴くつ箱ばこで下足を履はき替かえる。

　部室のある離はなれ棟とうは古い校舎なので、さらに不気味な様相だったし、何か出てもおかしくない雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　しかしそんな中でも楪葉は、誰だれもいないはずなのに音楽室のピアノが聴きこえてきたり、女子トイレで小さな女の子の影が横切ったりといった、学校の怪談に出てくるような現象に巻き込まれたことが何度もあるので、「お化けが出たらどうしよう……」とか、可愛かわいらしい反応をすることは一切なかった。

「むぅ？」

　廊下を曲がってみると、思いがけず部室の明りが点ついていた。楪葉は、職しよく員いん室しつに鍵かぎを取りに行くのが面倒だったので、開きっぱなしだったらラッキーなどと思い先にやっては来たのだが、意外だった。

　部員の皆、もう帰ったはずなのにどうしてだろうと首を傾かしげながら中を覗のぞき込こんでみると、部長の萌もえ黄ぎがまだ一人で残って机に向かっていた。

「……何してるんです？」

「キャッ!?」

　背中から楪葉に声を掛けられ、萌黄は慌あわてた様子で机の上を隠した。夢中で何かやっていたようで、ドアが開く音にも気づいていなかったようだ。

「な、何だゆずちゃんか……」

　振り向き楪葉の姿を確認すると、萌黄は胸を撫なで下おろした。

「部長さん、帰ったんじゃなかったのですか？」

「あ、うん……」

　机の上にあったのはスケッチブックだった。

「実は残ってちょっと絵の練習をね」

　そう言って萌黄が掲げたそこには何か描かれていた。

　どうやら女の子のイラストのようだが、目は死んだ魚の目だし、骨格なんてえらいことになっている。

「ほら、今日きようみんなで考えたマンガのヒロインだよ。折角だし絵も自分で描きたいなあとか思ってさ。あ！　ゆずちゃんの絵が気に入らないとかじゃないからね!?」

　楪ゆずり葉はは軽く笑みを浮かべ、気にしていないことを示して萌もえ黄ぎを安心させた。

　それから萌黄は、確かめるようにしてしげしげと自分の描いた絵を眺めた。

「う～ん、やっぱり全然だよね……。ところでゆずちゃんはさ、どうしてそんなに絵が上う手まいの？」

「物心つく頃ころから描いていましたからね。年季が違いますよ」

「へえ、昔から絵を描くの好きだったんだね」

「ええ。父を喜ばせるために描いてました。父から画材を沢山買って貰もらったものですよ」

「そっか、羨うらやましいな」

　萌黄はそう言いながら、力なさげにスケッチブックをパタンと閉じてしまった。どうもいつもの元気な萌黄らしくない雰ふん囲い気きだった。

「……うちはそういう環かん境きようじゃなかったからね」

「部長さんは、お父さんからマンガを描くの止められてたんでしたっけ？」

「うん、そうなんだよ。『マンガなんて読んでたら頭が悪くなる』っていう超絶古臭い考え方しててね。描くのもそうだけど、読むのだってずっとこっそりやってたんだ。その影えい響きようもあって周まわりの友達にもマンガが好きなの隠してたんだよね。恥ずかしいものなんだって思い込まされちゃってたんだ」

　本当は萌黄だって、小学生の時も伊い織おりとマンガの話をしたくて仕方なかった。しかし、父の教育方針のせいで、マンガを読んでいることも、マンガが好きだということも、学校の友達に話すことが出来なかった。相談だって誰だれにも出来なかったし、いつも周囲に元気に振る舞いつつも内心では毎日辛つらい思いをしていた。

「ま、左そ右う田だくんにマンガが好きなこと告白して以来、恥ずかしいとかそんな気持ち一気に吹っ飛んじゃったんだけどね。隠してたのがバカみたいだよ」

　あの体育館裏の告白は、萌黄にとっては愛の告白と同等のものであった。ずっと隠してきた秘密の気持ちを口に出すということには、何も変わらなかったのだ。

「──そう、だから私ね！　日本に帰ってきて、毎日が楽しくて仕方ないんだよ！　前みたいにコソコソしなくてもいいし！　友達みんなとマンガの話も一杯出来るし！」

　萌黄は、ようやくいつもの太陽みたいに明るい笑顔を見せてくれた。

　もちろん、萌黄の言う『友達』の中には楪葉も含まれている。楪葉にとってもこの数週間はすごく楽しかった。高校生になってからずっと友達のいなかった楪葉にとっては、それはこの学校においては初めての『経験』だった。

　気の合う仲間と自分の大好きなものの話をする。皆が当たり前にやっていることが出来る喜びを、この漫まん研けんを通してじっくりと味わえた。理由や状況は全まつたく違う二人だったが、その部分は共通していたのだ。好きなマンガの趣向も似ていたが、そのこともあって仲良くなれたのかもしれない。

　だから楪ゆずり葉はも、この目の前にいる萌もえ黄ぎに対しては心を開き始めていたし、地の顔を見せることもあった。

「しかしそれだと、アメリカにいるお父さんにこっちで漫まん研けんをやっているなんて知られたら、大変なんじゃないですか？」

「ああ、大丈夫。アメリカからこっちに来る前に啖たん呵か切っちゃったからね。えっと、ぶっ続けで３時間くらいかな？　延々、日本のマンガやアニメの素晴らしさをスピーチしてあげたの。そしたらとうとう折れてくれてね。そういうわけで日本への帰国も許してもらったし、自分で漫研創つくったのも報告済み」

　萌黄はとんでもないことを言いながら、てへっと可愛かわいらしくベロを出す。

「なるほど、それは凄すごいですね。そこまでしちゃうなんて、部長さんは本当にマンガが好きなんですね」

　そうは言いつつも、自分も萌黄と同じ立場なら同じことをしただろうなと、楪葉はしみじみ思った。

　萌黄が太陽なら、楪葉は月。性格も気質も真逆の二人だが、マンガに対する情熱だけはソックリであった。

「うん！　アメリカじゃあ『ライン』の最新号だって、【スタプリ】の最新巻だってすぐには手に入らないからね！　だから、何としても日本に帰ってきたかったんだよ！　ま、実を言うと、日本に戻ってきた理由はそれだけじゃないんだけどね。詳くわしくはちょっと言えないんだけど、日本ですごくお世話になった人がいてね、その人にお礼がしたかったんだ」

「……そう、なんですか」

「あと、左そ右う田だくんに会いたかったのもあるし」

「え？　伊い織おりくんに？」

「あ！　ううん！　ほら！　あの『週刊少年ライン』の漫画家さんと友達だなんて、マンガ好きとしてはすっごく誇らしいからね！」

　萌黄は慌あわてて両手を振る。

　少し頰ほおの赤い萌黄を見て、楪葉は怪け訝げんな顔をした。

「……まあ、それにしても良かったじゃないですか。許可を取りつけているのならこれからは気兼ねなく練習出来るし、マンガ嫌いのお父さんを説得出来るだけの熱があるなら、すぐに絵だって上う手まくなれますよ」

「フフ、ありがとね。まあ、そりゃあ頑張って説得はしたけどさ、何だかんだで私に甘いからね、うちのお父さん」

　それを聞いた楪葉が妙に寂しげな表情を浮かべたので、萌黄は不思議に思った。

「あ、そういえば、ゆずちゃんこそ先に帰ったんじゃなかったの？」

「ちょっと借りていきたいマンガがあったものですから」

　本当は屋敷の大書斎にもあるのだが、いかんせん数が多過ぎるので目当てのマンガを見つけ出すのが面倒なのである。だからここで借りていった方が手っ取り早い。

　楪ゆずり葉はが部室の本ほん棚だなから取り出したのは【リビングデッドお父さん】だった。全13巻のうちの９巻から最終13巻までをカバンにしまい込む。

「ああ！　もしかしてそれ、気に入ったの!?」

「ええ、そうですね。既読でしたが、改めて読み直して死んだ私の父を思い出してしまいまして。それでじっくり読み返したいなあと。似てるんですよね、仕事には実直だけど、娘にはとことん甘かった父と」

　楪葉はそう言いながら１巻表紙の主人公のイラストを撫なでる。

　この主人公は不慮の事故で死んでしまうが、この世に残した一人娘への強い思いで不死のゾンビになって蘇よみがえり、様々な事件に巻き込まれていくというのが作品の筋書きである。

「お父さん、亡くなってたんだ……」

　さっき楪葉が寂しそうな顔をした理由に気づき、萌もえ黄ぎは申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「しかも死因までこのマンガと一緒なんですよ。道で知らない子どもを庇かばって車にはねられてしまいました。マンガによくあるベタな死に方でしょ？　でもね、このマンガと違って父は蘇ったりしませんでしたけど」

　大好きだった父。

『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』を継いだのも、何より父の存在が一番大きかった。父という存在を終わらせない方法はそれしかないと思ったのだ。

　どうして『マンガの神様』は父を救ってくれなかったのだろう。

　どうしてマンガのように父を生き返らせてくれなかったのだろう。

「ゆずちゃん、ゴメンね……」

「ああ、いえ、気にしないで下さい。既すでに４年も経たっていますので。もうとっくに私の中では時効ですよ」

　それは強がりだった。

　楪葉は、父親のことはひと時も忘れたことはなかったのだ。

　父を亡くしたという『経験』は永久に消えない心の傷だ。その『経験』をマンガの糧かてとしたこともある。『身近な人間の死』という創作に対して最高の『リアリティ』を与えてくれた。

　父からは「現実は現実、マンガはマンガだ」と、また「個人を意図的に傷つける意思がないのであればいかなる表現も自由だ」と教えられてきた。だから割り切って、あらゆる『経験』をマンガで表現してきた。それでも利用したことに対して自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいったことがあるし、他人ではなく自分自身を傷つけてきた。

　父を轢ひいた犯人も、父が庇った相手も楪葉には知らされていないし、知りたくもなかった。もしもどこかで会うことがあったなら、きっと許しておけないのだろうなと思う。その個人に対して自分が何をしてしまうか分からない。

　大切な父を自分から奪ったやつに対して……。

「……部長さん？」

　想定外の事態に楪ゆずり葉はは動揺する。

　いつの間にか萌もえ黄ぎは涙を流して泣いていたのだ。嗚お咽えつを堪こらえながら目元を拭ぬぐっている。

「ゆずちゃん、ゴメンね……。全然知らなかったから、私……」

　萌黄が泣くのを初めて見た。

　いつも笑顔で、いつも周囲を明るくする彼女は、何があっても泣かない子だと勝手に思い込んでいたので衝しよう撃げき的てきだった。

「いや、あの、ですから気にしないで下さいって。私は大丈夫ですから。ていうか、そんな風に大げさに泣かれると逆にキツイですよ」

　しかし、萌黄は涙が止まらないようだ。

　他人の身内の話の、それも過去の話でここまで泣けるものだろうか。

　どうも様子がおかしい。

「あの……大丈夫ですか？」

　楪葉が心配そうに覗のぞき込こむと、涙目のまま萌黄は楪葉に視線を合わせた。

「……ゆずちゃん。実は私ね。車にはねられそうになったところを、誰だれかに助けてもらったことがあるの」

「え……？」

　楪葉は大きく息を吞のんだ。

「学校の下校中にいきなり車が突っ込んできてね……。その時のこと私、気を失ってほとんど覚えてないんだけど、誰かが身を呈して守ってくれたのは薄うっすらと記き憶おくにあるの。その助けてくれた人はね、私を庇かばって死んでしまったんだと思う。お礼に行きたいって言っても、お父さんたちはそんな人はいないって言って教えてくれないの。きっと私が苦しまないようにその人が死んだことを隠してるんだと思う。突然、逃げるように私をアメリカに連れて行ったのも、それが理由にあるんだと思う。もしもだよ。もしその人がゆずちゃんのお父さんだったら、私、どうしようって……」

　高まる心しん臓ぞうを抑えようと、楪葉は自身の胸元に手を置いた。

「それって、いつの話ですか……？」

　嗚咽を押し殺しながら、萌黄は答えた。

「……４年前だよ」




　──ねえ、伊い織おりくん。

　これでもまだ私に『マンガの神様』が憑ついていないって言えますか？







　　　　　第六章　面白いマンガの描き方







　日ひ芽めは、読み終えたばかりの原げん稿こうを重ねてそっとテーブルの上に置いた。

「…………」

　伊い織おりはスランプに陥おちいって以来、数日振りに描き上げた読みきりを部屋に呼びつけた日芽に読ませた。もちろん、その感想を聞くためだ。

　漫まん研けんでの二度目の『杜もり若わか王おう子じ郎ろうとの対談』を通して、以前の感覚は取り戻せた。これはいわば、それを受けてのリハビリを兼ねて描き上げた短編原稿にはなるが、己おのれの持てる力を全すべて振り絞る気持ちで作り上げたものだ。下描きからペン入れまで全てを一人で描き上げた。

　なので、執筆中は漫まん研けんに顔を出していないし、あれから既すでに10日が経過していた。

「どうだ？」

　伊織からの問いかけに対して、日芽は答えづらそうな表情で唇を固く結び、目を逸そらしている。床に敷かれたカーペットの上で座り、自分の部屋から持ち込んだ猫型のクッションをギュッと抱きしめたままだ。

「はっきり言ってくれ。何を言われようと怒ったりはしない。素直にこいつの感想を言って欲しいんだ。面白くないなら、面白くない、そうはっきり言ってくれ」

　最新作の原稿と、それを描いた伊織の顔とを見比べながら、日芽はようやく口を開いた。

「……あのね、面白くないわけじゃないんだよ？　うん、むしろ、すごく面白いと思う」

「だったら、どうしてそんなに面白くなさそうにしているんだよ」

　この単純な妹は、本当に面白いというのなら、分かりやすいリアクションをする。前なら伊織のマンガを読めば、面白すぎて頭がバカになったような顔を浮かべていたというのに、読んでいる間も、読み終わった今も、何とも薄うすい冷めた反応しか見せてこなかった。

　楪ゆずり葉はの言うとおり『リアリティ』と『レアリティ』のバランスにも気を付けた。それに描き上げた手ごたえも申し分なかった。

　今日きようこそは、日芽の興こう奮ふんした奇声を久しぶりに聞けるとばかり思っていたのに。

「うーん……。何か違うんだよね……。わたし的にも前までの方が好みっていうかさ……」

　スランプは打破出来たはずだった。まだ何かが足りないというのか。

　こんなところでつまずいている暇ひまはない。調子が元に戻ったことを確信してから、改めて連れん載さい原稿への作業に入る予定だったのが大きく狂ってしまう。

「……分かった。なら、何でもいいから思ったことを聞かせてくれ」

　間違いなく面白いものには仕上がっている。日芽だって読んでみて面白いとは言っている。だが、伊い織おり自身、ごく僅わずかだが違和感を持っていた。日ひ芽めの言うことが確かなら、その抱いた違和感は気のせいなんかではなく、このマンガには以前と比べて何かが不足しているということなのだ。しかし、その正体が何なのか伊織には分からない。

　日芽はテーブルの上の原げん稿こうに目線を送りつつ、また口を閉ざしてしまっている。

「頼む。お前は今までずっと一番近くで僕を見てきた。お前にならこいつに、いや、今の僕に何が足りないのか分かるかもしれないんだ」

「…………」

　兄の真剣で真まっ直すぐな視線が妹に突き刺さる。

　何とかその期待に応こたえたいと、日芽は意を決した。

「何て言ったらいいかな……。お兄ちゃんらしくないんだよね……」

「僕らしさ、だって？　つまりオリジナリティがないってことか？　待てよ。今までも僕はあらゆるジャンルを描いているし、その度たびに作品の毛色を変えてきている。だが、器用貧乏ってわけじゃなく、その全すべてが面白いと評価されてきた。確かに僕は、個性の強い一点集中型の作家ではないとは思うが、それは関係ないだろ」

　日芽は、ブンブンと大げさに首を横に振る。

「ううん、マンガのことじゃないの。わたしにはマンガのことはそこまで分からない。けど、お兄ちゃんの言うとおり、わたしはお兄ちゃんのことを一番近くで見てきた。だから、分かるの。最近のお兄ちゃんはさ、お兄ちゃんらしくないんだよ」

　日芽のつぶらな瞳ひとみが伊織を覗のぞき込こむ。それは、何かを訴えかけるような眼まな差ざしだった。

「……分からんこと言うやつだな。僕が何だっていうんだ」

「１年前、大賞を取った頃ころのお兄ちゃん、いつも何て言ってたか、覚えてる？」

「……何のことだ？」

「『最高に面白いマンガが描きたい。そのためなら何でもしてやる』……。そう口くち癖ぐせのように言ってたよね」

　確かにその通りだったし、その言葉の通り、面白いマンガを描くために考えうる様々な努力をしてきた。血ち反へ吐どを吐くような絵の練習と、頭がおかしくなりそうになるくらい話作りの研究を重ねてきた。

「つまり、今の僕は、タルんでいるってのか？　昔ほど必死ではない、と？」

　また日芽は、ブンブンとツインテールを振り散らす。

「違うよ！　お兄ちゃんはいつだって必死だよ！　今だってほとんど寝ないでめちゃくちゃ頑張ってると思うし、そういうところはわたしすごく尊敬してるし、大好きだよ！　けどね、前までとはやっぱり違うんだよ……」

「何が違うっていうんだ！　僕は前から何も変わっていないぞ！　今だって面白いマンガのためなら何だってしてやるつもりだ！」

　だからこそ、ライバルに対してすらマンガの教示を求めた。くだらないプライドを捨てて杜もり若わか王おう子じ郎ろう本人に頭を下げてみせた。

　それなのにこの妹は否ひ定ていしてくるのだ。

　何だか自分の今までの軌き跡せき全すべてを否定されたように伊い織おりは感じてしまい、さっき怒らないと約束したばかりなのに、もはや自みずからの感情を抑えることが出来なくなっていた。

「ああそうだ！　ちっとも昔と変わらないさ！　僕は何だってやってやるぞ！　杜若王子郎を倒すためなら、何だってなッ！」

「そこだよ！　お兄ちゃん、最近は『杜若王子郎をやっつけたい』って、そればっかり言ってるんだもん！」

　日ひ芽めはガチャンとテーブルを叩たたいた。

　上に置かれた原げん稿こうの束が僅わずかに動く。

「……何だと……。今、何て言った……？」

「お兄ちゃんは今、面白いマンガを描くためにマンガを描いてないッ！　勝つためにマンガを描いてるんだよッ！　だからおかしいんだよ！　このマンガも！」

　日芽の瞳ひとみには、涙がうっすらと浮かんでいた。日芽はずっと秘めていた思いを吐き出してみせたのだ。しばらく伊織の部屋には、そんな日芽の洟はなをすする音だけが聞こえた。

　伊織は黙ったまま日芽の泣き顔を見つめ続ける。




　──あれ……？

　──どうして僕は妹を泣かせているのだろう？

　──本当はこのマンガで妹をどうしたかったのだろう？




　居いた堪たまれない気持ちがふつふつと湧わいてくる。




　伊織は、天井を仰ぎ見た。

　過去の記き憶おくと言葉が、ぐるぐると頭の中を渦うず巻まく。

　まるでマンガの回想シーンのように再生されていく。

『──左そ右う田だくんって絵上う手まいんだね！　漫まん画が家かになれるよ！──』

　これが全てのきっかけの言葉だった。

「……へえ、絵が上手かったら漫画家になれるのか……」そんなことを幼いながら思った。

　それから伊織は、試しにとマンガを描いてみた。

　理由は、彼女に喜んで欲しいから、たったそれだけのことだった。

　そうして最初に出来上がったのは、ノートに描いたラクガキ程度のものだった。

　でもそれは間違いなく『伊織のマンガ』だった。

　彼女だけでなく、クラスメイト皆に見せてみた。

　皆、『伊い織おりのマンガ』を面白いと喜んでくれた。

『──左そ右う田だくんだってそうじゃない？　自分の大好きなマンガで人を喜ばせた時、すごく嬉うれしくならないかな？──』

　確かにそうだった。

『伊織のマンガ』でみんなが喜んでくれた。それがすごく嬉しかったのだ。

　だから、伊織はマンガを描くことに夢中になった。

　本気で漫まん画が家かになってやろうと思った。

　自分のマンガでもっと多くの人に喜んで欲しかったから。

　初めての投とう稿こうで『負け』を経験した時、その本気はより一層上の本気となった。

　日本で一番面白いマンガを描いてやる、そう思った。

『──お兄ちゃんは今、面白いマンガを描くためにマンガを描いてないッ！　勝つためにマンガを描いてるんだよッ！──』

　思い出される。

『──あなたは無感情でマンガを描いているのですか？　自分が無感情で描いたもので人を感動させられるのですか？──』

　言葉が思い出される。

　杜もり若わか邸ていで初めて杜若王おう子じ郎ろうと対面した時の言葉が──。

　通学路で彼女と話した言葉が──。




　ああ、そうか……。

　そうか、そうか、そうか……。




　──そういうことだったのか。




　これは──『僕のマンガ』じゃなかったんだ──。




　伊織はゆっくりとその場に立ち上がった。

「ククク……」

「……お兄ちゃん？」

「ククク……ッ！　フハハハハハハハハハハハハハハハハハッッッ！」

　摑つかむようにして自身の頭に手を当てながら、高笑いを上げる。

　そうしてから、日ひ芽めの目の前に置かれた『失敗作』の原稿を乱暴に摑み上げた。

　反射的に日芽は目を瞑つむった。きっと伊織がそれを破り捨ててしまうと思ったのだ。

「………………？」

　しかし、次に来るはずの無む慈じ悲ひな紙を引き裂く音は聞こえてこなかった。

　日ひ芽めがゆっくりと目を開けてみると、伊い織おりは勉強机に向かって椅い子すに座り、その原げん稿こうを順番に見返していたのだ。

「フフ……。そりゃあそうだ。これじゃあ面白いマンガが描けるわけないな。僕は端はなから面白いマンガを描こうとしていなかったんだから。クハハ……」

　言いながら、自虐的な笑い声を上げ続ける。

「そうだ。こいつは『面白いマンガ』じゃない。『面白いはずのマンガ』だったんだ」

　伊織の言葉が理解出来ず、日芽は不安そうに首を傾かしげる。

　それとは対照的に『答え』を摑つかんだ伊織は、さっきまでとは打って変わった爽さわやかな笑みを浮かべながら椅子から腰を上げた。

「……あ～あ、まったく……。まさか、最終的にお前の言葉で気づかされるとはね」

　そう言いながら伊織は、床に座る日芽の方に近づきその頭を力強く撫なでた。

　まだまだ幼い子どもだと侮あなどっていた妹にいっちょまえなことを言われるとは思いもしなかったので、こいつも成長しているんだなあと兄としてちょっぴり誇らしかったし、日芽のツインテールをワシャワシャし続けながら、伊織は思った。

（自分ももっと成長しなくては……）

「ふう……。こりゃ、一から出直しだな」




　──『答え』は見つかった。




　後はどうするかだ。

　どうやって面白いマンガを描くかだ。

「ねえ、お兄ちゃん。今日はそれ、破らないんだね」

　日芽は、伊織が抱きかかえる原稿を指差しながら嬉うれしそうに尋たずねた。日芽の目には、自分の描いたマンガを大事そうに抱えるその姿が、昔の兄に戻ってくれたように見えていた。

「ん？　ああ、そうだな。こいつも僕の作品のひとつだからね」

　伊織は、自分が生み出した『子ども』を日芽に手渡した。

「なあ、こいつはお前が預かっておいてくれないか。もしも僕が、またこの気持ちを忘れそうになった時、僕に見せて欲しいんだ。──さて、こいつが世に出ることはないだろうが、名前もつけてやる必要があるな。……そうだな──」

　日芽は受け取ると、ガラス細工でも扱うように優やさしく原稿を抱きしめた。

「──【再スタート】……かな」

　日芽からすれば、今の伊織になら昔のような純粋な気持ちでマンガが描けるだろうと思ったし、何も心配はいらないなと思った。
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　終業のチャイムが鳴り終わり、学校の廊下には生徒たちが溢あふれかえっている。掃除用のホウキでチャンバラをする男子生徒とそれを注意する女子生徒を横切りながら、伊い織おりは、磯いそ辺べと丸まる山やまと共に漫まん研けんの部室へ向かっていた。

「しかし久しぶりだな、伊織！　どういう風の吹き回しだよ！」

　実に10日振りのことなので、教室で伊織が部活に行くと言い出した時は、磯辺も丸山も、最初は喜びよりも驚おどろきの方がデカイ感じだった。

　伊織は、楪ゆずり葉はと一緒に帰ったあの日以来、漫研から完全に距離を置いていた。伊織が自分の原げん稿こうを優ゆう先せんするのは当初からの約束だったので、部員の誰だれからもお咎とがめはなかったし、むしろクラスで会っても、萌もえ黄ぎたちは伊織が自分のマンガの方に集中出来るように部活の話題をしないように気を遣っていたくらいなので、伊織は現在の漫研の状況を全まつたく知らなかった。

「で、どうなんだい？　漫研のマンガ制作の方は？　順調かい？」

　歩きながら伊織が尋たずねると、磯辺と丸山は微妙な表情で顔を見合わせる。彼らが何も言わなくても、上う手まくいっていないのは見て取れた。

「行き詰まっているって感じなのか？」

「そだね～、ちょっとマズイかな～」

「あれはどうなったんだい？　ほら、僕が最後に部活に来た時にみんなで作っていた、あれだよ」

　あの時点ではまだストーリーの流れくらいしか出来ていなかったが、伊織も絶賛の出来だったので、純粋に完成を楽しみにしていたし、伊織は自分の原稿を進める間も、頭の隅で気にはなっていた。

「ああ～、細かい構成とかセリフとかもほとんどかたちになったよ～。かーなーり、面白くなってると思うね～」

「ん？　じゃあ何がマズイんだい？」

　磯辺が言いい辛づらそうな顔で黙ると、丸山が「かァ～」とイライラした唸うなり声ごえを上げた。

「……ゆずっちがよォ、部活に来ねーんだよ」

「何だって？　それは本当かい？」

　伊織は眉まゆをしかめた。

「いつから？」

「伊織が漫研に来なくなって同時だよ……。つーか、お前ら！　やっぱ付き合ってんだろ！　初めてゆずっちが部室に来た時だって、何かコソコソ二人で秘密の話してたしよ！　ここずっと部活サボって、二人でデートしてんだろ！　ズリーぞ！　ゴルア！」

「はあ!?　バカか！　付き合ってるわけないだろ！　まして、僕はこの数日、学校以外ではずっと一人で家に引きこもってマンガを描いていたんだぞ！」

「……ホントかよ？　まあ、ひとまず信じておいてやるか。だけど、もし黙って先を越してたりなんかしたらよォ、ゼッコーだかんな。ゆずっちにしろ、もえちーにしろ、少なくともオレの許可なく付き合うの禁止だかんな」

　お前に何の権限があるんだと内心突っ込みを入れつつ、今はそんなことはどうでもいい。

「しかし、楪ゆずり葉はが来てないってことは……」

「そ。ストーリーはすっごくいい感じなんだけどね～。誰だれも絵が描けないわけだから、そっからマンガにしたくても、一向に進まないわけなんだよね～」

　磯いそ辺べはそう言ってお手上げの動作をする。

　伊い織おりは、一番に楪葉と会うために漫まん研けんに顔を出すつもりだったのだが、この分だと今日きようも来ていない可能性が高いようだ。折角、彼女に『答え』を見つけられたことの報告と、その礼を言うために部室に足を運ぼうと思っていたのに。

「……あいつ、何で部活に来ないんだ？」

「知らないよ～。学校自体、登校拒きよ否ひってんじゃないの～。杜もり若わかさん、１年の頃ころから学校サボリまくってたんでしょ～？　そのせいで留年もしたって話だしね～」

「……何で？」

「ボクが知るわけないでしょ～」

「大体よォ、オレらゆずっちのことって全然よく知らないよな。チョー絵の上う手まい美少女ってことしかよ」

「まあ、確かにそだね～。クラスでどんな風に過ごしてるのか、マンガ以外は何が好きなのか、どの辺に住んでるのか、ボクたち彼女のことなーんにも知らないよね～」

「………………」

　変なイラつきを覚えた。

　伊織は、漫研の誰よりも楪葉の事を理解している気になっていた。『杜若王おう子じ郎ろう』という秘密を唯一、自分だけが共有しているからだ。

　しかし、実際はそれだけなのだ。

　そもそも今まで伊織は、『杜若楪葉』という少女のことを、深く知ろうともしていなかった。部活内でマンガ以外の話をしたこともなかったし、どうして去年学校にほとんど来ていなかったのか、そういう質問をしたこともなかった。

　自分のマンガのことで頭が一杯だったのもあるし、結局のところ、彼女を『杜若王子郎』として見ていたのだ。

『──君が入部してくれて良かったし、嬉うれしいよ──』

『──嬉しいって、それ、本当に『私』に言っているんですか？──』

　あの楪ゆずり葉はの言葉の意味に気づき、伊い織おりは自分に対してひどくイラつきを覚えた。




　伊織は『杜もり若わか楪葉』ではなく『杜若王おう子じ郎ろう』に向けて言っていた。




「ま、もえちーなら何か知ってるかもな」

「ああ、そだね～。杜若さんって、部活でも霧生きりゆうさんとしかほとんど喋しやべってなかったしね～」

　そんな会話をしながら、伊織たちは漫まん研けんの部室の前に到着した。

　ドアを開けると、室内には萌もえ黄ぎがぽつんと一人でいた。

　萌黄はこうやっていつも、授業が終わると掃除当番でない限りは真まっ直すぐ職しよく員いん室しつに鍵かぎを取りに行き、部室を開けておいてくれる。今日きようも誰だれよりも早くここにやってきたようで、椅い子すに座り机に向かっていた。そこは、よく楪葉が座っていたポジションだ。

　萌黄は、丸まる山やまが「おいっす！」と声をかけるとこっちを振り向き、伊織の姿にも気づいた。

「あ、左そ右う田だくん。来てくれたんだ」

「うん、ちょっと様子を見に来たんだよ」

「ああ、そう……。そう、なんだ……」

　萌黄が何とも素っ気ないリアクションだったので、ちょっとくらい喜んでくれてもいいのにと伊織は拗すねかけるが、すぐに彼女の様子がおかしいことは分かった。

「霧生さん、何かあったの？」

　萌黄の表情は、普段からすると考えられないくらいに暗かった。どんな鈍感な人間だろうと何か悪いことがあったのは容易に察せる程の有様だ。今日クラスで会った時はこんな感じではなかったのだが。

「……それ、何？」

　伊織たちが部室に入ってきた時、萌黄は手に何か持っていて、それをうつろな眼めで見つめていた。

　一枚の白い紙だった。

「……どうし……よう……」

　伊織たち男子三人は、顔を見合わせる。もはやただ事ではない様子なので、一いつ斉せいに萌黄の方に歩み寄った。

「ねえ、どうしたの？」

「ゆずちゃん、気にしてないって言ってくれたのに……。私、きっとまた来てくれるって信じてたのに……」

「どうしたんだよ……？　霧生さん！」

「ゆずちゃんが……。ゆずちゃんが……」

　萌黄はうわごとのように呟つぶやくばかりで説明しようとしない。

　埒らちが明かないので、伊い織おりは半なかば力づくで萌もえ黄ぎからその紙を取り上げ、男子たち全員、それが何なのか確認出来た。

　そして、愕がく然ぜんとする。

「ありゃりゃ～……」

「マジかよ……」

「…………」

　伊織は、自身の手の上で、もう一度しっかりと確かめる。

　何回見返したところで結果が変わるわけもない。

　──それは、『杜もり若わか楪ゆずり葉は』の名の入った、漫まん研けんからの退部届けだったのだ。

「今日きよう、部室に来たら、ここに置いてあって……」

　昨日きのうの部活が終わった後か、今日萌黄が来るまでの間か、楪葉は一人、密ひそかにここに入ってこの退部届けを机の上に置いていったらしい。

　萌黄が取り乱す理由が分かり、皆、重い表情を作る。

「私のせいだ……」

「え？」

「私があんなこと言っちゃったから、それで、ゆずちゃん……」

「何のこと？」

　伊織たちは神妙な顔をしながら、萌黄から話を聞き出した。




　萌黄から10日前の出来事を聞き、部員たちは押し黙った。

　聞かされたのは、楪葉と萌黄の数奇な巡り合わせの話だった。信しんじ難がたいがこれは萌黄が考えた新しいマンガの設定などではなく、リアルの実話なのである。

　萌黄が昔、誰だれかに命を救われたこと。

　そして、楪葉の父が、誰かの命を救い、亡くなったこと。

「……それで杜若さん、霧生きりゆうさんと会いづらくなったってことなのかな～……」

「でも、それって別にもえちーは悪くねえじゃんか！　もえちーだって被害者じゃんかよ！　事故なんだし恨うらまれる筋合いはねえって！」

「ゆずちゃんからしたら関係ないよ……。私のせいでお父さんが亡くなったのには変わりないんだから……」

「いやいや！　待てよ！　そもそも、もえちーを庇かばった人が死んだかも、その人がゆずっちの親おや父じさんかってのも決まってないんだろ!?　それなのに急にいなくなるなんて、ゆずっちが勝手すぎるって！」

「……でも！　私があんなこと言い出しさえしなかったら！　たとえ可能性でも、そんなの聞かされたら嫌な気分にもなっちゃうよ！　だから私が黙っておけば！　そしたら、ゆずちゃんは今日きようだって漫まん研けんに来てくれてたはずだよ！　みんなと楽しく部活してたはずだよ！　私が余計なことを言いさえしなかったら！　私が……」

　萌もえ黄ぎは、似つかわしくないヒステリックな声を上げている。それだけで、どれほど彼女が思いつめているのかが分かる。

「ん～。黙ってるってのも辛つらいところがあるよね～。ずっとそのこと胸に秘めて、毎日漫研で顔を合わせ続けるのは、酷こくってもんだしさ～」

「だからよォ！　決まったわけでもねえし、本当だったとしても、事故なんだからどっちも悪くねえだろ！　何も気にする必要なんてねえって！　二人とも今までどおり仲良くすりゃいいじゃんか！　なあ！　伊い織おりもそう思うだろ!?」

　皆が深刻に話し合う中、伊織は一人椅い子すに座り、机にノートを広げてペンを黙々と動かしていた。彼は萌黄の話の途中から、部室内で新作マンガのネームを描き始めていたのである。

「おい！　お前、聞いてんのかよ!?」

「……聞いているよ」

　０・３ミリのシャーペンを手早く動かしながら、伊織は答えた。

「うん、そうだね。誰だれも悪くないよ。悪いのは『マンガの神様』だ」

「は？　何だって？」

「いや、何でもないよ。まあ、何があったにせよ、やめるっていうならやめるで個人の自由だしね。しょうがないんじゃないかな」

「おいおい！　それじゃあこのまま放っておくのか!?　冷たすぎんぞ！」

「そうだね～。彼女、無愛想ではあったけど、霧生きりゆうさんと喋しやべってる時とか楽しそうにしてたもんね～。だから、このまま無視しちゃうのはイヤだな～。ちょ～っと、部活に来づらくなっただけかもしんないしさ～」

「それならそれで、放っておいたらそのうちまた勝手に来るだろうさ」

　萌黄がこれほどに傷ついた姿を見せているというのに、伊織は、他人事だと言わんばかりの冷めた態度だった。それに対して、磯いそ辺べは不快感ある表情をし、丸まる山やまは逆げき鱗りんに触れたような怒りの表情を浮かべた。

「お前、何テキトーなこと言ってんだよ！　こうやって退部届けまで置いてったんだぞ!?」

　丸山は怒鳴るが、それでも伊織はネームを描く手を止めようとしない。

「だったらどうする？　無理やりもう一度引っ張ってくるのかい？　向こうにとってもいい迷惑なんじゃないかな」

「このままじゃ二人が喧けん嘩か別わかれみたいになっちまうだろうが！　ゆずっちがいなけりゃ漫研の活動だって止まっちまうしよ！」

「どうしようも出来ないよ。みんな、彼女がどこに住んでるのかも知らないんだろ？　説得のしようもないし、僕らには彼女の本当の気持ちなんて分からないんだ。こんな風に話し合ったところで何の解決にもならないよ。そう、はっきり言って時間の無駄だね」

「んだと……。お前、それ本気で言ってんのか……？」

「見て分からないかい？　僕はマンガを描くのに忙しいんだ」

「伊い織おりィッ！　てめえッ！」

　丸まる山やまが激はげしく襟えり首くびを摑つかみ上あげると、伊織の手元からシャーペンが地面に転がり落ちた。

　コロコロと虚むなしい音が部室の床に響ひびく。

「もう……やめて……」

　萌もえ黄ぎの瞳ひとみからは涙が流れていた。楪ゆずり葉はへの罪悪感と、自分が原因で部員たちがぶつかり合うことへの悲しさからだった。

　すぐに丸山は伊織から手を離した。磯いそ辺べが肩を摑んで止めたのもあったし、こんなことをしても無意味だと怒りを自制したのだ。

　伊織は制服の襟元を整えながら、シャーペンを拾い上げた。

「……悪かったね。僕は面白いマンガが描きたい。それを一番に優ゆう先せんするような、そういう人間なんだよ」

「左そ右う田だくん……」

「ただ、彼女に対して、僕に出来ることもあるよ。いや、僕には、これしか出来ることはないんだ。だから僕は、それをやるまでなんだ」

「え？」

　伊織は萌黄に向かって、しっかりとペンを握り締めた拳こぶしを突き出した。




「──面白いマンガを描くことさ」




　口調は冷静だったが、その瞳には熱いものが燃え上がっていた。
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　少女は一人、自分の世界を目の前の原げん稿こうに広げていた。

『　ぬゥおおおおおおおおおおおおおおおぉォォォォォォォォッ！　』

　ギザギザの吹き出しに書かれた叫び声。その傍かたわらで黒のインクで描かれた血しぶきが原げん稿こうを染める。椿つばき流りゆう星せいの悲痛な表情が痛々しい。

　突き立てた剣がお互いを血に染めていく。

　紙面に描かれているのは、ころなに手をかけた黒幕と、流星との月面での激しい殺た陣てだった。

『　流星ェェ！　お前がァァァァ！　お前さえいなければああああァァァァッ！　』

　ぶつけ合うのは憎しみと怒りだ。

　何度も、何度も、互いの肉を引き裂く。

　殺し合う二人は、共に既すでに致命傷を負っている。それでも傷つけあうのをやめようとしない。このまま彼らの命は終わりを迎えるのだろう。

「楪ゆずり葉はお嬢じよう様さま、ただ今、よろしいでしょうか？」

　家政婦の天あま宮みやが声をかけるのを気にも留めず、楪葉は目の前の原げん稿こうにペンを走らせ続けた。

　さっきから胸が張り裂けそうになっている。

　描きながら今にも涙が出てきそうだった。

　──だって、この４年間、苦楽を共にしてきた愛する『家族』を自分の手で死なせようとしているのだから。

「学校のお友達がいらっしゃっていますよ。部活も一緒だとおっしゃっていますが」

　天宮が再び話しかけるのを無視して、高ぶる感情と共にひたすらに手を動かし続ける。

　目の前にある原稿の上では、流りゆう星せいが最さい期ごの言葉を告げようとしている。彼の人生と、その物語に終止符を打とうとしているのだ。

「左そ右う田だ伊い織おり様、と名乗っていらっしゃいましたよ」

　その一言に、一いつ旦たん、手を止める。

「いつもどおり、お帰りになってもらいましょうか？」

「……はい、お願いします。私にはお友達などいませんので」

　原稿に向かったまま答える。

　流星の瞳ひとみからハイライトが消えた。

　楪葉の頰ほおには既に涙が流れていた。
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　伊織はインターフォンからの回答を聞いてため息をついた。

　杜もり若わか邸ていは前回訪れた時と違い、当然といえば当然なのだが門は固く閉ざされ、巨大な塀へいによって侵入することなどおよそ不可能だった。

　その大きな門の向こうの庭先には、白い蝶ちようがチラついて見えた。

　伊織は、青空を仰ぎ見てどうしたものかと暫しばし考える。

　このまま帰るつもりなどさらさらないので、伊織は決意の表情でもう一度インターフォンの向こうにいる家政婦に対して口を開いた。

「分かりました。では、お嬢さんにこう伝えて下さい──」

　脇わきに抱えた大きな封筒をチラリと見てから続ける。

「──『お友達の』ではなく『漫まん画が家かの』左右田伊織が来た、と。そして『左右田伊織が、杜若王おう子じ郎ろうを倒す原稿を持ってきた』と、そう伝えて下さい」

　庭先の蝶はいつの間にかいなくなっていた。

　静かに時間が経たつ。

　ダメ元ではあったのだが、しばらく待つと門の向こうに見える玄関の扉とびらが開いた。

　伊い織おりは一いつ瞬しゆんぎょっとした。西洋風の屋敷に釣つり合あいが取れてはいるが、ここが現代日本と考えると異様な格好である。

　マンガでしか見たことがないようなロングスカートのメイドさんが現れたのだ。

　見た目の年ねん齢れいは女子大生くらいだろうか、その若くて奇き麗れいなメイドさんは、伊織の目の前にある閉ざされた門を開放した。

「家政婦の天あま宮みやと申します。左そ右う田だ伊織様、どうぞお入り下さい。お嬢じよう様さまがお待ちです」

　メイドさんは、伊織にペコリとお辞儀する。

　やはりマンガでしか見たことがない光景だった。




　今日きようでここにやってくるのは二回目だが、正規のかたちでの邸内への訪問はこれが初めてになる。伊織は、初めて訪れた日、閉じ込められた楪ゆずり葉はを救い出したあの客室に通された。ちょっと前のことだが、妙に懐なつかしさを覚えた。

　伊織が天宮に示されたソファーに座ると同時に、来室者が現れる。

　現れたのはこの屋敷の主だ。彼女は、天宮の「お茶をお持ちします」という申し出を拒きよ絶ぜつし、伊織の目の前に座る。

　そのまま天宮は、プロフェッショナル感溢あふれる丁寧なお辞儀をしてから退室していった。

「３週間ぶりだね」

　二人きりになってから、それが伊織の第一声だった。

　久しぶりに見る楪葉の顔は、どことなくやつれたように感じた。

　縁へりと脚あしには複雑な細工があしらわれた高そうなガラス張りのテーブルを間に挟んで、面と向かい二人の若き漫まん画が家かが座す。

「……私を倒す原げん稿こうを持ってきたと聞きましたが？」

　他人に関心のなさそうなどこか冷めた喋しやべり方かたは、前までと特に変わりなかった。

「ああ、そうだよ。今日はこいつを君に見てもらいに来たんだ」

　伊織は持参した大きな封筒を開き、中から原稿の厚い束をテーブルに置いた。

　楪葉はそれを手に取り、一番上の１ページ目をぺらりと拾い上げた。

「そいつは、僕の担当の美み野の里り川かわさんにも見せていないし、いわば君がこの作品の初めての読者となる。間違いなく面白いが、読み手の反応を見るのはこれが初めてというわけだ。さあ、感想を聞かせてくれ」

「もちろんです、楽しみにしていましたので。それにしても、自信満々という風ですね」

「当然だ。僕が今まで描いてきた中でも、こいつは最高傑けつ作さくだからね。今の僕が杜もり若わか王おう子じ郎ろうを超こえられる、唯一可能性のある作品だ。遠慮はいらないし、思ったことをそのまま教えて欲しい」

　伊い織おりにとっても、これほどの手ごたえは、かつて大賞を受賞した時をも超こえていた。早く感想を杜もり若わか王おう子じ郎ろうの口から聞きたくて、さっきからウズウズしている。

　そもそも、杜若王子郎から目の前で直じかに作品の感想を聞くこと自体が初めてだ。あの日のことを思い出す。中学生の時に、初めて自分の作品を評価されたあの日のことを。そんな新鮮な気持ちで一杯だった。

「タイトルは【学園戦国ミネルヴァ】だ」

「分かりました。では、見させていただきます。……あなたの『答え』を」

　１ページ目はタイトルと扉とびら絵えが描かれていて、２ページ目を手に取ると主人公のモノローグのみで構成された物語のプロローグだった。

　舞台は現代日本で、高校生が主人公の学園モノのようだ。

　転校生の美少女に主人公がいきなり刀で刺し殺されるという、なかなかに衝しよう撃げき的てきなスタートであった。

　その後、謎なぞの声に導かれ仮かり初そめの命を与えられた主人公は、本当の自分の命を取り戻すために学園内で繰くり広ひろげられる戦乱へ身を投じるという流れである。

　杜若王子郎は、一枚、一枚、丁寧な手つきでその作品をめくっていく。そうやってかなり時間をかけて、嚙かみしめるようにじっくりと読み進めていった。

「……………………」

　伊織は固かた唾ずを吞みながら往ゆく末すえを見守った。

「……………………」

　原げん稿こう全すべてに目を通し終えると、彼女はその目を閉じた。

　最終ページをそっとテーブルの上に戻し、そのまま目を閉じ続けている。その様子は、ご馳ち走そうを平らげたかのごとく、じっくりと読後の感覚を味わっているようであった。

「……なるほど……ですね」

　瞳ひとみが開かれ、まつげが上を向く。

　楪ゆずり葉はは、伊織を見つめながら、ニッコリと飛びっきり嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。こういう純粋な笑顔を伊織に向けて見せるのは、あの通学路の時を数えて二回目、いや、あれよりも数段上の、とても可愛かわいらしい笑顔だった。

　続けて杜若王子郎は、はっきりとこう言い切った。

「面白かったです」

　──『面白かった』。

　その言葉は伊織にとっても、ほとんどの漫まん画が家かにとっても、最大の賛辞だ。この時点で伊織は己おのれの勝利を確信した。

「【スタプリ】の第１話には劣りますが、回を重ねれば【スタプリ】を超える、そんな可能性を持った第１話と言わざるを得ません。この【学園戦国ミネルヴァ】は正しよう真しん正しよう銘めい、面白い長編原げん稿こうです」

　以前に彼女は、『ライン』に載のった伊い織おりの短編は面白いと語っていたが、長編が面白いと評価してくれたのは今が初めてのことだ。

　伊織は心の中でガッツポーズを作った。

　楪ゆずり葉はは確かめるように、再び最初から【学園戦国ミネルヴァ】の原稿を読み返し始める。

「そう、ただ面白いだけじゃないんです。このマンガは、未来にどう動くのか期待に溢あふれているのです。あなたが今まで描いてきた短編は、それ一本で完結し、読者からしたら──、いいえ、作者であるあなたからしても、キャラクターたちのその後なんてどうでもいいものでした。だから所しよ詮せん、短編だったのです。ですが、この作品に関しては物語の続きが読みたくて仕方がない。キャラクターたちの人生をもっと見たいと思える。だから素晴らしい長編なのです」

　楪葉は、小さな子どもがずっと欲しがっていたおもちゃを買い与えてもらった直後のように、何度も伊織の原稿を読み返し続けている。そうやって、この場面のこの台詞せりふが良いとか、キャラクターのこの表情が良いとか、ひとつ、ひとつ、楽しそうに夢中で話し続ける。

「……伊織くん。どうやら、何か摑つかんだようですね」

　原稿の束を奇き麗れいに揃そろえ、楪葉は生き生きした声色で伊織に問いかけた。

「ああ、僕は気づいたんだ。僕はただ純粋に面白いマンガが描きたかったんだよ」

「というと？」

「僕にとって『杜もり若わか王おう子じ郎ろうを超こえること』は目標だが、目的はあくまで『最高に面白いマンガを創つくること』だったんだ。僕がやりたいのは日本一の漫まん画が家かになることではなく、日本一と呼ばれるような面白いマンガをこの手で生み出すことなんだ。そこに敵だとか、ライバルとか、そういう拘こだわりは必要なかったんだ。優ゆう先せんすべきは君を倒すことじゃない、大切なのは誰だれよりも面白いマンガを描こうとする意志だったのさ」

　伊織のその表情は、あらゆるしがらみから自由になったかのような爽さわやかなものだった。

　実のところ、この屋敷で杜若王子郎と初めて対面し、その正体を知った時、伊織の中では、とある激はげしいブレが起こっていた。口ではどんな人物であろうと関係ないと言い切ったが、内心では日本を代表するレベルの漫画家が、自分と同い年という事実に言い知れないコンプレックスを抱いてしまっていたのだ。

　あの日から、伊織は同い年の少女を倒すことにばかり意い識しきが偏かたよっていた。あの日を境に、伊織はスランプに陥おちいった。

　それから描いた作品は全すべて、杜若王子郎を打ち負かすことばかり考えて仕上げたものだった。杜若王子郎を超えるための、ただの『道具』の一つに過ぎない。そこが根本的におかしい部分であった。

　それだけじゃない。

　その気持ちは強くなったというだけで、以前からも抱いていたものだった。

『──あなたは無感情でマンガを描いているのですか──』

　あの楪ゆずり葉はの言葉に対して、伊い織おりは何も答えなかった。肯こう定ていも否ひ定ていもすることが出来なかった。

　無感情ではなかった。

　ただしあったのは、自分のマンガで杜もり若わか王おう子じ郎ろうを認めさせたい、ただその一点だけだった。

　伊織はこの１年、『ライン』で連れん載さいをすることと、杜若王子郎を倒すことを優ゆう先せんして行動してきた。そこには、このマンガで誰だれかを喜ばせたいとか、楽しませたいとか、そんな気持ちはこれっぽちも持っていなかったのだ。

「僕は理屈でマンガを造り上げていた。面白いとされるセオリーを、パズルのように組み合わせていた。どうやったら杜若王子郎の【スタプリ】を超こえられるような物語になるかだけを考えながらね。だから描きながら、僕は心の底から面白いとは思えていなかった。この１年、描いてきた全すべてがだ。連載を勝ち取ることと、杜若王子郎を超えることに拘こだわるがあまり、大事なことが疎おろそかになっていたんだ。僕は『面白いマンガ』ではなく『面白いはずのマンガ』を描いていたんだ」

　伊織は父や編集長から連載を認めてもらうために、数を描くことと、効率にばかり意い識しきが囚とらわれていた。作品のネームを頭だけで切り、それを原げん稿こうに転写することを繰くり返かえしてきた。

　そこに『感情』はなかった。そして、自分がそれを読んで『面白い』という『感情』を見出していなかった。

　だから、伊織のマンガのキャラクターたちには『感情』が宿ることがなかった。楪葉の言うように、伊織のマンガには決められた道を歩くだけのピエロしかいなかった。

「長編原稿に必要不可欠なのは、自分も好きでしょうがないようなマンガを描くことだったんだ。自分自身が続きを描きたくて仕方がないような、ね。それが僕の導き出した『答え』だ」

　自分が面白いと思ってないもので、人を感動させられるはずない。

　誰かの感情を揺り動かすには、誰よりもまず自分が感情を揺さぶられなければ話にならないではないか。

　それこそが最高の『リアリティ』ではないか。

　他人がそれを追体験するからこそ『レアリティ』なのではないか。

　杜若王子郎が真に言いたかったのは、それだったのではないか。

「そうですね。もちろんプロとして描く以上、売れるためのマンガを描く努力は必要です。多少なり不本意だとしても、時流や流行を取り入れたり、編集や読者に媚こびを売るようなことも必要です。そうやって、他の漫まん画が家かよりも人気が出るような工夫をし続けなければならない。それはいけないことではないし、むしろ必須だし大切なことでしょう。ですが第一に、自分が描いていて面白いと思えないのなら、それはやっぱり面白くないマンガなんですよ」

　同意を込めた、大きな頷うなずきを伊織は見せた。彼の辿たどり着ついた答えはまさしくそれだった。

「このマンガにはあなたの感情が乗っている。あなたは心の底からこれを面白いと思って描いている。だから、キャラクターも感情を持って動いている。あなたは自みずからこのマンガのタイトルを私に言いましたよね。ついこの間までの伊い織おりくんなら、自分のマンガのタイトルを言うこともありませんでした。『ライン』に載のった作品も『僕の作品』とかそんな風にしか呼ぶことがなかった。大賞を受賞したあの【サウザウンド・レッド】ですらね。要は、マンガが自分の力を誇示する手段となっていた。だけど今はそうじゃない。あなたはこのマンガを心から愛しているのです」

　伊織は楪ゆずり葉はの方に手を伸ばし、揃そろえられた【学園戦国ミネルヴァ】の一番上の原げん稿こうを拾い上げた。最初の数ページをめくり眺めているだけでも、物語の全容を思い出して高ぶってくる。我ながら本当に良い作品だと改めて思った。このマンガが好きで堪たまらないのだ。

「このマンガなら編集長さんも認めてくれますよ。これを見せれば、間違いなくあなたは連れん載さいを認めてもらえるでしょう。おめでとうございます。これからが楽しみですよ。いずれあなたになら【スタプリ】を超こえられます。きっとそう遠くないうちに」

　それはつまり、杜もり若わか王おう子じ郎ろうが認めたということだ。左そ右う田だ伊織のマンガと、左右田伊織という漫まん画が家かを。

「……ありがとう」

　この瞬しゆん間かんを、伊織は中学生の時から夢みていた。高校生でプロデビューしてからの今までもずっとだ。初めてのあの投稿の時には杜若王子郎を認めさせられなかったが、あの日立てた誓いをここについに成なし遂とげたのだ。

　左右田伊織という少年は、漫画家になるという夢の先の、さらなる夢を叶かなえたのである。

　そんな伊織の満ち足りた顔を見ながら、楪葉も嬉うれしそうに頷うなずく。彼女も伊織の成長を待ち望んでいたし、心から祝福していた。




　──そして楪葉は、彼に対して自分に出来ることの全すべてを終えたと確信した。




「ん？　どうした？」

　一変して、楪葉の表情が暗いものに変わったので、伊織は不思議がった。

　あの通学路でも、彼女は突然こんな風になった。柔らかくて女の子らしい表情だったのが、いつもの硬い、他ひ人とを拒絶するような雰ふん囲い気きへと戻ってしまっている。

「いえ、残念だなあと思いまして。【スタプリ】とこの作品、【学園戦国ミネルヴァ】とが戦うことはないのですから」

「……何？」

　伊織の表情に動揺が走る。楪葉の声色には冷たい毒々しさが込められていた。

「もう間もなく【スタプリ】の最終回が完成します」

　続けて、思ってもみなかった言葉が飛び出してきたので、伊織は堪たまらずテーブルに身を乗り出した。

「おい、待てよ……。それは、どういうことだ」

「そのままの意味ですが？　後４週で【スタプリ】は終わるのです。つまり今からあなたがこの作品を編集部に持ち込んだとしても、たとえすぐに連れん載さいを許可されたとしても、同誌で掲載されることが日程上ありえないというわけです。だから戦えないなあ、と」

「そいつはおかしいぞ。君、前に僕が尋たずねた時には、いくら早くても【スタプリ】が終わるのは冬になると言っていたじゃないか」

「今のあなたなら理解出来ると思いますが、マンガは生き物なので作者の意向と外れる場合もあるのです。予想外に大幅に早まっただけのことですよ」

「…………」

　最初は混乱しかけたが、彼女の言葉の意味を理解した伊い織おりはすぐに落ち着きを取り戻し、ため息混じりに肩をすくめた。

「……ああ、なるほど、そういうことか。逃げるわけだな」

「逃げる？　何を言っているのですか？　前にも言いましたが、私は別に負けるのは嫌ではありません。面白いマンガが読めればそれで良いのです。勘違いしないで下さい。あなたとの戦いから逃げようなんて考えはありませんよ。【スタプリ】のストーリーがそういう道を辿たどっただけのことです。キャラクターたちが勝手にそういう動きをしただけです」

　楪ゆずり葉ははあくまで無表情に淡々と喋しやべる。

　彼女の考えが読めている伊織は、やれやれと言わんばかりに肩をすくめたまま首を横に振った。

「いいや、逃げる気だね。知っているぞ。君、部活だけでなく、学校も辞めるつもりらしいじゃないか」

　それを聞くと楪葉は、僅わずかながら眉み間けんにしわを寄せ表情を崩くずした。退部届けは置いていったが、退学の件は伊織も漫まん研けんの誰だれも知るはずがないからだ。

「『どうしてあなたがそれを』って顔をしているね。教えてあげようか。霧生きりゆうさんが調べたんだよ」

「……部長さんが？」

　忘れようとしていた萌もえ黄ぎのキラキラした笑顔を思い出してしまい、楪葉は気まずそうに伊織から目を逸そらした。

「霧生さんは君をずっと心配しているんだ。一方的に退部届けを渡され、君との連絡も全まつたくつかないもんだからね。彼女、しょうがないんで君に会うために学校に住所を聞き出したんだよ。相変わらずの行動力って感じだよ。しかし、実際に行ってみたらそこはこの屋敷ではなく、君の伯お母ばさんの家だったようだ。伯母さんも君の正体を隠す一役を担になっていたんだね。だから頑として居所は教えてくれなかったんだ。ただ、君が学校を辞めようとしていることは、霧生さんに教えてくれたんだよ」

　そう自分に伝えてきた時の萌もえ黄ぎの暗い表情が、伊い織おりの頭によぎる。ここずっとクラスでも、漫まん研けんでの活動中も、萌黄の笑顔は以前よりもはっきりと減ってしまっていた。霧生きりゆう萌黄にとって、杜もり若わか楪ゆずり葉ははそれほどに大事な存在になっていたのだ。

「部長さんに頼まれて私を連れ戻しに来たのですか？」

　伊織はゆっくりと首を横に振る。

「いや、杜若王おう子じ郎ろうの正体は機密だからここのことは言っていないし、僕が君の居所を知っていることも言っていない。そこは安心してくれ。君の正体は誰だれにも言わないって約束もしたしね。誰かに頼まれたわけでもないし、あくまで僕の意思でやってきたんだ。君にこの完成させた原げん稿こうを読んでもらうためにね。で、やっぱり学校を辞めるってのは本当なんだな？」

「ええ、おっしゃるとおり、学校は退学させてもらうつもりです。義務教育ってわけでもないし、高校を出なくても私には漫まん画が家かというお仕事があるのですから、別に問題ないでしょう」

「いいや、問題はどうして急に辞めようとしているかってことだよ。今までだって辞めようと思えばいつでも辞められたはずなのに、急にこのタイミングだ」

「どうでもいいでしょ」

「霧生さんが原因なんだろ？　聞いたぞ。君の父親は子どもを庇かばって車にはねられて亡くなったそうだが、その助けた子どもというのが霧生さんかもしれないんだそうだな」

「…………」

「時期が一致するだけで確証は何もないが、霧生さんは自分のせいで君の父親が亡くなったかもしれないんだと言っていた。それを知って君は部活を辞めてしまったんだね」

　一いつ瞬しゆん、楪葉の表情が険けわしくなったが、元の無表情に戻る。

「知ってしまったのなら隠しても仕方ないですね。ええ、そのとおりですよ。ただの可能性とはいえ、父の命を奪ったかもしれない人と一緒にいたくなんてありませんからね」

「それは噓うそだね」

「……どうしてですか」

「君は霧生さんのために学校を退学しようとしているね。大事な友達を守るために」

「訳が分かりません。何でそうなるんですか」

「霧生さんと会いたくないだけなら、部活を辞めるだけで済む話じゃないか。君は霧生さんを助けるために退学までしようっていうんだろ？」

「言っている意味が分かりませんね」

　あくまでとぼけようとする楪葉に対して、畳たたみ掛かけるように伊織は話を続ける。

「ここで再会したあの日、君は僕に言っていたよね。自分と接触してしまったり、深く関係を持ってしまったりしたら、簡かん単たんにマンガみたいな出来事に巻き込まれてしまうって。君はまた『マンガの神様』が原因だと思っているんだ。『マンガの神様』のせいで霧生さんは自分の物語に巻き込まれたんだって。だから部を辞めて、学校も辞めて、今後、霧生きりゆうさんと完全に関わらないようにしようとしているんだろ。もう二度と『マンガの神様』に霧生さんを巻き込まないために」

　二人の視線が絡からみ合あう。

　楪ゆずり葉はの頭の中では、３週間前の記憶が蘇よみがえっていた。
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　──私の目の前にいるこの子が、父の命を犠ぎ牲せいにして助かった少女かもしれない……。

　萌もえ黄ぎからの耳を塞ふさぎたくなるような独白が終わった後、漫まん研けんの部室内では萌黄のすすり泣く音が聞こえるだけだった。

　楪葉は、俯うつむいたままの萌黄を、黙ってジッと見つめ続けた。聞かされた直後は、さすがに楪葉もかなり動揺したが、今はもう平静だったし、そうやって萌黄が落ち着くのを待ち続けている。

　しばらくしてようやく萌黄の泣き声が収まると、楪葉は出来る限りの優やさしい声をかけた。

「あの、部長さん。私の話、聞いてくれますか？」

　萌黄は、目元を拭ぬぐいながら顔を上げる。萌黄は涙で赤くなってしまっている眼めで楪葉のことを見ながら、彼女の言葉を待ち受けた。

「もしも、もしもですよ。もしも、あなたを庇かばって父が亡くなっていたのだとしても、私はあなたを恨うらんだりなんかしませんよ」

「……どうして？」

「あなたは巻き込まれただけなのですから。たまたま車にはねられそうになって、たまたま父に助けられた、それだけですから」

「ゆずちゃんは……、そんな風に、割り切れるの……？」

「ええ。割り切らなきゃ何も出来ませんからね」

　過去、楪葉自身、何度も巻き込まれてきた。その度たびに、仕方がないものだと割り切ってきた。

　萌黄も父も、ただ巻き込まれただけなんだ。『マンガの神様』のせいで誰だれも望まない不幸なドラマを演じさせられたのだ。そう、父をはねてしまった車の運転手だって被害者だ。

　自分は彼らを恨む資格なんてないんだ。彼らだって自分が持つ運命に巻き込まれた被害者なのだ。

　──むしろ、加害者はこの私なのだ。

「それに、あなたがその助けられた子どもだと決まったわけじゃありませんからね。というか、そんな偶然まずありませんから。心配しないで下さいよ」

　そう言って作り笑いを浮かべるが、楪葉には嫌というほど分かっていた。間違いなく目の前の萌黄こそが父に命を救われた子どもなのだ。わざわざ裏を取らなくても分かる。『マンガの神様』とはそういうものなのだ。何が何でも楪ゆずり葉はをマンガのような世界に誘いざなってくる。

　一見穏おだやかな表情の楪葉に対して、萌もえ黄ぎは不安げな眼まな差ざしを向けた。

「ねえ、ゆずちゃん……。それじゃあ、まだ私の友達でいてくれるかな？　これからも変わらず、私と楽しくマンガの話とかしてくれるかな？　これからも漫まん研けんのみんなと一緒にマンガを描いてくれるかな？」

　しかし、楪葉は口ごもってしまった。

「当たり前じゃないですか」と口にして言うのは簡かん単たんだった。だけど、それを言う勇気が湧わいてこない。かつて同じように不幸に落としてしまった友人らの顔がさっきから頭をよぎるのだ。

　また自分と一緒にいれば、萌黄を『マンガの神様』に巻き込んでしまう。だから父が死んだあの日から今までずっと、友達や親しい人を作らないようにしてきたというのに。ちょっと楽しく会話をしたからって、ちょっと必要にされたからって、何てひどいことをしてしまったのだろう。どうして今度こそは大丈夫、などという甘いを考えを持ってしまったのだろう。

　罪悪感が楪葉の心を蝕むしばんでいく。

「ゆずちゃん……？」

　そんな楪葉の苦しみなど知るはずもない萌黄は、なかなか返事がないことだけが心配で胸が一杯になっていった。

「ゆずちゃん、どうしたの？」

「部長さん……。私は──」

「おーい、あんたらー、早く帰りなさいよー」

　急に部室のドアが開き、ジャージ姿のみもりが顔を覗のぞき込こませてきた。どうやらみもりは、まもなく生徒の完全下校時刻なので見回りをしにきたようだ。

　そのまま空気も読まずに、さっさと帰れと二人に向かってまくし立てる。

　萌黄は慌あわててハンカチで目元を拭ぬぐい、心配させないようにいつもの笑顔でみもりの方に振り向いた。

「あ！　す、すみません！　もう帰りますので！」

　気まずいムードのまま二人は戸と締じまりをして、みもりと共に部室を出た。

　学校の門をくぐるまでも、みもりを間に挟んでマンガの進行状況を報告しながらだったので、その後、楪葉と萌黄が二人で会話をすることはなかった。

　だからこの日、萌黄は、楪葉の答えを聞くことは出来なかった。

『これからも友達でいる』

　萌黄の心は、楪葉からのそのたった一言があれば救われていたはずだった。




　──だがこの10日後、それを否ひ定ていするように、楪葉の退部届けが部室にそっと置かれることになる。
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　伊い織おりは楪ゆずり葉はの瞳ひとみを覗のぞき続つづける。

　きちんとした答えを聞くまでは、この真まっ直すぐな視線を外してはくれそうになかったので、楪葉は観かん念ねんしたようなため息をついた。

「……ええ、そうですね。伊織くんの推理どおりです。部長さんは私と父の『マンガの神様』に巻き込まれてしまいました。車に轢ひかれそうになって、誰だれかに助けてもらうというマンガのような経験を味わってしまったのです」

「悲ひ惨さんな事故だね」

「確かにそれは未然に防ぎようのない『事故』としか言いようがないでしょう。ですが、私が漫まん研けんに入部さえしていなければ、部長さんはそんな嫌な経験を思い出さずに済んだし、自分のことを恨うらんでいる人間が身近にいるなんていう、最悪な経験をするハメにもならなかったんです。つまり、私の軽率な行動のせいで彼女は不幸になってしまったんです。私が漫研に入らず、彼女と距離を置いてさえいれば何も起きずに済んだ。今回はまだいいですよ。もしも、これからも私と一緒にいれば、『マンガの神様』の影えい響きようでこれ以上にもっと嫌な思いをするかもしれませんよ。五い十そ山やま田ださんのように、誰かに刺されるかもしれないし、そうなればケガだけでは済まず、命だって落とすかもしれない。だからそうならないように、これは彼女を救うための緊きん急きゆう処しよ置ちなんです。私は、私のせいでこれ以上誰かを不幸にしたくはありません」

　楪葉が伏目がちにそこまで言うと、伊織は制止するようにして楪葉に向かって手の平を突き出した。

「勘違いしているようだから断っておくが、別に霧生きりゆうさんは君のせいで不幸になんかなっていないぞ。君、彼女が日本に帰ってきた理由は知っているかい？」

「……日本のマンガのため、では？」

「それもあるが、もうひとつ。自分を車から庇かばってくれた人のことを調べるためだ。命の恩人が誰なのかを確かめるためにね。そして、その人の家族に会って、出来うる限りのことをしようとしていたんだ。恨み言だって言われる覚悟だった。だから、君のせいで暗い過去を思い出したわけじゃない。彼女は最初から、その過去に立ち向かうために日本に帰ってきていたんだよ」

　そうなると、本当に楪葉の父親が萌もえ黄ぎの命の恩人だったとしても、いずれ萌黄の方から楪葉に近づいていたことになるわけだ。楪葉は、萌黄からそこまでは聞いていなかったし、当然知らない事実だったので驚おどろいた。

「彼女は君のせいで不幸になってなんかないし、むしろ逆なんだよ。君がこのままいなくなったら、霧生さんは確実に不幸になる。君が善意で彼女の元から離れたとしても、彼女は自分のせいで君がいなくなったとこれからも思い続けるだろう。そう、父親を奪ったヤツと一緒にいられないから君が学校を辞めたのだと思い続ける。そうなれば、余計に君から父親を奪ったという悔かい恨こんの念にかられることだろうね。本当に彼女のことを想おもうなら、君は彼女の側に居続けなければいけないんだ。これからも気にせず友達であり続けなければいけないんだ。君がいなくなった時点で、初めて霧生きりゆうさんは不幸になるんだよ」

　伊い織おりは、萌もえ黄ぎの悲嘆に暮れる表情を思い出して、さっきから胸がムカムカしていた。ここずっと、暗い彼女を見て調子が狂うのもあったし、明るい彼女に戻すことの出来ない自分の無力さに対する歯がゆさがあった。

（彼女の笑顔を取り戻せるのは僕じゃない……）

　悔しいが、今の萌黄を救えるのは、目の前のこの少女だけなのだ。

「……そして、それだけじゃない。今この場で知ったが、どうやら君は【スタプリ】をさっさと終わらせて、僕からも距離を置こうとしているようだね。『ライン』で連れん載さいをしている限りは、僕と接点を持ち続けることになるからね。君は、僕をこれ以上『マンガの神様』に巻き込まないために【スタプリ】を終わらせようとしているんだ」

　そこまで言うと、伊織の顔が強こわ張ばる。

　動揺のためか、また少し楪ゆずり葉はの眉まゆがピクッと動いた。

「つまりだ、君は僕との戦いから逃げようとしているんじゃない。自分の運命から逃げようとしているんだね」

　伊織は、傍はたから見ても分かるくらい力強く拳こぶしを握り締めている。




「そんなの……許さないぞ……ッ！」




　そして、冷静だった語調が荒々しいものへと変へん貌ぼうする。

「ふざけるんじゃあないッ！　何が勝手にキャラクターが動いただッ！　君が自分の都合でストーリーを動かしたんじゃないか！　僕に偉そうなことを言っておいてこれかよ!?　しかも、マンガを面白くするためにやったことじゃない！　そんなくだらないことのために【スタプリ】を終わらせるなんて自分勝手過ぎる！　多くの読者を裏切ることになるぞ！　それこそ多くの人間を不幸にすることになるじゃないか！　最後まできちんと描ききれよ！　それが逃げてるっていうんだよッ！」

　伊織は積もり積もった感情を一気に爆ばく発はつさせた。

　初恋の人であり大事な友人が傷ついたことに対する苛いら立だち。それに関しては事故もあったし、どうしようもなかったかもしれない。しかし【スタプリ】を無理やり終わらせるというその行動は意図的なものであり、伊織にとって自分が大好きなマンガを侮ぶ辱じよくされたのも同様だった。

　だから伊織はこんなにも怒りを爆発させたのだ。

　ところがそれをあざ笑うかのように、パチパチと乾いた拍手が室内に響ひびく。

「凄すごいですね、伊い織おりくん。それも全部当たっていますよ。あなたの推理、全部的中しています。そうです、私は『マンガの神様』から伊織くんたちを守るために、みなさんの前から完全に消えようとしています」

　伊織の激はげしい怒号を聞いても、楪ゆずり葉はは大して動じていない様子だった。

「それにしても、その熱い台詞せりふ回し、まるでマンガの主人公じゃないですか。でもね、主人公っぽい言葉で私を説得しても無駄ですよ。確かに【スタプリ】を終わらせるのは、私にとっても不本意ですが、それしかみなさんを助ける方法がないんですよ。ここから引っ越す準備だって出来ています。あなたの知らない遠くの地に移り住むのです。そうすればこうやって付きまとわれなくて済むし、二度とあなたと会うこともなくなるでしょう。あなたは私の物語から消えてなくなるのです。伊織くんも、部長さんも、漫まん研けんのみなさんも、『マンガの神様』から解放されます。良かったですね」

「ざっ……けんなよ……ッ！」

　伊織は目の前のテーブルを叩たたいた。そのまま勢いよくソファーから立ち上がり、楪葉を見下ろしながら叫ぶ。

「僕は主人公じゃない！　君もヒロインなんかじゃない！　これは現実だ！　物語なんかじゃない！　『マンガの神様』なんて存在しないんだ！　いい加減まずはそれを認めろ！」

「いい加減認めるのはそっちですよ。あなたは知らないんです。私がちょっと銀行に立ち寄れば、銀行強盗がやってくる。私が温泉宿に泊まろうものなら、密室殺人事件が起こる。幼稚園の頃ころ、私の乗る幼稚園バスがテロリストに乗っ取られたこともありました。小学生の時、遊園地で爆ばく弾だん事件に巻き込まれ、赤いコードを切るか、青いコードを切るか、運命の選択を迫られたこともありました。どう思います？　こんなことが普通あり得ますか？」

「ああ、あり得るね！　前にも言ったろ、起こりえることが起こったに過ぎないと。天文学的数字の確率だろうと、あり得ることじゃないか！　何も、地球外生命体が襲しゆう来らいしてきたわけじゃないし、異世界から魔ま法ほう少しよう女じよがやってきたわけでもない。常じよう識しきの範囲内のことが起こっているだけじゃないか！」

「……だとしても、どう考えても頻ひん繁ぱんに起こり過ぎているでしょ。私自身におかしな体質がなければこんなのあり得ない。間違いなく私には『マンガの神様』が憑ついているんです。そうじゃなきゃ説明がつかない」

　楪葉は、上目遣いの冷たい視線で伊織を見つめている。

　伊織は思った。彼女はある意味『マンガの神様』に心酔してしまっている。自分の言葉なんかでは、ちょっとやそっとではその考えを変えないのだろう。

「…………………………」

　すっかり血が上りきった頭を冷やすために一息挟んでから伊織はソファーに尻しりをついた。

　そうしてから伊織は、楪葉に対してもう一度口を開いた。

「……分かった。なら、はっきり言わせてもらおうか。君はマンガのような超能力者なんかじゃ断じてないぞ。ましてや特別な存在なんかじゃないんだ。ただの病気だよ。有り触れた、ただの、ね」

「……病気？」

「病名を教えてやろうか？　『中ちゆう二に病びよう』だよ。現実がマンガとか、自分は選ばれた人間だとか、バカな勘違いをしている痛い病気だ」

　今度は楪ゆずり葉はがテーブルを叩たたいた。

「……違う……」

　彼女は、伊い織おりのその言葉に対しては、はっきりとした動揺を見せたのだ。

「君のお父さんが亡くなったのは現実だ。君はその原因が自分だと悲劇のヒロインぶっているのかもしれない。そして、僕や霧生きりゆうさんを、お父さんと同じような目に遭あわせないために、自じ己こ犠ぎ牲せいのカッコイイ主人公になろうとしているのかもしれない。だが、君はそんな強い人間じゃないぞ。辛つらいことの痛みを和やわらげるために、『マンガの神様』とかいう空想の産物を生み出し、現実から目を背そむけたいだけの、ただの弱い人間なんだ」

　もう一度、今度はさらに激はげしくテーブルが叩かれる。

　楪葉は伊織を鋭く睨にらみつけた。

「そんなことない……。現実だと受け入れています……。分かったような口を利かないで下さい……ッ！」

「だったら逃げるなよ。霧生さんは過去から逃げなかった。同じように君も辛い過去に向き合えよ」

「私が近くにいたらみんな不幸になる！　だからしょうがないんですよ！　全部マンガだったらどれほど良いでしょうね！　現実の人間が誰だれも傷つかないなら笑って済みますよ？　でもね、全部現実に起こってしまっているんです。巻き込まれた人たちに私はどう謝しや罪ざいすればいいんですか？　説明してもそんなの誰も信じてくれない……。だから謝あやまっても許しを得られないんです！　だったら巻き込まないように努めるしかないでしょ！　私がいなくなるしかないじゃないですかッ！」

　涙声だった。

　もはや楪葉の表情も、平静を装うことが全まつたく出来なくなっていた。
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　これほどこの子が取り乱すのは、初めて学校の廊下で伊織と出会った時と、五い十そ山やま田だが刺された時くらいなものだ。どちらも『マンガの神様』に他人を巻き込んでしまったことへの激しい動揺のためだった。

　同い年であり同じ漫まん画が家かの伊織になら『マンガの神様』の存在を理解してもらえるかもしれない、そんな淡い期待が彼女にはあったのかもしれない。だから伊織との対談の仕事を請うけたのだろう。だから伊織にだけは自分が杜もり若わか王おう子じ郎ろうであることを告げたのだろう。

　伊い織おりは今にしてそう感じ取っていた。

「……じゃあ、君は、何で漫まん研けんに入ったりしたんだ？　みんなを『マンガの神様』に巻き込むかもしれないっていうのに」

「…………」

「皆と仲良くしたかったんじゃないのか？　みんなと楽しくマンガを描きたかったんじゃないのか？　そのために運命に抗あらがおうとしたんじゃないのか？　それを諦あきらめてしまうのか？」

「……違いますよ。伊織くんのためです。あなたが面白いマンガを描けるようにアドバイスしてあげるためにですよ。面と向かって言っても、きっとあなたは私の話を聞かないと思いまして。だから、漫研の中でそれとなく助言をしてあげようと思ったんです」

　楪ゆずり葉はは、深呼吸を幾いく度どか挟むことで、落ち着きを取り戻していた。

「私は面白いマンガのために、漫研のみなさんを利用してやろうと思ったんです。あなたが描く面白いマンガを読むためになら、多少なり犠ぎ牲せいがあってもいいと思いました。そう、『マンガの神様』に巻き込もうが関係ないとね。ですが、後々になって罪悪感が勝ってしまったわけです。部長さんと仲良くなればなるほど、この人を傷つけたくないと思うようになっていった」

　漫研立ち上げから、楪葉がいた数週間のことを思い出す。仲なか睦むつまじく楪葉と萌もえ黄ぎが喋しやべっていたのが昨日きのうのことのようだ。伊織が軽く嫉しつ妬としてしまうくらいに、二人はマンガの話で大いに盛り上がっていたものだ。

　大切な友達だからこそ近くにいたい。

　大切な友達だからこそ傷つけたくないから距離を置いていたい。

　そんな矛盾した感情で、目の前の少女は苦しんでいるのだ。

　伊い織おりはここにきてようやく彼女の本音と、『杜もり若わか楪ゆずり葉は』という少女のことを垣かい間ま見れた気がした。

「それに、もう望みは叶かないましたしね。あなたは立派に一人でやり遂とげた。こんなに素晴らしい長編作品を私がいなくても一人で描き上げたんです。私の言葉がきっかけかもしれませんが、道を切り開いたのはあなたです。この【学園戦国ミネルヴァ】なら編集長さんも絶対に連れん載さいを認めてくれます。だから、いくらあなたと離れ離れになっても、これからは『ライン』を読みさえすれば、いつでもあなたの面白い作品を読むことが出来る。望みどおり、あなたが描く面白いマンガを読み続けられるわけです」

　達たつ観かんしたような、そんな表情と喋しやべり方かただった。どこかに諦あきらめと、自分自身に無理に言い聞かせているように伊織には見えたし、そう聞こえた。

「もう私からあなたに教えられることなんてありません。だから、あなたの側にいる必要がないし、もう私が漫研あそこにいる必要はどこにもないのですよ」

「…………」

　伊織は、突然ソファーに座ったままダランと頭を垂らした。

「……いいや、違うね。そういうことなら、ますます君はこれからも漫まん研けんにいなくちゃあいけないよ」

　顔を地面に向けたまま「ククク」と笑い声を上げる。

　伊織のその不ふ穏おんな姿を見て、何事かと楪葉は困惑した。

「分からないかなあ。このまま僕から離れれば、僕の描く面白いマンガを読むという君の望みは叶わなくなってしまうじゃないか」

　顔を上げ、伊織は、ニヤリと笑う。

「だって、この作品じゃあ『ライン』で連載なんて出来ないからね」

　伊織はそう言って身を乗り出し、テーブル中央に置かれたままの【学園戦国ミネルヴァ】の原げん稿こうに手の平を乗せた。

　楪葉は目を細め、伊織に向かって不愉快そうな声を出した。

「つまり私の眼めが信じられないと？　この杜若王おう子じ郎ろうの評価が信用出来ないというのですか？　あなた自身も、これが最高傑けつ作さくだと言っていたではないですか」

「いいや、君の評価は間違いないだろうし、僕自身、こいつは最高傑作だと思う。でも、いくら面白かろうが無理なんだよ」

「どうして？」

「これを描いたのは僕じゃないんだ」

　楪ゆずり葉はの驚おどろいたその表情は「理解不能」だということを雄弁に物語っている。

　対して伊い織おりはというと「してやったり」といった表情をしていた。初めて杜もり若わか王おう子じ郎ろうを出し抜いてやった気分だった。

「これを描いたのは『僕たち』なんだよ」

「……どういうこと……です？」

　そう言われても、やはり楪葉には理解が出来なかった。

「気づかなかったのかい？　このマンガはね、漫まん研けんのみんなで描いたものなんだよ。君が部に戻ってきたくなるような、最高に面白いマンガを描こうって相談してね。ストーリーはみんなで話し合って決めた。絵は僕がメインで描いた。だが、ここにペンを入れたのは磯いそ辺べだ。このベタを塗ぬったのは丸まる山やまだ。そして、このトーンを貼はったのは霧生きりゆうさんだ」

　伊織は、原げん稿こうをめくりながらそれぞれを指で示していく。言われれば多少粗あらくも見えなくはないが、プロが描く原稿と遜そん色しよくがないし、いくら杜若王子郎でも気づけるわけがなかった。

「【学園戦国ミネルヴァ】は漫まん画が家か・左そ右う田だ伊織の作品ではなく、漫研みんなの作品だ。だから『ライン』に持ち込むことは出来ないんだよ」

　この３週間のことを、伊織はしみじみと回想した。

　毎日部室に集まり、ああでもない、こうでもないとマンガのストーリーを話し合った。クラスでの授業の合間も、昼休みも、その話で持ちきりだった。家に帰っても、思いついたことがあればスマホでやりとりし合った。

　初めての作画作業には戸惑いつつも、伊織の指導の下、部員たちはきっちりとそれぞれの分担をやりきってくれた。幾いく度どとなく失敗や、描き直しもあったが、より良いものを作るために皆、時間と労力を惜しまなかった。

　そうやって完成していたのは、伊織の予想を遥はるかに超こえるものであった。

「こいつは君の伯お母ばさんを通して渡す予定だったが、みんなには内緒で僕がこうして直接見せにやってきたってわけだ。君のためにみんなそれはそれは一いつ生しよう懸けん命めいだったよ。そして皮肉なことに、この【学園戦国ミネルヴァ】が、僕が今まで描いてきた中で最高のものになってしまったわけだ」

「……いいんですか、そんなことして」

「『ライン』での連れん載さいのことかい？　それとこれとは別さ。もちろんプロの漫画家として、いずれ自分ひとりで連載用の作品も描き上げるつもりだし、もしも部活でマンガを描いた程度のことでこの天才を切り捨てるというのなら、こっちから喜んで別の雑誌に行ってやるよ。もはや、どこで作品を載のせるかなんて拘こだわりもなくなったしね。言ったはずだよ。僕は最高に面白いマンガを描きたい。誰だれかに勝つために描くのはやめたんだ。そして、改めて誓ったんだよ。面白いマンガを描くためなら何だってするってね」

　面白いマンガを描くためなら、誰かを利用する。だったら、面白いマンガを描くために、誰かと協力し合ったっていいじゃないか。その相手が友人だろうと、高校生だろうと、ド素人しろうとだろうと、関係ない。プロとしてのプライドを問われるかもしれないし、伊い織おり自身も、何よりもそのプライドがあったからこそ漫まん研けんでの協力を避けようとしていたのに気づけた。

　だが、そんなことよりも面白いマンガを描くことを優ゆう先せんした。

　いや、今の伊織にとっては、どんな手段を使おうが面白いマンガを描き上げることこそが、何事にも勝まさるプライドなのである。

「僕がこいつに『感情』を乗せた方法、それは『楽しむこと』なのさ」

「楽しむ……？」

「君はマンガのような実体験を糧かてに『リアリティ』のある『感情』を自分のマンガに乗せた。一方僕は、心からマンガを描くことを楽しむことで『リアリティ』のある『感情』を乗せたんだ。いやあ、本当に楽しかったよ。丸まる山やまはエロシーンを入れろとうるさいし、他にもみんなそれぞれ個の主張があったが、それを本気でぶつけ合うことが凄すごく楽しかったんだ。だからこそ、こんなにも激はげしくこの原げん稿こうに感情を乗せることが出来たんだろうね」

　このマンガは、あくまで楪ゆずり葉はに見せるための、一回きりの『短編』のつもりで部員たちによって描き上げられたものだ。ところが出来上がってみれば、キャラクターたちの人生をもっと見てみたい、そんな『感情』を思わず抱いてしまうような『長編』となっていた。続きが読みたくて仕方ない、最高の『第１話』が完成していたのである。

「小学生の時、初めてノートにマンガを描いて、それを読んでもらった時、僕は凄すごく楽しかった。それから僕は本格的にマンガを描き始めた。今、あの頃ころみたいにマンガを描くことが凄く楽しいんだ。しかし、僕一人だけじゃあ、ここまで感情を乗せることは出来ないと思う。『誰だれかと一緒に楽しんで描く』。それが僕には必要なんだ。だからこいつは、今の僕が、杜もり若わか王おう子じ郎ろうの【スタプリ】を超こえる可能性のある唯一の作品なんだ。そして、さらにこれを超える可能性があるとすれば、君が必要になってくるわけだ」

「……？」

「君と僕が組めば、最強のマンガが描ける」

「え……？」

「面白いマンガが読みたいなら、自分で創つくればいい。君が漫画家をやっているのは、それも理由にあるはずだ。それはプロの仕事でなくても、部活動でもいいだろ。【スタプリ】を超えられるのは誰よりも作者である君自身だ。そして、天才のこの僕だ。このまま僕の側からいなくなればそれは叶かなわなくなる。【スタプリ】を超えるようなマンガを読みたいっていうなら、僕に協力するために一緒に居続けなければならない。だから君は、漫研からいなくなっちゃいけないんだよ」

　伊織はテーブルに手をつき、ぐっと身を乗り出した。

「……なあ、楪葉。この僕と一緒に、漫研で最高のマンガを創らないか？」

　楪ゆずり葉はという少女は、三度の飯めしよりマンガが大好きだ。

　父の『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』を受け継いだのは、父のためという思いもあるが、根幹にはそれがある。マンガが好きだからマンガを描いてきたし、マンガを描きたいから漫まん画が家かになった。

　そして、伊い織おりの言うとおり、面白いマンガを読みたいから、マンガを描き続けてきた。

　杜若王子郎と左そ右う田だ伊織。

　天才と呼ばれる二人の漫画家が協力して創つくり出だすマンガ。きっととんでもないモノが生み出せるに違いないだろう。

「……………………」

　甘美な誘いではあった。

　しかし──。

「興きよう味み深いお申し出ですが、お受けするわけにはいきませんよ。私だって面白いマンガのためなら他人を『利用』してやる気持ちは持っていますが、他人を『犠ぎ牲せい』にすることまでは出来ないです」

　自分がこのまま近くにいれば、『マンガの神様』のせいで周まわりの皆に不幸が訪れるかもしれない──。大好きなマンガのためでも、他人を犠牲にするほど冷れい酷こくにはなれない──。

　楪葉の言いたいことを察し、伊織は首を横に振る。

「僕もマンガのためなら何でもするとは言っているが、他人を犠牲にしようなんてまでは思っていないさ。……だが、いい加減やめないか。そんなバカげた空想をしたってしょうがないだろ？　みんなと一緒にいるだけで他人を不幸にしてしまうだなんて、そんな考えはバカげているよ。そんな起こるかも分からない悲劇を勝手に想像して、輝かしいはずの未来を捨てるなんて間違っている」

　人との繫つながりを断ち続ければ、今以上の面白いマンガも、仲間たちとの思い出も、未み来らい永えい劫ごう作ることが出来なくなる。そんな不幸があってたまるだろうか。

　伊織は、楪葉を熱い眼まな差ざしで見つめながら話し続けるが、それを拒きよ絶ぜつするようにして彼女は両目をしっかりと閉じてしまっていた。これ以上は聞く耳を持たない、そんなアピールなのだろうか。

　その様子に気づいた伊織はソファーに腰を深く落とし、腕を組んでため息をついた。

「…………」

　それからすぐに唸うなりながら頭を搔かき毟むしった。

「ああ、もう！　わかった！　わかった！　『マンガの神様』はいる！　いるよ！　信じてやるよ！」

　伊織は訴えかけるようにして声を荒げる。

「でも、それがどうしたっていうんだ！　悪いことばかりじゃないだろ!?　君は『マンガの神様』のお蔭で面白い体験だって一杯してきたはずだ！　それが生きて君のマンガは面白さを得ているんだろ!?　マイナスばかりじゃない！　プラスだってあるじゃないか!?」

　確かに『マンガの神様』があるからこそ、楪ゆずり葉はは普通ならあり得ないようなレアな体験を何度もしてこられた。悲しいことが沢山あったが、それと同じくらいに楽しい思いもしてきたのも事実だった。『マンガの神様』は杜もり若わか王おう子じ郎ろうのマンガにとって、必要な存在なのは間違いなかった。

「……楪葉、よく考えてみなよ。人間ってのは意図せずとも、少なからず周囲に不幸をもたらしてしまうものじゃないか。たとえば、僕が『ライン』で大賞を取った時、僕のせいで大賞を取れなかった人たちがいたはずだ。そいつら全員を僕は不幸にしてしまったってことになる。だが、そんな風に考えだしたらキリがないだろ？　『マンガの神様』がいようがいまいが、生きていくうえで人間はどうしても何かを犠ぎ牲せいにしてしまう生き物なんだよ。世の中にはろくでもない人間なんてごまんといる。人に不幸ばっかり撒まき散ちらすような輩やからがね。だけど、君はそうじゃないだろ。君のマンガが一体何人の人間を楽しませていると思っているんだ。君のマンガは世界中に輸出されているし、何千万という人間を君は幸せにしているんだぞ。君は疫やく病びよう神がみなんかじゃない。今の僕があるのも君のお蔭だ。僕が面白いマンガを描けるチャンスを与えてくれた。中学生の時も、今回も、君のお蔭で僕は成長出来た。君は僕にとっても、全国の読者にとっても、疫病神どころか幸運の女神なんだよ」

　楪葉は依然目を閉じて黙ったままだったが、伊い織おりの一連の言葉をしっかりとその耳で聞いていた。彼の熱意の篭こもった言葉をひとつも聞き逃してはいなかった。

「僕は『マンガの神様』に感かん謝しやしてるんだ──」

　伊織は迷いなく言う、

「──『マンガの神様』のお蔭で君と出会えたんだからね」

「…………」

　その一言は特に、楪葉の胸に大きく突き刺さった。今までずっと、こんな呪のろいのようなもの、厭いとわれはしても、感謝などされるわけがないと思っていたのに。

「それにだ、たとえこれから君と一緒にいて『マンガの神様』のせいで何かトラブルが起ころうが、僕は君を恨うらんだりしないし、それどころか逆にますます感謝してやるよ。こんなに貴重なマンガのアイディアを与えてくれてありがとうってね。……他の人間が何を思おうと、僕のこの思いは揺るがないからな。僕は面白いマンガを描くためなら何だってする。だから、君が嫌だと言おうが、君から絶対に離れてやるつもりはない。君は僕にとって益えきしかもたらさない存在なんだよ。だから自分を卑ひ下げしたりなんかするな。自分にもっと誇りを持ってくれ。そう、この天才の僕に必要とされているんだからね」

　照れ隠しもあるのだろう、結びの言い回しは少々気になるが、伊織が必死なのは楪葉にも伝わってきた。楪葉を不幸にさせないために、彼女の心を繫つなぎとめようと必死なのだ。

「──僕がマンガに『感情』を載のせた方法はね、もうひとつあるんだよ。それは、何よりも読んでくれる人のことを考えることなんだ。自分のマンガを面白いと思って欲しい。読んでくれた人に喜んでもらいたい。そういう強い気持ちで描いたんだ。小学生の頃ころの僕は、いつもそうだった。クラスの友達に喜んでもらうために描いていた。──そして、この【学園戦国ミネルヴァ】は、君のために描いたものだ。このマンガは、『君に』部活に戻ってきて欲しいから描いたんだ。『君の』笑顔が見たいから描いたんだ。『君に』幸せになって欲しいから描いたんだ。『君が』大切な友達だから、大切な『君が』読者だったからこそ、こんなにも面白いマンガが描けたんだよ」

【学園戦国ミネルヴァ】の主人公は、最初は自分の命を奪った転校生の少女を恨うらむが、彼女が悲しい宿命を背負っていることを知ると、仲間たちと協力して少女を救うために奔ほん走そうする。

　こうしてみると、楪ゆずり葉はを救おうとする伊い織おりや、萌もえ黄ぎたちの『感情』がこの物語にそのまま込められているようだ。

「君はいちゃいけない存在なんかじゃあない。僕にとっても、霧生きりゆうさんや漫まん研けんのみんなにとっても、君は必要な存在なんだよ。みんな君のためにこのマンガを精一杯描いた。君が大事だから、君のことを想おもうからこそこんなに必死になれたんだ。その熱い気持ちを無駄にしないでくれ。……それに言ったろ。もし君がいなくなれば、霧生さんは確実に不幸になってしまう。そして、君もだ。折角出来た大切な友達とこんなかたちで別れてしまったら一生後悔するぞ。いなくなっちゃダメだ。これからも僕らと一緒にいなくちゃダメだ。杜もり若わか楪葉として、僕と一緒にいてくれ。『杜若王おう子じ郎ろう』じゃない。『杜若楪葉』、君が必要なんだ。君がいるからこそみんな幸せになれるんだ。いいや、君の方だって幸せにしてやるよ。僕が君のために最高に面白いマンガを描いてやる。何度だって笑顔にしてやる。僕が君を幸せにしてやる。約束してやるよ。だから頼む、僕の側からいなくならないでくれ。楪葉、これからも僕と一緒に居続けてくれ──」




「……ぶふっ」




　伊織がそこまで話したところで、楪葉は思いっきり吹き出した。

「──え？」

　そのまま愉快そうに「あはは」と笑い声を上げ出したので、伊織は目を白黒させた。

　楪葉は声を出して笑い続ける。

「す、すみません……。くくく……。いや、伊織くんって本当にマンガの主人公みたいだなあって……。ふふっ……。頼んでもないのに、よく恥ずかしがりもせずそんな長ったらしい臭い台詞せりふ喋しやべれますよね……。ふふ……。ふふっ！　あははっ……」

「お、おい……」

「……ていうか、最後の方、もはやプロボーズみたいになってるじゃないですか……。ふふふふっ……。ひょっとして伊い織おりくんって、バカなんですか……？」

「え!?　い、いや違う！　勢いあまって言っただけだ！　……だ、誰だれがバカだ！」

　普段の伊織だったら、そういう小バカにされることが嫌いだし、マンガをバカにされた時と同様以上に怒りの声を上げていたに違いない。

「…………」

　しかし、そんな風に笑われても、茶化したようなことを言われても、それ以上は何も言い返さなかった。

　何な故ぜなら、楪ゆずり葉はは楽しげに笑いながらも大粒の涙を流していたからだ。

　ここまで感情豊かな顔は初めて見せるし、まるで長年抑え続けてきた感情のダムが決壊したようだった。

　そうやってしばらく彼女は泣き笑い続けた。自分の感情を惜しげもなく披ひ露ろうし続つづける。

　伊織は、彼女の今までで一番素直な表情が見られて、ホッとしたような面持ちでそれを見守った。

　大人おとなぶって、悪ぶっている彼女よりも、こっちの方が断然良い。

　この表か情おを見るために、伊織はここまでやってきたのかもしれない。




（……『杜もり若わか王おう子じ郎ろう』ではなく、『杜若楪葉』が必要、か）




　楪葉はずっとそんな台詞せりふを誰かに言って欲しかったのだと思う。『杜若王子郎』という仮面の存在としてではなく、『杜若楪葉』という一人の少女を必要としてくれる人。自分のおかしな境遇を受け入れたうえで近くにいてくれる人。父のように自分の全すべてを受け入れてくれる人。

　そんな人をずっと求めていた。それがこの左そ右う田だ伊織という少年なのだろう。

　ただ、伊織は『マンガの神様』を信じるとさっき言ったが、自分を説得するために差し当たり言っているのだろうなと、楪葉は理解していた。彼はまだ心からは信じてはいない。『マンガの神様』なんて非現実なものは存在しないのだと。

　楪葉の考えも揺るがない。『マンガの神様』は絶対にいる。むしろ、その気持ちは一層に強くなった。




　──だって私の目の前に、こんな救いのヒーローを登場させてくれたのだから。




　楪葉は、笑いと流れ出る涙を抑えるために、大きく息を吸って吐いてを繰くり返かえした。

　そして涙を拭ぬぐい、穏おだやかな表情を作ってから、伊織の顔を見つめながら言った。

「はーあ。分かりましたよ。それだけ言われて拒きよ否ひしたんじゃあ、あんまりな展開ですもんね。分かりました、分かりましたよ。けど、どうなっても知りませんからね。『マンガの神様』のせいで何か変なことが起きたら、伊い織おりくんが責任取ってくださいよ」

「……それじゃあ？」

「ええ。退部は撤てつ回かいです。学校も辞めません。みなさんの元に戻ります。これからも伊織くんの近くにいてあげます。一緒にマンガを描いてあげますよ。……べ、別にあなたのためじゃないんだからね！　面白いマンガのためなんだからね！　勘違いしないでよね！」

「……………………」

「むぅ。何で真顔なんですか？　ツンデレヒロインはお気に召しませんでしたか？」

　楪ゆずり葉はは堪こらえ切きれない感じでまた愉快そうに笑い出した。

　そんな楪葉の様子を見ながら、伊織は呆あきれてため息を吐きつつも、笑みを浮かべた。




　──彼と一緒なら『私の物語』は素敵なものになるかもしれない。『彼の物語』をもっと見ていたい。

　これからも『左そ右う田だ伊織』という長編マンガを見ていたい。




　だから、もう少し近くにいてやろうと思った。







　　　　　エピローグ







　漫まん研けんの部室の窓は全開だった。閉め切っていると暑いからである。いよいよ夏が近づいているのが実感出来る。イコール、文化祭が迫ってきているということだ。

　会議が始まってから１時間弱、既すでに新作マンガのアイディアでホワイトボードはほとんど満杯の状態だった。それでも何とか隙すき間まのスペースを見つけ、萌もえ黄ぎは忙せわしなくマーカーで文字を書き込んでいく。

「だからよォ！　そこはパンチラ入れてもいいじゃんか！　動きのあるシーンなんだし、不自然じゃねえだろってばよォ。減るもんでもないしさ！」

「いやいや～。女子の支持層は間違いなく減るよね、それ～」

「うん。却下だ」

　伊い織おりの言葉に合わせて、萌黄はホワイトボード上に書かれた『パンチラ』に『×』を書き入れる。

「……あのさあ、霧生きりゆうさん。いちいち全部書かなくてもいいからね」

「ええ!?　でも、せっかく丸まる山やまくんが出してくれた意見だし！」

「部長さん、大丈夫ですよ、書かなくても。それは意見ではなく、ただの下げ種すな願望ですからね」

「ちょ！　ゆずっち！　ひどくね!?」

　ドッと部室内が笑いに包まれる。

　文化祭に向けて、漫研は一丸となっている。楪ゆずり葉はを入れた漫研五人での作品を鋭えい意い制作中なのだ。記念すべきあの第１作【学園戦国ミネルヴァ】は、部室に大切に飾られている。五人でなら、これを超こえる作品もすぐに出来上がることだろうし、文化祭にはそれを出品するつもりである。

「まあ、しかし！　ホント、ゆずっちが戻ってくれて良かったぜ！　やっぱ女の子は多いに越したことなしだかんな。いやァ～！　やっぱみんなで海に行きてえよなあ！」

　夏休みには漫研での合宿の話が出ている。ちなみに部室のゴミ箱には、丸山が持ち込んだ水着のカタログが破り捨てられていたりする。

「丸山の思惑はさて置き、伊織と杜もり若わかさん、二人も絵が描けるメンバーがいるし、すっごいやりやすくなったよね～。こりゃあ、めちゃくちゃ良いマンガが出来そうだね～」

　磯いそ辺べの言葉に、萌黄が嬉うれしそうに頷うなずく。

「うん！　そうだね！　よーし！　文化祭に向けてみんな頑張ろうね！　そう！　私たちの戦いは始まったばかりだよ！」

「ちょ！　もえちー、打ち切りマンガの最後みたいなこと言わないでくれよ！」

　また温かい笑いが起こった。

　開かれた窓からは、爽さわやかな風が流れ込んだ。




　伊い織おりは、中庭端に置かれた自販機で缶ジュースを買って喉のどを潤うるおした。離はなれ棟とうの方には購こう買ばいはおろか、自販機もないので、そこそこの距離を歩かないといけないため足労である。

　ベンチに座って一息つく。

「……君もかい？」

　伊織を追いかけるかたちで自販機にやってきた楪ゆずり葉はは、特に返事はしないでジュースを購入した。そのまま黙って伊織の隣となりに座り、こきゅこきゅと音を立てて１００％オレンジジュースを飲み始める。

「そういえば、霧生きりゆうさんときちんと仲直りはしたのかい？」

「……別にケンカなんてしてませんけどね」

　数日前、漫まん研けんに戻ってきた楪葉は、いの一番に萌もえ黄ぎに「これからも友達でいる」と口に出してはっきりと伝えた。そのことですぐに萌黄の笑顔は光を取り戻した。

　そして、お互いに過去のことは詮せん索さくしないでおこうと取り決めた。真実を知ったところでどうなるものでもないし、過去に囚とらわれて未来への前進を妨げられるのは愚おろかしいと思ったのだ。

　だが、それは決して逃げではない。悲しい過去を受け止めたうえで精一杯生きることが、命を賭かけてくれた人への一番の恩返しに違いないだろう。亡くなった父も、娘の幸せを何よりも望んでくれていた。

　だから楪葉は、萌黄と共に今という時間を楽しむことを選んだ。

「そういうあなたは『ライン』の方はどうなんです？　何かトラブルはなかったのですか？」

　クイッとジュースを喉に流し込み、楪葉は並んで横に座る伊織に尋たずねた。

「ああ、美み野の里り川かわさんに全すべて話したよ。部活でマンガを描いていることをね。そしたら『全然オッケーよ』って笑いながら言っていたよ。まあ、この天才を手放すバカな編集部なんてそういないさ。それに元々、高校を卒業したら必ず連れん載さいさせてくれるって約束だったし、何も問題はなかったのさ」

　そう言ってから伊織は、戦意溢あふれる眼まな差ざしで楪葉の顔を眺めた。

「言っておくが、まだ高校生のうちに連載をすることは諦あきらめていないぞ。『ライン』上で君と戦うこともね。プロの漫まん画が家かとして杜もり若わか王おう子じ郎ろうを超こえるという目標はまだ現在進行形さ。こいつは自分を縛しばる拘こだわりなんかではなく、自分を高めるための目標なんだから」

「ええ。望むところですよ。私もあなたと戦うことを楽しみにしています」

　あれから楪葉はすぐに【スタプリ】の終了も撤てつ回かいした。自分の気持ちを偽いつわる必要もなくなったし、本当の『感情』を取り戻せたからだ。

　椿つばき流りゆう星せいはまだ生き続ける。【スタプリ】という物語と、流星の人生はまだ終わらない。ころなを護まもる戦いはまだ続く。これからも多くの人々の目に留まり続け、大勢の人々に感動を与えるのだ。

「しかし、何とも奇妙ですね。『ライン』上ではライバルの私たちが、漫まん研けんでは一緒にひとつの作品を描こうというのですから」

「まあね。もちろん僕だって、少し前まではこんなことになるなんてこれっぽっちも思ってなかったよ。あの杜もり若わか王おう子じ郎ろう先生と共にマンガを描くだなんて夢みたいな話だ。けど、人生ってのは思ってもみないことが起こるからこそ面白いんだ。そこはリアルもマンガも変わらない。『マンガの神様』がいようがいまいがね」

　二人は立ち上がり、空っぽになったジュースの缶を続けざまにくずかごに放り捨てた。

「そうそう、伊い織おりくん。部長さんが日本に来た理由なんですが」

「ん？　ああ、日本のマンガのためと、命の恩人探しのためだろ？　今いま更さらそれがどうしたっていうんだ？」

「まだもうひとつあるんですよ」

「え？　そうなのかい？　そいつは初耳だな。何なんだい？」

「……むぅ。知らないならいいです。しかしそれにしても、あんな手ごわいライバルがいて、私も大変ですね」

　大事な友人の顔を思い浮かべ、楪ゆずり葉はは複雑な表情をした。

「何？　ライバルだと？　誰だれのことだ？　杜若王子郎の方からライバル視するなんて、有名な作家か？　それともまさか、まだ無名の新人か？」

　答えずプイッと向こうを向いて、楪葉は部室の方に歩き出す。

「お、おい！　何なんだよ!?　教えてくれてもいいだろ!?」

「……秘密です」

　顔が赤いのを隠し伊織から逃げるようにして、楪葉は駆け出した。




　──どうやら伊織の知らないところで、別の戦いが始まっているようである。


終
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　あとがき




　僕はあとがきは必ず最後に読むのですが、先に読まれる方もいらっしゃるとお聞きします。特に重大なネタバレはありませんのでご安心を。心ゆくまでこの濃密なあとがきをお楽しみ下さい。

　さて、まずは簡かん単たんに本書の解説です。

　僕はベタな展開が大好きなのですが、実際に書くとなると「いや、なんでこの主人公の周まわりではこんなに都合よくマンガみたいなことが起こるんだ」とかいう変な抵抗を持っていました。その言い訳として生まれたのが「神様に憑つかれているのでマンガみたいなベタなことが起こる」という設定で、それを具体化したのが『マンガの神様』でした。

　そして、漫まん画が家かが主役の話を書きたいなと思い、「努力家の天才漫画家と、神様に愛された天才漫画家のストーリー」を組み立てて出来上がったのが、本書『マンガの神様』です。

　主人公が漫画家ですので、作中で偉そうに創作論のようなものが出てきますが「お前の中ではそうなんだろ」くらいに捉とらえていただけたらと思います。僕の戯ざれ言ごとでございます。

　また、あくまでキャラクターたちの価値観ですので僕の持論ではありません。

　僕自身は「創作の仕方なんて人それぞれだ」と思っています。学問に王おう道どうがないように、創作にも王道など存在しないのではないでしょうか。

　ここからは謝しや辞じです。

　歴史ある電でん撃げき小しよう説せつ大たい賞しようにおいて銀賞という身に余る栄誉を与えて下さった選考委員の皆様、ありがとうございました。本書がこの世に存在するのは皆様のご厚意あってのものです。

　加筆修正に当たって多くのアドバイスをいただきました、荒あら木き様、近こん藤どう様、ありがとうございました。さらにキャラクターたちに魅み力りよくと感情を乗せることが出来ました。

　素晴らしいイラストをご提供いただきましたＴテｉイｖブ様、ありがとうございました。一目見た瞬しゆん間かんにキャラクターたちのことがもっと好きになりました。

　本書刊行に当たりましてお力添えをいただいた全すべての方に、この場を借りて感謝の言葉を述べさせていただきます。

　それから、この小説をお読みいただいた読者の皆様に最大の感謝をお送りいたします。本編中に「漫画家は読者がいてこそ成り立つ」とありますが、これは確実にそうだと思います。

　物語というものは読んでいただいて完成するものなのですから。




　……以上です！

　濃密なあとがきとかハードル上げてすみませんでした！

　最後まで読んでいただき本当にありがとうございました！


蘇そ之の一かず行ゆき
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蘇そ之の一かず行ゆき

本作でデビューのド新人作家。このような作品を書いていますがマンガは描けませんので読む方専門です。なので漫画家さんって凄いなあと純粋に思う今日この頃。どうぞよろしくお願いいたします。
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イラスト／Ｔｉｖティブ

埼玉在住の漫画家兼イラストレーター。

漫画「政宗くんのリベンジ」、「こもりクインテット！」の作画を担当中。アウトドア派になりたいです。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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　ひゅっ、と高いところから落ちる感覚に、アキは身を縮めながら目を覚ました。

　同時に背中に大きな衝しよう撃げきがあり、すぐにパラス号がぐぐっと持ち上がる動きを見せる。

　アキは寝床から大きく弾はじき飛ばされ、天井で頭をしたたかにぶつけた。

「いったたた……」

　しかめた顔の額ひたいをごしごしとさする。しかしその痛みが引くより先に、窓を打つ激しい雨音が耳に飛び込んできた。

　体をモフ葉でくるんだまま、血相を変えてキャビンを飛び出す。

　時し化けていた。

　夜の黒をのっぺりと覆おおい隠かくす、灰色の乱層雲。

　荒天の空からは船体を削けずる石のような雨がバラバラと落ちてきている。

　遠くの闇やみで高波が立ち、今にもパラス号に襲おそいかかろうとしているのが見える。

「空も海もあんなに穏やかだったのに、なんでこんな大シケに……」

　自然を読む力に長たけたセイラーは、事前に天候の変化をある程度察知することができる。それゆえアキは今まで荒天を避さけてきた。その分、時化での航海経験は乏しい。

　未知の恐怖に体が強こわばり、膝ひざから下が小刻みに震え出す。

　しかし嵐に怯ひるむアキとは逆に、パラス号は荒波にぴたりと船底をつけて頼もしく海を滑すべっていた。

　双そう胴どうのカタマランは三角ヨットのモノハルに比べて接水面積が大きい。その構造上揺ゆれも少なく、船底に竜骨もないため、波の上を横滑りして横転しにくい。仮に大きく水をかぶったとしても、バラスト（重り）もないので沈ちんすることもない。

　だが、それがゆえ復元力の大きいモノハルとは異なり、もしも嵐の中で転てん覆ぷくすれば独力で船体を起こすことは不可能だ。海のうねりにはめっぽう強いが、帆はん走そう時の横風に対してカタマランはとことん弱い。今は怯おびえて震えている場合ではない。すぐに対策を為なす必要がある。

　アキは大急ぎでキャビンに取って返し、フード付きのビニルカッパを羽は織おった。

　更に上からライフジャケットを身につけて、首に下げていたゴーグルを装着する。両手にはしっかりと指ぬきのセイリンググローブをはめた。

　再びコクピットに戻る。泰たい然ぜんと海を見つめていたキーちゃんをケージに押し込み、ライフジャケットのハーネスとラインでつなぐ。

　その間も、パラス号は三角波を伝うようにして激しく船首を上下に揺らしている。

　近くで大きく弾はじけた白波を見て、アキは反射的に四つん這ばいになった。

　キャビンの上で大波をかぶり、必死でブーム（帆ほ桁げた）にしがみつく。

　船尾を振り返ると、手すりのモフ葉がさらわれていた。キーちゃんのケージはコクピットの隅すみに追いやられ、ティラーの持ち手を固定する位置にしっかりと引っかかっている。

　本当に船長のようなオウムガエルの勇姿を見て、アキの士気は高こう揚ようした。

　そのまま這うようにデッキを移動する。遊ばせていたジブセール（副帆）の無事を確認すると、ゴーグル越しに毅き然ぜんと空を見上げた。

　篠しの突つく雨は激しさを増している。風は攻撃性を伴って強く吹きつけてくる。

　だが、雷はない。

　アキは死に物狂いでハリヤード（揚あげ索さく）を引き、セールを張った。

　こんな大荒れでの帆走は自殺行為だとわかっている。しかしこのまま何もせずとも、横転の可能性がゼロになるわけではない。

《サクラジマ》の島しま長おさによると、このまま北へ行けばスカベンジ済みのゴミベルトがあるはずだった。循環海流で停てい滞たいした海の吹き溜だまりには、小さな浮うき島しまができることが多い。

　幸い風向きは真南からと一定している。メインとジブ、両方のセールをカンノンビラキで展開すれば、船の安定性も少しは増す。

　今はどこでも何でもいいから浮きものを見つけ、とにかくいったんパラス号を停泊させる。それが船とクルーにとって一番生存率が高い。

　そう信じて、アキは嵐の中でパラス号を走らせると決めた。

　風はアキを飛ばしそうなほどに強く吹いている。

　海に木ロ片グを投げるとあっという間に見えなくなった。船速も相当に速い。

「キーちゃん、ありがとう！」

　ティラーを死守していたオウムガエルに声をかけ、アキは持ち場を交代した。

　コクピットに浅く腰掛けて、キーちゃんのケージを足の間で挟はさむ。片手で背後の手すりをつかみ、もう片方で慎しん重ちようにティラーを操そう舵だする。

　効率よく航路を選ぶ余裕などない。今のアキにできるのは、パラス号に振り落とされぬよう必死にティラーにへばりつくこと。そして襲い来る波にカウンターで舵かじを当てることだけだ。

　覆おおいかぶさるように体全体でティラーを握り、アキはしっかり前を見み据すえた。

　横よこ殴なぐりの雨がびっしりとゴーグルのレンズを覆う。口に入る雨は甘いが、すぐに海水が入り込んできて渇かわきに変わる。

　風が吠ほえ、波が唸うなる。

　パンチングの連続で視界が激しく上下に揺れ、耳には嵐の轟ごう音おんしか聞こえない。

　うねりと緊張で、胃が吐はき気けを催もよおす。

　一人で海に出て二年も経たつのに、どうしようもなく心細い。心臓がひゅっと奥に引っ込むような感覚があり、めまいに似た症しよう状じようで頭がふらつく。

　張ったセールも見えない激しい雨の中、アキは救いを求めるように足元を見た。

　そこに、勇ゆう敢かんなる船長がいる。

　久しぶりの天の恵みに、キーちゃんは嬉うれしげに喉のどを鳴らしていた。この嵐に何を悠ゆう長ちようなと思うも、孤こ独どくでないと感じるだけでアキにはその存在が頼もしい。

　セールが破れそうなほど大きく風をはらみ、パラス号が高速で海を滑すべってゆく。

　嵐から逃のがれようとするそのスピードも船長同様頼れるが、勢いに乗ると高波を下る時にバウダイビング──船首からの沈ちん没ぼつ──してしまう可能性もある。集中を切らせてはいけない。

　密度を増したゴーグルの水滴を拭ぬぐいながら、アキは必死に舵を当てて波を斜ななめに切った。

　五メートル以上あるパラス号のマスト。それを優に越える波の壁かべを、パラス号は勇敢に上っていく。

　波の頂点から海を見下ろし、アキの頭に墜つい落らくのイメージがよぎった。

　身をすくめて足元を見る。キー船長がケージの中で、微び動どうだにせずアキを見上げている。嵐に臆おくさぬつぶらな瞳は冷静と言えなくもない。

　ふっと力を抜いたように、アキの焦あせりが沈着していく。

「キーちゃん、嵐を抜けたらおいしい方のプランクトンあげるね！」

　口に出すと勇気が湧わいた。クルーにとって船長との約束は絶対だ。

　叩たたきつけるように船の上から襲いかかる波は濤とう。そのひとつひとつにアキはキー船長のような冷静さをもって、丁てい寧ねいに舵かじを当てていく。

　慎重に波の方向を見み極きわめねば、ラダーがロックされて真正面から高波へ突つっ込んでしまう。この荒天で装備が破損したならば、修理は絶対に不可能だ。

　次から次へと押し寄せる波は浪ろうの見極めに、アキは文字通り命がけで集中する。

　しばらくの間はティラーにかじりつき、死に物もの狂ぐるいで操船していた。

　やがて波の合間にわずかな猶ゆう予よを見つけ、チラリとダイバーズウォッチに目をやる。

「え……」

　愕がく然ぜんとした。

　三時間は嵐を走ったという感覚がたった十分のこととわかり、アキの瞳どう孔こうが収縮する。

　射るような雨が襟えり元もとから入り込み、薄うすい胸を冷たく濡ぬらす。

　底冷えと心細さとに、歯の根がカタカタ止まらなくなる。

　獰どう猛もうな吠ほえ声とともに高波が、上から横からまさに怒ど濤とうと襲いかかってくる。

　アキは片手でケージを押さえ、自分も必死に手すりを握った。背中を打つ波の衝しよう撃げきと痛みに負け、心がたまらず悲鳴を上げる。

　もうセールを下ろしてキーちゃんとキャビンに引きこもりたい。カタマランは簡単に横転しない。横転してもすぐには死なない。楽になりたい。怖こわい。早く楽になりたい──。




『アキ、たくさん生きろ。海は広いぞ』




　アキが弱気になった時、いつもどこからともなく聞こえてくる父の声。

　それは父の命令だった。父から託された願いだった。

　そして──父の最後の言葉だった。

　アキの体が言葉に反応して奮ふるい立つ。心は恐怖していても、生存本能が弱気な少女を無理やり戦いへと引き起こす。

　海を睨にらみつけながら、時にキーちゃんと父に励はげまされながら、アキは邪念を振り払い、必死にティラーにかじりついて波と戦った。

　再びダイバーズウォッチを見ると、今度は一時間ほどが過ぎていた。

　嵐はまだ抜けない。そろそろティラーを握る手に力がこもらなくなってきている。

　セールの裏に風が入って船体が大きくヒールする場面が二度あった。

　海水を直接飲むような傾きの中、アキは涙を流して必死に手すりにつかまっていた。体力の限界が近づいている。

　夜の海は相変わらず周囲のすべてが水平線だった。

　世界にはパラス号しか存在しなかった。

　いつまでこの嵐は続くのか。自分はここで死ぬのだろうか──。

　ざばざばと顔にかぶる水が塩しお辛からい。アキの胸中で弱気がどんどん膨ふくれ上がる。

　闇やみから押し寄せる孤独と現実的な死が、父の言葉を恐怖で塗ぬり込めていく。

　ここで自分が死んでも悲しむ人はいない。両親に少し早く会えるだけだ。二人が生きているか死んでいるかはわからないけれど、でもたぶん死んでいる。だったら──。

「助けてキーちゃん！」

　アキはたまらず叫さけんだ。震ふるえが全身に回っていた。

　十四歳の少女は心の底から助けを求め、足元のオウムガエルに泣きついた。

「怖いよキーちゃん！」

　キーちゃんは、相変わらず荒れる海をじっと見み据すえている。

　キーちゃんはいつでも微び動どうだにしない。晴れていようと、嵐になろうと。虫をあげても、アキが服を脱いでも。

　キーちゃんはいつでもつぶらな瞳でアキを見上げ、ケロケロと喉のどを鳴らすだけだ。

　キーちゃんはアキを助けない。

　けれど、見捨てもしない。

　アキは何度も頭を振り、ゴーグルの中でしっかりと目を見開いた。

　海には逃げ場なんてない。キーちゃんに助けてもらうのではなく、自分がキーちゃんを助けるのだ。そう自らを奮い立たせ、牙きばの如ごとくに襲いかかってくる白波を睨にらみつけた──その時。

　南の空に浮かんだ積乱雲から、突然ドンと轟ごう音おんが響ひびいた。

　船尾を振り返ると、波の上が白く煙けぶっているのが見えた。

　真っ白に色のついた風が、一いつ斉せいにパラス号に向かって吹きつけてくる。

「白い、嵐──」

　一いつ瞬しゆん呆ほうけたアキの体が揺れる。風に体を持っていかれる。

　コクピットに転がった少女の体を、白い気流が突き刺すように吹きすさぶ。

　ゴーグルの表面を氷の粒がみしりと覆おおい、瞬時に熱を奪われてアキの体が芯から凍こごえる。

「なんでっ……夏に、吹雪ふぶきが……っ！」

　真夏の寒気に吹き飛ばされ、パラス号が空を舞う。

　ジェット気流が伴う雹ひよう。全身の骨が砕くだけたような痛み。息をするのも億おつ劫くうな重い疲労。

　──寒い。寒い寒い寒い。

　アキの体はただ本能だけでティラーにしがみつく。

　身み動じろぎするとビニルカッパの背中からパリパリと氷の割れる音がした。じっとしていると次第に背中が重くなっていくのがわかる。

　母が聞かせてくれたおとぎ話に出てくる海底に住む大男。あのウミボーズに船尾をはたかれたようなスピードで、パラス号が上下左右に飛び跳ねる。

　真後ろから背中を殴なぐる雨。それを凍こおらせた刃のような礫つぶての飛来。

　ゴーグルの中でも目を開けることができない寒さとスピードの中、弱り切った十四歳の少女は再び思ってしまう。

　──もう、楽になりたい。

　そうしてアキが諦あきらめかけた時、ガタガタと揺れながらキーちゃんが報告した。

「ワッチ、ワワワ、ワッチ」

　寒さと痛みと恐きよう怖ふの中で、どうにか細く目を開ける。

　ほとんどゼロに近い視界の中央に、わずかに水平線を歪ゆがませる影が浮かんでいた。

「うき、しま……？」

　東の海面にうっすら黒く盛り上がった陰いん影えい。それはゴミベルトの周囲によく発生する、腐くされ木ぎの積み重なった自然の浮うき島しまに思われた。

「すごい！　キーちゃん、この嵐であれが見えたの？」

　口の中にざぶざぶと水が入るのも構わず、アキははしゃいでキーちゃんに話しかける。くりくりとつぶらな船長の黒い瞳は、まったくもって伊だ達てではなかった。

「あそこに行けばボクたち生きられるよ！　がんばろうキーちゃん！」

「ガバロー」

「大丈夫！」

「ダァジョーブ」

　歌うように二人で励はげまし合いながら、パラス号は勇気と希望を得て果か敢かんに進む。

　波間にたゆたうオキアミほどにしか見えなかった島影が、うねりを越える度たびに大きくなって近づいてくる。

　──みんなが、ボクを守ってくれた。

　アキは神話における乙女おとめパラスの父──海神トリトンと、頼もしきキー船長、そして自分にパラス号を遺のこしてくれた両親に感謝する。

　その上で、自分もまたパラス号とキーちゃんを守ったのだと誇らしく面おも舵かじを切った。
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序幕　魔石の追手







　とある方石を盗み出した。

　思えば、自分のためでない盗みは初めてである。経年劣化した方石の盗取など私の主義には到底そぐわないが、あの男の熱意と積み上げられた金額に圧おされて、渋々ながらに引き受けた仕事であった。

　けれども事ここに至って、醜く瘦せた私の胸には、悔悟の念しか残っていなかった。方石窃盗は、石に対する持て余すほどの執着に狂って、品物の運命と持ち主の思い入れを踏み躙にじるのでなければならない。その方石を愛するがゆえに盗むのでなければならない。だが今回、私は他人の妄執の尖せん兵ぺいとなった。この瞬間にも、じりじりと背後に迫りつつある危機は、私のそんな軽挙が手繰り寄せたひとつの必然なのだろう。

　深夜の裏路地で、今、私は逃走している。

　魔性に追われて走っているのだ。

　長距離競技用のランニングキューブを衣裳化してから、どれほど駆け回っただろうか。路地を叩たたく足音は私のものだけであったが、私は、私を追跡する恐ろしい相手の存在を明確に認識していた。

　銀だ。盗みに入ったコレクションルームを出てよりずっと、白銀色のコートの男が私の後をついてくるのだ。静かで執念深い彼の追跡は、さながら高貴な白蛇のそれであって、私は薄汚い路地裏で、惨めに駆けずり回るドブネズミの気分をさきほどから味わい続けていた。

　石畳は続いている。

　神かみ与よ島じま第五街区の街並みは西欧風の石造りが主である。

　突き当りを左に折れて私は走り続ける。並んだ建物の石壁には切り抜いたような小窓が空いていて、そこから気持ちばかりの明かりが、真っ直すぐに暗い路地へと射さしていた。

　私は横顔を次々に照らされながら、右へ、左へ細道を折れ曲がり、逃げ進んだ。

　だが、果たして私が辿たどり着いたのは、冷たい行き止まりであった。

　乱れ切った私の呼吸音が冬の夜のしじまに跳ね返って、他でもない私自身に諦めを迫った。三方を壁に囲まれた行き止まりの空間には、いかにもここが私の生の終着点だとでも言いたげに、一本足のガス灯が佇たたずんでいた。力強く放たれるオレンジ色の輝きは、夜陰を押し上げる明け方の眩まぶしさによく似ていた。

　タン──と、高いところで、私以外の者の足音がした。

　白銀の追跡者は、アールデコ様式のビルディングの屋上からひらりと舞い、徐々に減速しながら、私の視線の先へそっと落着した。

「方石を返せ」

　やや鼻に掛かったような独特の響きで、長身の男は言った。

「屑くず石いしひとつに執着するじゃないか。衣裳化できない方石など、積み木細工にも劣る空虚な立方体に過ぎないというのに」

　嘲あざ笑わらいながら、私はランニングキューブの着装を解いた。足元で黒いシューズが弾はじけて光の粒子となり、眼前へ流れて、手の平大の立方体の姿に戻る。代わりに私が取り出したのは、六面に白字で「ＰＯＬＩＣＥ」と記された紺こん碧ぺきの方石である。

「──着装」

　刹那、手中の方石がシューズと同様、無数の光の粒子となって弾けた。小さな銀河の尾のように空中を流れたそれらは、やがて静かに私の身体からだを包み込み、そしてたちまち、暗色の戦闘服へと変じる。

　衣ころも宿りたる石。方石の着装過程は何度見ても美しい。

「……警活方石」

「ＹＴＣのアトリエから裏に流れた品だが、機動隊の装備に内定している正規品だ。編み込まれた運動式の量も並ではない。荒事で、後れを取るつもりはないぞ！」

　私は迷わず猪ちよ突とつの一歩を踏み出した。自や棄けになったわけではない。競走用の方石で振り切れなかったのだから、あのきらきらと目につく男のコートが衣裳化された方石であること、そして相応の量の運動式が編み込まれていることは推測にかたくない。しかしながら私の警活方石は、戦闘の用に供されることを主眼に生み出された石である。こうして追い詰められた以上、小細工なしの激突こそが、最善の対処だろうと思われた。

　肉迫の最中に握った拳を、私は渾こん身しんの力を込めて、フードに隠れた男の顔へと突き出した。だが必殺を狙ったその拳打は、何の手応えもなく空を切る。同時、私は驚きのあまり、荒い呼吸を詰まらせた。

　男のコートの袖が数あま多たの白銀の鱗うろことなって解ほどけていく。宙を滑った鱗たちは、たちまち銀の鎖を構成し、間抜けな私の瘦そう軀くを信じ難い力強さで締め上げたのである。

　肋ろつ骨こつが軋きしみ、圧迫された肺から空気が絞り出る。

　男は握った銀鎖を力任せに振り回し、戒められたままの私の身体を、行き止まりの壁へと叩きつけた。背中を襲った衝撃と、強いめまいのために着装が維持できない。暗色の戦闘服は弾けて消え、元の手の平大の立方体に戻ってしまった。

　静かに歩み寄ってきた男が、警活方石を脇へ蹴飛ばす。

　再着装の機会を摘まれた私は、足を投げ出して座ったまま、気力の抜けた眼まな差ざしで男のフードの中を覗のぞき見た。

　長身の追跡者は若かった。二十歳にも満たない黒髪の少年である。都会的な繊細さとぎらつく野趣が溶け合って、大きく深い眸ひとみに渦巻いていた。

「盗んだ石だ。さっさと出せ」

「……いいだろう」

　上着の内胸に秘めた盗品を投げ渡す。緑りよく釉ゆうの利いたその一石は、経年劣化のために衣裳化不能に陥った、無価値な屑石であった。

「その代わり教えてくれ。おまえのそのコート、方石なのだろう。私の命運は尽きたも同然だ。せめて正体を聞きたい」

「監獄行きの盗人ぬすつとが追い銭を欲しがるか。恥知らずめ、口を閉じろ」

　少年のコートのすべてが銀ぎん鱗りんへと分解される。

　恐ろしいことに、どうやら彼の方石の本質は、白銀の鱗を自在に操って、思うがままの服飾品を構成できる点にあるらしい。

　冷や汗が背筋を伝う。これから彼はこの身を拘束しようというのだろう。ただ私には、大人しく捕えられてやるつもりなど毛頭なかった。

　目の前で銀鎖ができ上がるのに先んじて、腰からナイフを引き抜いた私は、その切っ先で自らの首筋を思い切り貫いた。

　刺し口からびゅうびゅうと血が噴き出し、なすすべなく石畳に倒れ込む。身体を襲う痙けい攣れんに抗あらがえないまま、意識がどこか遠くへと墜落していく。

　だがこれでいい。監獄で老い、枯れた身体で娑しや婆ばへ出ても、惨めで短い、先細りの時間が待っているだけだ。ならばいっそ彼の持つ未知の方石に、私の最期を看取ってもらおうじゃないか。

「……やりやがった。まあ、こうなっては仕方がないか。餞せん別べつだ、持っていけ」

　少年の呆あきれ声にはっとする。すでに視覚を失い、死の淵ふちへ沈みつつある私は、不意にもたらされた温情を前に、最後の期待を聴覚へ集中させた。

「梔子くちなし連れん作さく。──φフアイの方石」

　絶命の瞬間、私は確かに喜悦した。どうやら運命の女神は、私の死に最良の立会人を用意してくれたらしい。

　嗚あ呼あ。嗚呼。

　こんなところにあったのか。

　魔石め！







第一幕　悪童とデコ娘







　　　　　１




　方石は早着替えの技術に過ぎない。

　売出し中の若手政治家が、そんな失言のために窮地に立たされているらしいというのが、今朝のニュースの目玉であった。

　世界に誇る自国の伝統技術を軽んじるような発言は、国民の自尊心をいたく傷つけたであろうし、一大市場を築く方石業界からの非難も相当に苛烈であるらしかった。

　方石は内包する組成式の作用によって、手の平大の立方体の姿から、様々な服飾品へ変じ、着装される。早着替えの技術とは言い得て妙である。

　ただ、衣裳化された方石は、単なる衣服を超えた特別な効能『紗さ印いん』を持つ点で、早着替えの技術に終始しない。

（まったく、まったく。口は災いのもとだな）

　白びやく堂どう瑛えい介すけは方石職人でありながら、今朝の報道にさして興味を持っていなかった。それよりも、知人からの急な呼び出しに、脳裏で嫌な予感を膨らませている。

　四月の涼しい朝風の中、瑛介は神与プラザホテルの回転扉を大股で歩いて抜けた。腕時計で時刻を確かめつつ、足早にエレベーターホールへと向かう。美しく研磨された白い石材の床は、胡う乱ろんで上品な鏡面となって、さりげなく飾られたシャンデリアの光を映していた。

　午前八時五分前、エレベーターホールに人影はない。線対称に並んだ六つの扉のうち、右奥のひとつを潜くぐると、瑛介は閉扉のボタンを押して、上る加速度に身を任せた。

　待ち合わせの場所は三十階のスカイラウンジである。だが階数表示の電子パネルが十六階に届いたところで、高級ホテルのエレベーターは滑らかに動きを止めた。

　誰か乗ってくるらしい。

　身体を脇に避よけると、エレベーターの扉が左右に開く。果たしてその向こう側には華きや奢しやな少女がひとり立っていた。マリン調のプルオーバーにチノ生地の短パンが春らしい装いである。年は十五か、十六か。そんなところだろう。

　小振りなボブヘアは近頃流は行やりの前下がりで、額も大きく出してある。

　顔立ちは幼く、どこか垢あか抜けない印象の少女は、手鏡に見入ったまま、エレベーターに乗り込んでくる気配がなかった。

（……なんだこいつ）

　うっとりと微笑ほほえんでみたり、間抜けな流し目でムーディな横顔を気取ってみたり、とにかく忙しそうな様子ではあったが、

「乗らないのか」

　痺しびれを切らして、瑛介はそう問い掛けた。

「えっ……あ。す、すみませんっ」

　エレベーターの到着には、気がついていなかったようだ。手鏡を肩掛け鞄かばんに仕舞い込みながら、少女はいかにも気まずそうに、俯うつむき加減で乗り込んできた。

（……変なやつ）

　フロアボタンを押さないところを見ると、どうやら少女の目的階は、こちらと同じであるらしい。案の定、三十階でエレベーターが口を開けると、少女はバタバタと慌ただしくフロアの奥に姿を消した。
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　我が校には、運命力学に従って、転校生が毎週月曜日にやってくる。

　転校生は、体育館の壇だん上じように立って予言を言い渡わたす。

　その予言は運命力学が指すところの運命の告白であり──よって転校生の予言は、いままで外れたことがない。

　抗あらがっても無駄。運命は変えることができない。

　なのに、大抵の当事者たちは、予言が告げられるとヒステリックに騒さわぎ立てて、運命への抵抗を見せようとするのだ。

　非常にみっともないったらありゃしない。




　　　　◇




　今年度に入って二人の転校生がやって来た。

　つまり、二回の予言がなされ、その二回とも当たり前のように実現している。




　四月三日の転校生はこう言った。





『斉さい藤とう先生（国語教師）の頭とう髪はつは、近日中に消失します』






　この予言を体育館で聞いていた斉藤先生は、とりあえず激怒した。そして、十分に危険が迫った、のっぴきならないおでこをてからせて、真っ青な顔をすると、その後の授業を放りだして、育毛剤の購こう入にゆうに走った。

　それから数日のあいだ、斉藤先生は毛根マッサージのついでに授業に臨のぞんだ。休きゆう憩けい時間になるとお手洗いに駆け込み、鏡の前で育毛剤をふりかけながら、愛まな娘むすめよりも大切な自分の頭髪の無事を祈った。

　しかし、運命は残酷だった。

　育毛剤の使いすぎによる毛根への物理的ダメージと、突きつけられた運命に対する精神的ストレスによって、斉藤先生の頭はあっというまに禿はげ上がった。




　次に、四月一〇日の転校生はこう言った。




『三年一組のＡくんとＢくんは、近く恋人関係となります』




　勿もち論ろん、ＡくんもＢくんもノーマルな男性であり、その手の趣しゆ味みはない。二人は当たり前のように抵抗した。

　だが、運命を予告されてしまったがために、周囲は二人を色メガネで見るようになる。嘲あざける者、嫌がらせをする者、一部の腐敗した女子の好色な視線が、二人に襲おそいかかった。

　ＡくんとＢくんは次第に追い詰められた。全ぜん寮りよう制せいであるこの学校で、二人が安らかに過ごせる場所はどこにもなかった。

　ノイローゼになりかけた二人であったが、その窮きゆう地ちを救ったのが、紛れもないお互いの交流だった。同じ苦労を味わう者同士、お互いの苦しみを熟知し、お互いの癒いやしになり得たのだ。

　ＡくんとＢくんは数々の困難を共に乗り越えて、友情以上の感情を育んだのである。

　彼らは校内でも指折りの名カップルになった。いまではとても幸せそうである。

　まぁ、こんな感じで、運命に逆らうことがいかに徒労か分かって貰もらえただろう。

　僕たちは人間であり、重力に逆らって空を飛べない。

　これ同様に、運命に逆らっても、決められた結論からは逃げられないのである。




　　　　◇




　さて、本日は四月一七日。月曜日。

　転校生がやってくる日である。

　朝のホームルームが終わり、一限目が始まる前。恒例行事として全校生徒が巨大な体育館に集合する。転校生を迎える集会が、そこで執り行われるからだ。

　この集会は、祝日関係なく毎週月曜日にあり、転校生の予言を聞くことを目的としている。

　僕も例に漏れず、出席番号順にならんでだだっ広い体育館にやってくると、大衆の中に収まった。二年生なので場所は体育館の中央辺りになる。

　すぐに体育館の壇だん上じように、校長先生が姿を現す。校長先生は聞くに堪えない話を三分だけ話すと、義務を果たしたと言わんばかりの誇らしい顔で、壇上から去って行った。

　次に続くのは生徒会長の挨拶。

　これは校長先生よりも幾分かマシである。

　なぜならば、現生徒会長は三年一組の五十嵐いがらし優ゆう美びセンパイ。

　性格と顔立ちはキツく、やたらめったらプライドが高い貴女であるが、なにぶん美人であることに疑いはない。腰まで伸ばしたストレートの金きん髪ぱつが揺れるたび、Ｍ属性の男子は思わずため息を吐ついてしまうほどの美び貌ぼうを持っている。それと、おっぱいが程良く大きいのが僕の好きなポイントだ。

　話はお経のようにつまらなくても、美人を目にできるのだから、退屈だけはしなかった。

　五十嵐センパイは、自分の権威を誇示する、上から目線の発言を一通り終えると、

「では、続いて──」

　と話を本題に切り替えた。

　皆みんなの緊きん張ちようがひっそりと高まる。体育館の中が凍り付いたように鎮しずまった。

　これから起こることは、もしかすると自分に関係があるかもしれない。校長先生や生徒会長の与太話とは訳が違うのだ。

「今週の転校生の紹介です」

　五十嵐いがらしセンパイが厳おごそかに述べ、「壇だん上じようへどうぞ」と袖幕に声をかけた。

　ほとんど同時に、袖幕からひとりの女子生徒が現れた。女子生徒は、一三〇〇〇個の瞳ひとみが突き刺さるなか、毅き然ぜんと壇上の中央まで歩んだ。五十嵐センパイの隣となりに並ぶ。

　今回の転校生は小柄な子だった。

　上背のある五十嵐センパイと比較すると、とても同じ高校生には見えない。歳としの離はなれた姉妹のようだ。

　落ち着いた色の頭とう髪はつは、左側の高い位置で結われ、馬の尻尾のようにゆらゆらしている。瞳は、くりっと丸くて可愛かわいらしい。そして、スカートから伸びる華きや奢しやな太ふと股ももがとてもいい。思わず頰ほおずりしたくなる。

「転校生の四よん一いち七ななさんです」

　と五十嵐センパイは言った。

　それに伴って転校生がぺこりとお辞じ儀ぎした。

　転校生の名前は、転校してきた日によって表される。今日は四月一七日なので、『四一七』というわけだ。これは運命力学に則のつとったことであり、疑念の余地はない。

「では、四一七さんに自己紹介と予言をしていただきます」

　五十嵐センパイは転校生四一七と場所を交代する。

　マイクの前に立った四一七は、もう一度深いお辞儀をした。サイドテールが前に倒れて、ぶらぶらと揺れた。

「あー、あー、どうも、おはようございます」

　壇上のマイクスタンドを自分の高さに直した四一七は、平へい坦たんな調子で話し始める。

「本日から一年一組でお世話になります四一七です。よろしくお願いします。早速ですが、予言を話したいと思います」

　簡潔すぎる自己紹介。

　今週の転校生は実にクールな少女だった。あまり情緒的な人ではなさそうである。

　予言についてはもう少し先だと思っていた全ての人間が、一斉に息を吞のんで構えた。

　巨大な体育館の全てが、次の言葉を待つ。

　そして、四一七はおもむろに話を切り出す。




「──今月の末日に、生徒会長の座についているのは、二年三組の皐さ月つき純じゆんくんです」




　僕の前に並んでいたクラスメイトが、思わず振り返って僕のことを見た。

　それから、僕の顔と名前を知る人達が、次から次へと、僕の姿を探しだして驚きよう愕がくの表情を作り上げる。
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　僕は一いつ瞬しゆん、なんのことか理解に及ばなかったが、周囲の反応に遅れて理解が追いつく。

　どうやら自分のことを言われているようだった。

「…………僕が生徒会長？」

　口に出して呟つぶやき、咀そ嚼しやくして、吟味しても、実感だけは湧いてこない。

　あまりにも突拍子がなく、現実味を帯びていない。

　生徒会長といえば、全校生徒六〇〇〇人を束ねる生徒の長おさだ。数々の権限と独自の政策が許されており、学校を思いのままに支配することができるだろう。だが、もちろん民主主義によって決められる存在なので、危ない人間は当選することはできない。それに、リコール制度もあるし、次の選挙もあるので生徒の支持は常に必要ではある。

　しかし、そういうことを差っ引いても、生徒会長が強権を持っていることに違いはない。

　それが僕の掌中に転がり込もうとしているのだ。

　今回ばかりは、さすがに外れるのではないかと疑ってしまうほど、絵空事な予言だった。




「そんなことありえませんわっ」




　突然、ヒステリックな声が上がる。発言の主は五十嵐いがらしセンパイだった。

　皆みんなの注意は、再び壇だん上じようへと引き戻された。

　大抵、予言がなされたあとにヒステリーを起こすのは予言で名前を呼ばれた本人である。しかし、今回は少し違う。内容の規模が大きかった。

　教師が禿はげたり、恋愛絡みの小事ではなく。学校の運営に関わるだろう一大事である。

　よって、名前を出された僕以外にも、副次的に多くの利害関係者が現れてしまったようだ。

　その最たるは、壇上で取り乱している五十嵐いがらしセンパイだろう。

「わたくしは先月に、正式な選挙戦を勝ち抜いて生徒会長に選任されました！」

　五十嵐センパイは自慢の胸に手を当て、自らの正当性を必死に訴える。

「生徒会選挙は九月と三月の二回のみですの。いまは四月なのに、どうしてどこの馬の骨とも知れぬ輩やからが、あと二週間で生徒会長になれるというのですか!?」

「私に聞かないでくださいよ……」

　五十嵐センパイに詰め寄られた四一七は、冷めた目つきで答えた。

　しかし、頭に血が昇った現生徒会長は止まらない。

「噓うそですっ。どう考えても、そんなことはありません！　今回の予言は外れですわ。というか、あなた本当に転校生なのですか？　わたくしに嫉妬して、転校生を偽って噓の予言をしたんじゃないんですか？」

「なんで私がそんなことしないといけないんですか……」

　酷ひどい言いがかりをつけられた四一七は、嘆息を混じらせた。

「とにかく。たとえあなたが本当の転校生であったとしても、あなたの予言は絶対に当たりません。よろしいですね!?」

「はぁ、そうなんですか」

「なんですかその態度は！」

「うるさい人ですね…………私、やることやったんで、これで失礼します」

　終始クールに収めた四一七は、ぺこりと全体に向かって頭を下げると、規則正しい歩調で壇上から去って行った。

　その背中に向かって五十嵐センパイは、

「お、覚えてなさい！」

　と怒鳴り散らした。

　ただの八つ当たりであり、負け犬の遠とお吠ぼえだった。

　まぁ、何はともあれ。

　一番の当事者たる僕が、あんまり注目されることなく、四月一七日の予言はいつも以上に波乱を残して幕を閉じた。
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プロローグ







　山の間にある小さな集落──白い雪に覆おおわれて美しかったはずの場所は、今や炎と血で点々と汚れている。

　いくつもの家屋が燃える中で、大勢の人が武器を手にして争う光景を、一匹の狐きつねが離れた山中から眺ながめていた。

　狐は知っていた。争いの原因を。

　集落の娘と、集落から少し離れた町の青年が恋に落ちた。二人は愛し合い、集落で子どもを生み育てた。

　しかし数年の後、男は病に倒れ、治ち療りようのために町に戻ることになった。あいにく集落と町の仲は悪く、町の人々が強い力を持つ集落の人々を恐おそれていたことから、女は子どもと集落に残り生活した。そんなある日、青年に会うためこっそりと町を訪れた女は暴漢に襲おそわれてしまう。

　女は当然、抵てい抗こうした。不運だったのは彼女が強い力を持つ集落の一族だったということ、そしてこれまで誰だれかと争った経験がなかったことだ。加減の分からない彼女の振ふるった一いち撃げきは、暴ぼう漢かんに瀕ひん死しの重傷を負わせた。

　その噂うわさはたちまち町中に広がり、町の人々の恐れは憎にくしみに変わった。

　集落の子どもが殺された。犯人は、例の暴漢とは何の関係もない数人の人間。

　その報復に町の家族が殺された。犯人は、女とはさほど親しくもない一人の人。

　──報復は繰くり返かえされて、いつしか憎しみは増幅されて取り返しのつかないところまで大きく育ち、ついに互いが互いをこの世界から消し去ろうと争うところまで来てしまった。

　狐はため息を吐つき、冷気がそれを白くする。

　人と人とが憎しみ、殺し合うなど珍しいことでもない。狐はこれまでにもいくらでもそんな事態を目まの当あたりにしてきた。だが、それでも見るたびにやるせない気持ちになる。

　しばらくして、狐の鋭するどく尖とがった耳がピクリと動いた。

　何者かの気配──油断していた、と狐は思った。戦いの音と家屋の焼ける臭においで周囲への注意力が散さん漫まんになっていた。戦いを逃のがれてきた町の者か、あるいはそれを追う集落の者か。

　──そのどちらでもなかった。

　狐から少し離れた場所に立っていたのは、まだ幼い黒髪の少年だった。

　少年が狐に歩み寄ってくる。狐はいつでも逃げられるように警けい戒かいしたが、すぐにそれを解いた。少年の足取りはふらふらと覚おぼ束つかなく、目の焦しよう点てんも定まっていなかったからだ。

　狐まであと数歩という距離で、少年は糸の切れた操り人形のように前向きに倒れ込んだ。

　おもむろに腰を上げた狐が少年に近づいて臭いを嗅かぐと、血と煙の臭いが鼻を突ついた。まさかこの場所に町の子どもがいるはずはないから、集落の子どもに違いなかった。

　背中に一ひと太た刀ちを受けたらしく、衣服は破れ、その下の皮ひ膚ふからは血がにじみ出ている。まともに受けた傷にしては出血が少ないのが幸いと言えたが、放ほっておけばじきに死ぬだろう。

　狐は半なかば雪に埋うまった少年の頰ほおを舐なめた。

　少年はうめき声を漏もらすと、うっすらと瞼まぶたを開いて狐の顔を見た。

「きつ、ね」

「いかにも、あたしゃ、狐だ」

　狐はそう言って反応を待ったが、少年はただ狐を見つめ返すばかりだった。

「あの集落から逃げてきたのかい？　親はどうした」

「お母さんは、殺された」

　狐はわずかに身み震ぶるいした。

　こんな子どもが、自分の母親の死を事も無げに口にした。恐らく、少年は母親の死を事実としては知っていても、その心が受け入れていないのだ。

「父親は？」

「町にいる、と思う。どうしてるのかは知らない」

　狐は目を見張った。

　この少年は──そうか。

「あんたは」

　狐がそのことを確かめようとしたとき、集落の方向から大きな歓かん声せいが響ひびいてきた。

　町の兵士が集落の族長の首を手に掲かかげていた。周まわりを大勢の仲間が囲み、勝かち鬨どきを上げている。

　戦の勝敗が決したのだ。もともと町の戦力が数で圧倒的に勝っていたから、狐にとっては予想通りの結果と言えた。

「どうする？　あんたの部族はあと一晩もしないうちに滅ほろぶ」

　訊きいて、狐は思い直した。この少年には、自力で立ち上がる力すら残っていないのだ。

「愚おろかな問いだったね。問い直そう。もし、あたしがあんたに生きる術すべを与えてやれるとしたら、それは他人を騙だます術だけだ。さて、あんたに他人を騙し続けて生きていく覚かく悟ごはあるかい？」

　実のところ、狐は少年が「ある」と答えても「ない」と答えても、助けるつもりはなかった。

　ない──そう答えるのであれば、狐が少年を本当の意味で助けてやることはできない。ここでただその生命を助けてやったところで、少年の行く末には悲ひ惨さんな末路しか待っていないだろう。このまま雪の中で安らかに逝いかせてやるのが優しさというものだ。

　ある──そう答えても、狐は少年を助けない。母を殺され、一族を皆みな殺ごろしにされた少年は、いつか恨うらみを果たすために狐が与えた術を使うだろう。それは狐の信念に反する。

　自分でも意地の悪い質問だと狐は思った。だが、もし少年がこの残ざん酷こくなまでに意地の悪いジレンマを破ることができたら、そのときは持てる全ての力をもって助けてやるつもりだった。

「さあ、どうする？」
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　その日、俺は世界から完全に見捨てられていた。




　クリスマス・イヴの夜、渋谷ハチ公前交差点は、いつにも増して殺人的混雑だった。

　とにかく、歩きにくい。

　折おりしも今日は初雪だった。雪が降ってただでさえ歩きにくいのに、普段よりも人が多いのだ。それに……

「今日、一緒に居られてよかった」「僕もだよ……」

　これである。ところ構わずいちゃつくカップルが周囲を気にしないものだから、余計に歩きづらいのだ。

　見回すと、どいつもこいつもツガイで手をつなぎ、睦むつ言ごとをささやき合っている。独ひとり身みで歩いている俺をあざ笑うかのように、例外なく誰もが幸福そうな顔をしていた。

　やはり電車代などケチらず、私鉄に乗ってくればよかった。そうすればこんなところを通って嫌な思いをすることもなく、家に帰りつくことができただろう。飯を食ってネットを巡じゆん回かいし風呂にゆっくり浸つかりネットを巡回し深夜アニメ実況をしネットを巡回し寝る、いつもの幸福な夜が送れたはずだ。

　しかし、もう遅い。精神は擦すり切れてしまった。

　自分はクリスマス・イヴに彼女と出歩くことのできない、悲しい人間なのだ、というイメージが、完全に俺の心を打ちのめしていた。




　絶望に打ちひしがれながら人の波を避よけて駅へと向かっている、そんなときだった。




「えー、ご通行中のみなさまー」




　拡声器を通した声が、頭上から降ってきた。見上げると、旧式の客車を改造したオブジェの上に、人影が仁に王おう立だちしている。

　ああ、宗教の勧誘か。この時期は多いんだよな──

　そんなことを考えながら目を逸そらした俺は、視界の端でとらえた演説者の姿に、思わず二度見をした。




　制服姿の、女子だった。それも、うちの高校の制服だ。

　リボンの色から、彼女が一年生、同学年であることが知れた。

　真っ白なヘルメット。顔の下半分にはぐるぐるにタオルが巻かれており、口元を窺うかがうことはできない。

　顔のパーツのなかでただ唯一おもてに出ている目は、鋭さを感じさせる眼差しで、足元にうごめく群衆を見下ろしていた。

　長いまつげが、まばたきに従って閃ひらめく──鳥肌が立った。

　そしてなによりも俺をうったのは、彼女が制服姿であるということ──つまり下はスカートだということだ。そして彼女は高いところへ登っている。結論はただひとつ、アリストテレスでもわかることだ──近づけば、見える。

　瞬しゆん間かん、俺は人混みをかき分け、駆け出していた。

　これは神の思おぼし召めしに違いない。独ひとり身みでいじける俺に、神がささやかなクリスマス・プレゼントをくれたのだ。信じるものは、救われる。信号の下で演説やってたあんちゃんも言ってたから、間違いない！

　彼女の周囲が、ざわ、と盛り上がりはじめた。畜生、てめえらだけでいい思いしやがって。平等に分け与えろ!!




　後から冷静になって考えてみると、俺はこのときふたつの考え違いをしていた。

　まずひとつ。拡声器をしっかりと準備して高いところに登るような人間が、パンツが見えてしまうことについて考慮していないはずがない、ということ。

　そしてふたつ。拡声器をしっかりと準備して高いところに登るような女子高生は、ちょっとおかしい。いや、あえて言おう。完全に気が狂っている。

　俺が人混みの中でもがいている最さ中なか、彼女の演説は始まった──




「えー、ご通行中の皆さま。こんなクソ寒い雪の中、こんなクソ混雑の中、いちゃこらしくさってくれやがりまして、ご苦労様です！　広告会社のしかけた宣伝にまんまとのせられてキリスト教徒でもないのにクリスマスを祝う頭の弱い皆様に於おかれましては、いかがお過ごしでしょうか？　我々、反恋愛主義青年同盟部は、今日、息も詰まるようなこのクリスマス・イヴのクソ混雑に、ただ一点の主張のために、こうしてここに立っているのです。

　お前らは、間違っている！　手をつなぎ、降る雪を幸いと相あい合あい傘がさをし、『ホワイトクリスマスだね……』『ベッドの上でもホワイトクリスマスしようね♡』などと囁ささやき合っているそこの阿あ呆ほう、お前らは完全に間違っている！　徹底的な誤あやまりである!!　リア充爆発しろ！　爆発四散しろ！　貴様らが骨の髄ずいまで浸つかりきってしまっている恋愛至上主義は、儚はかない幻想にすぎないのだ！

　自己批判せよ！　恋愛至上主義の泥でい濘ねいから抜け出す方法はただひとつ、自らの精神に入り込んだ幻想を、自己を批判することを通して見つめ叩たたきだすしかない。その手助けをするために、私は愚ぐ昧まいなる恋愛信しん奉ぽう者しや諸君らを、ここで教きよう導どうしようと思う！

　考えろ──君らが恋愛をすることで、誰が得をするのか？　平日働き詰めの疲れを癒いやすためのせっかくの休日に、わざわざ混雑のなか恋人と出歩き、おしゃれなカフェで散さん財ざいする。相手から少しでもよく思われようと、あえて防寒を無視した格好で自らを飾り立て、そのために大たい枚まいをはたく。まったく、君らのマゾヒストぶりには閉口するばかりである！　会社でこき使われるばかりでなく、その自由時間すら、社会的に規定された『一般的恋人像』を演じるためにその身をやつす。君らこそがこの恋愛至上主義の被害者なのだ！　被害者であるのにそれに気づくことができないことこそ、この問題を厄やつ介かいにしている一番の原因だ！　そして恋人のいない我々のことを見下すのである。『かわいそう』と。余計なお世話だ！　その『彼氏・彼女のいない人はかわいそう』という幻想こそが、貴様らの精神に根付く癌がんなのだ！　気づけ！　叩きだせ！

　考えれば簡単に分かる理屈を、君らリア充がちっとも気づくことができないのは、我々の身体そのものが、不都合な真実を隠いん蔽ぺいするようにできているからだ。動物的に生きるリア充諸君に、我々の話が信じがたいのも納得の話だ。そしてリア充諸君らは、目も耳も鼻も口も塞ふさがれ、あたたかい肥こえ溜だめのプールの中で気持ちよさそうに、無限のピストン運動の泥濘に落ち込むのである！

　唯ゆい物ぶつ論ろん者じやの諸君らは言うかもしれない。『結局は繁はん殖しよくのため』と。結局我々は繁殖のために恋愛をしているのだ。そのようにプログラムされているのだ。ならばそれに従うことこそ、人間としての本ほん懐かいを遂とげることになるのではないか、と。

　それがどうした！　繁殖なんかするな！　産むな、増やすな！　人類は絶滅すべきなのだ！　この負の連れん鎖さを、我々の世代で断ち切らなくてはならないッ!!

　考えてみ給たまえ、人間が存在することで、どれだけこの惑星に迷惑をかけているのか。数十億年連れん綿めんとつづいてきたこの地球生命の歴史に、いま人類は終止符を打とうとしている。膨ぼう大だいな科学文明を発展させた結果、この惑星に形成されていた緻ち密みつな生態系の網の目をズタズタに切り裂いた。それだけでは飽き足らず、大気の組成さえも変化させ、全く異質な惑星に仕立て上げてしまったのだ！

　この獰どう猛もうな侵略生物＝人類を一刻も早く地上から取り払わなくてはならない！　その崇すう高こうなる目標に対して我々は、『良心的繁はん殖しよく拒きよ否ひ』を以もつて応こたえるべきなのだ！

　繁殖衝しよう動どうを克服せよ！　それが我々にできる、唯一の抵抗だ!!　恋愛こそ、現在の地球が、人類が抱えるすべての問題の、根源なのだ！

　誰が得をするのか。『誰も得をしない』。一見すると、それが正しい答えに思える。もともとは単なる繁殖のための性欲が、定住が進み文明が発展するにしたがって、ゴテゴテといろいろな修しゆう辞じで飾られ始めた。孔く雀じやくの羽で自らを飾り立てるために、恋愛主義者は余剰時間を、繁殖準備、つまり恋愛のために注ぎこみ始めた。それはものの見事に転倒した。それは商売になった。商売人が得をするのか？　資本家が得をするのか？　否、彼らもこの泥沼にはまりこんでいるのだ！　恋愛狂信者から巻き上げた金を、彼らはまたその幻想につぎ込んでしまう。もっといい服、いいレストラン、いいホテル……そうして際限なく、自分自身でつくりだした空虚な幻想に、我々のすべての生産性は回収されていってしまう。

　我々は当初、この泥沼状態は人類が自らつくりだしてしまったのだと考えていた。しかし、それにしては出来過ぎている──我々の労働力のすべてが、きっちりと回収され、そして我々は進みすぎた文明に自らの首を締しめられ絶滅しようとしている──まるであらかじめプログラムされていたように！

　環境を改変させ、自らにはそれと気づかないよう『恋愛』にはめ込んでおいて、そして他の地球生物とともに絶滅させる。

　これは、侵略にほかならない！　人類は、地球外生命体によってこの惑星に送り込まれた、ウィルスにほかならないのだ!!

　もう一度言おう！

　繁殖衝動を克服せよ!!　そのためには、知恵が必要だ。人間は効率よく地球を侵略するために知恵をさずけられた──これを逆に利用してやることである！

　道具の使用は知性の象しよう徴ちようだ！　自己解決の手法を更に洗練させろ！　対象は異性だけじゃないぞ！　百ゆ合りにときめけ！　動物にも器官はある！　もっと奇抜な発散の手法を開拓せよ！　異性なんて見るな!!

　この呪われた人類という生物種を、我々の世代で終わりにするために!!」




　俺は、頭を抱えてうずくまった。
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　六時に起床。同、四十六分発の電車に乗る。八時三十五分、会社に到着。席に座ると同時にパソコンの電源を入れる。

　十二時から一時間の昼休憩。席を立ち上がったところで上司に声をかけられ、解放されたのは十二時十五分。歩いて三分の安いラーメン屋には長蛇の列。並ぶこと十五分。ようやく飯にありつける。注文が来るまで三分。湯気の立ち上るラーメンを胃袋に吸い込むこと五分。すぐに席を立ち、会社の玄関横にある小さな喫煙スペースで、缶コーヒーを片手に立ったままタバコを吹かす。この半年でタバコの量は二倍に増えた。ここでやっと、ホッと一息をつく。時刻はすでに十二時四十五分を経過している。

　十二時五十八分、自分の席に戻る。十三時二十七分、本日三度目の上司の怒鳴り声。

　十九時三十五分、やっと、上司が退勤。頼むからもっと早く帰ってくれ。

　二十一時十五分、ようやく退勤。この時間になると、電車の本数が少ない。二十二時五十三分、帰宅。二十五時零分、就寝。以下、繰り返し×六日間。




　サラリーマンに憧れなどなかった。だが、熱を上げるようなやりたいこともなく、いつの間にか周りと同じように、就職活動に勤いそしんでいた。

　自慢じゃないが、そこそこ名の通る大学をストレートで卒業した。それでも簡単に内定のもらえないこのご時世。とにかく手当たり次第に面接を受けまくった。周りの奴やつらになんて負けたくない。確固たる自信など何ひとつないくせに、プライドだけは山よりも高い。自分よりレベルが低いと思っていた奴らが一流と呼ばれる企業の内定をもらった時は、酷ひどく嫉妬した。

　ひとつでも多く、少しでも有望な企業から内定をもらうことが、俺たちにとって最大のステータスだった。




　今、俺が勤める会社は名高い一流企業ではない。中堅の印刷関係の企業だ。しかし、ことごとく希望の企業の面接に落ちまくった俺にとって、この会社からの内定をもらえた時は、正直かなり嬉うれしかった。この会社の役に立ってやろう、利益を上げて、俺を落とした企業を見返してやろう。意気込んで入社し、がむしゃらに努力した。

　あの頃はまだ、少しの夢と、希望と、やる気があった。




　鼻先をかすめるように、特急電車がスピードを緩めず走り過ぎる。数日前まで蒸し暑かったはずの風は、いつのまにか少し冷気を含んでいた。

　人波に溢あふれたプラットホームの先頭で、俺は自宅へと向かう快速電車を待っていた。

　突風に煽あおられた前髪が、非常にうっとうしい。そろそろ切らないといけないが、美容院に行く時間がもったいない。

　俺の後ろには、皆同じような暗い色のスーツに身を包んだ、サラリーマンの列。年齢はバラバラだが、皆一様に疲れた顔をしている。




　俺はいつから笑わなくなったのだろう。ビデオを巻き戻したような、時間をひたすら消化していく毎日。

　どんなに頑張っても給料は横よこ這ばい。しかし、成績が上がらなければ当然、上司にどやされる。サービスという名の残業ばかりが増えていく。俺たちには少しのサービスもないくせに。

　土曜出勤は当たり前。日曜に死んだように眠っていると、けたたましい携帯電話の音に叩たたき起こされる。電話口では部長が、取引先からのクレームだと、俺の担当だと気が狂ったように叫んでいる。

　なんだよ、元は先輩の担当じゃねーかよ。ややこしい取引先だけ押しつけてくるんじゃねーよ。俺が入社する前の話されてもどうすりゃいいんだよ。そもそも先輩が辞めたのだって、お前のせいだろ。クソ上司。




　俺だって辞めたいよ。こんな会社だと思わなかったよ。説明会ではいいことばっかり言いやがって。何が、頑張っただけ稼げるシステムだよ。何が、実力を正しく評価する環境だよ。今すぐ辞めてやりたいよ。

　でも入社半年足らずで辞められるわけがないんだよ。そんな根性のない奴、次の企業が雇ってくれるわけないんだよ。

　今月はもう、二週間ぶっ通しで働いている。こうなってくると眠いんだか、腹がへってるんだか、わかりゃしない。

　この半年間、体調はずっと最悪だ。

　くたくたになってようやく家に辿たどり着いても、数時間後にはまた、会社へと向かう電車に揺られている。

　そんな現実に押し潰されそうになる。




　自宅にいるときの体感時間は、ほんの一瞬。会社にいる時はあれほど長く感じるのに。相対性理論の本でも読んでみようかと思うけど、そんな時間を持てるはずもない。

　そして、その心が解放される一瞬は、眠りについた瞬間に終わってしまう。

　身体からだは眠りたいはずなのに、脳みそが眠りを拒否しているような感覚に陥る。




　人は何のために働くのか────

　入社してから三か月ほどは、そればかり考えていた。

　けれどもう、考える気すら起こらなくなった。

　辞められないなら働くしかない。余計なことは考えない。

　ただひたすらに、一週間が過ぎるのを待つだけ。

　次の日曜にも予定はない。彼女なんてつくる暇もない。暇があったらつくれるのかって突っ込みは勘弁してほしい。今の俺には彼女どころか、友達すらいない。

　中学校の頃、いわゆる青春時代を共に過ごしたよき友人とは、大学に入り新しい人間関係ができると共に、少しずつ連絡をとらなくなった。

　そして、その大学時代にできた数多くいたはずの友人も、就活が佳境に入った辺りからあっけなく疎遠になってしまった。

　社会人になってから数回飲みの誘いがあったが、今は他の奴と仕事の話をする気にはどうしてもなれなかった。もしそいつが俺よりいい給料をもらっていたら…………考えただけで吐き気がする。こんな自分を情けないとは思うけど、そう思ったところでどうしようもない。

　今はただ、来週の日曜はトラブルが起こらないでほしいと願うのみだ。

　いくら予定がないとはいえ、一日くらい何も考えずにダラダラしていたいんだよ。

　贅沢は言わない。ただそれだけだから、どうかそれくらいの願いは聞いてください。

　頼むよ、神様。




　昨日は休日出勤だけあって、午後六時には家に戻れた。コンビニで買った弁当を機械的に口に運び、見るでも見ないでもなく、テレビをつけていた。

　すると、子供の頃から記憶に馴な染じんだ、軽快な音楽が聞こえきた。

　俺はしばらく、子供の頃とは違った感情で〝その音楽〟を聞いていたが、いつのまにかリモコンの電源ボタンを押していた。

　真っ暗になった画面には、まだアニメの中の幸せそうな家族が映っているような気がした。

　子供の頃、それを楽しみに見ていた時の感情と、今の感情とのギャップに涙が出そうになった。

　ふと、学生の頃に女友達の朱あけ美みから聞いた話を思いだした。







　就活のために髪色を変えたばかりの朱美は、学食で俺の姿を見つけると、チャンスとばかりに走り寄ってきた。美しい栗色だったロングヘアは、不自然なほどの漆黒に染め上げられていた。

「ねえねえ、橘たちばな先輩って覚えてる？」

　誰かに話したくてウズウズしていたのだろう。その表情は、少し興奮しているようにも見えた。

　以前の髪色のほうがよかったなあ、などと考えていた俺の返事を待たず、朱美は話し始めた。

「橘先輩、入社してから三か月で『サザエさんシンドローム』になったらしいよ」

　俺はその『サザエさんナントカ』が、何の意味であるのか知らなかった。

「なにそれ」

　気のぬけた返事をした俺に、朱美は少しオーバーに驚いたような表情を見せながら言った。

「えー知らないの？　鬱みたいなもんだよ。サザエさんのエンディングを聞くとすごく憂鬱になって、死にたくなるんだって」

「なんでサザエさん？」

「日曜日の終わりだから。それが終わって、寝て起きたら月曜日になるからだよ」

　いかにも深刻そうに話す朱美をよそに、俺は「へえー」と気のない返事を続けた。

「もう、ぜんっぜん興味ないじゃん」

「いや、そんなことはないけど……」

　朱美の言う通り、あまり興味を持てる話題ではなさそうだと思った。

　この時はまだ、社会のことを何も知らなかった。

　自分のことを社交的だと思っていたし、社会に出てもなんとなく上手うまくやっていける自信があった。酒を酌み交わし、他愛もない話をするような友人なら数多くいたし、人間関係に深刻な不安を抱いたこともない。

　鬱なんて、自分とは無縁の世界だと思っていた。

　朱美は、興味を示さない俺に、一生懸命話し続けた。

「ちゃんと聞いてよ。あのアメフト部のエースの橘先輩がだよ？　ほら、大学最後の試合でもタッチダウン決めてさー。超カッコよかったよね」

　まったく女って生き物は、どんな話題の最中にも必ず一度は話を脱線させる。

　残念ながら、カッコいいアメフト部のエースの話題ほど、どうでもいいものはない。

　俺は、面倒くさい方向に逸それていきそうな話の流れを修正した。

「で、その橘先輩が鬱なのが心配なの？　朱美、仲よかったっけ？」

「心配ってゆーか、ちょっと怖くない？」

　眉間にしわを寄せた朱美の表情には、不安の色が窺うかがえた。

「怖い？」

「だって、アメフト部だよ？　うちの大学けっこう強いし、練習も厳しくて有名じゃん。そこでエース張ってた人が、たったの三か月で鬱なんてさ。社会で働くことがアメフト部の練習より厳しいなんて、そんなのどうしたらいいの？　私、考えただけで倒れそう」

　朱美はより一層、両まぶたの辺りに力を込めた。その不安気な表情は、俺には大げさに演じているようにも見えた。

「先輩はちょっと、精神的に弱かったんじゃないの？」

「えーそんなことないよ。精神的に弱い人が、試合に出て活躍なんてできる？」

　期待していた答えと違ったのか、不服そうに頰を膨らませた朱美に、俺はわかったような口を利いた。

「スポーツの体力的な厳しさと、社会に出てからの厳しさなんて全くジャンルが違うだろ。先輩はたまたま、そっち方面のプレッシャーに弱かったんだよ。それか、よっぽど会社との相性が悪かったんだね」

「そうかなあ」

「先輩にはアメフトの才能はあったかもしれないけど、サラリーマンの才能はなかったってこと」

「サラリーマンの才能ってなによ」

　さらに口を尖とがらせた朱美は、少し突き放すように言った。

　俺はなぜか、朱美よりもずっと人生の先輩のような口ぶりで、自信満々に言った。

「本当に出来る人間っていうのは、どんな環境にいてもできるんだよ。社会に出てから一番重要なのは、体力でも、我慢強さでもない。頭のよさだ。どんな人とでもやっていける適応能力だ。要は『人間力』がある奴が一番強いってこと」

　俺に話しても無駄だと思ったのか、あの時以来、朱美との会話に橘先輩の話題が出ることはなかった。




　もしもタイムマシンがあったなら、あの時に戻って、得意満面に話している俺の胸倉を摑つかみ、「黙れ、馬鹿野郎！」と怒鳴ってやりたい。

　朱美はあの頃から、俺よりもずっと冷静な視線で社会を見つめ、敏感にその怖さを感じ取っていた。

　一方俺は、その『人間力』とやらが自分には備わっていると思っていた、ただの阿あ呆ほうだ。社会というものを完全になめていた。

　そして今、阿呆の勘違いは見事に打ち砕かれ、社会の厳しさと、自分の無力さを痛感している。

　橘先輩は、今頃どうしているんだろう。

　その後のことを聞いておけばよかったと、今更ながら少し後悔した。




　ふと、隣の男に目をやる。見るからに着古したスーツに身を包み、薄くなりかけた頭には隠しきれない白髪が、ホームの明るい電灯に照らしだされている。

　お世辞にも小綺麗とは言えない。しかし、横顔がどことなく俺の親おや父じに似ている。

　彼はこの数分間、微動だにしていない。俺が見ていることにすら気づかず、うつろな目の奥にはかすかな光さえ見えない。

　何十年か後の俺も、こんな感じなんだろうか。くたびれたスーツに身を包み、満足するには程遠い額の金を稼ぐため、片道二時間弱の道のりを満員電車に運ばれ続けるのだろうか。







　ようやくホームの電光掲示板が、家へと向かう電車を表示した。

　やっと帰れる。

　大きな溜ため息をついたその時、スーツのポケットがブルルルルと振動した。

　────マジかよ。

　振動しているポケットから携帯を取りだし、表示画面を見る。

　眩暈めまいがした。

　クソ上司が。

　気づかなかったことにしよう。もう今日は帰りたいんだ。取引先には土下座せん勢いで謝っただろうが。俺は何にも関係ないのに謝っただろうが。これ以上なんだっていうんだ。どうせ明日も出社するのに、何でこんな時間に電話をかけてくるんだ。

　もういい。

　もう帰ろう。帰って寝よう。

　携帯はしつこく振動している。

　全てが面倒くさい。

　俺は携帯の電源を切って、またポケットに仕舞った。

　明日出社したら、思いっきりキレられるんだろうな。そうだ、充電が切れたことにしよう。そのまま気づかず眠ってしまったと言って……。

　無駄だな。言い訳なんて通用しないことは、重々承知だ。

　眠ってしまうと今日が終わる。

　目覚めた時にはもう明日だ。

　眠りたくない。眠らなければ明日は来ない。

　家に帰っても眠りたくないならいっそ、ここで寝てしまおうか。

　なんだかわけのわからないことを考えながら、俺はゆっくり目を閉じてみた。

　すると、頭がふわふわしてきた。気持ちがいい。

　このまま立ったままで眠れるんじゃないか。

　だんだん地面もふわふわしてきた。

　こんなにいい気持ちになったのは久しぶりだ。飲んでもないのにほろ酔い気分か。

　周囲の音が遮断されていく。騒々しいホームにいるとは思えないほど、静かだ。

　このまま、この心穏やかなままで気を失ったら、ホームに落ちるんだろうか。




　そうしたら明日、会社へ行かなくても済むかな。




　三十秒くらいだろうか。体感にしたらもっと長く感じたが、きっとそのくらいだろう。

　目を閉じていると突然、右腕に衝撃が走った。

　驚いて振り向くと、俺のあまり引き締まっていない腕の肉に〝誰か〟の指がガッチリ食い込んでいる。さほどゴツくはないが、明らかに男の指だ。

　その指先から腕へと、少しずつ視線を這わせていく。

　肩まで辿ったその先には、全く見覚えのない、俺と同い年くらいに見える男が、満面の笑みで俺の真後ろに立っていた。

　わずか二十センチほどの距離で、笑顔の男とバッチリ顔を見合わせる形となってしまった俺は、ギョッとして少し後ろに仰のけ反った。

　無駄にデカい頭に体重がかかり、上半身がぐいんとホームからはみだした。

　線路上に大きく傾いた俺の身体を見て、隣の親父似の男が息を吞のみ、目を見開いたのがわかった。

　どうやら彼にも感情は残っていたようだ。

　俺はなぜか、少しほっとした。




　落ちる────

　そう覚悟した瞬間、俺の身体は凄すごい力でグイッと引き戻された。

　どう見ても貧弱そうに思えた〝その腕〟は、一七五センチある俺の身体をいとも簡単にホーム上へと引き戻した。その頼りない風貌からは、とても想像できないような強い力だった。

　茫ぼう然ぜんとする俺に、男は満面の笑みを崩さぬまま言った。

「久しぶりやな！　俺や、ヤマモト！」

　……ヤマモト？　誰だっけ。

　俺は戸惑いながらも、なんとか頭を回転させ、記憶を巡らせてみる。

　が、ヤマモトという名前にも、この男の顔にも覚えはない。

　ヤマモトと名乗るその男は、子供のように無邪気な笑顔で話し続けた。

「ホンマに久しぶりやなあ。小学校以来か。でもすぐわかったで。お前、変わってへんなあ」

　ヤマモトは、歯磨き粉のＣＭのように歯を見せてニカッと笑うと、俺の右肘の上あたりを力強く摑んだまま、列の後ろの方へと移動し始めた。

「え……」

　俺は、呆あつ気けに取られて抵抗することも忘れ、ヤマモトにズルズルと引きずられるようについて行った。

　ホームの真ん中ほどまで来て、ようやくヤマモトは俺の右腕を解放してくれた。

　改めてマジマジとその男の顔を見つめてみる。

　小学校以来ってことは同級生なのだろうか。しかし全く思いだせない。

　関西弁の奴なんてクラスにいなかったような気がするが。

「あの……、悪いけど俺、お前のこと……」

　正直に「覚えていない」と言おうとした瞬間、ヤマモトは俺の話を遮るように、凄い勢いでペラペラとしゃべりだした。

「いや、でもホンマ懐かしいわ。こんなところでお前に会えるとはなあ。ほら俺、小学四年なる前に大阪に引っ越したやん。だから、もう東京の友達なんて誰とも連絡とってないねん。会えてめっちゃ嬉しいわ。今から帰るんか？」

「う、うん。まあ……」

　ヤマモトの笑顔と勢いに圧倒されて、なんとなく「知らない」と言いだし辛づらくなった俺は、曖昧な返事をした。

「マジか！　めっちゃええタイミングやん。よし、飲みに行こうぜ」

　突然の誘いに「え、いや、あの」とあたふたする俺を気にも留めず、ヤマモトは続けた。

「よーし、行こ行こ。オレ、いい店知ってるから！　刺身食える？」

「いや……、食えるけど……」

「よっしゃ、決まりや！」

　ヤマモトは嬉しそうに叫んだ。

　俺は、ただただ戸惑っていた。

「うわあ、こんな偶然ってあるんやなあ」

　ヤマモトはニコニコと、改札へと続く階段に向かって歩きだした。

　どうしよう。

　その場で立ちすくむ俺に、ヤマモトが振り向いてとびっきりの笑顔を見せた。

「マジで、神様に感謝やわ」

　綺麗な前歯をキランと光らすヤマモトは、心から喜んでいるように見える。

　もしかしたら、昔はそれなりに親しくしていたのかもしれない。

　そう思うと、彼を思いだせない自分がなんだか申し訳ないような気持ちになってきた。

　とりあえず覚えているフリでもして話を合わせるか────

　俺はまだ少しぼうっとした頭のまま、ふらふらとヤマモトの後に続くように歩きだした。
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